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文

　

長
保
寺
は
一
条
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
長
保
二
年
に
創
建
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
至
り
紀
州
徳
川
家
の
菩
提
寺
と
な
り
ま
し
た
。
境
内
に
は
国

宝
本
堂
を
始
め
と
し
、
多
く
の
建
造
物
、
美
術
工
芸
品
な
ど
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
宝
大
門
は
明
治
四
四
年
に
特
別
保
護
建
造
物
と
し
て
解
体
修
理
さ
れ
て
か
ら
、
根
本
的
な
修
理
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
軒
の
垂
下

や
屋
根
瓦
の
破
損
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
十
年
あ
ま
り
前
か
ら
、
次
第
に
大
門
の
状
態
は
重
篤
に
な
っ
て
ま
い
り
、
県
を
通
じ
て

国
へ
保
存
修
理
事
業
の
立
ち
上
げ
を
請
願
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
関
係
機
関
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
平
成
二
三
年
一
月
を
も
っ
て
、

今
回
の
保
存
修
理
事
業
を
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
理
で
は
、
大
門
は
屋
根
瓦
を
葺
き
替
え
、
軒
の
垂
下
を
防
止
す
る
た
め
、
小
屋
組
内
に
構
造
補
強
を
施
し
ま
し
た
。
国
宝
多
宝

塔
は
部
分
的
に
屋
根
瓦
を
葺
き
替
え
る
予
定
で
し
た
が
、
工
事
着
手
後
、
屋
根
の
破
損
が
各
所
に
及
ん
で
い
た
こ
と
で
、
全
面
を
葺
き
替
え

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
相
輪
の
根
本
的
な
修
理
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。
重
要
文
化
財
鎮
守
堂
は
、
檜
皮
屋
根
を
全
面
葺
き
替
え
い
た
し
ま

し
た
。

　

工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
意
志
決
定
の
過
程
を
明
確
に
し
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
維
持
す
る
た
め
に
、
事
業
者
で
あ
る
長
保
寺
と

設
計
監
理
者
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
施
工
者
で
あ
る
株
式
会
社
金
剛
組
と
、
毎
月
一
回
、
定
例
会
議
を
実
施

し
て
、
十
分
な
意
志
の
疎
通
を
図
り
、
円
滑
に
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

本
報
告
書
は
今
回
の
修
理
の
記
録
と
、
調
査
記
録
を
取
り
ま
と
め
、
刊
行
す
る
も
の
で
す
。
文
化
財
保
護
や
学
術
研
究
に
、
広
く
お
役
立

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
大
な
ご
援
助
と
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
、
文
化
庁
、
和
歌
山
県
、
海
南
市
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

修
理
に
携
わ
ら
れ
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
二
四
年
一
二
月
吉
日

	

宗
教
法
人　

長　

保　

寺

	

代
表
役
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瑞　

樹　
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哲

 



例　
　
　

言

一
、
こ
の
報
告
書
は
、
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
、
国
宝
（
建
造
物
）
長
保
寺
大
門
ほ
か
二
棟

保
存
修
理
事
業
の
一
部
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
建
造
物
・
修
理
事
業
・
修
理
工
事
の
概
要
、
各
種
の
調
査
事
項
、

資
料
、
記
録
写
真
、
図
面
を
ま
と
め
た
。

三
、
記
録
写
真
は
、
工
事
中
に
撮
影
し
た
も
の
の
中
か
ら
、
竣
工
・
修
理
前
、
並
び
に
工
事

中
の
経
過
を
示
す
も
の
、
調
査
事
項
に
関
す
る
資
料
を
掲
載
し
た
。
本
文
中
の
挿
図
は
、

各
部
の
説
明
と
し
て
必
要
な
も
の
を
調
製
、
掲
載
し
た
。
関
係
資
料
と
し
て
文
書
史
料
、

古
写
真
も
掲
載
し
た
。

四
、
寸
法
表
示
は
、
メ
ー
ト
ル
法
に
よ
っ
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
尺
貫
法
を
併
記
し
た
。

五
、
瓦
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
中
世
瓦
研
究
者
で
あ
る
芦
田
淳
一
氏
（
総
持
寺
寺
史
編
纂
調

査
研
究
員
）
の
指
導
・
協
力
を
得
た
。

六
、
本
書
の
編
集
、
執
筆
な
ど
の
担
当
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

編
集
・
総
括　
　
　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人　

和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

本
文
執
筆
（
左
記
以
外
）	

工
事
主
任　
　
　
　
　

御
船　

達
雄

第
一
章
第
一
節
第
一
、
二
項　

和
歌
山
県
立
博
物
館
学
芸
課
長	
竹
中　

康
彦

第
四
章
第
二
節
第
三
項
二	

住
友
金
属
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
材
料
機
能
評
価
室

朝
倉　
　

亮

第
三
章
第
五
節
、
第
四
章
第
四
節
第
一
～
四
、
六
項　

和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

工
事
主
任
補
佐　
　
　

下
津
健
太
朗

第
四
章
第
四
節
第
五
項	

総
持
寺
寺
史
編
纂
調
査
研
究
員　
　
　
　

芦
田　

淳
一

挿
図
作
成
・
組
版　
　
　
　
　

和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

	

工
事
主
任
補
佐　
　
　

田
村　

收
子

写
真
撮
影	

現
場
職
員

七
、
第
五
章
掲
載
の
資
料
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
の
協
力
を
得
た
。

八
、
巻
末
図
面
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
協
力
を
得
て
、
同
所
蔵
の
保
存
図
を
借
用
し
、
撮

影
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。
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第
一
章　

建
造
物
の
概
要

第
一
節　

寺
院
の
概
要

第
一
項　

長
保
寺
の
創
立
と
沿
革

長
保
寺
の
創
建

長
保
寺
の
創
建
に
関
し
て
は
、
一
条
天
皇
（
九
八
○
～
一
○
一
一
）
の
勅
願
に
よ
り
、
慈

覚
大
師
の
弟
子
で
播
磨
国
書
写
山
円
教
寺
を
創
建
し
た
性
空
（
九
一
七
～
一
○
○
七
）
を
開

基
と
し
て
長
保
二
年
（
一
○
○
○
）
に
創
建
し
、
寛
仁
元
年
（
一
○
一
七
）
に
伽
藍
の
造
営

が
完
了
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
保
寺
は
一
条
天
皇
の
勅
願
寺
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
長
保
寺
に
残
存
す
る
応
永
二
四
年
九
月
二
一
日
の
奥
書
を
持
つ

「
紀
州
海
部
郡
浜
仲
庄
長
保
寺
縁
起
」（『
慶
徳
山
長
保
寺
縁
起
并
勧
進
状
写
』
所
収
）
や
年

代
不
明
の
「
王
代
一
覧
抜
書
」（『
長
保
寺
記
録
抜
書
』
所
収
）
と
い
っ
た
か
な
り
後
の
時
代

の
縁
起
の
写
本
類
（
江
戸
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
重
要
な
事
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
保
寺
以
外
の
場
に
残

る
別
系
統
の
史
料
、
例
え
ば
当
時
の
天
皇
に
近
い
貴
族
の
日
記
で
あ
る
『
御
堂
関
白
記
』

『
小
右
記
』『
権
記
』『
左
経
記
』
な
ど
で
は
全
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
般
的
に
勅
願
寺
あ
る
い
は
御
願
寺
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
創
建
し
た
天
皇
直
筆
の

寺
額
（
勅
額
）
を
賜
り
、
そ
の
天
皇
の
没
後
は
位
牌
を
本
尊
の
脇
に
安
置
す
る
も
の
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
際
、
必
ず
し
も
天
皇
自
身
の
発
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
必
要

は
な
く
、
貴
族
や
僧
侶
の
奏
請
に
よ
り
太
政
官
が
裁
許
す
る
場
合
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
天
皇
の
意
向
と
は
全
く
無
関
係
に
、
国
家
の
直
接
的
支
配
を
回
避

し
て
寺
院
を
建
立
す
る
動
き
に
つ
な
が
り
、
そ
の
傾
向
が
一
○
世
紀
後
半
以
降
顕
著
に
な
る

と
い
う
見
解
も
存
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
長
保
寺
の
場
合
、
荘
園
な
ど
を
媒

介
と
し
て
中
央
貴
族
と
強
い
関
係
を
持
っ
た
在
地
の
有
力
者
が
、
貴
族
を
通
じ
て
中
央
へ
申

請
し
て
勅
願
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ず

れ
に
し
て
も
、
天
皇
や
中
央
政
府
と
無
関
係
に
勅
願
寺
を
建
立
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で

あ
り
、
中
央
の
記
録
に
全
く
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
ず
、
ま
た
都
か
ら
か
な
り
離
れ
た
寺
院
で

あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
長
保
寺
の
創
建
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
に
未
解
明
の
部
分
が
多

い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
時
期
に
創
建
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
関

し
て
は
別
問
題
で
あ
り
、
後
で
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

浜
仲
荘
と
長
保
寺

こ
の
よ
う
に
長
保
寺
の
創
建
期
に
つ
い
て
は
、
不
明
確
な
点
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
平
安

時
代
末
期
以
降
は
長
保
寺
が
所
在
し
た
浜
仲
荘
の
推
移
の
中
で
、
長
保
寺
の
歴
史
を
た
ど
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。

ま
ず
、
江
戸
時
代
の
史
料
な
が
ら
（『
高
野
春
秋
』）、
浜
仲
荘
は
一
二
世
紀
半
ば
に
摂
関

家
の
藤
原
忠
実
・
頼
長
父
子
に
よ
っ
て
、
高
野
山
の
金
剛
心
院
へ
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
記
事
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
前
に
浜
仲
荘
は
摂
関
家
領

の
荘
園
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
摂
関
家
領
と
な
る
前
が
皇
室
領
で

あ
っ
た
と
限
定
し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
。

浜
仲
荘
に
関
す
る
確
実
な
史
料
上
の
初
見
は
、
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
閏
一
○
月
二
二

日
の
「
摂
政
近
衛
基
通
御
教
書
案
」（
仁
和
寺
文
書
）
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
木
曽
義
仲
の
浜

仲
荘
の
譲
渡
を
求
め
る
申
請
を
近
衛
基
通
が
却
下
し
て
、
仁
和
寺
が
元
通
り
知
行
す
る
こ
と

を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
か
ら
近
衛
家
が
浜
仲
荘
の
本
家
職
を
、

仁
和
寺
が
領
家
職
を
そ
れ
ぞ
れ
所
有
し
て
お
り
、
仁
和
寺
は
金
剛
心
院
お
よ
び
浜
仲
荘
を
知

行
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
近
衛
家
は
次
第
に
浜
仲
荘
に
対
す
る
支
配
を
後
退
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
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と
考
え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
一
○
月
二
一
日
の
「
近
衛
家
所

領
目
録
」（
近
衛
家
文
書
）
に
は
、
す
で
に
進
止
に
は
及
ば
な
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一

方
仁
和
寺
は
、
相
変
わ
ら
ず
浜
仲
荘
に
対
す
る
支
配
権
を
保
持
し
て
い
る
が
、
貞
和
二
年

（
一
三
四
六
）
一
○
月
二
七
日
の
足
利
直
義
下
知
状
案
に
引
用
し
て
い
る
文
永
元
年
（
一
二

六
四
）
六
月
八
日
の
「
関
東
成
敗
状
」
に
よ
れ
ば
、
浜
仲
荘
は
南
方
・
北
方
に
下
地
中
分
さ

れ
、
仁
和
寺
は
南
方
を
進
止
す
る
も
の
の
、
北
方
は
地
頭
湯
浅
氏
が
管
領
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

長
保
寺
は
そ
れ
以
降
、
浜
仲
南
荘
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
長
保
寺
の
実
態

を
よ
く
表
し
て
い
る
の
が
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
一
一
月
一
九
日
の
「
浜
仲
南
荘
惣
田

数
注
進
状
写
」（
高
野
山
文
書
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
浜
仲
南
荘
に
は
惣
田
数
五
七
町
三

一
○
歩
が
存
在
し
、
う
ち
三
○
町
は
金
剛
心
院
・
真
光
院
分
に
充
て
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
は

荘
園
内
外
の
寺
社
免
田
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
長
保
寺
に
つ
い
て
は
「
長
保
寺
念
仏

免
」「
同
堂
塔
免
」
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
「
千
部
経
田
」「
仏
性
田
」「
湯
屋
免
」

な
ど
も
長
保
寺
に
関
わ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
念
仏
免

で
あ
る
。

長
保
寺
に
古
く
か
ら
伝
来
す
る
「
不
断
念
仏
式
」（
な
お
『
長
保
寺
記
録
抜
書
』
に
は

「
不
断
念
仏
式
奥
書
」
と
い
う
史
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
見
え
る
年
紀
や
引

用
関
係
か
ら
考
え
る
と
不
断
念
仏
式
よ
り
後
の
時
代
に
書
写
さ
れ
た
式
の
奥
書
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
）
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
長
保
寺
に
お
け
る
不
断
念
仏
の
式
次
第
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
長
保
寺
に
お
い
て
不
断
念
仏
は
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
に
始

ま
り
、
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）・
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
の
二
度
に
わ
た
る
日
数
の
改

正
を
経
て
、
少
な
く
と
も
延
慶
二
年
（
一
三
○
九
）
ま
で
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
不
断
念
仏
は
一
○
月
半
ば
ご
ろ
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
の
経
費
を
捻
出

す
る
た
め
に
念
仏
免
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
不
断
念
仏
と
は
、
円
仁
が
中
国
の
五
台
山
か
ら
五
会
念
仏
を
常
行
三
昧
の
作
法

と
し
て
請
来
し
た
の
ち
、
比
叡
山
の
常
行
三
昧
堂
で
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
に
初
め
て
修
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
来
の
常
行
三
昧
に
お
け
る
念
仏
は
止
観
（
心
を
対
象
に
集
中
し
観
察
す

る
）
成
就
の
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
五
会
念
仏
で
は
念
仏
そ
の
も
の
に
絶
対
の
価
値
を

認
め
、
懺
悔
滅
罪
に
よ
る
浄
土
往
生
の
効
用
を
期
待
す
る
も
の
と
な
り
、
自
己
目
的
化
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
称
名
念
仏
的
な
要
素
が
九
世
紀
か
ら
一
○
世
紀
に

か
け
て
の
貴
族
・
僧
侶
を
中
心
と
し
た
自
己
救
済
的
な
浄
土
教
的
運
動
に
つ
な
が
る
も
の
と

し
て
理
解
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
降
る
が
、
長
保
寺
の
不
断
念
仏
式
の

敬
白
文
の
末
尾
で
、
阿
弥
陀
如
来
と
慈
覚
大
師
（
円
仁
）
に
導
か
れ
て
極
楽
往
生
を
願
っ
て

い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
動
き
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
宗
教
的
な
観
点
か
ら
創
立
期
の
長
保
寺
の
実
態
を
考
え
る
た
め
に
は
、
以
上

の
よ
う
な
浄
土
教
的
信
仰
の
展
開
を
念
頭
に
い
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
長
保
寺
の
創
建
が
、

初
期
の
念
仏
聖
と
し
て
著
名
な
性
空
に
よ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
の
も
、
そ
の
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
長
保
寺
の
所
在
す
る
浜
仲
（
南
）

荘
は
、
少
な
く
と
も
一
二
世
紀
半
ば
に
摂
関
家
か
ら
金
剛
心
院
に
寄
進
さ
れ
て
以
来
、
高
野

山
や
仁
和
寺
と
い
っ
た
真
言
宗
寺
院
の
傘
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

そ
し
て
、
お
そ
ら
く
長
保
寺
も
浜
仲
荘
に
存
在
す
る
限
り
、
真
言
宗
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
天
台
宗
の
法
会
で
あ
る
不
断

念
仏
の
存
在
と
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

た
だ
、
摂
関
期
以
降
の
天
台
宗
に
お
け
る
念
仏
の
展
開
の
一
方
で
、
称
名
念
仏
の
中
に
真

言
陀
羅
尼
的
な
死
霊
鎮
送
・
怨
魂
調
伏
の
機
能
も
見
い
だ
さ
れ
る
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
真
言
諸
寺
の
僧
侶
・
験
者
が
鎮
魂
の
仏
事
の
場
で
、「
念
仏
」

と
し
て
「
陀
羅
尼
」
を
読
誦
し
て
い
た
実
例
が
知
ら
れ
、
阿
弥
陀
称
名
念
仏
と
真
言
陀
羅
尼

は
未
分
化
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
も
そ
も
、
常
行
三
昧
は
天
台
宗
の
密
教
化

に
大
き
く
関
わ
っ
た
円
仁
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
密
教
す
な
わ
ち
真
言
宗
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的
な
要
素
と
無
縁
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
中
世
の
荘
園
の
領
有
関
係
の
中
で
真
言
宗
の
影
響
下
に

あ
っ
た
長
保
寺
に
お
い
て
、
天
台
宗
の
流
れ
を
く
む
不
断
念
仏
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
し
て

も
、
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
近
世
以
降
の
寺
院
と
異
な
り
、
中
世
の
寺
院
、
と
く
に
学
侶
が
存
在
し
て
教
義
の

研
究
を
行
っ
て
い
た
「
学
問
寺
」
に
お
い
て
は
、
様
々
な
宗
派
の
教
え
が
混
在
し
て
い
た
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
中
世
寺
院
に
お
い
て
は
、
近
世
以
降
の
よ
う
な
各
宗
派
が

峻
別
さ
れ
る
状
況
は
、
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で

最
も
力
を
持
ち
得
た
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
経
済
的
な
後
盾
を
持
っ
て
い
た
勢
力
で
あ
ろ

う
。
長
保
寺
に
お
い
て
、
近
世
以
前
に
天
台
・
真
言
あ
る
い
は
法
相
と
宗
派
が
移
動
し
て
い

る
と
い
う
伝
承
は
、
あ
る
時
点
で
卓
越
的
で
あ
っ
た
教
義
の
持
ち
主
の
存
在
と
、
現
実
の
経

済
的
基
盤
の
存
在
と
の
微
妙
な
関
係
を
ふ
ま
え
て
、
各
勢
力
が
自
己
主
張
す
る
た
め
に
後
世

に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
後
期
の
長
保
寺

鎌
倉
時
代
後
期
以
降
、
一
四
世
紀
を
中
心
に
現
在
の
長
保
寺
の
主
要
な
伽
藍
が
整
備
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
に
再
興
さ
れ
た
大
門
に
は
妙
法
院
宮
尭
仁
法
親

王
（
永
享
二
年
（
一
四
三
○
）
没
）
筆
の
額
が
掛
け
ら
れ
た
（「
長
保
寺
大
門
額
裏
書
」〔
応

永
二
四
年
（
一
四
一
七
）
の
も
の
〕
に
よ
る
）。
こ
れ
は
、
確
実
に
中
世
に
お
け
る
天
皇
家

と
の
関
係
を
示
す
唯
一
の
事
例
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
の
時
代
に
長

保
寺
が
勅
願
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
強
く
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
（
な
お
、「
紀
州
浜
仲
庄
長
保
寺
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
長
保
寺
に
は
綸
旨
・
院
宣
な
ど

の
天
皇
家
発
給
文
書
が
宝
蔵
に
保
存
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
天
正
一
三
年

（
一
五
八
五
）
に
伽
藍
の
一
部
と
宝
蔵
が
焼
亡
し
た
際
に
失
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）。

一
方
、
こ
の
時
期
の
浜
仲
荘
の
動
向
に
目
を
向
け
る
と
、
在
地
の
武
士
の
濫
妨
に
対
す
る

仁
和
寺
や
金
剛
心
院
の
抵
抗
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
前
掲
の
貞
和
二
年

（
一
三
四
六
）
の
足
利
直
義
下
知
状
に
よ
れ
ば
、
地
頭
の
湯
浅
八
郎
左
衛
門
尉
法
師
道
尭

（
浜
中
北
荘
を
管
領
）
の
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
以
来
の
押
領
に
対
し
て
、
仁
和
寺
（
御

室
雑
掌
良
勝
）
は
室
町
幕
府
へ
訴
え
、
地
頭
の
押
領
を
停
止
す
る
と
と
も
に
浜
仲
南
荘
の
支

配
権
を
保
持
し
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
室
町
時
代
に
入
る
と
、
今
度
は
紀
伊
国
の
守

護
で
あ
っ
た
大
内
氏
や
畠
山
氏
の
浜
仲
南
荘
へ
の
押
妨
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
金
剛
心
院

や
仁
和
寺
の
支
配
は
次
第
に
及
ば
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
長
保

寺
の
護
摩
堂
で
堅
海
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
の
が
、
大
般
若
経
六
○
○
巻
で
あ
る
。
そ
の
跋

文
に
、「
入
壇
」（
伝
法
や
授
戒
の
と
き
行
者
が
潅
頂
壇
に
登
っ
て
受
法
す
る
こ
と
）
や
「
金

剛
仏
子
」（
密
教
の
教
え
を
奉
じ
、
入
壇
・
潅
頂
を
済
ま
せ
た
者
）
な
ど
の
真
言
宗
系
の
用

語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
教
的
に
も
真
言
宗
の
勢
力
が
卓
越
し
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
後
世
の
史
料
の
中
に
は
こ
の
応
永
年
間
以
降
か
ら
真
言
宗
に
改
宗

し
た
と
す
る
も
の
が
あ
る
（「
長
保
寺
堂
社
御
改
書
留
」〔
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）〕
な
ど
）。

そ
の
後
、
金
剛
心
院
や
仁
和
寺
の
浜
仲
南
荘
へ
の
支
配
は
、
史
料
上
文
明
年
間
（
一
四
六

九
～
一
四
八
七
）
ま
で
し
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
お
そ
ら
く
全
国
的
な
荘
園
制
の
衰

退
と
軌
を
一
に
し
て
、
中
央
の
権
門
の
傘
下
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、

長
保
寺
は
後
盾
と
な
る
権
威
を
失
い
、
一
時
的
に
衰
退
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
中
央
の

史
料
に
見
え
な
い
だ
け
で
実
態
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
高
麗
版
の
『
妙
法
蓮
華
経
要
解
』
は
、

応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
九
月
一
九
日
に
長
保
寺
常
任
の
有
成
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
以
上
の
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。
高
麗
版
の
版
本

を
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
有
成
が
入
手
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
全
く
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
長
保
寺
は
中
世
の
時
代
を
終
え
る
の
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に

戦
国
時
代
の
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
に
宝
蔵
な
ど
が
焼
亡
し
た
際
に
、
貴
重
な
史
料
が

失
わ
れ
た
こ
と
は
、
近
世
以
前
の
長
保
寺
の
歴
史
を
知
る
上
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
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紀
州
徳
川
家
菩
提
寺
と
し
て
の
長
保
寺

戦
国
時
代
の
終
末
期
か
ら
江
戸
時
代
の
初
頭
に
か
け
て
、
快
栄
と
恵
尊
の
二
人
の
僧
侶
が

長
保
寺
の
整
備
に
力
を
つ
く
し
た
。
と
く
に
、
真
言
宗
系
の
僧
侶
と
し
て
は
最
後
の
人
で
あ

る
恵
尊
（
一
五
八
一
～
一
六
五
五
）
は
、
元
和
～
寛
永
年
間
（
一
六
二
○
年
代
）
こ
ろ
に
、

大
門
・
鎮
守
堂
な
ど
の
修
理
・
再
建
を
行
っ
て
い
る
（「
大
門
再
営
由
来
写
」（『
元
和
三
年

十
月
十
八
日
長
保
寺
大
門
并
食
堂
鎮
守
八
幡
宮
棟
札
』）
な
ど
参
照
）。
ま
た
こ
の
間
、
慶
長

六
年
（
一
六
○
一
）
に
は
、
前
年
紀
伊
藩
主
に
移
封
さ
れ
た
浅
野
幸
長
が
検
地
を
行
っ
た
の

ち
に
、
浜
中
上
村
の
五
石
を
寺
領
と
し
て
寄
付
し
て
い
る
（「
慶
長
六
年
浅
野
幸
長
寺
領
寄

進
状
」）。

浅
野
氏
が
広
島
に
転
封
さ
れ
て
の
ち
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
紀
伊
藩
主
と
な
っ
た
の

は
、
徳
川
頼
宣
で
あ
っ
た
。
頼
宣
は
、
す
で
に
慶
安
三
年
（
一
六
五
○
）
九
月
に
和
歌
山
近

辺
の
寺
院
の
中
か
ら
菩
提
寺
を
選
定
す
る
た
め
の
調
査
を
行
わ
せ
て
お
り
（「
元
禄
三
年
雲

蓋
院
留
帳
抜
書
」）、
長
保
寺
も
そ
の
候
補
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
熊
野
巡
検
の
帰
り
に
、
頼
宣
は
長
保
寺
に
立
ち
寄
っ
て
菩
提
寺

に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
長
保
寺
が
紀
州
徳
川
家
の
菩
提
寺
に
選
定
さ
れ
た
理

由
と
し
て
は
、「
執
当
中
御
書
物
」
に
よ
れ
ば
、
城
下
か
ら
適
度
な
距
離
が
あ
り
、
長
く
戦

乱
が
及
ば
な
い
神
聖
な
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
山
城

が
万
一
落
城
し
た
際
に
、
最
後
に
立
て
こ
も
る
と
い
う
事
態
を
想
定
し
て
、
戦
略
的
な
観
点

か
ら
長
保
寺
が
選
ば
れ
た
と
い
う
考
え
方
も
存
す
る
。
い
ず
れ
も
決
定
的
な
根
拠
を
欠
く
の

で
性
急
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
勅
願
寺
院

で
あ
る
と
い
う
長
保
寺
を
あ
え
て
菩
提
寺
に
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
江
戸
時
代
前
期
の
朝

幕
関
係
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
紀
州
徳
川
家
の
政
治
的
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意

味
あ
い
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
同
時
に
、
寛
文
年
間
の
全
国
的
な
寺

院
整
理
・
統
制
の
動
き
の
中
で
、
紀
州
の
中
で
も
最
も
由
緒
あ
る
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
長
保

寺
を
直
接
支
配
下
に
入
れ
る
意
図
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
一
月
一
○
日
に
頼
宣
は
亡
く
な
り
、
同
二
四
日
に
長
保
寺
に

埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
お
そ
ら
く
寛
文
六
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
頼
宣

は
「
吾
可
必
以
天
台
宗
葬
」
と
の
遺
言
を
残
し
て
お
り
、
長
保
寺
は
真
言
宗
か
ら
天
台
宗
へ

と
改
宗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
そ
の
際
、
頼
宣
の
意
向
を
受
け
て
高
野
山
と
の
折
衝
に
携
わ

っ
た
の
が
雲
蓋
院
住
職
の
憲
海
で
あ
っ
た
）。
以
後
、
長
保
寺
に
は
歴
代
藩
主
（
将
軍
と
な

っ
た
吉
宗
・
慶
福
（
家
茂
）
を
除
く
）
や
そ
の
夫
人
・
側
室
・
子
女
の
一
部
の
墓
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
長
保
寺
の
基
本
的
な
態

勢
は
、
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
に
整
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
六
月
一
三
日
に
は
日
光
門
主
で
天
台
座
主
・
寛
永
寺
門
主
を
兼
任
し
た
守
澄
法
親

王
か
ら
長
保
寺
を
定
院
室
に
補
す
旨
の
文
書
が
発
給
さ
れ
（「
日
門
様
定
院
室
御
書
物
」）、

ま
た
六
月
一
七
日
に
は
比
叡
山
の
執
当
中
か
ら
そ
の
守
澄
法
親
王
の
命
令
を
確
認
・
徹
底
さ

せ
る
文
書
が
長
保
寺
に
出
さ
れ
て
い
る
（「
執
当
中
御
書
物
」）。

こ
の
段
階
で
長
保
寺
は
、
関
東
天
台
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
の
天
台
宗
の
秩
序
に
正
式

に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
受
け
て
、
九
月
一
○
日
に
は
今
度
は
第
二
代
藩
主
光
貞
か
ら
菩
提
寺
に
ふ
さ

わ
し
い
待
遇
を
用
意
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
長
保
寺
の
寺
領
は
、
浅
野
幸
長
か
ら
寄
進
さ
れ
た
五
石
の
土
地
の
み
で
あ
っ
た

が
、
こ
こ
で
そ
れ
に
追
加
し
て
五
○
○
石
の
土
地
が
寄
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
安
堵
さ
れ
た
土
地
は
、
寄
進
関
係
の
文
書
に
藩
主
の
黒
印
が
捺
さ
れ
る

の
で
「
黒
印
地
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
租
税
・
諸
役
の
賦
課
権
、
行
政
・
司
法
権
な

ど
が
保
証
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
「
寛
文
五
年
公
府
所
領
下
諸
州
寺
院
法

令
」
す
な
わ
ち
諸
宗
寺
院
法
度
の
遵
守
を
求
め
る
文
言
は
、
各
宗
派
の
画
一
的
統
制
を
め
ざ

す
幕
藩
体
制
下
の
寺
院
政
策
の
中
に
、
長
保
寺
が
完
全
に
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

紀
州
徳
川
家
の
菩
提
寺
に
な
っ
た
長
保
寺
に
は
、
歴
代
藩
主
か
ら
仏
画
や
経
典
を
含
め
多
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く
の
什
物
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
金
銭
も
寄
付
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
中
期
以

降
、
長
保
寺
は
こ
の
寄
付
金
を
元
本
に
し
て
多
方
面
に
貸
付
を
行
う
祠
堂
銭
を
行
っ
て
い
る
。

詳
細
は
『
下
津
町
史
』
に
譲
る
が
、
全
国
的
な
動
向
と
同
様
に
、
長
保
寺
も
貨
幣
経
済
に
巻

き
込
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
歴
史
的
推
移
を
祖
述
し
て
き
た
が
、
単
な
る
一
地
方
寺
院
の
動
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、

全
国
的
な
動
向
と
も
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
点
で
、
長
保
寺
は
学
術
的
に
貴
重
な
材
料
を
提

供
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注

記　

本
稿
は
竹
中
康
彦
「
長
保
寺
の
文
化
財
―
仏
画
と
教
典
―
」
平
成
四
年
、
和
歌
山
県
立

博
物
館
を
再
掲
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
項　

長
保
寺
の
伽
藍
の
変
遷
に
つ
い
て

伽
藍
の
変
遷

長
保
寺
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
堂
（
釈
迦
堂
）・
多
宝
塔
・
大
門
を
は
じ
め
と

す
る
諸
堂
舎
に
よ
っ
て
伽
藍
が
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
創
建
期
か
ら
現
在
ま
で
複
雑
な
変
遷

が
み
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
前
期
ま
で
に
つ
い
て
は
、「
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
に
一
条
天

皇
の
勅
願
に
よ
り
性
空
が
開
山
し
、
伽
藍
は
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
に
完
成
し
た
。
仁
治

三
年
（
一
二
四
二
）
に
西
か
ら
東
へ
と
移
転
し
、
延
慶
四
年
（
一
三
一
一
）
に
は
本
堂
が
さ

ら
に
上
壇
へ
移
転
し
た
。
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
の
兵
火
に
よ
り
伽
藍
の
一
部
が
焼
亡

し
た
が
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
紀
州
徳
川
家
の
菩
提
寺
に
な
り
、
伽
藍
の
整
備
が
行

な
わ
れ
た
」
と
さ
れ
る
の
が
こ
れ
ま
で
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
近
年
の
調
査
研
究
の
成
果
を

ふ
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
伽
藍
の
変
遷
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。

本
堂
・
大
門
・
多
宝
塔
の
建
立
年
代
に
つ
い
て

長
保
寺
の
三
棟
の
国
宝
建
造
物
の
う
ち
、
本
堂
（
釈
迦
堂
）
は
一
八
世
紀
半
ば
こ
ろ
に
作

成
さ
れ
た
「
長
保
寺
記
録
抜
書
」
所
収
の
「
王
代
一
覧
抜
書
」
な
ど
の
記
録
に
よ
っ
て
、
延

慶
四
年
（
一
三
一
一
）
の
建
立
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
門
は
「
紀
州
海
郡
浜
中
庄
長
保
寺
縁

起
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
の
建
立
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
多
宝
塔
だ
け
は
、
と
く
に
こ
の
よ
う
な
記
録
が
な
い
こ
と
か
ら
、
様
式
的
に
み
て

本
堂
建
立
の
時
期
と
ほ
ぼ
同
じ
か
、
や
や
下
る
時
期
（
鎌
倉
後
期
～
南
北
朝
）
の
建
立
と
さ

れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
期
以
降
、
主
要
な
長
保
寺
の
建
造
物
は
文
化
財
と
し
て
の
修

理
を
う
け
て
お
り
、
多
宝
塔
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
八
月
二
九
日
に
特
別
保
護
建
造

物
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
二
月
一
一
日
か
ら
同
年
一
二
月
一
一
日
ま
で
修

理
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
工
事
に
つ
い
て
、
昭
和
四
年
五
月
一
四
日
付
で
文
部
大
臣
に
提

出
さ
れ
た
事
業
報
告
書
の
控
（「
長
保
寺
特
別
保
護
建
造
物
多
宝
塔
並
鎮
守
堂
修
理
工
事
精

算
書
」・
第
五
章
第
三
節
参
照
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
末
尾
に
心
柱
の
墨
書
が
記
録
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
墨
書
は
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
に
よ
り
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
現
物
の
確
認
調

査
が
行
わ
れ
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
り
わ
け
、
報

告
書
と
現
物
調
査
の
両
方
で
、
建
立
に
関
わ
る
銘
文
の
年
紀
が
正
平
一
二
年
（
一
三
五
七
）

一
〇
月
三
日
と
確
認
で
き
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
勧
進
者
の
中
に
有
力
僧
・
弘
真

（
文
観
）
の
名
が
見
ら
れ
る
点
は
、
こ
の
時
期
の
長
保
寺
が
南
朝
方
の
重
要
な
寺
院
で
あ
っ

た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
銘
文
の
中
に
は
「
下
壇
よ
り
遷
し
て
修
造
し
た
」

と
い
う
文
言
が
あ
り
、
康
永
三
年
（
一
三
四
三
）
の
「
御
影
堂
勧
進
帳
」
に
み
え
る
「
宝

塔
」
を
移
転
し
た
と
い
う
記
述
に
も
符
合
す
る
（
こ
の
史
料
に
は
、
鎮
守
堂
（
重
要
文
化

財
）
が
み
え
る
の
で
、
少
な
く
と
も
康
永
三
年
以
前
の
建
立
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
）。

長
保
寺
十
二
箇
坊

長
保
寺
が
紀
州
徳
川
家
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
寛
文
年
間
ま
で
に
、
長
保
寺
の
塔
頭
は
五
箇

坊
（
地
蔵
院
・
福
蔵
院
・
最
勝
院
・
本
行
院
・
専
光
院
）
に
整
理
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、

寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
九
月
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
石
が
安
堵
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
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そ
れ
以
前
に
は
十
二
箇
坊
の
塔
頭
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
江
戸
時
代
に
書
写
さ
れ
た

「
長
保
寺
記
録
抜
書
」
な
ど
の
古
記
録
に
み
え
る
。

こ
の
十
二
箇
坊
と
は
、
普
賢
院
・
専
光
院
・
相
応
院
・
吉
祥
院
・
小
坊
（
の
ち
の
本
行

院
）・
最
勝
院
・
西
福
院
・
西
南
院
・
地
蔵
院
・
池
之
坊
・
明
王
院
・
大
坊
（
の
ち
の
福
蔵

院
）
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
宝
光
院
・
西
光
院
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
中
世
に
お
け
る
長

保
寺
の
繁
栄
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
が
、
中
世
末
に
衰
退
し
た
た
め
、
整
理
・
統
合
が
は

か
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
長
保
寺
記
録
抜
書
」
に
は
、
か
つ
て
の
十
二
箇
坊
と
江
戸
時
代
の
五
箇
坊
の
場
所
と
の

関
係
を
あ
ら
わ
す
記
述
が
み
ら
れ
、
ま
た
近
世
・
近
代
に
長
保
寺
境
内
を
図
示
し
た
絵
画
・

古
文
書
と
あ
わ
せ
る
と
、
現
在
で
は
福
蔵
院
だ
け
が
残
る
五
箇
坊
だ
け
で
な
く
、
十
二
箇
坊

の
位
置
を
比
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

近
世
・
近
代
に
お
け
る
伽
藍
配
置
の
変
遷

一
七
世
紀
の
後
半
に
、
長
保
寺
は
紀
州
徳
川
家
の
菩
提
寺
と
な
り
、
真
言
宗
か
ら
天
台
宗

に
改
宗
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
期
に
、
紀
州
徳
川
家
に
よ
っ
て
伽
藍
は
大
幅
な
修
繕
と
新
築
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
棟
札
や
棟
札
を
書
写
し
た
古
文
書
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
、
現
存
す
る
棟
札
か
ら
は
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
御
仏
殿
（
紀
州
藩
霊

殿
・
県
指
定
文
化
財
）
が
新
築
さ
れ
、
阿
弥
陀
堂
の
修
理
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
寛
永
六
年

（
一
六
二
九
）・
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）・
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）・
享
保
二
年
（
一
七
一

七
）
の
数
度
に
わ
た
っ
て
八
幡
社
（
鎮
守
堂
）
の
修
理
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
享
保

二
年
に
は
護
摩
堂
に
も
修
理
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

ま
た
、
棟
札
を
書
写
し
た
「
長
保
寺
大
門
并
食
堂
鎮
守
堂
棟
札
〔
写
〕」・「
諸
堂
棟
札
写
」

「（
釈
迦
堂
棟
札
写
）」
な
ど
の
古
文
書
か
ら
は
、
上
記
の
ほ
か
寛
文
七
年
と
享
保
二
年
の
釈

迦
堂
の
修
理
、
天
和
三
年
の
大
門
と
食
堂
の
修
理
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
七
世
紀
の
後
半
か
ら
一
八
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
、
近
世
の
長
保
寺

の
伽
藍
は
整
備
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
以
後
の
伽
藍
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
一
八
世
紀
前
半
の
境
内
を
描
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
「
長
保
寺
絵
図
面
（
廟
所
絵
図
）」
に
よ
る
と
、
多
宝
塔
の
東
に
護
摩
堂
が
あ
る
こ

と
、
本
堂
の
西
隣
に
渡
り
廊
下
で
連
絡
し
た
食
堂
が
あ
る
こ
と
、
本
堂
の
南
西
に
袴
腰
形
式

の
鐘
楼
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
伽
藍
配
置
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
暴
風

の
た
め
食
堂
が
大
破
し
除
去
さ
れ
る
ま
で
変
化
が
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

明
治
一
〇
年
に
護
摩
堂
が
本
堂
西
の
食
堂
跡
地
に
移
転
・
再
建
さ
れ
、
遅
れ
て
食
堂
は
明
治

一
七
年
中
に
鐘
楼
の
東
隣
に
移
転
・
再
建
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
八

月
三
〇
日
の
暴
風
雨
に
よ
り
、
阿
弥
陀
堂
と
鐘
楼
が
倒
壊
し
、
明
治
二
二
年
一
一
月
に
同
じ

場
所
に
再
建
さ
れ
た
（
鐘
楼
は
袴
腰
形
式
で
は
な
く
鐘
衝
き
堂
形
式
で
再
建
）。
な
お
、
食

堂
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
九
月
一
六
日
の
第
二
室
戸
台
風
に
よ
っ
て
、

塔
頭
の
本
行
院
や
大
門
脇
の
大
杉
な
ど
と
と
も
に
倒
壊
し
た
た
め
、
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
。

約
千
年
に
及
ぶ
歴
史
を
持
つ
長
保
寺
に
は
、
膨
大
な
史
料
・
情
報
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

と
く
に
江
戸
時
代
よ
り
前
に
成
立
し
た
史
料
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
本
稿
は
、
数
少
な
い
史

料
に
よ
る
点
描
で
あ
り
、
諸
賢
の
ご
批
正
を
希
望
し
て
擱
筆
す
る
こ
と
に
す
る
。

【
参
考
文
献
】

安
藤
精
一
編
『
和
歌
山
県
の
文
化
財
』
第
二
巻
（
清
文
堂
、
一
九
八
一
年
）

下
津
町
史
編
集
委
員
会
編
『
下
津
町
史
』
通
史
編
（
下
津
町
、
一
九
七
六
年
）

下
津
町
史
編
集
委
員
会
編
『
下
津
町
史
』
史
料
編
・
上
（
下
津
町
、
一
九
七
四
年
）

竹
中
康
彦
「
長
保
寺
伝
来
の
不
断
念
仏
式
と
大
般
若
経
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
二

二
、
一
九
九
二
年
）

竹
中
康
彦
「
長
保
寺
木
造
金
剛
力
士
立
像
像
内
納
入
文
書
断
簡
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀

要
』
二
、
一
九
九
七
年
）

竹
中
康
彦
「
長
保
寺
の
伽
藍
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
三
、

一
九
九
八
年
）

竹
中
康
彦
「
浜
中
荘
―
中
世
寺
院
・
長
保
寺
の
歴
史
と
と
も
に
―
」（
山
陰
加
春
夫
編
『
き
の
く
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に
〔
荘
園
の
世
界
〕』
下
巻
（
清
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）

服
部
英
雄
「
書
評　

山
陰
加
春
夫
編
『
き
の
く
に
〔
荘
園
の
世
界
〕』
下
巻
」（『
和
歌
山
地
方
史

研
究
』
四
四
、
二
〇
〇
二
年
）

社
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会
編
『
国
宝
長
保
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
』（
長
保
寺
、
一

九
七
二
年
）

和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
長
保
寺
の
文
化
財
―
仏
画
と
経
典
―
』（
一
九
九
二
年
）

和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
八
代
将
軍
吉
宗
と
紀
州
徳
川
家
』（
一
九
九
五
年
）

第
三
項　

境
内
の
概
要
と
建
造
物

長
保
寺
は
紀
伊
水
道
に
面
す
る
海
南
市
下
津
町
の
上
集
落
に
あ
る
古
刹
で
、
紀
州
徳
川
家

の
墓
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
下
津
港
か
ら
小
畑
川
沿
い
に
二
㎞
ほ
ど
東
方
に
入
っ
た
谷
間
の

南
斜
面
に
あ
り
、
境
内
の
広
さ
は
一
万
五
千
坪
余
り
に
な
る
。
境
内
の
常
緑
広
葉
樹
林
の
林

叢
は
県
指
定
天
然
記
念
物
（
昭
和
四
六
年
指
定
）、
境
内
は
和
歌
山
藩
主
徳
川
家
墓
所
と
し

て
国
指
定
史
跡
（
昭
和
五
六
年
指
定
）
に
な
っ
て
い
る
。

山
裾
の
南
を
切
り
開
い
た
上
壇
に
本
堂
、
多
宝
塔
な
ど
の
堂
塔
が
建
ち
、
そ
の
さ
ら
に
東

の
上
壇
に
鎮
守
堂
が
建
つ
。
鎮
守
堂
の
東
側
は
、
山
腹
が
切
り
開
か
れ
、
紀
州
藩
主
の
墓
所

が
造
ら
れ
て
い
る
。
墓
所
に
は
紀
州
徳
川
家
初
代
藩
主
徳
川
頼
宣
を
始
め
、
各
代
藩
主
や
そ

の
夫
人
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
な
お
五
代
藩
主
吉
宗
は
、
江
戸
で
八
代
将
軍
と
な
っ
た
た
め
、

上
野
寛
永
寺
に
墓
所
が
あ
る
。

本
堂
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
桁
行
五
間
、
梁
間
五
間
、
一
間
向
拝
付
、
入
母
屋
造
、

本
瓦
葺
の
密
教
本
堂
形
式
で
、
延
喜
四
年
（
一
三
一
一
）
に
建
立
さ
れ
た
。
和
様
を
貴
重
と

す
る
が
、
内
陣
ま
わ
り
は
禅
宗
様
が
採
用
さ
れ
、
特
徴
的
な
空
間
を
造
る
。
昭
和
四
七
年

（
一
九
七
二
）
に
根
本
修
理
さ
れ
て
い
る
。

多
宝
塔
は
本
堂
の
東
側
に
建
つ
、
正
平
一
二
年
（
一
三
五
七
）
に
建
立
さ
れ
た
桁
行
三
間
、

梁
間
三
間
、
本
瓦
葺
の
塔
で
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
事
業
の
修
理
対
象
で
、
昭

7
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和
二
年
（
一
九
二
七
）
か
ら
昭
和
三
年
に
か
け
解
体
修
理
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

に
優
れ
た
多
宝
塔
で
、
上
下
層
で
瓦
の
大
き
さ
を
変
え
る
な
ど
特
徴
的
な
技
法
が
見
ら
れ
る
。

本
堂
の
西
側
に
は
護
摩
堂
、
阿
弥
陀
堂
、
鐘
楼
の
堂
舎
が
建
つ
。
護
摩
堂
は
江
戸
時
代
後

期
の
『
紀
伊
名
所
図
会
』
で
は
、
現
在
の
位
置
に
食
堂
が
描
か
れ
、
護
摩
堂
は
本
堂
の
東
に

描
か
れ
て
い
る
。
現
存
の
建
物
は
桁
行
三
間
、
梁
間
三
間
、
寄
棟
造
、
本
瓦
葺
で
、
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
の
調
査
で
は
、
一
六
世
紀
後
期
の
建
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

鎮
守
堂
の
建
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
寺
伝
で
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
と
さ
れ
、

様
式
上
も
鎌
倉
時
代
後
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今
回

修
理
を
行
っ
た
。
一
間
社
流
造
、
檜
皮
葺
の
建
造
物
で
、
鎮
守
堂
と
称
す
る
が
、
か
つ
て
の

境
内
社
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
一
間
社
流
造
の
遺
構
と
し
て
大
変
貴
重
な
も
の

で
、
多
宝
塔
と
同
じ
昭
和
二
～
三
年
に
根
本
修
理
さ
れ
て
い
る
。

上
壇
か
ら
石
段
を
下
り
た
中
壇
の
東
側
に
、
土
塀
に
囲
ま
れ
本
坊
が
あ
る
。
本
坊
は
庫
裏
、

客
殿
、
紀
州
藩
霊
殿
な
ど
の
建
造
物
群
よ
り
な
る
。
霊
殿
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
建

立
さ
れ
た
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
の
建
物
で
、
西
側
の
二
室
に
、
歴
代
藩
主
や
藩
主
夫
人
の
位

牌
を
祀
っ
て
い
る
。
良
材
の
桧
を
用
い
た
普
請
に
な
り
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
建
立

さ
れ
た
客
殿
と
と
も
に
、
県
指
定
文
化
財
（
昭
和
四
五
年
指
定
）
に
な
っ
て
い
る
。

中
壇
か
ら
南
へ
下
る
と
、
東
に
海
南
市
歴
史
民
俗
資
料
館
（
平
成
二
四
年
に
閉
館
）、
西

に
福
蔵
院
が
あ
り
、
大
門
に
至
る
。

大
門
は
小
畑
川
に
掛
か
っ
た
橋
に
面
し
て
建
つ
山
門
で
、
三
間
一
戸
楼
門
、
入
母
屋
造
、

本
瓦
葺
で
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
棟
札
写
に
よ
り
、
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
に
後

小
松
天
皇
の
勅
宣
を
受
け
、
寺
僧
の
実
然
が
建
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
当
初
の
扁
額
に
は

応
永
二
四
年
（
一
四
一
七
）
の
銘
が
あ
る
。
な
お
現
在
掛
か
る
扁
額
は
、
寛
文
四
年
（
一
六

六
四
）
に
徳
川
頼
宣
の
命
に
よ
り
、
大
門
修
理
に
あ
た
っ
て
紀
州
藩
の
儒
学
者
李
梅
溪
が
揮

毫
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
～
四
四
年
に
か
け
て
解
体
修
理
が
行
わ

れ
、
今
回
の
事
業
で
、
再
び
根
本
修
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

長
保
寺
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
、
本
堂
、
多
宝
塔
、
大

門
が
国
宝
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
近
世
の
紀
州
徳
川
家
菩
提
寺
と
な
っ
た
頃
の
遺

構
群
が
良
好
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
文
化
財
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。

0 10 20 30m

鎮守堂
護摩堂

多宝塔

阿弥陀堂

鐘楼

本 堂

客殿

庫裡

霊殿
受付便所

歴史民俗資料館

福蔵院

大 門
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第
二
節　

指
定
告
示

第
一
項　

指
定
年
月
日

大　

門	
明
治
三
三
年
四
月
七
日
（
内
務
省
告
示
第
31
号
）

多
宝
塔	
明
治
三
七
年
八
月
二
九
日
（
内
務
省
告
示
第
57
号
）

鎮
守
堂	

大
正
三
年
四
月
一
七
日
（
文
部
省
告
示
第
85
号
）

第
二
項　

指
定
告
示

①
内
務
省
告
示
第
三
十
一
号

古
社
寺
保
存
法
第
四
条
ニ
依
リ
左
記
ノ
建
造
物
ヲ
以
テ
特
別
保
護
建
造
物
ノ
資
格
ア
ル
モ

ノ
ト
定
ム	

明
治
三
十
三
年
四
月
七
日　

内
務
大
臣　

侯
爵　

西
郷
従
道

長
保
寺
大
門
（
仁
王
門
）　

三
間
一
戸
楼
門
、
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺　

和
歌
山
県
海
草
郡

濱
中
村
長
保
寺
境
内

②
内
務
省
告
示
第
五
十
七
号

古
社
寺
保
存
法
第
四
条
ニ
依
リ
左
記
ノ
建
造
物
ヲ
以
テ
特
別
保
護
建
造
物
ノ
資
格
ア
ル
モ

ノ
ト
定
ム	

明
治
三
十
七
年
八
月
廿
九
日　

内
務
大
臣　

子
爵　

芳
川
顕
正

長
保
寺
本
堂
（
釈
迦
堂
）　

桁
行
五
間
、
梁
間
五
間
、
単
層
、
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺

仝
寺
塔
婆
（
多
宝
塔
）　

三
間
二
層
塔
婆
、
屋
根
本
瓦
葺

所
在
地
名　

和
歌
山
県
海
草
郡
濱
中
村
長
保
寺
境
内

③
文
部
省
告
示
第
八
十
五
号

古
社
寺
保
存
法
第
四
条
ニ
依
リ
左
記
ノ
建
造
物
ヲ
以
テ
特
別
保
護
建
造
物
ノ
資
格
ア
ル
モ

ノ
ト
定
ム	

大
正
三
年
四
月
十
七
日　

文
部
大
臣　

法
学
博
士　

一
木
喜
徳
郎

長
保
寺
鎮
守
堂　

一
間
社
流
造
、
屋
根
桟
瓦
葺

所
在
地
名　

和
歌
山
県
海
草
郡
濱
中
村
長
保
寺
境
内

④
文
部
省
告
示
第
六
百
一
号

左
記
国
宝
ハ
其
ノ
構
造
形
式
下
欄
ノ
通
改
メ
タ
リ

昭
和
十
六
年
四
月
二
十
四
日　

文
部
大
臣　

橋
田
邦
彦

大
正
三
年
文
部
省
告
示
第
八
十
五
号

長
保
寺
鎮
守
堂　

和
歌
山
県
海
草
郡
下
津
町
長
保
寺

和
歌
山
県
海
草
郡
下
津
町
長
保
寺
境
内　

一
間
社
流
造
、
屋
根
桧
皮
葺

⑤
文
化
財
保
護
委
員
会
告
示
第
六
十
五
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
昭
和
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
を
も
っ
て
第
一
号
表
上
欄
に
掲
げ
る
重
要
文
化

財
を
同
表
下
欄
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
国
宝
に
指
定
し
、
及
び
第
二
号
表
上
欄
に
掲
げ
る
重

要
文
化
財
の
一
部
を
同
表
下
欄
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
国
宝
に
指
定
し
た
。

［
上
欄
］
名
称
・
指
定
告
示

長
保
寺
本
堂
（
釈
迦
堂
）　

明
治
三
十
七
年
内
務
省
告
示
第
五
十
七
号

長
保
寺
塔
婆
（
多
宝
塔
）　

明
治
三
十
七
年
内
務
省
告
示
第
五
十
七
号

長
保
寺
大
門
（
仁
王
門
）　

明
治
三
十
三
年
内
務
省
告
示
第
三
十
一
号

［
下
欄
］
名
称
・
員
数
・
構
造
及
び
形
式

長
保
寺
本
堂　

一
棟　

桁
行
五
間
、
梁
間
五
間
、
一
重
、
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
、
附
厨
子

一
基

長
保
寺
多
宝
塔　

一
棟　

三
間
多
宝
塔
、
本
瓦
葺

長
保
寺
大
門　

一
棟　

三
間
一
戸
楼
門
、
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
、

附
扁
額
一
面
応
永
廿
四
年
六
月
一
日
の
記
が
あ
る

所
有
者　

長
保
寺

所
有
者
の
住
所　

和
歌
山
県
海
草
郡
下
津
町
大
字
上

所
在
の
場
所　

和
歌
山
県
海
草
郡
下
津
町
大
字
上
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⑥
文
化
財
保
護
委
員
会
告
示
第
四
十
七
号

　

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
重
要
文
化
財
の
名
称
、
員
数
並
び
に
構
造
及
び
形
式
に
つ
い

て
の
記
載
事
項
を
同
表
の
下
欄
の
よ
う
に
改
め
る
。

昭
和
四
十
一
年
六
月
十
一
日　

文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
長　

稲
田
清
助

［
上
欄
］
名
称
・
関
係
告
示

長
保
寺
鎮
守
堂　

大
正
三
年
文
部
省
告
示
第
八
十
五
号
及
昭
和
十
六
年
文
部
省
告
示
第
六

百
一
号
（
構
造
形
式
の
変
更
）

［
下
欄
］
名
称
・
員
数
・
構
造
及
び
形
式
・
所
有
者

長
保
寺
鎮
守
堂　

一
棟　

一
間
社
流
造
、
桧
皮
葺　

長
保
寺

所
有
者
の
住
所　

和
歌
山
県
海
草
郡
下
津
町
大
字
上

所
在
の
場
所　

和
歌
山
県
海
草
郡
下
津
町
大
字
上

第
三
節　

規　
　
　

模

大　
　

門

［
下　

層
］

桁　
　

行	

桁
行
両
端
柱
間
真
々	

七
・
三
七
八
メ
ー
ト
ル

梁　
　

間	

梁
間
両
端
柱
間
真
々	

四
・
○
三
○
メ
ー
ト
ル

［
上　

層
］

桁　
　

行	

桁
行
両
端
柱
間
真
々	

七
・
一
二
○
メ
ー
ト
ル

梁　
　

間	

梁
間
両
端
柱
間
真
々	

三
・
八
七
八
メ
ー
ト
ル

軒
の
出	

側
柱
真
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で	

二
・
九
○
○
メ
ー
ト
ル

軒　
　

高	

柱
礎
石
上
端
よ
り
丸
桁
外
上
角
ま
で	

六
・
五
三
○
メ
ー
ト
ル

棟　
　

高	

柱
礎
石
上
端
よ
り
棟
頂
上
ま
で	

一
一
・
一
○
五
メ
ー
ト
ル

平
面
積	

下
層
柱
真
々
内
側
面
積	

五
二
・
五
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル

軒
面
積	

上
層
茅
負
外
下
角
内
側
面
積	

一
二
五
・
○
四
○
平
方
メ
ー
ト
ル

屋
根
面
積	

平
葺
面
積	

一
七
○
・
三
二
九
平
方
メ
ー
ト
ル

多
宝
塔

［
下　

層
］

桁　
　

行	

桁
行
両
端
柱
間
真
々	

四
・
六
三
三
メ
ー
ト
ル

梁　
　

間	

梁
間
両
端
柱
間
真
々	

四
・
六
三
三
メ
ー
ト
ル

軒
の
出	

側
柱
真
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で	

一
・
五
○
六
メ
ー
ト
ル

軒　
　

高	

柱
礎
石
上
端
よ
り
丸
桁
外
上
角
ま
で	

三
・
三
六
六
メ
ー
ト
ル

平
面
積	

柱
真
々
内
側
面
積	

二
一
・
四
六
一
平
方
メ
ー
ト
ル

軒
面
積	

茅
負
外
下
角
内
側
面
積	

六
六
・
○
八
二
平
方
メ
ー
ト
ル

屋
根
面
積	

平
葺
面
積	

六
五
・
四
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル

［
上　

層
］

直　
　

径	

向
か
い
合
わ
せ
柱
間
真
々	

一
・
九
六
六
メ
ー
ト
ル

軒
の
出	

側
柱
真
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で	

一
・
三
○
六
メ
ー
ト
ル

軒　
　

高	

柱
礎
石
上
端
よ
り
丸
桁
外
上
角
ま
で	

七
・
○
一
四
メ
ー
ト
ル

棟　
　

高	

柱
礎
石
上
端
よ
り
相
輪
頂
上
ま
で	

一
三
・
三
五
九
メ
ー
ト
ル

軒
面
積	

茅
負
外
下
角
内
側
面
積	

一
一
・
一
○
五
メ
ー
ト
ル

屋
根
面
積	

平
葺
面
積	

四
四
・
四
三
一
平
方
メ
ー
ト
ル

総
屋
根
面
積	

下
層
・
上
層
合
計	

一
○
九
・
八
五
○
平
方
メ
ー
ト
ル

鎮
守
堂

桁　
　

行	

桁
行
両
端
柱
間
真
々	

二
・
一
九
七
メ
ー
ト
ル

梁　
　

間	

梁
間
両
端
柱
間
真
々
（
向
拝
含
む
）	

二
・
四
二
五
メ
ー
ト
ル

軒
の
出	
背
面
柱
真
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で	

○
・
七
四
二
メ
ー
ト
ル
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向
拝
柱
真
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で	

○
・
五
七
七
メ
ー
ト
ル

軒　
　

高	

柱
礎
石
上
端
よ
り
丸
桁
外
上
角
ま
で	

二
・
二
七
九
メ
ー
ト
ル

平
面
積	

柱
真
々
内
側
面
積	

三
・
二
六
八
平
方
メ
ー
ト
ル

軒
面
積	

茅
負
外
下
角
内
側
面
積	

一
○
・
二
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル

屋
根
面
積	
平
葺
面
積	

一
五
・
五
六
九
平
方
メ
ー
ト
ル

第
四
節　

構
造
形
式

【
大　
　

門
】

概　
　

要

三
間
一
戸
楼
門
、
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
、
南
面
。

平　
　

面

上
層
、
下
層
と
も
桁
行
三
間
、
梁
間
二
間
と
す
る
。
下
層
は
桁
行
中
央
間
を
通
路
と
し
、

両
脇
間
は
前
後
二
室
に
区
分
し
、
正
面
側
は
左
右
脇
間
に
仁
王
像
（
県
指
定
文
化
財
）
を

置
く
。
脇
間
は
床
を
設
け
ず
土
間
に
造
る
。
上
層
は
一
室
に
造
り
、
背
面
側
中
央
間
に
入

口
を
設
け
る
。
四
周
に
縁
を
廻
し
、
勾
欄
を
付
け
る
。

基　
　

礎

基
壇
は
割
石
を
縁
石
と
し
て
並
べ
て
造
る
。
柱
礎
石
は
自
然
石
礎
石
を
据
え
る
。
基
壇
内

を
三
和
土
叩
き
と
す
る
。

軸　
　

組

柱
は
全
て
円
柱
と
し
、
礎
石
建
て
。
下
層
柱
は
地
覆
、
腰
貫
、
飛
貫
、
頭
貫
を
通
す
。
上

層
柱
は
土
居
桁
上
に
建
て
、
地
貫
、
頭
貫
を
通
し
、
外
周
に
切
目
長
押
、
内
法
長
押
を
打

つ
。

柱
間
装
置

下
層
中
央
間
は
吹
き
放
し
。
下
層
両
脇
間
正
面
と
背
面
、
及
び
内
寄
り
の
側
面
は
金
剛
柵

を
付
け
る
。
脇
間
の
前
後
境
は
横
板
壁
、
脇
間
外
寄
り
側
面
の
壁
は
真
壁
白
漆
喰
塗
り
。

上
層
は
背
面
中
央
間
に
板
扉
吊
り
込
み
。
そ
の
他
外
廻
り
は
真
壁
白
漆
喰
塗
り
。

組　
　

物

下
層
は
和
様
三
手
先
、
通
肘
木
上
の
肘
木
鼻
は
拳
鼻
付
。
各
間
の
中
備
は
間
斗
束
二
段
と

す
る
。
上
層
は
和
様
三
手
先
、
中
備
は
間
斗
束
と
し
、
柱
筋
と
手
先
の
通
肘
木
間
に
軒
小

組
天
井
を
張
り
、
丸
桁
と
手
先
通
肘
木
間
に
支
輪
を
入
れ
る
。

軒
廻
り

二
軒
、
本
繁
垂
木
。
組
物
上
に
丸
桁
を
据
え
垂
木
を
打
つ
。
木
負
、
茅
負
を
取
り
付
け
、

切
裏
甲
を
並
べ
る
。
茅
負
は
隅
増
付
き
。
隅
木
鼻
は
和
様
に
造
り
隅
木
蓋
付
き
。

縁
廻
り

上
層
は
四
方
に
勾
欄
付
き
廻
縁
。
勾
欄
は
隅
を
擬
宝
珠
柱
で
納
め
、
背
面
側
は
中
央
間
を

開
放
す
る
。

妻
飾
り

虹
梁
大
瓶
束
。
破
風
板
に
は
欠
眉
を
施
し
、
拝
み
に
は
猪
目
懸
魚
を
下
げ
、
懸
魚
に
は
六

葉
を
付
け
る
。

屋　
　

根

入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
。
大
棟
、
降
棟
、
隅
降
棟
と
も
棟
端
に
鬼
瓦
据
え
、
鳥
衾
付
き
。

【
多
宝
塔
】

概　
　

要

三
間
多
宝
塔
、
本
瓦
葺
、
南
面
。

平　
　

面

下
層
は
桁
行
三
間
、
梁
間
三
間
、
内
部
中
央
間
一
間
を
内
陣
と
し
、
北
寄
り
に
須
弥
壇
を

置
く
。
周
囲
は
切
目
縁
を
巡
ら
す
。
上
層
は
円
形
平
面
と
し
、
内
部
空
間
は
な
く
、
周
囲

に
縁
、
勾
欄
を
巡
ら
す
。
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基　
　

礎

柱
礎
石
は
自
然
石
切
石
。
縁
束
石
は
切
石
礎
石
を
据
え
る
。
周
囲
基
壇
は
花
崗
岩
切
石
を

並
べ
、
基
壇
内
を
三
和
土
叩
き
と
す
る
。

軸　
　

組

柱
は
円
柱
、
下
層
は
礎
石
上
に
建
て
、
地
貫
、
飛
貫
、
頭
貫
を
通
し
、
庇
柱
は
角
柱
で
外

部
に
切
目
長
押
、
腰
長
押
、
内
法
長
押
を
打
つ
。
堂
内
は
内
法
長
押
を
打
つ
。
上
層
柱
は

敷
桁
上
に
建
て
、
柱
上
台
輪
、
長
押
を
打
ち
廻
し
、
中
心
柱
上
部
に
左
義
長
柱
を
入
れ
る
。

柱
間
装
置

下
層
は
各
面
と
も
中
央
間
を
両
開
き
板
戸
吊
り
込
み
。
内
外
に
幣
軸
付
き
。
両
脇
間
は
額

縁
付
き
連
子
窓
、
腰
長
押
下
を
板
壁
と
す
る
。
内
部
は
来
迎
柱
間
を
来
迎
壁
と
す
る
。

組　
　

物

下
層
は
柱
上
に
和
様
出
組
、
中
備
は
蟇
股
と
す
る
。
上
層
は
和
様
四
手
先
と
す
る
。

軒
廻
り

上
層
、
下
層
と
も
二
軒
、
本
繁
垂
木
。
組
物
上
に
丸
桁
を
据
え
垂
木
を
打
つ
。
木
負
、
茅

負
を
取
り
付
け
、
布
裏
甲
を
打
つ
。
茅
負
は
隅
増
付
き
。
隅
木
は
和
様
で
隅
木
蓋
付
き
。

天　
　

井

下
層
は
内
外
陣
と
も
折
上
小
組
格
天
井
。
上
層
組
物
の
手
先
間
は
小
組
天
井
。

屋　
　

根

下
層
は
上
層
亀
腹
よ
り
葺
き
下
し
。
上
層
は
宝
形
造
、
本
瓦
葺
。
隅
棟
端
に
鬼
瓦
を
据
え

鳥
衾
付
き
。
棟
の
相
輪
は
、
露
盤
上
に
請
花
、
火
炎
付
き
九
輪
を
載
せ
る
（
修
理
前
は
一

輪
欠
失
し
八
輪
）。

【
鎮
守
堂
】

概　
　

要

一
間
社
流
造
、
檜
皮
葺
、
南
面
。

平　
　

面

身
舎
は
桁
行
一
間
、
梁
間
二
間
。
内
部
を
内
陣
と
外
陣
に
区
分
し
、
背
面
を
除
く
三
方
に

勾
欄
付
き
の
縁
を
廻
ら
し
、
背
面
柱
筋
に
脇
障
子
を
立
て
る
。
身
舎
正
面
に
向
拝
取
り
付

き
。
木
階
六
級
を
造
る
。

基　
　

礎

土
台
下
及
び
雨
落
葛
石
と
も
花
崗
岩
切
石
。
軒
下
周
辺
は
三
和
土
叩
き
仕
上
げ
。

軸　
　

組

身
舎
、
向
拝
と
も
に
土
台
を
廻
ら
せ
、
身
舎
柱
は
円
柱
、
土
台
上
に
建
て
、
腰
貫
、
頭
貫

を
通
し
、
外
部
に
切
目
長
押
、
内
法
長
押
を
打
つ
。
向
拝
柱
は
大
面
取
り
角
柱
。
土
台
上

に
建
て
、
木
鼻
付
き
頭
貫
を
入
れ
、
身
舎
と
は
繋
虹
梁
で
繋
ぐ
。

柱
間
装
置

身
舎
正
面
は
引
違
格
子
戸
、
内
陣
正
面
は
幣
軸
を
構
え
板
扉
釣
り
込
み
。
そ
の
他
の
壁
は

板
壁
と
す
る
。

組　
　

物

身
舎
は
柱
上
に
和
様
三
斗
組
、
中
備
は
蟇
股
。
向
拝
は
和
様
連
三
斗
組
で
中
備
を
蟇
股
と

す
る
。

軒
廻
り

身
舎
、
向
拝
と
も
二
軒
、
本
繁
垂
木
。
茅
負
は
隅
増
付
き
、
上
に
裏
甲
を
打
つ
。
破
風
は

欠
眉
、
猪
目
懸
魚
付
き
。

屋　
　

根

流
造
、
檜
皮
葺
。
軒
付
一
重
。
大
棟
は
瓦
積
み
、
棟
両
端
に
鳥
衾
付
鬼
瓦
を
据
え
る
。
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第
二
章　

修
理
事
業
の
概
要

第
一
節　

事
業
に
至
る
ま
で
の
経
過

長
保
寺
の
大
門
、
多
宝
塔
、
鎮
守
堂
は
、
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
大
門
は
明
治
四
三
～
四
四
年
（
一
九
一
〇
～
一
九
一
一
）

に
文
化
財
建
造
物
の
保
存
修
理
で
解
体
修
理
さ
れ
、
こ
れ
に
や
や
遅
れ
、
多
宝
塔
と
鎮
守
堂

も
、
昭
和
二
～
三
年
（
一
九
二
七
～
一
九
二
八
）
に
文
化
財
と
し
て
解
体
修
理
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
こ
れ
ら
三
棟
の
堂
塔
は
、
根
本
的
な
修
理
は
な
く
、
近
年
に
な
り
経
年
劣
化
に
よ
っ

て
各
部
に
破
損
が
生
じ
て
い
た
。

こ
と
に
解
体
修
理
後
一
〇
〇
年
余
り
が
経
過
し
た
大
門
は
、
屋
根
ま
わ
り
の
垂
下
や
、
屋

根
瓦
の
滑
り
出
し
が
顕
著
に
な
り
、
重
篤
な
状
態
に
至
っ
て
い
た
。
ま
た
多
宝
塔
も
北
面
屋

根
を
中
心
に
、
屋
根
瓦
の
破
損
が
進
ん
で
お
り
、
ま
た
相
輪
も
腐
朽
し
、
一
部
部
材
が
欠
失

し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
鎮
守
堂
は
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
に
葺
き
替
え
た
檜
皮
が
腐

朽
、
摩
耗
し
た
う
え
、
さ
ら
に
北
東
隅
部
の
屋
根
は
穴
が
空
い
て
し
ま
い
、
ム
サ
サ
ビ
な
ど

の
小
動
物
が
、
小
屋
内
に
出
入
り
す
る
よ
う
な
事
態
と
な
っ
て
い
た
。

長
保
寺
で
は
、
大
門
の
破
損
が
重
篤
と
な
っ
た
一
〇
年
余
り
前
か
ら
、
海
南
市
教
育
委
員

会
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
を
通
し
て
、
文
化
庁
へ
保
存
修
理
事
業
の
立
ち
上
げ
を
請
願
し

て
き
た
。

そ
の
結
果
、
文
化
庁
な
ど
関
係
機
関
の
取
り
計
ら
い
に
よ
り
、
平
成
二
三
年
度
に
至
り
、

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
保
存
修
理
事
業
が
採
択
さ
れ
、
平
成
二
三
年
一
月
か
ら
平
成
二
四
年

一
二
月
ま
で
の
、
二
四
ヶ
月
間
に
わ
た
る
事
業
期
間
で
、
事
業
費
一
五
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇

〇
円
に
よ
り
、
大
門
、
多
宝
塔
、
鎮
守
堂
の
保
存
修
理
事
業
を
施
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

第
二
節　

事
業
の
運
営
と
経
過

事
業
は
宗
教
法
人
長
保
寺
の
直
轄
事
業
と
し
て
行
い
、
事
業
事
務
は
長
保
寺
修
理
委
員
会

に
諮
り
、
委
員
長
の
決
裁
に
よ
っ
て
運
営
し
た
。
事
務
業
務
は
修
理
委
員
会
の
事
務
補
助
員

が
行
っ
た
。

工
事
は
請
負
工
事
で
株
式
会
社
金
剛
組
に
発
注
し
、
施
工
し
た
。
設
計
監
理
は
、
公
益
財

団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
業
務
委
託
し
て
実
施
し
た
。

工
事
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
者
、
設
計
監
理
者
、
施
工
者
の
三
者
に
よ
っ
て
、
毎

月
定
例
会
議
を
開
催
し
、
問
題
の
共
有
化
と
意
志
決
定
を
行
っ
た
。

平
成
二
三
年
一
一
月
二
四
日
と
平
成
二
四
年
七
月
二
六
日
に
は
、
文
化
庁
担
当
官
の
現
地

指
導
を
受
け
た
。

平
成
二
三
年
一
月
一
日
付
け
で
国
庫
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
、
保
存
修
理
事
業
に
着

手
し
た
。
平
成
二
二
年
度
は
、
事
業
費
一
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
設
計
監
理

者
に
よ
る
実
施
設
計
に
基
づ
き
、
平
成
二
三
年
三
月
八
日
に
入
札
を
執
り
行
い
、
落
札
し
た

株
式
会
社
金
剛
組
と
、
年
度
を
跨
ぐ
債
務
負
担
行
為
を
と
っ
て
、
三
月
一
〇
日
に
工
事
請
負

契
約
を
締
結
し
た
。
契
約
直
後
に
東
日
本
大
震
災
が
お
こ
り
、
工
事
の
進
捗
が
危
ぶ
ま
れ
た

が
、
金
剛
組
の
迅
速
な
資
材
の
手
配
に
よ
り
、
予
定
通
り
共
通
仮
設
と
大
門
の
素
屋
根
を
建

設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
二
三
年
度
は
四
月
一
日
に
、
事
業
費
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
で
国
庫
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
、
引
き
続
き
大
門
と
多
宝
塔
、
鎮
守
堂
の
修
理
を
進
め
た
。
多
宝
塔
の

軒
足
場
を
建
設
し
、
屋
根
瓦
を
精
査
し
た
結
果
、
各
面
の
瓦
は
破
損
が
大
な
る
こ
と
が
判
明

し
、
こ
れ
に
よ
り
補
助
事
業
の
計
画
変
更
を
申
請
し
、
平
成
二
三
年
一
二
月
一
六
日
に
文
化

庁
長
官
の
許
可
を
得
て
、
多
宝
塔
の
屋
根
瓦
を
全
面
葺
き
替
え
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
四
年
度
は
四
月
一
〇
日
に
事
業
費
四
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
で
、
国
庫
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
、
残
る
大
門
と
多
宝
塔
の
屋
根
葺
き
を
進
め
た
。
工
事
は
順
調
に
進
捗
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し
た
が
、
大
門
の
素
屋
根
を
撤
去
し
た
結
果
、
軒
内
土
間
叩
き
の
破
損
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
重
ね
て
補
助
事
業
の
計
画
変
更
を
申
請
し
、
平
成
二
四
年
八
月
二
九
日

に
許
可
を
得
て
、
大
門
の
土
間
叩
き
を
追
加
修
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
を
も
っ
て
、
全
て
の
工
事
を
完
了
し
た
。
総
事

業
費
は
一
五
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
、
平
成
二
四
年
一
二
月
三
一
日
に
報
告
書
刊
行
を
含

む
全
事
業
を
完
了
し
、
延
べ
二
四
ヶ
月
に
わ
た
る
今
回
の
保
存
修
理
事
業
を
終
え
た
。

第
三
節　

工
事
関
係
者

事
業
者

宗
教
法
人　

長　

保　

寺	
代
表
役
員	

瑞
樹　

正
哲

修
理
委
員
会

委
員
長	

（
海
南
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）	

西
原　

孝
幸

副
委
員
長	

（
海
南
市
教
育
委
員
会
次
長
）	

岡
本　

芳
伸

　

前	
	

	
谷　
　

勝
美

委
員
・
財
務
担
当	

（
長
保
寺
代
表
役
員
）	
瑞
樹　

正
哲

委
員
・
監
事	

（
長
保
寺
檀
家
総
代
）	

若
林　

康
弘

委　
　

員	

（
海
南
市
文
化
財
審
議
会
）	

笠
原　

正
夫

委　
　

員	

（
海
南
市
文
化
財
審
議
会
）	

植
田　

法
彦

委　
　

員	

（
海
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
）	

中
阪　

雅
則

　

前	
	

	

田
幡　

好
章

委　
　

員	

（
海
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
）	

野
上　

修
司

　

前	
	

	

田
中　

良
幸

事
務
補
助
員	

（
長
保
寺
法
嗣
）	

	

瑞
樹　

弘
芳

行
政
関
係
者

文
化
庁	

参
事
官	

	

村
田　

健
一

	

　

前	
	

大
和　
　

智

	

修
理
指
導
部
門	

主
任
調
査
官	

豊
城　

浩
行

	
	

文
化
財
調
査
官	

西
山　

和
宏

	
	

　

同	

田
中　

禎
彦

和
歌
山
県
教
育
委
員
会	

教
育
長	

西
下　

博
通

	
	

　

前	

山
口　

裕
市

	

生
涯
学
習
局	

局　
　

長	

喜
多　

英
夫

	
	

　

前	

井
上　
　

誠

	

文
化
遺
産
課	

課　
　

長	

川
端　

真
理

	
	

　

前	

津
井　

宏
之

	

　

同	

副
課
長	

松
本　

幸
久

	
	

　

前	

濱
口　
　

洋

	

　

同	

保
存
班
長	

西
山　

耕
司

	

　

同	

主　
　

査	

川
戸　

章
寛

海
南
市
教
育
委
員
会	

	

教
育
長	

西
原　

孝
幸

	
	

教
育
次
長	

岡
本　

芳
伸

	
	

　

前	

谷　
　

勝
美

	

生
涯
学
習
課	

課　
　

長	

中
阪　

雅
則

	
	

　

前	

田
幡　

好
章

	
	

同
課
長
補
佐	

野
上　

修
司

	
	

　

前	

中
阪　

雅
則

　

	

文
化
振
興
係	

係　
　

長	

栩
野　
　

望

	
	

　

前	

津
田　

成
吾
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同	

主　
　

事	

矢
倉　

嘉
人

設
計
監
理
者

公
益
財
団
法
人　

和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

	

理
事
長	

	

森　
　

郁
夫

	
　

前	
	

鈴
木　

嘉
吉

	
事
務
局
長
（
兼
文
化
財
建
造
物
課
長
）	

渋
谷　

高
秀

	

　

前	
	

田
中　

洋
次

	

文
化
財
建
造
物
課	

副
主
査	

（
工
事
主
任
）
御
船　

達
雄

	

　

同　
　

	
技　
　

師	

（
工
事
主
任
補
佐
）
下
津
健
太
朗

	

　

同	
技
術
補
佐
員	

田
村　

收
子

施
工
者	

	
	

株
式
会
社　

金
剛
組	

代
表
取
締
役	

	

刀
根　

健
一

	

　

前	
	

小
川　

完
二

	

営
業
本
部
長	
	
番
匠
谷
敏
雄

	

営
業
本
部
第
二
グ
ル
ー
プ　

課
長	
安
雑　

孝
造

	

　

前	
	

赤
山　

徳
隆

	

工
事
統
括
部
長	

	

住
田　

博
夫

	

工
事
部
課
長
代
理	

	

（
現
場
代
理
人
）
中
山
奈
津
夫

主
な
協
力
業
者	

	
	

仮
設
工
事	

株
式
会
社
伊
達
組	

	

伊
達　
　

恕

木
工
事	

株
式
会
社
木
内
組	

	

木
内　

繁
男

屋
根
工
事
（
瓦
）	

有
限
会
社
匠
平
安
瓦	

東
村　

俊
之

屋
根
工
事
（
檜
皮
・
土
居
葺
）
有
限
会
社
宮
川
屋
根
工
業	

宮
川　

善
史

左
官
工
事	

小
林
左
官
店	

	

小
林
錦
四
郎

相
輪
工
事	

株
式
会
社
大
谷
相
模
掾
鋳
造
所	

大
谷　

哲
秀

塗
装
工
事
（
古
色
）	

古
川
塗
装
株
式
会
社	

古
川　

智
通

塗
装
工
事
（
胡
粉
塗
）	

タ
ー
ナ
ー
色
彩
株
式
会
社	

地
平　
　

宏

板
金
工
事	

有
限
会
社
阪
南
板
金
工
作
所	

佐
々
木　

明

避
雷
針
工
事	

大
阪
避
雷
針
工
業
株
式
会
社	

西
村　

文
宏

防
腐
材
塗
布
工
事	

株
式
会
社
マ
エ
ダ	

	

谷　
　

正
明

防
蟻
工
事	

有
限
会
社
ノ
カ
オ
イ
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

	
	

	

ダ
ウ
バ
ー
ニ
ー
ル

木
材
納
入	

西
垣
林
業
株
式
会
社	

西
垣　

泰
幸

施
工
に
携
わ
っ
た
主
な
職
方

大　
　

工	
	

	

（
棟
梁
）
赤
根　

清
三

	
	

	

小
浦　
　

悟

	
	

	

中
川　

瑛
一

瓦
葺
師	

	
	

東
村　

俊
之

	
	

	

奥
村　

征
孝

	
	

	

西
山　
　

誠

鬼　
　

師	
	

	

大
原　
　

博

檜
皮
師	

	
	

西
村　

信
生

	
	

	

塩
田　

隆
司

	
	

	

杉
村　
　

功

左　
　

官	
	

	

小
林
錦
四
郎

	
	

	

玉
置　

徳
一
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鋳
物
師	

	
	

大
谷　

哲
秀

作
業
員	

	
	

澤
田　

孝
夫

第
四
節　

事　

業　

費

一
　
収
入
内
訳

区　

分

事
業
者
負
担
額

海
南
市
補
助
額

和
歌
山
県
補
助
額

国
庫
補
助
額

合　
　

計

平
成
二
二
年
度

七
五
〇
、
〇
〇
〇

七
五
〇
、
〇
〇
〇

五
、
〇
〇
、
〇
〇
〇

八
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

一
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

平
成
二
三
年
度

七
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇

七
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇

五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

八
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

一
○
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

平
成
二
四
年
度

三
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

三
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

三
二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

四
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

合

計
一
一
、
二
五
〇
、
〇
〇
〇

一
一
、
二
五
〇
、
〇
〇
〇

七
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇

一
二
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

一
五
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

二
　
支
出
内
訳区　

　
　
　
　

分

金
額
（
円
）

説　
　

明

総
事
業
費

一
五
○
、
○
○
○
、
○
○
○

	

Ⅰ
主
た
る
事
業
費

一
四
五
、
六
五
三
、
九
○
○

	
	

Ａ
修
理
工
事
経
費

一
二
三
、
三
○
八
、
八
五
○

	
	
	

⑴
工
事
請
負
費

一
二
三
、
三
○
八
、
八
五
○

	
	
	
	

1
大
門
工
事
費

七
○
、
八
四
七
、
三
七
一

	
	
	
	
	

ア
木
工
事

三
二
、
八
六
○
、
七
八
二

	
	
	
	
	
	

ア
労　
　

務

二
○
、
九
一
六
、
六
六
三

	
	
	
	
	
	
	

ａ
大　
　

工

一
四
、
○
四
三
、
三
七
五

六
五
七
人

	
	
	
	
	
	
	

ｂ
作
業
員

六
、
八
七
三
、
二
八
八

五
三
八
人

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅰ
特
殊
作
業
員

一
、
八
五
二
、
○
三
二

一
三
○
人

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅱ
普
通
作
業
員

五
、
○
二
一
、
二
五
六

四
○
八
人

	
	
	
	
	
	

イ
原
材
料

一
一
、
九
四
四
、
一
一
九

	
	
	
	
	
	
	

ａ
補
足
木
材

一
○
、
七
一
六
、
六
五
九

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅰ
化
粧
材

三
、
七
七
七
、
四
九
八

一
・
六
三
六
㎥

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅱ
野
物
材

五
、
四
八
一
、
三
三
二

五
・
一
七
九
㎥

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅲ
そ
の
他
材

一
、
四
五
七
、
八
二
九

四
・
七
八
六
七
㎥

	
	
	
	
	
	
	

ｂ
金
属
資
材

八
七
八
、
四
二
四

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅰ
洋
釘
類

二
○
、
三
○
一

三
八
㎏

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅱ
鎹　
　

類

一
五
○
、
二
五
五

三
七
五
本

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅲ
補
強
金
具
類

七
○
七
、
八
六
八

一
式

	
	
	
	
	
	
	

ｃ
雑
資
材

三
四
九
、
○
三
六

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅰ
接
着
剤

一
○
、
六
八
四

二
○
㎏

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅱ
合
成
樹
脂

二
二
二
、
六
○
○

一
式

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅲ
古
色
材

二
六
、
七
一
二

一
式

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅳ
そ
の
他
材

八
九
、
○
四
○

一
式

	
	
	
	
	

イ
屋
根
工
事

一
七
、
九
七
五
、
三
四
五

	
	
	
	
	
	

ア
施　
　

工

一
一
、
二
八
○
、
四
三
六

	
	
	
	
	
	
	

ａ
解
体
・
瓦
整
理

一
、
六
○
六
、
二
二
三

一
七
○
・
三
㎡

	
	
	
	
	
	
	

ｂ
土
居
葺
き

五
、
○
三
九
、
一
七
七

一
七
○
・
三
㎡

	
	
	
	
	
	
	

ｃ
本
瓦
葺
き

四
、
六
三
五
、
○
三
六

一
七
○
・
三
㎡

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅰ
軒
瓦
葺
き

五
○
三
、
三
一
六

四
九
・
二
ｍ

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅱ
本
瓦
平
葺
き

二
、
二
一
二
、
一
九
七

一
七
○
・
三
㎡

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅲ
大
棟
積
み

二
九
三
、
三
九
六

八
・
二
ｍ

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅳ
降
り
棟
・
隅
棟
積
み

八
三
○
、
二
八
○

五
一
ｍ

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅴ
瓦
選
別

七
九
五
、
八
四
七

一
七
○
・
三
㎡
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イ
原
材
料

六
、
六
九
四
、
九
○
九

	
	
	
	
	
	
	

ａ
補
足
瓦

六
、
六
九
四
、
九
○
九

一
式

	
	
	
	
	

ウ
仮
設
工
事

一
五
、
四
八
八
、
四
九
二

	
	
	
	
	
	

ア
素
屋
根

七
、
二
八
二
、
一
一
二

二
七
○
㎡

	
	
	
	
	
	

イ
工
作
保
存
小
屋

一
、
七
九
六
、
三
○
○

七
七
・
七
六
㎡

	
	
	
	
	
	

ウ
事
務
所
・
休
憩
所

三
、
五
○
○
、
○
○
○

一
式

	
	
	
	
	
	

エ
電
気
給
排
水
工
事

一
、
一
三
○
、
○
八
○

一
式

	
	
	
	
	
	

オ
仮
設
物
撤
去

一
、
七
八
○
、
○
○
○

一
式

	
	
	
	
	

エ
雑
工
事

四
、
五
二
二
、
七
五
二

	
	
	
	
	
	

ア
左
官
工
事

二
、
九
三
八
、
三
五
七

一
式

	
	
	
	
	
	
	

ａ
漆
喰
塗
直
し

一
、
二
二
七
、
八
○
二

七
三
・
四
㎡

	
	
	
	
	
	
	

ｂ
胡
粉
塗
直
し

三
一
六
、
一
○
四

二
五
・
七
㎡

	
	
	
	
	
	
	

ｃ
軒
内
土
間
叩
き

一
、
三
九
四
、
四
五
一

九
四
・
九
㎡

	
	
	
	
	
	

イ
防
蟻
工
事

二
七
六
、
○
九
五

	
	
	
	
	
	
	

ａ
木
部
処
理

二
七
六
、
○
九
五

二
五
五
㎡

	
	
	
	
	
	

ウ
防
災
設
備
撤
去
復
旧

七
一
二
、
○
○
○

一
式

	
	
	
	
	
	

エ
修
理
銘
板
作
成

一
九
五
、
八
○
○

一
枚

	
	
	
	
	
	

オ
発
生
材
処
分

四
○
○
、
五
○
○

一
五
車

	
	
	
	

2
多
宝
塔
工
事
費

一
七
、
五
五
一
、
九
五
五

	
	
	
	
	

ア
木
工
事

二
、
四
六
六
、
四
七
六

	
	
	
	
	
	

ア
労　
　

務

一
、
六
六
○
、
一
二
九

	
	
	
	
	
	
	

ａ
大　
　

工

一
、
三
八
九
、
三
七
五

六
五
人

	
	
	
	
	
	
	

ｂ
作
業
員

二
七
○
、
七
五
四

二
二
人

	
	
	
	
	
	

イ
原
材
料

八
○
六
、
三
四
七

	
	
	
	
	
	
	

ａ
補
足
木
材

七
八
八
、
五
三
九

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅰ
化
粧
材

三
九
八
、
五
八
六

○
・
二
○
五
五
㎥

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅱ
野
物
材

三
八
九
、
九
五
三

○
・
八
七
六
三
㎥

	
	
	
	
	
	
	

ｂ
雑
資
材

一
七
、
八
○
八

一
式

	
	
	
	
	

イ
屋
根
工
事

九
、
九
五
三
、
二
○
七

	
	
	
	
	
	

ア
労　
　

務

六
、
二
六
六
、
七
三
八

	
	
	
	
	
	
	

ａ
解
体
・
瓦
整
理

一
、
○
八
四
、
四
○
○

一
二
二
・
四
㎡

	
	
	
	
	
	
	

ｂ
土
居
葺
き

一
、
六
○
九
、
七
九
七

六
一
㎡

	
	
	
	
	
	
	

ｃ
本
瓦
葺
き

三
、
五
七
二
、
五
四
一

一
二
二
・
四
㎡

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅰ
軒
瓦
葺
き

五
五
九
、
○
二
八

六
一
・
四
ｍ

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅱ
本
瓦
平
葺
き

一
、
七
七
九
、
五
三
○

一
二
二
・
四
㎡

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅲ
隅
棟
積
み

五
二
四
、
五
○
一

三
六
・
二
ｍ

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅳ
付
熨
斗
積
み

一
五
○
、
四
五
四

一
四
・
七
ｍ

	
	
	
	
	
	
	
	

ⅴ
瓦
選
別

五
五
九
、
○
二
八

一
二
二
・
四
㎡

	
	
	
	
	
	

イ
原
材
料

三
、
六
八
六
、
四
六
九

	
	
	
	
	
	
	

ａ
補
足
瓦

三
、
六
八
六
、
四
六
九

一
式

	
	
	
	
	

ウ
左
官
工
事

一
二
四
、
一
五
三

六
㎡

	
	
	
	
	
	

ア
上
層
亀
腹
漆
喰
解
体

八
、
三
八
三

六
㎡

	
	
	
	
	
	

イ
上
層
亀
腹
荒
壁
修
理

四
七
、
五
七
九

六
㎡

	
	
	
	
	
	

ウ
上
層
亀
腹
漆
喰
塗
り

六
八
、
一
九
一

六
㎡

	
	
	
	
	

エ
仮
設
工
事

一
、
三
○
一
、
六
二
五

六
五
㎡

	
	
	
	
	

オ
雑
工
事

三
、
七
○
六
、
四
九
四

	
	
	
	
	
	

ア
相
輪
補
修
工
事

三
、
一
一
八
、
九
一
六

一
式

	
	
	
	
	
	

イ
避
雷
針
撤
去
復
旧
工
事

五
七
四
、
二
二
八

一
式

	
	
	
	
	
	

ウ
修
理
銘
札
作
成

一
三
、
三
五
○

一
枚

　
　
　
　

3
鎮
守
堂
工
事
費

四
、
九
八
○
、
八
五
七

	
	
	
	
	

ア
木
工
事

四
五
二
、
四
三
八

	
	
	
	
	
	

ア
労　
　

務

三
二
○
、
五
四
四
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ａ
野
地
補
修

三
二
○
、
五
四
四

一
五
人

	
	
	
	
	
	

イ
原
材
料

一
三
一
、
八
九
四

	
	
	
	
	
	
	

ａ
補
足
木
材

一
一
四
、
○
八
六

○
・
二
八
四
六
㎥

	
	
	
	
	
	
	

ｂ
雑
資
材

一
七
、
八
○
八

一
式

	
	
	
	
	

イ
屋
根
工
事

三
、
二
八
七
、
一
○
三

	
	
	
	
	
	
	

ａ
旧
檜
皮
解
体

二
三
、
○
一
三

一
五
・
七
六
㎡

	
	
	
	
	
	
	

ｂ
軒
付
け
積
み
替
え

三
二
四
、
一
一
○

○
・
八
四
㎡

	
	
	
	
	
	
	

ｃ
軒
付
け
補
修

一
八
五
、
二
五
六

一
○
・
一
ｍ

	
	
	
	
	
	
	

ｄ
平
葺
き

二
、
四
四
四
、
八
八
九

一
五
・
七
六
㎡

	
	
	
	
	
	
	

ｅ
品
軒
積
み

九
六
、
○
○
七

○
・
二
八
㎡

	
	
	
	
	
	
	

ｆ
棟
瓦
積
み

一
三
八
、
五
九
○

二
・
八
三
ｍ

	
	
	
	
	
	
	

ｇ
補
足
瓦

七
五
、
二
三
八

一
式

	
	
	
	
	

ウ
仮
設
工
事

五
二
五
、
○
○
○

	
	
	
	
	
	
	

ａ
素
屋
根
建
設
・
解
体

五
二
五
、
○
○
○

四
二
㎡

	
	
	
	
	

エ
雑
工
事

七
一
六
、
三
一
六

	
	
	
	
	
	

ア
屋
根
野
地
防
腐
剤
塗
布

六
三
、
一
四
七

一
五
・
七
六
㎡

	
	
	
	
	
	

イ
飛
散
防
止
金
網

七
○
、
一
六
三

一
五
・
七
六
㎡

	
	
	
	
	
	

ウ
防
蟻
工
事

四
四
五
、
○
○
○

一
式

	
	
	
	
	
	

エ
修
理
銘
札
作
成

一
三
、
三
五
○

一
枚

	
	
	
	
	
	

オ
発
生
材
処
分

一
二
四
、
六
五
六

二
台

	
	
	
	

4
諸
経
費

二
四
、
○
五
六
、
八
一
八

	
	
	
	

5
消
費
税

五
、
八
七
一
、
八
四
九

	
	

Ｂ
委
託
料

二
八
一
、
四
○
○

	
	
	

⑴
委
託
料

二
八
一
、
四
○
○

	
	
	
	
	

ア
多
宝
塔
相
輪
調
査
委
託

二
六
八
、
○
○
○

	
	
	
	
	
	

ア
直
接
業
務
費

二
三
○
、
○
○
○

一
式

	
	
	
	
	
	

イ
諸
経
費

三
八
、
○
○
○

一
式

	
	
	
	
	

イ
消
費
税

一
三
、
四
○
○

一
式

　
　

Ｃ
設
計
料
及
び
監
理
料

二
二
、
○
六
三
、
六
五
○

	
	
	

⑴
委
託
料

二
二
、
○
六
三
、
六
五
○

	
	
	
	
	

ア
設
計
料
及
び
監
理
料

二
一
、
○
一
三
、
○
○
○

	
	
	
	
	
	

ア
直
接
業
務
費

一
○
、
三
○
○
、
九
○
○

三
七
七
日

	
	
	
	
	
	

イ
諸
経
費

七
、
二
一
○
、
四
七
○

一
式

	
	
	
	
	
	

ウ
技
術
経
費

三
、
五
○
一
、
六
三
○

一
式

	
	
	
	
	

イ
消
費
税

一
、
○
五
○
、
六
五
○

一
式

	

Ⅱ
そ
の
他
の
経
費

四
、
三
四
六
、
一
○
○

	
	

Ａ
事
務
費

四
、
三
四
六
、
一
○
○

	
	
	

⑴
賃　
　

金

一
、
二
二
五
、
五
○
○

	
	
	
	
	

ア
事
務
補
助
員

一
、
二
二
五
、
五
○
○

一
九
月

　
　
　

⑵
旅　
　

費

九
六
、
○
四
○

	
	
	
	
	

ア
特
別
旅
費

九
六
、
○
四
○

二
回

	
	
	

⑶
需
用
費

二
、
九
三
○
、
五
二
○

	
	
	
	
	

ア
消
耗
品
費

一
四
五
、
二
九
○

二
一
月

	
	
	
	
	

イ
印
刷
製
本
費

二
、
七
八
五
、
二
三
○

	
	
	
	
	
	

ア
工
事
報
告
書

二
、
七
八
五
、
二
三
○

三
○
○
部

	
	
	

⑷
役
務
費

九
四
、
○
四
○

	
	
	
	
	

ア
通
信
運
搬
費

二
、
八
四
○

二
一
月

	
	
	
	
	

イ
手
数
料

九
一
、
二
○
○

二
一
月
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第
三
章　

工
事
実
施
の
概
要

第
一
節　

修
理
の
大
要

第
一
項　

修
理
方
針

大　

門
︲
半
解
体
修
理

多
宝
塔
︲
屋
根
葺
替
・
部
分
修
理

鎮
守
堂
︲
屋
根
葺
替
修
理

第
二
項　

修
理
内
容

【
大　
　

門
】

ア　

仮
設
工
事	

素
屋
根
を
か
け
た
。
そ
の
他
工
作
保
存
小
屋
、
事
務
所
休
憩
所
を
建
設
し

た
。

イ　

木
工
事	

屋
根
野
地
全
て
と
小
屋
組
の
一
部
を
解
体
し
、
締
め
直
し
と
不
陸
調
整
を

行
っ
た
。
ま
た
小
屋
組
に
軒
垂
下
防
止
の
構
造
補
強
を
施
し
た
。

ウ　

屋
根
工
事	

瓦
葺
屋
根
を
全
て
葺
き
直
し
た
。

エ　

左
官
工
事	

壁
の
漆
喰
塗
り
を
塗
り
直
し
た
。
軒
内
土
間
叩
き
を
叩
き
直
し
た
。

オ　

雑
工
事	

屋
根
野
地
に
防
腐
処
理
を
施
し
た
。

【
多
宝
塔
】

ア　

仮
設
工
事	

軒
足
場
を
か
け
た
。
相
輪
足
場
を
か
け
た
。

イ　

木
工
事	

破
損
し
た
屋
根
野
地
、
裏
甲
等
を
修
理
し
た
。

ウ　

屋
根
工
事	

瓦
葺
屋
根
を
全
面
葺
き
直
し
た
。

エ　

左
官
工
事	

亀
腹
の
漆
喰
塗
り
を
塗
り
直
し
た
。

オ　

雑
工
事	

相
輪
を
修
理
し
た
。
屋
根
野
地
に
防
腐
処
理
を
施
し
た
。

【
鎮
守
堂
】

ア　

仮
設
工
事	

素
屋
根
を
か
け
た
。

イ　

木
工
事	

茅
負
、
裏
甲
と
、
野
垂
木
、
野
木
舞
を
修
理
し
た
。

ウ　

屋
根
工
事	

檜
皮
屋
根
を
全
て
葺
き
直
し
た
。

エ　

雑
工
事	

防
蟻
処
理
を
施
し
た
。
屋
根
野
地
に
防
腐
処
理
を
施
し
た
。

第
二
節　

工
事
工
程

第
一
項　

工　
　

期

工
事
期
間	

着
手	

平
成
二
三
年
一
月
一
日

	

完
了	

平
成
二
四
年
九
月
三
〇
日　
　

延
べ
二
一
ヶ
月
間

事
業
期
間	

着
手	

平
成
二
三
年
一
月
一
日

	

完
了	

平
成
二
四
年
一
二
月
三
一
日　

延
べ
二
四
ヶ
月
間

第
二
項　

実
施
工
程

工
事
着
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日

第
一
回
変
更
契
約
（
多
宝
塔
相
輪
解
体
追
加
）　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
三
年
八
月
一
〇
日

第
二
回
変
更
契
約
（
多
宝
塔
屋
根
修
理
追
加
）　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
四
年
二
月
八
日

第
三
回
変
更
契
約
（
瓦
精
算
、大
門
土
間
叩
き
追
加
、工
期
延
長
）
平
成
二
四
年
八
月
二
八
日

工
事
完
了　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
四
年
九
月
二
八
日

　

各
種
工
事
の
工
程
は
表
3-1
の
通
り
。
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期間

施工区分

着手：平成23年₁月₁日　完了：平成24年12月31日　事業期間24箇月間
平成22年度 平成23年度 平成24年度

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

工
事
事
務

着 手 準 備
実測図調整 各部の実測、製図
調 書 作 成 破損、技法調書他
記 録 作 成 写真撮影、施工記録他
報告書編集 原稿、挿図作成、編集
報告書印刷 印刷、製本

大　
　

門

仮 設 工 事 素屋根建設、解体
木　工　事 野地補修、小屋組補強
屋 根 工 事 本瓦葺屋根の葺き替え
左 官 工 事 漆喰壁塗り直し、土間叩き
雑　工　事 避雷針撤去復旧

多
宝
塔

仮 設 工 事 軒足場建設、解体
木　工　事 野地、軒先、縁廻り補修
屋 根 工 事 本瓦葺屋根の葺き替え
左 官 工 事 亀腹漆喰塗の塗り直し
雑　工　事 相輪修理

鎮
守
堂

仮 設 工 事 素屋根建設、解体
木　工　事 屋根野地補修
屋 根 工 事 檜皮屋根の葺き替え
雑　工　事 防蟻工事

共通仮設工事 事務所、保存小屋建設、解体
跡片付け、残務整理

第
三
節　

実
施
仕
様

第
一
項　

工
事
事
務

一
　
工
事
運
営
の
規
準

文
化
財
保
護
法
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
及
び
同
法
施

行
令
、
文
化
庁
文
化
財
補
助
金
交
付
規
則
、
そ
の
他
関
係
法
令
、
並
び
に
、
文
化
財
保
存
事

業
費
及
び
文
化
財
保
存
施
設
整
備
費
関
係
補
助
金
交
付
要
綱
、
同
国
庫
補
助
実
施
要
領
、
重

要
文
化
財
（
建
造
物
・
美
術
工
芸
品
）
修
理
・
防
災
事
業
費
国
庫
補
助
要
項
、
和
歌
山
県
財

務
規
則
等
を
参
照
し
て
工
事
の
運
営
を
行
っ
た
。

工
事
の
設
計
監
理
は
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、
工
事
の
主

任
技
術
者
は
文
化
庁
の
承
認
を
得
た
者
を
あ
て
た
。

二
　
着
　
　
手

工
事
着
手
に
当
た
っ
て
は
工
事
場
設
置
の
届
出
等
、
必
要
な
手
続
き
を
行
う
と
と
も
に
、

工
事
工
程
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
予
算
執
行
計
画
を
作
成
し
た
。

三
　
帳
　
　
簿

予
算
差
引
簿
・
現
金
出
納
簿
・
見
積
・
入
札
・
納
品
・
検
収
・
請
求
・
領
収
書
及
び
工
事

日
誌
・
工
事
写
真
等
必
要
な
書
類
を
整
え
、
詳
細
か
つ
正
確
に
記
入
し
保
管
し
た
。

四
　
記
録
作
成

ア　

調　
　

書

破
損
・
各
部
仕
様
・
痕
跡
手
法
等
そ
の
他
必
要
な
調
書
を
作
成
し
た
。

イ　

写
真
撮
影

表3-1　実施工程表
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修
理
前
、
竣
工
及
び
工
事
中
に
必
要
な
記
録
写
真
を
撮
影
し
た
。
竣
工
、
修
理
前
写
真
は

四
×
五
判
、
そ
の
他
は
ブ
ロ
ー
ニ
ー
判
及
び
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
。

五
　
計
画
変
更

施
工
の
進
捗
に
よ
り
、
破
損
の
実
態
に
則
し
、
工
事
費
内
訳
の
変
更
、
仕
様
を
変
更
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
文
化
庁
に
申
請
し
、
承
認
を
得
て
実
施
し
た
。

六
　
工
程
報
告

工
事
の
進
捗
状
況
は
、
別
に
定
め
ら
れ
た
書
式
に
よ
っ
て
工
程
月
報
を
作
成
し
、
写
真
添

付
の
上
、
各
月
末
日
か
ら
五
日
以
内
に
文
化
庁
に
報
告
し
た
。

七
　
修
理
工
事
報
告
書

竣
工
後
、
工
事
調
査
結
果
を
編
集
し
た
修
理
工
事
報
告
書
を
三
〇
〇
部
刊
行
し
た
。
報
告

書
は
普
及
と
活
用
の
適
正
を
図
る
た
め
、
文
化
庁
指
定
先
に
配
布
し
た
。

八
　
竣
　
　
工

全
事
業
が
完
了
し
た
の
に
際
し
、
工
事
の
経
過
及
び
結
果
を
記
載
し
た
実
績
報
告
書
に
精

算
書
・
実
施
仕
様
書
・
図
面
・
竣
工
写
真
・
そ
の
他
資
料
を
添
付
し
、
事
業
完
了
後
三
〇
日

以
内
に
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
た
。

第
二
項　

工
事
実
施
仕
様

一
　
一
般
事
項

ア　

仕
様
書
の
範
囲

こ
の
仕
様
書
に
示
す
も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、「
建
築
工
事
共
通
仕
様
書
」（
国
土
交
通
省

大
臣
官
房
庁
営
繕
部
監
修
、
社
団
法
人
営
繕
協
会
編
集
）
に
よ
っ
た
。

イ　

設
計
図
書

設
計
図
書
は
、
図
面
及
び
仕
様
書
と
し
た
。

ウ　

監
督
員

監
督
員
は
「
国
宝
長
保
寺
大
門
ほ
か
二
棟
保
存
修
理
」
の
た
め
、
文
化
庁
の
承
認
を
得
た

主
任
技
術
者
を
あ
て
た
。

エ　

疑
義
に
対
す
る
協
議

設
計
図
書
に
明
記
の
な
い
場
合
、
又
疑
い
を
生
じ
た
場
合
は
、
監
督
員
と
協
議
し
た
。

オ　

現
場
の
納
ま
り
な
ど
の
関
係
に
よ
る
協
議

現
場
の
納
ま
り
、
取
合
な
ど
の
関
係
で
、
設
計
図
書
に
よ
る
こ
と
が
困
難
又
は
不
都
合
で

あ
っ
た
さ
い
は
、
監
督
員
と
協
議
し
た
。

カ　

協
議
の
結
果
の
処
置

監
督
員
と
協
議
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
設
計
変
更
を
行
っ
た
。
設
計
変
更
に
い
た
ら
ぬ

事
項
は
、
打
合
せ
記
録
を
作
成
し
、
簡
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

キ　

官
公
署
・
そ
の
他
の
手
続
き

工
事
の
施
工
に
必
要
な
官
公
署
、
そ
の
他
の
手
続
き
は
請
負
者
に
て
、
遅
滞
な
く
行
っ
た
。

二
　
工
事
現
場
の
管
理

ア　

現
場
代
理
人

現
場
代
理
人
は
、
建
設
工
事
請
負
契
約
書
に
規
定
す
る
現
場
代
理
人
と
し
た
。

イ　

工
事
現
場
の
安
全
衛
生
管
理

工
事
現
場
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
管
理
は
、
現
場
代
理
人
が
責
任
者
と
な
り
、
関
係
法
令

等
に
従
っ
て
こ
れ
を
行
っ
た
。
現
場
は
常
に
整
理
整
頓
を
行
い
、
特
に
危
険
箇
所
の
点
検
を

行
う
な
ど
、
事
故
の
防
止
に
努
め
た
。
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ウ　

災
害
及
び
公
害
の
防
止

工
事
の
施
工
に
伴
う
災
害
及
び
公
害
は
、
関
係
法
令
等
に
従
い
適
切
に
処
理
す
る
と
と
も

に
、
第
三
者
に
災
害
を
及
ぼ
さ
ず
、
公
害
の
防
止
に
努
め
た
。

エ　

臨
機
の
処
置

災
害
又
は
公
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
適
切
な
処
置
を
と
り
、
監
督
員
に
報
告
し
た
。

オ　

火
気
の
禁
止

工
事
に
伴
う
火
気
の
使
用
、
及
び
指
定
場
所
以
外
で
の
喫
煙
は
禁
止
し
た
。

カ　

養　
　

生

損
傷
、
汚
染
な
ど
の
恐
れ
の
あ
る
部
分
は
、
適
切
な
方
法
で
養
生
を
施
し
た
。

キ　

跡
片
付
け

工
事
の
完
成
に
際
し
て
は
、
建
物
内
外
の
後
片
付
け
、
清
掃
を
行
っ
た
。
又
工
事
中
は
、

毎
日
工
事
区
域
内
の
片
付
け
清
掃
を
し
た
。

三
　
工
程
表
・
そ
の
他

ア　

実
施
工
程
表

着
工
に
先
立
ち
実
施
工
程
表
を
作
成
し
、
監
督
員
の
承
認
を
受
け
た
。
着
工
後
、
実
施
工

程
表
に
変
更
の
必
要
を
生
じ
た
場
合
は
、
変
更
実
施
工
程
表
を
作
成
し
、
定
例
会
議
を
通
じ
、

事
業
者
と
監
督
員
の
承
認
を
受
け
た
。

イ　

職
方
へ
の
指
示

工
程
、
工
事
内
容
、
打
合
せ
事
項
な
ど
は
、
関
係
す
る
職
方
に
周
知
徹
底
し
た
。

ウ　

色
、
柄
な
ど
の
指
示

色
、
柄
な
ど
は
あ
ら
か
じ
め
見
本
な
ど
に
よ
り
、
承
認
を
得
た
。

エ　

提
出
書
類

ａ　

契
約
時　

工
事
請
負
契
約
書
、
請
負
代
金
内
訳
書
、
工
程
表

ｂ　

着
工
時　

	

着
工
届
、
現
場
代
理
人
届
、
監
理
技
術
者･

主
任
技
術
者･

専
門
技
術
者
届
、

下
請
業
者
届
、
主
要
資
材
発
注
先
名
簿
届

ｃ　

施
工
中　

実
施
工
程
表
、
施
工
図
・
承
認
図
、
工
事
日
報
、
打
合
せ
記
録
書

ｄ　

竣
工
時　

完
了
届
、
引
渡
書
、
請
負
代
金
請
求
書
、
施
工
状
況
写
真

四
　
材
料
・
施
工

ア　

材　
　

料

材
料
は
監
督
員
の
検
査
を
受
け
て
合
格
し
た
も
の
と
し
た
。
品
質
が
明
示
さ
れ
な
い
場
合

は
均
衡
を
得
た
品
質
の
も
の
と
し
た
。
仮
設
資
材
は
差
し
支
え
な
い
限
り
中
古
材
と
し
た
。

イ　

材
料
搬
入
の
報
告

材
料
の
搬
入
ご
と
に
そ
の
材
料
が
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
を
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
て
証
明
と
な
る
資
料
を
添
え
て
監
督
員
に
文
書
で
速
や
か
に
報
告
し
た
。

た
だ
し
、
軽
易
な
材
料
に
つ
い
て
は
、
監
督
員
の
承
諾
を
受
け
て
報
告
を
省
略
し
た
。

ウ　

材
料
の
検
査

監
督
員
の
検
査
は
材
料
種
別
ご
と
に
行
っ
た
。
た
だ
し
軽
易
な
材
料
は
、
検
査
を
省
略
し

た
。
合
格
し
た
材
料
と
同
じ
材
料
は
、
以
後
の
使
用
を
承
諾
さ
れ
た
も
の
と
し
た
。

エ　

施　
　

工

施
工
は
、
設
計
図
書
及
び
監
督
員
の
承
認
を
受
け
た
工
程
表
、
施
工
計
画
書
、
施
工
図
、

原
寸
図
な
ど
に
従
っ
て
行
っ
た
。

オ　

一
部
施
工
の
確
認
及
び
報
告

施
工
の
一
工
程
を
完
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
施
工
が
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
に
適

合
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
確
認
し
た
事
項
を
適
時
監
督
員
に
報
告
し
た
。

カ　

施
工
の
完
了

本
工
事
の
完
了
は
工
事
竣
工
後
、
設
計
監
理
者
の
竣
工
確
認
及
び
事
業
者
の
竣
工
検
査
を

も
っ
て
完
了
と
し
た
。
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五
　
仮
設
工
事

ア　

概　
　

要

修
理
対
象
の
建
物
三
棟
に
、
修
理
に
必
要
な
素
屋
根
、
軒
足
場
を
設
け
た
。
建
設
お
よ
び

解
体
時
期
は
全
体
工
程
表
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
た
。
構
造
は
建
枠
組
及
び
鋼
管
足
場
組
等

に
よ
る
も
の
と
し
、
設
計
図
書
の
図
面
相
当
を
施
工
者
の
任
意
仮
設
で
建
設
し
た
。

ま
た
新
材
加
工
や
解
体
古
材
を
保
管
す
る
た
め
の
工
作
保
存
小
屋
や
、
工
事
事
務
所
・
休

憩
所
を
建
設
し
た
。
こ
れ
ら
仮
設
物
は
全
工
事
完
了
後
に
撤
去
し
た
。

イ　

素
屋
根
［
大
門
・
鎮
守
堂
］

①　

計
画
概
要

主
要
構
造
は
鋼
製
建
枠
組
、
鋼
管
足
場
組
と
し
、
作
業
床
は
茅
負
外
下
角
か
ら
六
〇
㎝

下
に
設
け
、
作
業
床
の
幅
は
軒
先
か
ら
一
・
〇
ｍ
以
上
を
確
保
で
き
る
よ
う
計
画
し
、
足

場
板
を
敷
き
詰
め
、
周
囲
に
幅
木
を
設
け
た
。
屋
根
は
ト
ラ
ス
組
と
し
、
垂
木
、
母
屋
を

掛
け
渡
し
た
。
屋
根
葺
材
は
ト
タ
ン
波
板
張
り
と
し
た
。
外
壁
に
は
メ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
を

張
っ
た
。

大
門
は
東
側
に
登
桟
橋
を
設
け
た
。

②　

材　
　

料

材
料
は
左
記
を
標
準
と
し
た
。

ａ　

鋼
管
足
場
材

JIS
A
8951

（
鋼
管
足
場
）
の
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
、
ま
た
社
団
法
人
仮

設
工
業
会
の
認
定
品
と
し
た
。
主
要
な
資
材
は
左
記
を
用
い
た
。

・
枠
組
足
場
材

鳥
居
型
建
枠　

巾
九
〇
〇
㎜

鋼
製
布
板　

長　

一
八
二
九
㎜
×
巾
二
五
〇
㎜

ジ
ャ
ッ
キ
ベ
ー
ス　

径
三
五
㎜
、
調
整
長
さ
二
五
〇
～
四
六
〇
㎜
、
そ
の
他
筋
違
、

階
段
枠

・
単　
　

管

JIS
3444

に
定
め
る
三
種
（ST

K
51

）
亜
鉛
メ
ッ
キ
仕
上
げ
品
。
長
さ
二
・
五
ｍ
以

上
の
も
の
は
両
端
に
ピ
ン
加
工
を
施
し
た
も
の
。
ベ
ー
ス
金
具
・
継
手
金
具
・
ク
ラ

ン
プ
類
は
い
ず
れ
も
、JIS

規
格
品
或
い
は
社
団
法
人
仮
設
工
業
会
の
認
定
品
と
し
た
。

ｂ　

足
場
板

板
足
場
板　

厚
三
・
六
×
巾
二
〇
㎝
以
上
×
長
さ
四
・
〇
ｍ
の
杉
材
、
木
口
割
防
止

金
具
付

ｃ　

屋
根
葺
材

カ
ラ
ー
小
波
鉄
板　

〇
・
七
六
×
一
・
八
二
ｍ
、お
よ
び
塩
ビ
小
波（
明
り
取
り
用
）

ｄ　

メ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト　

五
・
一
ｍ
×
一
・
八
ｍ　

網
目
一
・
〇
㎜

ｅ　

胴
縁　

厚
三
・
〇
㎝
×
幅
六
・
〇
㎝
×
長
さ
四
・
〇
ｍ
の
米
栂
材

ｆ　

そ
の
他
材　

釘
、
傘
釘
、
番
線
等
はJIS

規
格
品
を
使
用
し
た
。

③　

工　
　

法

ａ　

縄
張
り
・
遣
方

素
屋
根
予
定
地
に
遣
方
を
設
け
、
縄
張
り
を
行
っ
た
。

ｂ　

整　
　

地

素
屋
根
の
足
元
部
分
は
極
端
な
凹
凸
の
な
い
よ
う
盛
土
を
し
て
整
地
し
、
建
地
位
置

に
板
足
場
板
を
敷
き
並
べ
た
。
史
跡
地
内
で
あ
る
た
め
掘
削
を
伴
わ
な
い
よ
う
に
し

た
。

ｃ　

建
地
・
布

単
管
足
場
は
、
敷
板
足
場
板
上
の
所
定
の
位
置
に
、
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
を
釘
打
ち
に

据
え
、
単
管
建
地
を
組
ん
だ
。
足
元
に
は
根
搦
み
を
取
り
付
け
た
。

枠
組
み
足
場
は
、
敷
板
足
場
板
上
の
所
定
の
位
置
に
、
ジ
ャ
ッ
キ
ベ
ー
ス
を
釘
打
ち

に
据
え
付
け
、
鳥
居
型
建
枠
を
組
み
、
建
枠
は
ジ
ャ
ッ
キ
ベ
ー
ス
を
調
整
し
な
が
ら

不
陸
の
生
じ
な
い
よ
う
組
み
立
て
た
。
筋
違
を
入
れ
、
布
板
を
は
め
、
要
所
に
階
段
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枠
を
設
け
た
。
布
は
飛
び
つ
き
を
一
・
八
ｍ
と
し
、
そ
れ
よ
り
上
は
八
五
㎝
～
一
・
二

ｍ
程
で
割
り
付
け
た
。
控
え
、
大
筋
違
を
構
造
上
必
要
箇
所
に
入
れ
た
。

ｄ　

足
場
・
根
太

素
屋
根
内
軒
足
場
は
軒
先
茅
負
外
下
角
よ
り
〇
・
六
ｍ
下
に
設
け
た
。
根
太
は
約

一
・
〇
ｍ
間
隔
に
設
け
、
足
場
板
は
突
き
付
け
に
敷
き
込
む
よ
う
根
太
割
を
し
、
作

業
床
に
は
足
場
板
を
全
面
に
敷
き
詰
め
、
釘
打
ち
、
或
い
は
桟
木
で
押
さ
え
、
周
囲

に
幅
木
を
設
け
た
。

ｅ　

小
屋
組
・
屋
根

素
屋
根
の
小
屋
組
は
、
ト
ラ
ス
組
に
棟
と
桁
を
通
し
、
そ
の
間
に
垂
木
を
掛
け
、
切

妻
屋
根
を
造
っ
た
。
屋
根
は
ト
タ
ン
葺
き
と
し
、
垂
木
に
単
管
母
屋
を
渡
し
、
胴
縁

を
番
線
括
り
し
ト
タ
ン
を
張
っ
た
。
大
門
は
要
所
に
明
か
り
取
り
の
塩
ビ
小
波
板
を

張
っ
た
。

ｆ　

登
り
桟
橋

大
門
の
登
り
桟
橋
は
、
勾
配
を
三
〇
／
一
〇
〇
と
し
て
根
太
受
け
を
取
り
付
け
、
そ

の
上
に
根
太
を
〇
・
九
ｍ
内
外
に
配
し
、
足
場
板
を
四
枚
敷
き
並
べ
、
滑
り
止
め
を

四
〇
㎝
間
隔
に
配
し
た
。
ま
た
手
摺
り
を
設
け
た
。

ｇ　

外　
　

壁

素
屋
根
の
四
周
は
、
全
面
に
メ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
を
張
っ
た
。
メ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
は
縦

横
の
目
地
の
通
り
よ
く
割
り
付
け
、
ひ
も
で
結
び
止
め
た
。

ｈ　

仮
設
通
路

大
門
素
屋
根
は
参
拝
者
が
中
央
部
を
通
り
抜
け
出
来
る
よ
う
、
ト
ン
ネ
ル
状
に
コ
ン

パ
ネ
で
通
路
を
造
っ
た
。

ｉ　

出
入
り
口

大
門
素
屋
根
の
出
入
り
口
は
施
錠
で
き
る
よ
う
に
造
り
、
夜
間
や
休
日
の
不
審
者
の

侵
入
を
防
げ
る
よ
う
に
し
た
。

ウ　

軒
足
場
［
多
宝
塔
］

多
宝
塔
軒
足
場
の
仕
様
は
前
記
素
屋
根
に
準
じ
る
も
の
と
し
た
。
な
お
相
輪
の
修
理
の
た

め
、
相
輪
上
部
ま
で
囲
い
込
む
足
場
を
建
設
し
た
。

エ　

工
作
保
存
小
屋

大
門
の
東
側
に
工
作
保
存
小
屋
を
建
設
し
た
。
大
き
さ
は
桁
行
一
〇
・
八
ｍ
、
梁
間
七
・

二
ｍ
と
し
既
製
の
軽
量
鉄
骨
造
平
屋
建
て
組
立
式
仮
設
ハ
ウ
ス
と
し
た
。
内
部
は
木
製
床
と

し
、
天
井
な
し
と
し
、
古
材
格
納
用
の
棚
を
設
け
た
。
出
入
り
口
は
施
錠
出
来
る
よ
う
に
し
た
。

オ　

事
務
所
・
休
憩
所

大
門
の
西
側
に
事
務
所
・
休
憩
所
を
建
設
し
た
。
事
務
所
は
事
業
者
、
設
計
監
理
者
が
使

用
し
、
休
憩
所
は
工
事
請
負
者
が
使
用
し
た
。

大
き
さ
は
桁
行
九
・
〇
ｍ
、
梁
間
四
・
五
ｍ
と
し
、
既
製
の
軽
量
鉄
骨
造
二
階
建
て
組
立

式
仮
設
ハ
ウ
ス
と
し
た
。
一
階
を
休
憩
所
、
二
階
を
工
事
事
務
所
と
し
た
。
内
部
は
木
製
床

と
し
、
天
井
を
張
っ
た
。
一
、
二
階
に
流
し
台
を
設
け
た
。

カ　

諸
設
備
工
事

①　

電　
　

気

各
素
屋
根
へ
仮
設
で
配
線
し
た
。
器
材
はJIS

規
格
の
も
の
を
使
用
し
た
。
ま
た
事

務
所
・
休
憩
所
、
工
作
保
存
小
屋
に
も
電
気
設
備
を
設
置
し
た
。

②　

水　
　

道

現
場
事
務
所
へ
仮
設
水
道
を
引
き
、
工
事
現
場
内
に
ホ
ー
ス
で
配
管
し
た
。

③　

表
示
等

大
門
素
屋
根
の
正
面
に
工
事
の
表
示
、
安
全
対
策
上
の
標
識
等
を
設
置
し
た
。

キ　

仮
設
物
の
解
体

諸
工
事
完
了
後
、
素
屋
根
他
の
仮
設
物
は
解
体
し
、
仮
設
資
材
は
搬
出
撤
収
し
、
残
材
は

適
切
に
処
分
の
上
、
工
事
区
域
内
の
整
地
清
掃
を
行
っ
た
。
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六
　
解
体
工
事

ア　

概　
　

要

大
門
は
屋
根
の
野
地
板
、
野
垂
木
ま
で
解
体
し
た
。
多
宝
塔
は
屋
根
野
地
の
腐
朽
部
分
を

解
体
し
た
。
鎮
守
堂
は
檜
皮
葺
平
葺
と
軒
付
腐
朽
部
、
野
木
舞
、
野
垂
木
を
解
体
し
た
。

イ　

番　
　

付

檜
皮
を
除
き
す
べ
て
の
解
体
材
に
、
解
体
番
付
を
行
っ
た
。
番
付
札
は
厚
三
㎜
の
シ
ナ
合

板
、
四
・
五
×
六
・
〇
㎝
の
大
き
さ
を
標
準
と
し
、
番
付
札
に
は
所
定
の
番
付
を
書
き
込
み
、

各
部
材
に
原
則
と
し
て
、
見
付
け
よ
り
針
釘
打
ち
に
止
め
た
。
瓦
は
役
物
に
チ
ョ
ー
ク
で
番

付
を
振
り
、
鬼
瓦
は
番
付
札
を
紐
で
括
っ
た
。
金
具
類
は
必
要
に
応
じ
荷
札
を
付
け
、
使
用

位
置
を
明
確
に
し
た
。

ウ　

養　
　

生

解
体
材
は
養
生
を
施
し
取
り
扱
い
に
留
意
し
た
。
化
粧
材
角
は
板
を
打
ち
養
生
し
た
。

エ　

解
体
及
び
調
査

解
体
は
屋
根
よ
り
瓦
︲
野
地
︲
野
垂
木
と
同
種
部
材
毎
に
順
を
追
っ
て
丁
寧
に
進
め
た
。

解
体
に
際
し
て
は
古
材
の
尊
重
を
第
一
に
心
掛
け
、
継
手
・
仕
口
を
破
損
し
た
り
、
釘
抜

き
・
金
槌
等
に
よ
っ
て
、
古
材
を
傷
つ
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
解
体
手
順
、
作
業
方
法
に

は
十
分
に
配
慮
し
た
。

各
部
材
に
使
用
さ
れ
て
い
る
留
釘
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
不
用
な
留
釘
痕
跡
等
は
、
解
体
に

際
し
化
粧
部
分
、
野
物
部
分
を
問
わ
ず
チ
ョ
ー
ク
で
印
を
施
し
、
そ
の
状
況
を
明
確
に
し
た
。

解
体
を
一
工
程
進
め
る
毎
に
、
清
掃
・
片
付
け
を
行
っ
た
。
ま
た
監
督
員
が
記
録
写
真
の

撮
影
、
諸
調
査
を
行
っ
た
。

オ　

古
材
整
理

解
体
し
た
部
材
は
、
再
用
・
繕
い
・
取
替
予
定
等
に
区
分
し
、
同
種
材
ご
と
に
整
理
し
て
、

保
存
小
屋
や
素
屋
根
内
に
格
納
し
た
。
再
用
材
・
補
修
材
は
、
た
わ
し
が
け
を
行
い
清
掃
し
、

汚
損
、
破
損
等
の
生
じ
な
い
よ
う
取
り
扱
い
に
は
特
に
注
意
し
た
。

七
　
木
工
事

ア　

再
用
材

解
体
材
は
、
将
来
の
保
存
に
支
障
の
な
い
限
り
努
め
て
再
用
し
た
。
再
用
材
の
う
ち
、
腐

朽
部
分
は
、
埋
木
・
矧
木
に
よ
り
繕
い
を
行
っ
た
。
こ
の
際
、
旧
長
さ
・
旧
断
面
が
保
存
で

き
る
よ
う
な
修
理
を
心
掛
け
た
。

補
修
用
の
接
着
剤
は
、
尿
素
系
樹
脂
（
木
工
用
ボ
ン
ド
）
及
び
エ
ポ
キ
シ
系
樹
脂
を
用
い

た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
合
成
樹
脂
に
よ
る
破
損
・
欠
失
部
分
の
補
強
・
整
形
を
行
っ
た
。

イ　

樹
脂
処
理

破
損
の
状
態
に
応
じ
て
、
合
成
樹
脂
に
よ
り
破
損
・
欠
損
部
分
の
補
強
と
整
形
を
行
っ
た
。

合
成
樹
脂
は
次
の
物
を
用
い
た
。

ボ
ン
ド
Ｅ
セ
ッ
ト　

コ
ニ
シ
株
式
会
社

X
N
R6105

／X
N
H
6105　

長
瀬
チ
バ
株
式
会
社
（
人
工
木
材
）

ウ　

取
替
材

腐
朽
、
破
損
の
著
し
い
も
の
は
取
り
替
え
た
が
、
取
替
材
は
原
則
と
し
て
旧
形
状
、
旧
材

種
を
踏
襲
し
た
。

取
替
材
は
、
左
記
を
標
準
と
し
た
。
材
は
乾
燥
し
た
も
の
で
、
含
水
率
一
八
％
以
下
と
し

た
。
ま
た
、
死
節
、
抜
節
、
割
れ
、
目
廻
り
、
入
皮
、
陽
疾
な
ど
が
な
い
も
の
と
し
た
。

化
粧
材
軒
廻
り
材
︲
桧
上
小
節
芯
去
り
赤
身
勝
ち
材

造
作
材
︲
桧
上
小
節
芯
去
り
赤
身
材

野
物
材
小
屋
組
材
︲
桧
一
等
芯
持
ち
材

野
地
材
︲
杉･

桧
小
節
材
芯
去
り
赤
身
勝
ち
材

エ　

新
材
加
工
・
古
色
塗
り

新
材
は
継
手
・
仕
口
・
曲
線
は
在
来
通
り
に
加
工
し
た
。

新
材
に
は
古
色
塗
り
を
施
し
た
。
古
色
塗
り
は
硝
煙
墨
、
弁
柄
、
黄
土
を
柿
渋
で
溶
い
て

調
合
し
、
色
調
の
調
整
を
し
た
う
え
で
、
二
度
塗
り
で
拭
き
取
り
仕
上
げ
と
し
た
。
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南面 東面

北面 西面

基準線（修理前北東隅）

竣工
上層柱不陸調整後
瓦葺き前（丸桁不陸調整後）

瓦降ろし後(土居葺)
修理前

+102
+76
+72
-2

-50

+121
+94
+89
+50
+1

-109
-113
-136
-171
-209

-92
-113
-121
-158
-194

-113
-111
-138
-156
-201

-98
-113
-126
-161
-199

-109
-105
-132
-143
-188

-88
-110
-118
-162
-200

-106
-101
-128
-139
-180

-86
-115
-116
-177
-218

-116
-114
-138
-158
-200

-77
-127
-110
-204
-243

-112
-111
-136
-160
-206

-63
-128
-96

-209
-251

+96
+91
+70
+35
-23

+141
+53
+98
-39
-91

+92
+87
+66
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写真3-1　大門素屋根建設状況写真3-2　多宝塔素屋根建設状況

写真3-3　補足木材検査（於西垣林業）写真3-4　新材加工

平成取替材 平成修理材
軒支輪

化粧裏板

裏 甲野垂木

野地板

図3-6　大門木部修理状況（アミカケが取替材）
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オ　

金
属
類

今
回
修
理
カ
所
は
、
い
ず
れ
も
過
去
の
解
体
修
理
で
洋
釘
で
施
工
さ
れ
て
い
た
た
め
、
施

工
は
洋
釘
で
行
っ
た
。
大
門
、
多
宝
塔
の
鎹
は
旧
材
を
再
用
し
た
が
、
破
損
し
て
い
た
も
の

は
同
等
品
を
新
た
に
作
成
し
て
用
い
た
。

カ　

組　
　

立

当
初
の
仕
様
に
従
っ
て
順
次
組
み
立
て
た
。
施
工
に
当
た
っ
て
は
当
初
の
仕
口
を
切
削
し

な
い
よ
う
十
分
に
留
意
し
た
。
構
造
上
不
完
全
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
は
、
添
木
や
金
物
等

に
よ
り
適
宜
補
強
し
た
。

キ　

大
門
不
陸
修
正

大
門
上
層
の
柱
と
軒
ま
わ
り
の
不
陸
修
正
を
行
っ
た
。
上
層
柱
盤
上
に
爪
ジ
ャ
ッ
キ
を
据

え
、
各
柱
の
不
陸
を
修
正
し
た
。
柱
盤
と
柱
の
間
に
は
欅
材
の
飼
物
を
入
れ
込
ん
で
固
定
し

た
。
ま
た
軒
ま
わ
り
の
不
陸
を
修
正
す
る
た
め
、
丸
桁
を
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
し
、
大
斗
敷
面

と
巻
斗
敷
面
に
飼
物
を
入
れ
た
。
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
は
修
正
状
況
を
確
認
し
行
っ
た
。

ク　

大
門
構
造
補
強

大
門
は
小
屋
組
に
補
強
を
施
し
、
軒
の
垂
下
を
防
い
だ
。
丸
桁
桔
木
に
補
強
金
具
を
取
り

付
け
、
二
の
母
屋
桔
を
新
た
に
設
け
た
。（
詳
細
は
第
三
章
第
五
節
参
照
）

八
　
屋
根
工
事
（
瓦
葺
︲
大
門
、
多
宝
塔
）

ア　

概　
　

要

屋
根
は
本
瓦
葺
き
で
、
大
門
、
多
宝
塔
と
も
全
面
を
葺
き
替
え
た
。
屋
根
重
量
軽
減
の
た

め
空
葺
工
法
で
葺
い
た
。

イ　

屋
根
下
地
葺
き

屋
根
下
地
と
し
て
土
居
葺
を
施
工
し
た
。
長
さ
一
尺
の
サ
ワ
ラ
手
割
り
板
を
二
寸
足
で
竹

釘
留
め
で
葺
い
た
。
多
宝
塔
は
古
い
土
居
葺
を
残
し
た
た
め
、
下
層
北
面
を
除
き
、
土
居
葺

破
損
部
の
み
を
新
た
に
葺
き
直
し
た
。

ウ　

土
留
め
桟
・
空
葺
下
地

土
留
め
桟
は
、
杉
赤
身
材
、
長
さ
四
ｍ
×
厚
一
・
一
・
八
㎝
×
幅
四
・
五
㎝
を
用
い
、
三

六
㎝
間
隔
で
配
し
、
野
垂
木
位
置
毎
に
ス
テ
ン
レ
ス
釘
で
止
め
た
。
空
葺
下
地
は
瓦
割
り
に

合
わ
せ
、
瓦
桟
を
配
っ
て
造
っ
た
。
銅
板
（
厚
〇
・
三
㎜
）
で
瓦
桟
内
に
箱
樋
を
作
り
、
瓦

桟
に
釘
打
ち
に
留
め
、
下
部
は
軒
平
瓦
に
載
せ
、
排
水
を
は
か
っ
た
。

エ　

再
用
瓦

在
来
の
瓦
は
、
一
枚
ず
つ
木
槌
で
叩
き
、
打
音
で
割
れ
と
焼
き
締
め
の
状
況
を
判
断
し
、

ひ
び
割
れ
の
あ
る
も
の
と
、
焼
き
の
甘
い
も
の
は
不
再
用
と
し
た
。
ま
た
、
形
状
寸
法
の
極

端
に
異
な
る
も
の
も
不
再
用
と
し
た
。
再
用
瓦
は
す
べ
て
土
・
塵
・
埃
を
落
し
、
清
掃
の
う

え
収
納
し
た
。

オ　

補
足
瓦

補
足
瓦
は
係
員
の
作
成
し
た
図
面
及
び
見
本
品
に
な
ら
い
、
特
注
で
製
作
し
、
一
一
〇
〇

℃
で
焼
成
し
た
。
全
て
の
瓦
に
は
「
平
成
二
四
年
修
補
」
の
刻
印
を
入
れ
た
。

文
様
の
あ
る
瓦
は
、
係
員
に
よ
る
生
型
検
査
を
受
け
た
の
ち
に
、
実
際
の
瓦
を
作
成
し
た
。

カ　

大
門
大
棟
鬼
瓦

大
門
大
棟
鬼
瓦
は
明
治
修
理
の
補
足
品
で
あ
っ
た
が
、
ヒ
ビ
が
入
り
再
用
困
難
で
あ
っ
た

た
め
、
新
調
し
た
。

鬼
瓦
の
意
匠
に
つ
い
て
は
、
明
治
修
理

の
時
の
鬼
瓦
を
再
現
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、

事
業
者
、
文
化
庁
担
当
官
、
設
計
監
理
者

で
検
討
し
た
結
果
、
多
宝
塔
の
鬼
瓦
の
意

匠
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
、
次
の
理
由
に

よ
り
決
定
し
た
。

・	

当
初
の
形
が
全
く
不
明
で
あ
る
こ
と

・
多
宝
塔
の
鬼
瓦
が
最
も
長
保
寺
で
近

図3-7　大門鬼瓦実施図
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　鎮守堂補足瓦
名称 構成員数 再用員数 補足員数 備考

1 熨斗瓦 60 0 60 古瓦に準じた特注製作品
2 捨て熨斗 8 0 8 いぶし仕上げ、修理印押
3 大棟衾瓦 10 5 5
4 鳥衾瓦 2 1 1
5 鬼瓦 2 2 0
合計 82 8 74 再用率9.7％

　多宝塔補足瓦
名称 構成員数 再用員数 補足員数 備考
【下層】

1 平瓦 2,416 916 860
2 平瓦（水返付） 0 0 640
3 丸瓦 876 416 460
4 軒唐草瓦 128 61 67
5 軒巴瓦 132 66 66
6 軒敷平瓦 128 54 74
7 切隅瓦（唐草瓦） 8 8 0
8 切隅瓦（敷平瓦） 8 8 0
9 切隅瓦（二の平） 8 8 0
10 隅巴瓦 4 4 0
11 棟面戸瓦 40 40 0
12 隅面戸瓦 104 26 78
13 熨斗瓦 236 59 177
14 捨て熨斗 16 4 12
15 隅棟衾瓦 64 64 0
16 隅棟鬼瓦 4 4 0 2ヶ修理
17 鳥衾瓦 4 3 1

【上層】
18 平瓦 2,000 632 1,368
19 丸瓦 800 350 450
20 軒唐草瓦 120 48 72
21 軒巴瓦 124 71 53
22 軒敷平瓦 120 120 0
23 切隅瓦（唐草瓦） 8 8 0
24 切隅瓦（敷平瓦） 8 8 0
25 切隅瓦（二の平） 8 8 0
26 隅巴瓦 4 4 0
27 棟面戸瓦 16 16 0
28 隅面戸瓦 112 90 22
29 熨斗瓦 186 46 140
30 捨て熨斗 16 4 12
31 隅棟衾瓦 112 27 85
32 隅棟鬼瓦 4 4 0 1ヶ修理
33 鳥衾瓦 4 4 0

7,818 3,181 4,637 再用率40.6%合計

　大門補足瓦
名称 構成員数 再用員数 補足員数 備考

1 平瓦 5,396 1,496 3,900
2 丸瓦 2,198 698 1,500
3 軒唐草瓦 173 93 80
4 軒巴瓦 177 91 86
5 軒敷平瓦 173 0 173
6 切隅瓦（唐草瓦） 8 8 0
7 切隅瓦（敷平瓦） 8 8 0
8 切隅瓦（二の平） 8 8 0
9 隅巴瓦 4 2 2
10 破風唐草瓦 56 28 28
11 破風巴瓦 52 26 26
12 破風敷平瓦 56 0 56
13 破風二の平瓦 56 0 56
14 破風面戸瓦 56 27 29
15 拝み巴瓦 2 0 2
16 拝み唐草瓦 0 0 4
17 拝み敷平瓦 0 0 4
18 拝み二の平瓦 0 0 4
19 袖丸瓦 56 0 56
20 棟面戸瓦 69 40 29
21 隅面戸瓦 80 8 72
22 熨斗瓦 1,310 150 1,160
23 捨て熨斗 16 4 12
24 大棟衾瓦 31 0 31
25 降棟衾瓦 85 17 68
26 隅棟衾瓦 60 15 45
27 大棟鬼瓦 2 0 2
28 隅棟鬼瓦 4 4 0 3ヶ修理
29 降棟鬼瓦 4 4 0 3ヶ修理
30 鳥衾瓦 10 6 4

10,150 2,733 7,429 再用率26.9%合計

29

写真3-5　大門　取り替える巻斗の加工写真3-6　大門正面茅負の金具補強

写真3-7　鎮守堂縁板修理写真3-8　大門屋根空葺き下地の銅板施工

表3-2　大門瓦明細表表3-3　多宝塔瓦明細表

表3-4　鎮守堂瓦明細表
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似
す
る
年
代
で
あ
る
こ
と

・
本
堂
の
鬼
瓦
も
多
宝
塔
を
参
考
に
し
て
新
調
し
て
い
る
こ
と

多
宝
塔
の
意
匠
を
参
考
に
、
大
棟
と
の
取
り
合
い
原
寸
図
を
作
成
し
、
寸
法
や
形
状
を
決

定
し
た
。
鬼
面
の
作
り
込
み
は
事
業
者
及
び
係
員
に
て
中
間
検
査
を
行
い
、
合
格
し
た
後
に

焼
成
し
た
。

キ　

瓦
葺
き

①　

概　
　

要

瓦
は
補
足
瓦
、
再
用
瓦
の
配
置
を
事
業
者
と
協
議
し
て
決
定
し
た
う
え
、
瓦
割
り
を

し
て
葺
い
た
。
葺
き
工
法
は
重
量
軽
減
の
た
め
空
葺
き
と
し
た
。

②　

材　
　

料

葺
土
︲
丸
瓦
、
棟
積
用
の
葺
土
は
、
従
来
の
葺
土
に
藁
す
さ
を
切
り
込
み
水
練
り
し

て
寝
か
せ
、
十
分
に
練
り
返
し
て
用
い
た
。
草
の
繁
茂
を
防
ぐ
た
め
、
石
灰
を
適
量

混
ぜ
込
ん
だ
。

緊
結
線
︲
径
一
・
六
㎜
、
二
・
〇
㎜
の
ホ
ル
マ
ッ
ト
銅
線

瓦
釘
︲
軒
丸
瓦
止
め
釘
、
銅
製
既
製
品

③　

瓦
合
わ
せ

軒
平
瓦
は
隅
反
り
に
合
わ
せ
て
、
右
左
勝
手
と
紋
様
の
並
び
に
よ
り
配
置
を
決
め
、

軒
丸
瓦
は
ノ
サ
、
カ
ギ
を
測
定
し
、
紋
様
を
考
慮
し
つ
つ
使
用
位
置
を
決
め
た
。
平

瓦
は
幅
と
谷
深
さ
を
、
丸
瓦
は
幅
を
計
測
し
て
分
類
し
、
同
種
毎
に
使
用
箇
所
を
決

め
た
。

④　

瓦
割
り

軒
先
各
面
に
指
定
の
数
の
瓦
を
割
り
付
け
た
。
瓦
割
寸
法
は
、
建
物
真
の
垂
木
位
置

や
破
風
板
を
基
準
に
左
右
に
割
り
付
け
た
。

瓦
座
は
軒
瓦
配
置
を
決
定
し
た
後
、
敷
平
瓦
の
曲
線
に
合
わ
せ
瓦
座
繰
り
し
た
。

⑤　

軒
先
瓦
葺
き

軒
先
瓦
は
瓦
座
か
ら
三
寸
出
し
、
葺
土
を
用
い
て
通
り
よ
く
葺
き
立
て
、
銅
線
吊
り

に
止
め
た
。

軒
丸
瓦
は
要
所
に
定
規
伏
せ
を
し
、
上
端
の
通
り
よ
く
葺
き
立
て
た
。
葺
土
は
固
め

の
も
の
を
幅
狭
に
盛
り
上
げ
、
玉
縁
か
ら
は
み
出
な
い
よ
う
留
意
し
た
。
軒
丸
瓦
は
、

土
留
め
桟
か
ら
一
・
六
㎜
銅
線
で
緊
結
し
た
。

⑥　

平
瓦
葺

平
瓦
は
、
一
通
り
ず
つ
谷
深
さ
が
同
一
に
な
る
よ
う
瓦
あ
わ
せ
し
、
水
糸
を
引
き
通

し
、
通
り
よ
く
葺
き
立
て
た
。
各
平
瓦
は
尻
を
銅
線
で
引
き
付
け
た
。
葺
き
足
は
四

寸
を
基
準
と
し
た
。
多
宝
塔
下
層
屋
根
の
う
ち
、
上
層
の
雨
落
ち
と
な
る
部
分
は
、

袖
付
の
平
瓦
を
使
用
し
た
。

⑦　

丸
瓦
葺

丸
瓦
は
一
通
り
ず
つ
水
糸
を
引
き
通
し
、
天
端
の
通
り
よ
く
葺
き
立
て
た
。
葺
土
は

固
め
の
も
の
を
幅
狭
に
盛
り
上
げ
、
玉
縁
か
ら
は
み
出
な
い
よ
う
に
丸
瓦
を
伏
せ
、

登
り
四
本
目
毎
に
一
・
六
㎜
銅
線
を
用
い
て
土
留
め
桟
に
繋
ぎ
止
め
た
。

⑧　

棟
積
み

棟
は
在
来
通
り
熨
斗
積
み
と
し
た
。

各
鬼
瓦
は
二
・
〇
㎜
銅
線
三
条
撚
り
で
野
棟
木
、
隅
木
に
緊
結
し
、
熨
斗
積
み
は
左

右
の
各
熨
斗
瓦
を
銅
線
で
繋
ぎ
、
衾
瓦
、
鳥
衾
も
銅
線
で
結
束
し
た
。

ク　

残
材
処
分

残
材
は
明
治
、
昭
和
修
理
の
も
の
は
サ
ン
プ
ル
を
取
り
置
き
、
残
り
を
廃
棄
処
分
と
し
た
。

中
世
の
瓦
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
長
保
寺
の
瓦
小
屋
に
整
理
し
て
保
管
し
た
。

九
　
屋
根
工
事
（
檜
皮
葺
︲
鎮
守
堂
）

ア　

概　
　

要

鎮
守
堂
の
屋
根
檜
皮
葺
を
葺
き
替
え
た
。
施
工
範
囲
は
、
品
軒
と
平
葺
は
全
面
、
ま
た
、
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軒
付
け
は
腐
朽
部
分
の
み
部
分
的
に
解
体
し
積
み
替
え
た
。
な
お
水
切
り
鉄
板
と
上
目
皮
は

全
て
を
葺
き
替
え
た
。

イ　

旧
檜
皮
解
体

修
理
前
の
檜
皮
は
、
品
軒
と
平
葺
は
全
面
を
解
体
し
た
が
、
軒
付
け
は
腐
朽
部
分
を
解
体

し
た
。
解
体
し
た
旧
檜
皮
は
、
小
運
搬
で
参
道
ま
で
運
び
、
搬
出
処
分
し
た
。

ウ　

材　
　

料

①　

檜　
　

皮

八
～
九
年
張
り
の
根
皮
・
節
皮
・
網
皮
等
欠
点
の
な
い
黒
背
皮
一
級
品

平
葺
皮　

長
さ
七
五
㎝
・
四
五
㎝
、
厚
二
㎜
、
尻
先
三
割
落
仕
立

軒
付
皮　

長
さ
三
六
㎝
、
厚
二
㎜
、
と
ん
ぼ
皮

上
目
皮　

長
さ
七
五
㎝
・
三
七
㎝
、
厚
三
㎜
、
口
幅
九
㎝
内
外
箱
皮
仕
立
て

生
皮　

隅
背
箕
甲
用
長
さ
三
七
㎝
、
厚
二
㎜
、
口
幅
九
㎝
内
外
扇
仕
立
て

②　

竹　
　

釘

平
葺
用　

三
・
五
㎝

軒
付
用　

四
・
七
㎝

何
れ
も
四
～
五
年
生
で
秋
伐
の
硬
質
真
竹
で
製
作
し
、
焙
り
上
げ
た
も
の
。

③　

押　
　

縁

軒
付
用
杉
赤
身
勝　

巾
七
㎝
、
厚
一
・
二
㎝
、
長
さ
二
ｍ
。

平
葺
用
杉
赤
身
勝　

巾
四
・
五
㎝
、
厚
〇
・
九
㎝
、
長
さ
二
ｍ
。

④　

水
切
鉄
板

着
色
亜
鉛
鉄
板
カ
ラ
ー
コ
イ
ル　

幅
九
一
四
㎜
、
厚
〇
・
二
七
㎜
、
切
り
使
い

板
の
両
側
に
水
切
り
の
ハ
ゼ
を
あ
だ
折
り
し
、
上
幅
六
㎝
、
垂
れ
幅
一
・
二
㎝
に
折

り
曲
げ
た
も
の
。

⑤　

品
軒
覆
い
鉄
板

着
色
亜
鉛
鉄
板
カ
ラ
ー
コ
イ
ル　

幅
九
一
四
㎜
、
厚
〇
・
二
七
㎜
、
切
り
使
い

エ　

施　
　

工

①　

軒
付
け
裏
板

軒
付
け
裏
板
は
、
腐
朽
部
の
み
解
体
し
た
。
在
来
通
り
の
寸
法
、
据
わ
り
勾
配
と
し
、

板
傍
に
合
釘
を
入
れ
、
裏
甲
へ
釘
打
ち
に
留
め
付
け
た
。

②　

軒
付
け
積
み

掛
羽
遣
返
し
に
積
み
重
ね
た
軒
付
皮
を
よ
く
水
に
浸
し
、
一
手
二
・
四
㎝
と
し
、
裏

甲
よ
り
木
口
に
斫
り
代
を
出
し
、
傍
を
よ
く
摺
り
込
み
、
隙
間
な
く
附
け
立
て
た
。

一
手
毎
に
長
さ
四
・
五
㎝
の
竹
釘
で
口
釘
は
一
〇
㎝
位
、
尻
手
釘
は
二
〇
㎝
位
の
所

に
そ
れ
ぞ
れ
一
㎝
内
外
の
間
隔
に
打
固
め
、
順
次
積
上
げ
て
、
三
手
を
積
む
毎
に
押

縁
を
大
釘
打
と
し
、
最
後
の
押
縁
よ
り
、
釣
付
木
を
六
〇
㎝
位
の
間
隔
で
端
母
屋
と

釣
付
け
た
。

積
上
げ
る
軒
付
高
さ
は
旧
規
に
倣
い
、
各
隅
々
に
反
り
増
し
を
付
け
、
見
付
は
在
来

通
り
の
投
勾
配
に
釿
切
り
仕
上
げ
を
行
っ
た
。

③　

水
切
鉄
板

着
色
亜
鉛
鉄
板
を
水
切
り
の
ハ
ゼ
を
あ
だ
折
り
し
、
上
幅
六
㎝
、
垂
れ
幅
一
・
二
㎝

に
折
り
曲
げ
た
も
の
を
、
軒
付
け
積
み
の
上
端
に
、
軒
付
け
か
ら
一
・
二
㎝
の
出
に

並
べ
釘
打
ち
に
止
め
た
。

④　

上
目
皮
葺

箱
皮
仕
立
て
の
長
さ
七
五
㎝
皮
を
二
枚
、
長
さ
三
七
㎝
皮
を
三
枚
、
計
五
枚
の
上
目

皮
を
重
ね
、
竹
釘
を
三
通
り
横
歩
み
二
㎝
間
隔
に
打
ち
締
め
葺
立
て
た
。

⑤　

平　
　

葺

軒
先
の
落
ち
込
み
に
呼
出
板
を
打
ち
、
平
葺
皮
の
葺
足
は
一
・
二
㎝
と
し
、
六
足
葺

き
登
る
毎
に
竹
釘
を
二
通
り
、
平
均
二
㎝
の
横
歩
み
に
十
分
打
ち
締
め
た
。
葺
足
は

通
り
よ
く
葺
き
、
斑
の
な
い
よ
う
に
葺
き
あ
げ
た
。
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⑥　

箕
甲
葺

色
艶
よ
く
割
れ
目
の
な
い
扇
形
に
拵
え
た
生
皮
に
込
足
を
入
れ
て
葺
き
廻
し
、
四
足

毎
に
竹
釘
二
通
り
打
ち
、
差
皮
を
入
れ
て
地
斑
や
界
割
れ
の
生
じ
な
い
よ
う
に
葺
き

あ
げ
た
。

⑦　

品
軒
積

軒
付
積
と
同
様
で
あ
る
が
、
品
軒
積
箇
所
の
平
地
が
高
低
の
な
い
よ
う
に
よ
く
地
均

し
を
し
、
厚
さ
に
高
低
の
生
じ
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
の
上
に
軒
皮
を
三
手
で
葺
上

が
り
、
押
縁
で
挾
ん
で
大
釘
打
ち
に
締
め
た
上
、
上
目
皮
を
二
枚
重
ね
て
棟
折
り
皮

と
し
、
木
口
を
釿
で
通
り
よ
く
伐
り
揃
え
た
。

⑧　

品
軒
覆
い
鉄
板

品
軒
の
積
み
上
げ
後
、
雨
漏
り
防
止
策
と
し
て
、
品
軒
上
と
瓦
棟
と
の
間
に
、
品
軒

上
全
面
に
わ
た
っ
て
、
着
色
亜
鉛
鉄
板
を
差
し
込
み
釘
打
ち
に
止
め
た
。

⑨　

棟　
　

積

棟
の
瓦
積
み
は
在
来
通
り
に
積
み
直
し
た
。

⑩　

ム
サ
サ
ビ
対
策

檜
皮
屋
根
内
に
ム
サ
サ
ビ
等
小
動
物
対
策
の
た
め
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
金
網
を
張
っ
た
。

金
網
は
、
五
㎜
目
の
平
網
と
し
、
野
木
舞
上
に
ベ
タ
貼
り
し
、
ス
テ
ン
レ
ス
釘
で
止

め
た
。

一
〇
　
左
官
工
事

ア　

概　
　

要

大
門
の
壁
漆
喰
塗
り
、
多
宝
塔
の
亀
腹
漆
喰
塗
り
を
塗
り
直
し
た
。
仕
上
げ
塗
り
を
解
体

後
、
下
地
の
荒
壁
が
傷
ん
で
い
た
と
こ
ろ
は
、
荒
壁
補
修
も
行
っ
た
。
仕
様
は
在
来
に
倣
っ
た
。

イ　

仕
上
げ
塗
り
解
体

修
理
箇
所
の
漆
喰
塗
り
仕
上
げ
を
解
体
し
た
。
荒
壁
も
打
音
検
査
し
、
浮
き
上
が
り
の
あ

る
部
分
は
解
体
し
た
。
建
物
や
仁
王
像
に
汚
損
の
な
い
よ
う
、
養
生
を
施
し
た
。

ウ　

荒
壁
・
中
塗
修
理

①　

材　
　

料

・
荒
壁
土

荒
壁
土
は
新
土
を
用
い
た
。
新
土
は
粘
土
混
じ
り
の
土
（
荒
木
田
土
の
類
）
で
一
五

㎜
篩
い
を
通
過
す
る
程
度
と
し
た
。

・
中
塗
土

荒
壁
土
の
う
ち
五
㎜
篩
い
を
通
過
す
る
程
度
の
も
の
を
用
い
た
。（
通
称
粉
土
）

・
藁
す
さ

荒
壁
用
藁
す
さ
は
、
藁
を
打
ち
、
長
さ
六
～
七
㎝
に
切
っ
た
も
の
。

・
も
み
す
さ

中
塗
用
も
み
す
さ
は
、
藁
を
打
っ
た
も
の
、
畳
床
、
藁
縄
な
ど
を
解
し
長
さ
二
㎝
内

外
に
切
っ
た
も
の
（
通
称
綱
す
さ
）。

・
砂

良
質
の
川
砂
で
、
二
・
五
㎜
篩
い
を
通
過
す
る
も
の
と
し
た
。

②　

調　
　

合

荒
壁
付
け　

荒
壁
土
一
〇
〇
Ｌ
、
藁
す
さ
〇
・
六
㎏

荒
壁
裏
返
し　

荒
壁
土
一
〇
〇
Ｌ
、
藁
す
さ
〇
・
四
㎏

荒
壁
斑
直
し　

	

中
塗
土
一
〇
〇
Ｌ
、
砂
六
〇
～
一
五
〇
Ｌ
、
も
み
す
さ
〇
・
四
～

〇
・
七
㎏

中　
　
　

塗　

	

中
塗
土
一
〇
〇
Ｌ
、
砂
四
〇
～
一
〇
〇
Ｌ
、
も
み
す
さ
〇
・
四
～

〇
・
七
㎏

③　

工　
　

法

荒
壁
付
け
は
、
土
を
ね
か
せ
て
切
り
返
し
、
藁
す
さ
を
補
給
し
た
。
荒
壁
付
け
は
小

舞
、
既
存
荒
壁
に
十
分
す
り
込
み
、
所
定
の
面
ま
で
付
け
た
。
荒
壁
土
の
乾
燥
後
、
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散
り
際
や
下
地
の
割
れ
や
す
い
面
に
シ
ュ
ロ
や
ト
ン
ボ
を
伏
せ
、
土
を
塗
っ
た
。

伏
せ
・
散
り
廻
り
が
十
分
に
乾
燥
し
た
後
、
中
付
土
で
小
斑
を
取
り
、
次
に
大
斑
を

取
っ
た
。
中
塗
は
斑
直
し
が
十
分
乾
燥
し
た
後
、
中
塗
土
を
力
強
く
、
薄
手
の
鏝
で

塗
付
け
た
。

エ　

漆
喰
塗

①　

材　
　

料

・
消
石
灰

土
中
炉
で
、
石
灰
岩
・
無
煙
炭
・
岩
塩
を
焼
成
し
た
塩
焼
消
石
灰
で
消
化
さ
せ
た
も
の
。

・
マ
ニ
ラ
す
さ

古
ロ
ー
プ
・
マ
ニ
ラ
麻
屑
等
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
夾
雑
物
が
な
く
、
長
さ
25
㎜

内
外
の
も
の
。

・
並
浜
す
さ

麻
の
繊
維
を
ほ
ぐ
し
た
も
の
で
夾
雑
物
が
な
く
、
よ
く
洗
わ
れ
、
乾
燥
し
た
も
の
。

・
上
晒
す
さ

南
京
袋
な
ど
を
ほ
ぐ
し
た
も
の
で
煮
沸
し
て
水
で
晒
し
た
も
の
。（
通
称
白
雪
）

・
の　
　

り

北
海
道
産
の
角
又
、
銀
杏
草
。
春
ま
た
は
秋
に
採
取
し
、
一
年
以
上
乾
燥
さ
せ
た
も

の
で
、
草
や
茎
を
除
い
た
も
の
。

②　

調　
　

合

砂
漆
喰　

	

消
石
灰
二
袋
、
砂
〇
・
一
二
Ｌ
、
マ
ニ
ラ
す
さ
一
・
九
㎏
、
の
り
二
・
四

㎏

下
塗
り　

消
石
灰
一
袋
、
砂
〇
・
〇
三
Ｌ
、
並
浜
す
さ
一
・
七
㎏
、
の
り
一
・
七
㎏

上
塗
り　

消
石
灰
二
袋
半
、
上
晒
す
さ
二
・
六
㎏
、
の
り
二
・
〇
㎏
、
油
〇
・
六
Ｌ

③　

練
り
合
わ
せ

の
り
は
乾
燥
時
に
所
要
量
を
計
り
、
一
船
分
を
一
釜
で
煮
た
。
煮
て
い
る
間
は
あ
ま
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り
か
き
廻
さ
な
い
よ
う
に
し
た
。
下
塗
用
の
の
り
は
、
二
・
五
㎜
篩
い
を
一
回
、
上

塗
用
の
も
の
は
一
・
二
㎜
篩
い
を
二
回
通
し
て
用
い
た
。
す
さ
は
乾
燥
時
に
所
要
量

を
計
り
、
木
片
で
叩
き
ほ
ぐ
し
、
よ
く
洗
っ
た
。
前
記
の
ふ
る
っ
た
の
り
が
ま
だ
熱

い
う
ち
に
、
の
り
一
釜
分
の
す
さ
を
の
り
に
入
れ
て
、
竹
の
小
箒
で
よ
く
さ
ば
い
た
。

石
灰
と
砂
を
空
練
り
し
、
そ
れ
に
す
さ
入
り
の
の
り
を
加
え
、
鍬
で
よ
く
切
り
返
し

た
。
こ
の
時
、
水
は
加
え
な
い
よ
う
に
し
た
。

④　

工　
　

法

漆
喰
の
塗
り
立
て
に
あ
た
っ
て
は
、
建
物
や
仁
王
像
に
汚
損
の
な
い
よ
う
、
十
分
な

養
生
を
施
し
た
。
砂
漆
喰
は
中
塗
が
十
分
に
乾
燥
し
た
後
に
施
工
し
た
。
材
料
は
よ

く
切
り
返
し
混
ぜ
あ
わ
せ
、
塗
厚
一
・
五
㎜
内
外
と
し
た
。

下
塗
り
は
砂
摺
り
が
白
色
を
呈
す
る
程
度
に
乾
燥
し
た
と
き
に
施
工
し
た
。
塗
厚
は

二
・
四
㎜
内
外
と
し
た
。

上
塗
り
は
下
塗
り
が
半
乾
き
の
と
き
、
水
引
き
加
減
を
見
計
ら
い
施
工
し
た
。
塗
厚

は
三
㎜
内
外
と
し
た
。

鏝
押
え
は
上
塗
り
後
、
水
引
き
加
減
を
見
計
ら
い
施
工
し
た
。
五
回
以
上
鏝
押
え
を

し
て
、
目
潰
し
仕
上
げ
と
し
た
。

オ　

胡
粉
塗

大
門
の
板
壁
の
胡
粉
塗
を
塗
り
直
し
た
。
ま
ず
旧
塗
装
面
の
胡
粉
を
掻
き
落
と
し
、
ケ
レ

ン
処
理
を
行
っ
た
。
ケ
レ
ン
は
た
わ
し
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
等
を
用
い
た
。
胡
粉
は
天
然
牡

蠣
を
原
料
と
し
て
粉
砕
水
簸
製
造
し
た
極
上
品
と
し
、
膠
で
溶
い
て
二
回
塗
り
し
た
。

塗
り
立
て
に
あ
た
り
、
建
物
や
仁
王
像
に
汚
損
の
な
い
よ
う
、
十
分
な
養
生
を
施
し
た
。

カ　

大
門
土
間
叩
き
補
修

大
門
の
現
状
土
間
叩
き
を
補
修
し
た
。
補
修
箇
所
は
脇
間
内
を
除
い
た
軒
内
全
面
と
し
た
。

ま
ず
現
状
土
間
の
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
層
と
、
下
地
の
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
層
を
は
つ
り
取
っ

た
。
木
部
や
壁
面
は
養
生
を
施
し
た
。
地
覆
際
の
土
間
は
カ
ッ
タ
ー
を
入
れ
て
解
体
し
た
。

捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
砕
石
を
入
れ
て
突
き
固
め
、
生
コ
ン
を
打
っ
た
。
塗
り
厚
さ
は
80

㎜
と
し
た
。
生
コ
ン
は
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
普
通
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
、
呼
び
強
度
一
八
、

ス
ラ
ン
プ
一
八
、
粗
骨
材
二
〇
を
用
い
、
鉄
筋
金
網D

10

、
一
〇
〇
㎜
目
を
伏
せ
込
ん
だ
。

表
面
仕
上
げ
は
、
モ
ル
タ
ル
に
土
と
砂
味
を
配
合
し
た
改
良
土
間
叩
き
と
し
、
セ
メ
ン

ト
：
真
砂
土
配
合
比
、
一
：
三
を
基
準
に
、
塗
り
厚
は
三
〇
㎜
程
度
と
し
、
真
砂
土
と
砂
味

石
径
三
㎜
程
を
良
く
混
練
り
し
、
金
鏝
で
押
さ
え
、
水
引
き
加
減
を
見
て
、
ブ
ラ
シ
で
ノ
ロ

を
掻
き
出
し
て
仕
上
げ
た
。

一
一
　
雑
工
事

ア　

多
宝
塔
相
輪
金
具
補
修

多
宝
塔
の
相
輪
金
具
は
い
っ
た
ん
全
て
を
解
体
し
た
。

ま
ず
各
隅
に
取
り
付
い
て
い
る
宝
鎖
を
解
体
し
、
火
炎
、
宝
珠
、
宝
輪
、
擦
管
、
請
花
、

伏
鉢
、
露
盤
の
順
に
上
か
ら
心
柱
に
沿
っ
て
引
き
抜
い
た
。
解
体
材
に
は
番
付
を
打
ち
、
工

作
保
存
小
屋
に
格
納
し
た
。
解
体
後
は
心
柱
周
囲
に
雨
水
養
生
を
施
し
た
。

再
用
で
き
な
い
部
材
は
、
新
た
に
造
り
直
し
た
。
ま
た
欠
失
し
て
い
た
部
材
も
新
た
に
造

り
直
し
た
。
い
ず
れ
も
形
状
、
寸
法
は
在
来
に
な
ら
い
、
鋳
型
を
造
り
鋳
造
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
修
理
前
は
八
輪
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
修
理
で
九
輪
に
復
旧
し
た
。
鋳
造
に
は
、
純

鉄
Fe
に
マ
ン
ガ
ン
Mn
を
微
量
加
え
、
耐
久
性
を
高
め
た
も
の
を
用
い
た
。

再
用
品
は
錆
落
と
し
と
素
地
調
整
を
行
っ
た
。
新
材
、
再
用
材
と
も
に
防
錆
の
た
め
、
樹

脂
コ
ー
ト
の
上
に
黒
色
フ
ッ
素
塗
装
を
二
度
塗
り
し
て
仕
上
げ
た
。

組
み
付
け
は
解
体
と
は
逆
の
手
順
で
行
い
、
形
良
く
積
み
上
げ
た
。
宝
鎖
受
け
金
具
は
在

来
通
り
野
隅
木
に
打
ち
付
け
た
。

イ　

大
門
防
災
設
備
撤
去
復
旧

大
門
修
理
に
あ
た
り
支
障
と
な
っ
た
既
設
避
雷
設
備
を
い
っ
た
ん
撤
去
し
た
。
ま
た
小
屋

内
の
差
動
式
熱
感
知
機
も
一
時
的
に
盛
り
替
え
た
。
屋
根
や
小
屋
組
の
修
理
完
了
後
、
在
来
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通
り
に
防
災
設
備
を
復
旧
し
た
。

ウ　

多
宝
塔
避
雷
設
備
復
旧

多
宝
塔
修
理
に
あ
た
り
支
障
と
な
っ
た
既
設
避
雷
設
備
を
い
っ
た
ん
撤
去
し
た
。
撤
去
は

屋
根
面
の
み
と
し
、
下
層
軒
下
の
引
下
導
線
保
護
管
上
端
部
分
で
、
導
線
を
巻
い
て
仮
置
き

し
た
。
屋
根
工
事
完
了
後
、
在
来
の
通
り
に
復
旧
し
、
既
存
品
で
再
用
に
耐
え
な
い
突
針
、

導
線
、
導
線
受
け
金
具
等
は
、
新
た
に
取
り
替
え
た
。
な
お
突
針
部
は
、
修
理
前
は
宝
珠
に

ま
た
が
り
問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
突
針
を
金
具
で
持
ち
出
し
、
オ
フ
セ
ッ
ト
さ
せ
た
。

エ　

防
蟻
工
事

鎮
守
堂
に
防
蟻
工
事
を
施
し
た
。
軒
下
に
防
蟻
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
、
継
続
的
な

防
蟻
対
策
と
し
た
。
本
工
事
は
設
置
の
み
と
し
た
。

境
内
既
設
置
の
シ
ス
テ
ム
と
合
わ
せ
て
管
理
す
る
た
め
、
専
門
会
社
の
責
任
施
工
と
し
た
。

オ　

屋
根
野
地
防
腐
剤
塗
布

屋
根
野
地
全
面
に
防
腐
剤
を
刷
毛
塗
り
し
て
防
腐
処
理
を
施
し
た
。
材
料
は
高
性
能
木
材

保
存
剤
（
商
品
名
「
キ
シ
ラ
モ
ン
ト
ラ
ッ
ド
」
武
田
薬
品
株
式
会
社
）
と
し
た
。

カ　

修
理
銘
板
・
銘
札

大
門
は
修
理
銘
板
、
多
宝
塔
・
鎮
守
堂
は
修
理
銘
札
を
作
成
し
た
。
修
理
方
針
、
工
事
年

度
等
を
銅
板
に
刻
印
し
て
作
成
し
、
規
格
、
内
容
は
文
化
庁
指
定
の
も
の
と
し
た
。

修
理
銘
板
︲
大
門　

銅
製
、
厚
一
・
五
㎜
、
幅
四
五
㎝
、
高
さ
三
〇
㎝

修
理
銘
札
︲
多
宝
塔
、
鎮
守
堂　

銅
製
、
厚
一
・
五
㎜
、
幅
二
・
五
㎝
、
高
さ
一
八
㎝

大
門
の
修
理
銘
板
は
上
層
小
屋
内
に
、
多
宝
塔
の
銘
札
は
来
迎
壁
裏
面
、
鎮
守
堂
の
銘
札

は
背
面
外
壁
に
取
り
付
け
た
。

キ　

残
材
処
分
・
清
掃

工
事
で
発
生
し
た
廃
棄
材
、
残
材
は
場
外
へ
搬
出
処
分
し
た
。
運
搬
処
分
は
産
業
廃
棄
物

処
理
の
関
係
法
令
に
従
い
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
取
り
そ
ろ
え
事
業
者
へ
提
出
し
た
。
全
工
事

完
了
後
に
工
事
区
域
内
の
残
材
を
搬
出
し
清
掃
を
行
っ
た
。

図3-7　多宝塔相輪明細表・部材図

相輪修理実施１２０１３１

国宝長保寺多宝塔相輪部材修理明細

構成員数 新調員数 再用員数 備　考

火炎 4 4 4〜4.5厚の板で作る

火炎留環 1 1 火炎振れ止め付ける

宝珠 1 1 錆落とし・防錆塗装

四葉 1 1 現状欠失

六葉 1 1 穴埋め・錆落とし・防錆塗装

八葉 1 1 錆落とし・防錆塗装

四葉受 1 1 ヒビ大のため新調

六葉受 1 1 ヒビ大のため新調

八葉受 1 1 錆落とし・防錆塗装

宝鎖掛 1 1 破損大

宝鎖掛受環 1 1 破片あり

宝鎖受金具 4 4 肉盛り・錆落とし・防錆塗装

宝鎖受金具覆板 4 4

宝鎖 4 4 9mm径、工業用純鉄で

擦管1 1 1 住金テクで試験体

擦管2 1 1 錆落とし・防錆塗装

擦管3 1 1 錆落とし・防錆塗装

擦管4 1 1 錆落とし・防錆塗装

擦管5 1 1 錆落とし・防錆塗装

擦管6 1 1 錆落とし・防錆塗装

擦管7 1 1 錆落とし・防錆塗装、湯流れ不足は修理せず

擦管8 1 1 錆落とし・防錆塗装

擦管9 1 1 錆落とし・防錆塗装、湯流れ不足あり、縁薄い

擦管10 1 1 錆落とし・防錆塗装

擦管11 1 1

擦管12 1 1 錆落とし・防錆塗装

宝輪1 1 1

宝輪2 1 1

宝輪3 1 1

宝輪4 1 1 錆落とし・防錆塗装、縁修理

宝輪5 1 1 住金テクで試験体

宝輪6 1 1 錆落とし・防錆塗装、縁修理

宝輪7 1 1 錆落とし・防錆塗装

宝輪8 1 1 ヒビ多し

宝輪9 1 1 現状欠失

受花 1 1 破損大

覆鉢 1 1 錆落とし・防錆塗装

露盤 1 1 錆落とし・防錆塗装
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第
四
節　

定
例
会
議
議
事
録

定
例
会
議

修
理
事
業
で
は
、
事
業
者
、
設
計
監
理
者
、
施
工
者
と
で
、
月
例
の
定
例
会
議
を
実
施
し
、

工
事
の
円
滑
な
進
捗
の
た
め
、
意
志
決
定
や
事
務
連
絡
の
場
を
設
け
た
。
運
営
担
当
は
施
工

者
で
あ
る
（
株
）
金
剛
組
の
現
場
代
理
人
で
、
毎
回
の
議
事
録
も
金
剛
組
に
よ
り
作
成
さ
れ

た
。
左
記
は
全
一
五
回
分
の
議
事
録
で
あ
り
、
後
世
へ
の
記
録
の
た
め
掲
載
す
る
。
な
お
、

議
事
録
内
記
載
の
参
加
者
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

住
職
は
事
業
者
で
あ
る
瑞
樹
長
保
寺
代
表
役
員
。
住
田
は
金
剛
組
工
事
統
括
部
長
、
中
山

は
同
社
現
場
代
理
人
、
安
雑
は
同
社
営
業
部
課
長
、
渋
谷
は
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
、
御
船
は
同
財
団
工
事
主
任
、
下
津
は
同
財
団
工
事
主
任
補
佐
。（
第
二

章
第
三
節
参
照
）

第
一
回
（
平
成
二
三
年
六
月
七
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
御
船
、
下
津

一　

第
一
回
、
定
例
会
挨
拶　

特
に
な
し

二　

全
体
工
程
表
説
明
︲
中
山

1
全
体
工
程
に
つ
い
て

大
門
・
左
官
工
事
用
の
壁
土
の
土
練
り
時
期
及
び
、
壁
胡
粉
の
掻
き
落
し
時
期
を
、

次
回
ま
で
に
協
議
検
討
す
る
。

多
宝
塔
・
亀
腹
漆
喰
解
体
の
時
期
を
、
予
定
よ
り
も
早
く
し
て
は
ど
う
か
。

・
仮
設
足
場
が
、
平
成
二
四
年
三
月
二
〇
頃
の
解
体
予
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
四
月
八

日
に
境
内
地
を
使
用
す
る
の
で
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
。
︲
住
職

鎮
守
堂
・
足
場
組
建
て
後
、
廻
り
の
樹
木
撤
去
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
︲
住
職

文
化
庁
史
跡
指
定
の
為
、
長
保
寺
と
和
歌
山
県
（
文
化
庁
の
業
務
代
行
）
と
の
、
事

前
協
議
必
要
で
す
。

金
剛
組
に
て
、
施
工
業
者
手
配
し
、
現
地
に
て
施
工
方
法
及
び
、
施
工
範
囲
の
下
打

合
せ
実
施
。

六
月
二
七
日
～
の
週
で
、
下
打
合
せ
の
日
時
調
整
。
︲
住
職
と

・
防
蟻
工
事
︲
セ
ン
ト
リ
コ
ン
・
シ
ス
テ
ム
（
ノ
カ
オ
イ
ジ
ャ
パ
ン
、
ニ
ー
ル
氏
）
時

期
を
見
て
、
打
合
せ
実
施
す
る
。

2
実
施
工
程
に
つ
い
て　

工
程
表
の
実
施
工
程
は
、
色
を
濃
く
す
る
。

3
工
事
工
程
写
真
に
つ
い
て　

提
出
は
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
と
す
る
。

三　

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

（
株
）
金
剛
組
緊
急
連
絡
体
制
表　

内
容
を
訂
正
し
て
提
出
。

下
請
業
者
（
予
定
）
届
及
び
、
主
要
資
材
発
注
先
（
予
定
）
届

・
予
定
で
も
良
い
の
で
、
仮
設
業
者
も
含
め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
︲
御
船

四　

定
例
会
議
開
催
日
・
時
間
に
つ
い
て

・
毎
月
七
日
、
午
前
九
時
～
、
現
場
事
務
所
に
て
。
休
日
の
時
は
変
更
。

・
次
回
は
、
七
月
七
日
（
木
）、
午
前
九
時
～
、
現
場
事
務
所
に
て

五　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

・
議
事
録
は
、
一
週
間
以
内
に
、
提
出
す
る
。
︲
御
船

・
打
合
せ
書
の
中
に
、
設
計
監
理
及
び
住
職
の
質
疑
欄
を
設
け
る
。
︲
住
田

七
月
一
八
日
の
、
海
の
日
の
作
業
は
行
わ
な
い
。
︲
多
宝
塔
足
場
を
、
組
み
終
わ
っ

て
い
る
の
は
、
か
ま
わ
な
い
。

六　

下
請
協
力
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

屋
根
檜
皮
・
土
居
葺
︲
（
有
）
宮
川
屋
根
工
業　

文
化
財
実
績
多
数
あ
り
。

屋
根
瓦
葺
工
事
︲
（
有
）
匠
平
安
瓦　

個
人
の
実
績
は
あ
る
が
、
会
社
と
し
て
は
す

く
な
い
。

右
記
業
者
を
使
用
予
定
で
す
が
、
よ
ろ
し
い
で
す
か
（
施
工
技
術
に
問
題
は
あ
り
ま
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せ
ん
）

※
特
に
指
定
は
し
な
い
の
で
、
金
剛
組
の
責
任
で
し
て
く
だ
さ
い
。
︲
住
職

住
職
︲
瓦
は
何
処
の
瓦
使
用
か
。

奈
良
産
の
土
使
用
で
、
製
作
予
定
で
す
。
︲
住
田

七　

鎮
守
堂
ム
サ
サ
ビ
対
策
に
つ
い
て　

方
法
等
、
検
討
し
て
案
を
提
出
し
ま
す
。

第
二
回
（
平
成
二
三
年
七
月
七
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
六
月
実
施
工
程
及
び
七
月
工
程
説
明

大
工
︲
大
門
軒
高
さ
の
寸
法
確
認
の
事
（
屋
根
瓦
降
ろ
し
前
後
）。

瓦
工
︲
瓦
葺
き
土
仮
置
箇
所
に
は
、
囲
い
及
び
シ
ー
ト
敷
き
の
事
。

大
棟
瓦
に
既
存
は
束
が
入
っ
て
い
な
い
が
出
来
れ
ば
検
討
し
た
い
。
︲
住
田

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
七
月
～
八
月
の
寺
院
行
事
で
、
作
業
休
止
の
必
要
な
日
時
が
あ
り
ま
す
か
。

七
月
一
八
日
施
餓
鬼
、
八
月
七
日
福
蔵
院
施
餓
鬼
、
八
月
一
三
～
一
五
日
参
道
提
灯

吊
な
ど
の
予
定
。
︲
住
職

い
ず
れ
の
日
も
作
業
は
休
み
ま
す
。
︲
中
山

※
夏
季
休
暇
時
の
緊
急
連
絡
表
提
出
の
事
︲
住
田

2
長
保
寺
住
職
よ
り

連
絡
事
項

・
参
道
舗
装
に
つ
い
て
︲
平
成
二
四
年
一
二
月
末
迄
に
実
施
し
た
い
。（
注
・
舗
装
は

別
事
業
）

・
庫
裏
台
所
屋
根
修
理
︲
七
月
末
迄
に
着
工
予
定
（
年
末
迄
に
完
了
さ
せ
る
）（
注
・

別
事
業
）。

業
者
の
資
材
搬
入
は
、
大
門
横
の
墓
横
か
ら
搬
入
予
定
。

・
資
料
館
は
、
平
成
二
四
年
三
月
末
で
終
了
。
︲
海
南
市
撤
去
予
定

・
境
外
地
、
南
西
進
入
口
道
路
補
修
︲
工
事
着
手

・
鎮
守
堂
の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て
︲
撤
去
木
の
わ
か
る
資
料
が
必
要
（
海
南
市
）。

（
注
・
別
事
業
）

現
地
樹
木
に
目
印
、
リ
ス
ト
作
成
、
写
真
、
配
置
図
な
ど
が
必
要
か
。

・
大
門
解
体
瓦
を
欲
し
い
方
が
い
ま
す
︲
処
分
瓦
を
い
く
ら
か
残
し
て
下
さ
い
。

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

・
多
宝
塔
相
輪
に
つ
い
て

相
輪
の
被
害
状
況
を
確
認
し
て
、
納
ま
り
及
び
修
理
方
法
検
討
し
ま
す
。

（
相
輪
上
部
新
調
予
定
、
露
盤
再
用
の
可
否
の
検
討
、
防
錆
塗
料
の
検
討
他
）

避
雷
針
・
既
存
相
輪
の
撤
去
工
事
の
準
備
︲
後
日
、
変
更
契
約
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
、
昭
和
二
年
の
解
体
修
理
の
写
真
あ
り
︲
元
々
は
、
九
輪

に
な
っ
て
い
る
。

・
多
宝
塔
屋
根
瓦
に
つ
い
て

現
在
一
部
修
理
し
か
予
定
し
て
い
な
い
が
、
上
層
部
の
瓦
は
、
か
な
り
状
態
が
悪
い
。

専
門
業
者
に
て
、
調
査
予
定
。

・
実
施
工
程
表
に
つ
い
て

共
通
及
び
直
接
仮
設
の
実
施
線
は
、
必
要
で
す
か
。

継
続
し
て
い
る
と
言
う
事
で
、
入
れ
て
い
ま
す
。
︲
中
山

仮
設
実
施
工
程
は
、
枠
を
破
線
に
し
色
分
け
か
斜
線
入
れ
し
て
は
ど
う
か
。
︲
住
田

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
八
月
八
日
（
月
）、
午
前
九
時
～
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第
三
回
（
平
成
二
三
年
八
月
八
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
七
月
実
施
工
程
及
び
八
月
工
程
説
明

大
工
︲
大
門
軒
高
さ
の
寸
法
確
認
（
屋
根
瓦
降
ろ
し
後
の
）、
屋
根
通
し
勾
配
及
び

小
屋
束
倒
れ
の
確
認
作
業
予
定
。
屋
根
野
垂
木
迄
、
撤
去
完
了
予
定
。

瓦
工
︲
大
門
屋
根
瓦
美
装
及
び
補
足
数
量
確
定
予
定
。

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
多
宝
塔
屋
根
瓦
補
修
の
為
の
修
理
案
に
つ
い
て

修
理
案
説
明
（
参
考
資
料
提
出
）
︲
費
用
追
加
が
出
て
き
ま
す
。
︲
御
船

修
理
案
了
解
い
た
し
ま
し
た
。
︲
住
職

上
層
屋
根
は
、
瓦
修
理
後
に
相
輪
を
取
付
け
る
。
︲
足
場
を
浮
か
す
・
工
期
検
討
必

要
。

・
土
居
葺
材
見
本
提
出

サ
ワ
ラ
材
、
長
さ
三
〇
〇
㎜
、
乱
幅
、
厚
み
一
分
を
使
用
し
ま
す

・
大
門
再
用
瓦
の
配
置
に
つ
い
て

大
小
の
瓦
が
あ
る
為
、
種
類
別
分
け
に
し
て
主
に
東
及
び
西
面
に
葺
く
予
定
。

現
状
の
再
用
率
は
、
平
三
九
％
、
丸
四
七
％
程
度
に
な
り
ま
す
。
︲
御
船

出
来
れ
ば
、
西
面
は
新
調
し
た
い
（
傷
み
易
い
）。
鬼
瓦
は
取
替
え
無
い
の
か
。
︲

住
職

大
門
鳥
衾
は
新
調
、
鎮
守
堂
鳥
衾
の
欠
け
は
修
理
、
大
門
鬼
瓦
は
再
用
予
定
で
す
。

︲
御
船

2
長
保
寺
住
職
よ
り

連
絡
事
項
︲
庫
裏
屋
根
改
修
工
事
は
、
御
盆
明
け
か
ら
作
業
開
始
予
定
で
す
。

相
輪
の
材
質
の
検
討
を
し
て
欲
し
い
。
既
存
は
、
か
な
り
腐
食
し
て
い
る
が
、
原
因

を
解
明
し
対
策
を
検
討
す
る
。

鎮
守
堂
樹
木
撤
去
の
件
︲
撤
去
樹
木
、
平
面
配
置
図
及
び
番
付
リ
ス
ト
図
作
成
し
ま

す
。
︲
中
山

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

相
輪
解
体
・
避
雷
針
撤
去
に
つ
い
て
︲
請
負
変
更
契
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
九
月
七
日
（
水
）、
午
前
九
時
～

第
四
回
（
平
成
二
三
年
九
月
七
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
八
月
実
施
工
程
及
び
九
月
工
程
説
明

大
工
︲
大
門
上
層
柱
盤
、
不
陸
修
正
、
仮
受
け
材
取
付
け
、
補
足
材
調
査
・
発
注
、

裏
甲
・
化
粧
軒
天
井
板
解
体
、
軒
組
み
物
破
損
部
修
理
。

瓦
工
︲
大
門
屋
根
瓦
、
補
足
数
量
確
定
予
定
。

檜
皮
葺
工
︲
鎮
守
堂
屋
根
檜
皮
解
体
撤
去
。

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
小
屋
裏
補
強
の
、
鉄
骨
材
発
注
予
定
に
つ
い
て
は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か

小
屋
裏
補
強
方
法
を
検
討
し
、
詳
細
納
ま
り
図
作
成
し
ま
す
。
錆
止
め
塗
装
を
し
た

鉄
骨
材
を
使
用
し
ま
す
。
︲
御
船

2
長
保
寺
住
職
よ
り

・
連
絡
事
項
︲
庫
裏
屋
根
改
修
が
、
先
日
の
地
震
の
為
少
し
遅
れ
て
い
ま
す
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・
鎮
守
堂
、
ム
サ
サ
ビ
対
策
に
つ
い
て

檜
皮
捲
り
後
、
ム
サ
サ
ビ
の
痕
跡
及
び
巣
の
確
認
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

※
後
日
イ
タ
チ
の
糞
が
確
認
さ
れ
、
一
部
木
部
で
動
物
に
か
じ
ら
れ
た
痕
跡
が
あ
り

ま
す
。
︲
御
船

・
鎮
守
堂
の
勾
欄
架
木
が
、
折
れ
て
い
る
の
で
、
直
し
て
お
い
て
欲
し
い
。

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

・
鎮
守
堂
檜
皮
葺
き
の
、
正
面
軒
付
け
は
、
悪
い
部
分
の
み
取
替
え
予
定
で
す
が
、
正

面
に
継
ぎ
が
見
え
る
為
両
側
と
も
角
を
廻
る
所
ま
で
、
取
替
え
を
予
定
し
ま
す
。
予

算
増
に
な
り
ま
す
。
︲
御
船

・
鎮
守
堂
は
、
慰
斗
瓦
の
南
蛮
漆
喰
が
固
く
付
き
、
瓦
の
再
用
が
困
難
で
す
。
こ
ち
ら

も
、
予
算
増
に
な
り
ま
す
。
︲
御
船

・
多
宝
塔
相
輪
の
作
成
に
つ
い
て

住
友
金
属
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
検
査
依
頼
予
定
。
︲
箇
所
、
数
量
検
討
。

全
体
工
期
を
見
て
、
事
前
準
備
検
討
も
必
要
。

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
一
〇
月
七
日
（
金
）、
午
前
九
時
～

第
五
回
（
平
成
二
三
年
一
〇
月
七
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
九
月
実
施
工
程
及
び
一
〇
月
工
程
説
明

大
工
︲
大
門
軒
組
物
、
支
輪
破
損
部
補
修
、
柱
敷
板
取
付
け
及
び
不
陸
修
正
、
構
造

補
強
金
物
取
付
け
、
多
宝
塔
下
層
補
修
材
加
工
他
。

※
住
職
︲
住
友
金
属
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
相
輪
調
査
日
が
実
施
工
程
に
無
い
。

次
回
訂
正
し
ま
す
。
︲
中
山

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
大
門
小
屋
裏
補
強
金
物
の
、
納
ま
り
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

当
初
よ
り
鉄
骨
金
物
に
て
補
強
の
予
定
で
し
た
、
原
寸
図
作
成
及
び
設
置
方
法
検
討

の
上
、
補
強
図
作
成
し
て
い
ま
す
。
図
面
説
明
。
︲
御
船

・
補
足
木
材
の
材
木
検
査
に
つ
い
て

一
〇
月
二
〇
日
前
後
で
検
査
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
当
社
と
御
船
先
生
で
、
現
地
検

査
で
よ
ろ
し
い
で
す
か

そ
れ
で
よ
ろ
し
い
で
す
。
︲
住
職

・
鎮
守
堂
樹
木
伐
採
の
平
面
位
置
図
提
出
（
注
・
樹
木
伐
採
は
別
事
業
）

早
急
に
見
積
も
り
提
出
し
ま
す
。
︲
幹
部
分
は
切
断
の
上
現
地
集
積
、
枝
部
分
は
指

定
場
所
へ
運
搬
集
積
、
抜
根
は
せ
ず
、
切
断
面
に
は
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
剤
塗
布
と

す
る
。
︲
住
田

樹
木
写
真
撮
影
に
付
い
て
。
︲
看
板
不
要
、
写
真
フ
ァ
イ
ル
横
に
番
号
を
つ
け
て
、

図
面
に
記
入
で
良
い
。
︲
住
職

2
長
保
寺
住
職
よ
り

・
今
回
は
特
に
な
い
が
、
庫
裏
の
修
理
が
一
一
月
中
く
ら
い
で
、
完
了
予
定
。

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

・
大
門
古
瓦
の
再
用
位
置
と
、
補
足
瓦
に
つ
い
て

既
存
一
五
〇
～
一
六
〇
ミ
リ
の
平
瓦
の
葺
足
を
、
全
体
葺
足
一
二
〇
ミ
リ
に
変
更
し

ま
す
。（
一
五
〇
〇
枚
程
度
の
数
量
増
）

平
瓦
は
、
奈
良
産
既
製
品
を
転
用
。（
面
取
り
、
掛
け
桟
用
の
爪
撤
去
）。

軒
巴
瓦
は
、
明
治
の
瓦
に
あ
わ
せ
て
製
作
。

再
用
瓦
は
、
両
妻
部
に
使
用
し
ま
す
。

鬼
瓦
は
、
大
棟
の
二
箇
所
取
替
え
と
し
て
、
他
は
再
用
し
ま
す
。（
す
で
に
亀
裂
が
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入
っ
て
お
り
、
現
状
足
元
部
分
が
納
ま
り
上
、
合
っ
て
い
な
い
為
）

※
住
職
︲
古
瓦
再
用
位
置
と
、
補
足
瓦
は
了
解
し
た
。
鬼
を
全
て
、
室
町
・
鎌
倉
時

代
の
物
に
変
え
ら
れ
な
い
か
。
国
・
県
と
協
議
で
き
な
い
か
。

県
に
協
議
し
て
み
ま
す
。
︲
御
船

・
多
宝
塔
相
輪
修
理
に
つ
い
て

昭
和
三
年
の
修
理
資
料
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
、
昭
和
修
理
で
の
再
用

材
が
破
損
の
中
心
と
判
明
。

住
友
金
属
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
、
調
査
依
頼
・
内
容
・
箇
所
数
に
つ
い
て
は
、
鋼
材

構
成
元
素
分
析
及
び
鋼
材
断
面
組
織
観
察
の
み
、
昭
和
材
と
以
前
材
と
の
比
較
に
絞

っ
て
、
二
～
三
ピ
ー
ス
分
析
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

4
そ
の
他

※
住
職
︲
現
在
工
事
中
の
庫
裏
の
屋
根
で
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
谷
板
が
錆
び
た
。

ス
テ
ン
レ
ス
も
、
製
品
に
よ
り
、
錆
び
る
事
が
あ
り
ま
す
。
︲
住
田

※
住
職
︲
銅
板
な
ら
ば
、
ど
う
な
の
か
。

作
業
効
率
が
良
い
（
加
工
が
容
易
）、
瓦
結
束
銅
線
と
相
性
が
良
い
。
︲
住
田

大
門
は
、
瓦
割
り
を
改
善
し
、
直
接
雨
水
に
常
時
さ
ら
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
の
で
錆

び
に
く
い
。
︲
御
船

※
住
職
︲
銅
板
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

銅
板
使
用
の
方
向
に
変
更
し
ま
す
。
︲
住
田

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
一
一
月
七
日
（
月
）、
午
前
九
時
～

第
六
回
（
平
成
二
三
年
一
一
月
七
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
一
〇
月
実
施
工
程
及
び
一
一
月
工
程
説
明

大
工
︲
大
門
軒
先
仮
受
け
、
野
隅
・
桔
木
原
寸
型
取
り
及
び
解
体
、
補
足
材
加
工
、

小
屋
裏
補
強
金
物
及
び
挟
み
束
加
工
取
り
付
け
。

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
大
門
木
工
事
︲
補
足
木
材
の
材
料
検
査
報
告
。

一
〇
月
二
一
日
に
、
奈
良
県
桜
井
市
・
西
垣
林
業
（
株
）
の
作
業
場
に
て
検
査
実
施

し
ま
し
た
。

別
紙
、
木
材
検
査
報
告
書
で
木
材
含
水
率
及
び
取
替
え
率
に
つ
い
て
説
明
。

一
〇
月
二
五
日
に
、
裏
甲
・
瓦
座
を
残
し
て
現
場
納
入
済
み
。

・
鎮
守
堂
樹
木
伐
採
の
、
見
積
も
り
内
容
変
更
に
つ
い
て

補
助
金
申
請
の
為
、
県
及
び
市
と
の
打
合
せ
に
て
、
本
堂
廻
り
の
危
険
樹
木
も
含
め

て
、
見
積
も
り
提
出
直
し
に
な
り
ま
し
た
。

現
地
に
て
後
日
、
県
・
市
の
担
当
者
も
含
め
て
、
処
置
樹
木
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

︲
一
一
月
一
六
日

※
環
境
整
備
及
び
史
跡
整
備
の
ど
ち
ら
で
処
理
す
る
か
、
県
の
ほ
う
に
て
検
討
中
。

︲
住
職

2
長
保
寺
住
職
よ
り

大
門
の
大
棟
鬼
瓦
の
変
更
に
つ
い
て

室
町
時
代
の
建
物
な
の
に
、
既
存
の
明
治
の
顔
で
、
製
作
し
て
よ
い
の
か
。

（
ま
た
、
大
門
に
室
町
時
代
の
鬼
が
残
っ
て
い
な
い
為
、
境
内
で
近
い
物
を
探
せ
ば
、

多
宝
塔
の
鬼
だ
と
思
う
。）

役
所
の
担
当
者
の
、
悉
意
的
な
考
え
で
決
定
し
て
い
な
い
か
。

※
文
化
財
は
、
現
状
修
理
が
基
本
で
、
国
の
審
査
を
受
け
て
事
業
決
定
し
て
い
ま
す
。

担
当
者
の
個
人
的
な
見
解
で
は
、
無
い
と
思
い
ま
す
。
︲
御
船
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3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

・
大
門
、
二
の
母
屋
構
造
補
強
に
つ
い
て

施
工
図
提
出
に
て
施
工
方
法
説
明
。
木
製
補
強
桔
木
を
取
付
け
ま
す
。
︲
御
船

※
こ
れ
で
よ
ろ
し
い
で
す
。
︲
住
職

・
一
一
月
二
四
日
の
文
化
庁
来
所
時
の
、
議
題
内
容
に
つ
い
て

多
宝
塔
上
層
の
屋
根
を
今
回
改
修
す
る
件
、
大
門
鬼
瓦
修
理
の
件
、
鎮
守
堂
屋
根
銅

網
の
納
ま
り
な
ど
の
打
合
せ
予
定
で
す
。

多
宝
塔
の
屋
根
と
、
相
輪
金
物
調
査
（
住
友
金
属
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
の
件
は
、
国
へ

変
更
申
請
提
出
。
︲
変
更
許
可
後
着
工
。

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
一
二
月
七
日
（
水
）、
午
前
九
時
～

第
七
回
（
平
成
二
三
年
一
二
月
七
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
一
一
月
実
施
工
程
及
び
一
二
月
工
程
説
明

大
工
︲
大
門
野
隅
・
桔
木
補
足
材
加
工
、
小
屋
裏
補
強
金
物
と
挟
束
取
付
け
。

※
丸
桁
の
不
陸
は
直
せ
る
も
の
な
の
か
？
︲
住
職

組
物
へ
飼
物
を
入
れ
る
事
で
修
正
し
ま
し
た
。
︲
中
山

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
多
宝
塔
屋
根
相
輪
に
付
い
て

業
者
に
て
選
別
、
再
用
、
不
再
用
を
決
め
て
い
る
。
︲
後
日
現
地
に
て
確
認

再
用
可
能
な
部
材
は
再
用
し
ま
す
。

フ
ッ
ソ
塗
装
の
色
は
、
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。
︲
住
田

黒
又
は
濃
い
茶
色
の
予
定
。
︲
御
船

・
年
末
年
始
の
作
業
予
定
に
つ
い
て

年
末
作
業
は
一
二
月
二
九
日
ま
で
、
年
始
は
一
月
五
日
か
ら
で
す
。
︲
休
暇
中
の
緊

急
連
絡
先
提
出

・
樹
木
伐
採
に
つ
い
て

図
及
び
写
真
提
出
済
、
見
積
早
急
に
提
出
し
ま
す
。
︲
一
二
月
一
四
日
提
出

2
長
保
寺
住
職
よ
り

・
大
門
の
金
網
補
修
に
つ
い
て
（
注
・
金
網
補
修
は
自
費
修
理
）

取
替
用
の
材
料
が
無
い
と
聞
い
て
い
る
。
︲
調
べ
ま
す
（
住
田
）

・
大
門
柱
等
の
穴
空
き
箇
所
の
補
修
を
し
て
欲
し
い
。

人
工
木
材
に
て
補
修
い
た
し
ま
す
。
︲
御
船

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

・
多
宝
塔
の
土
居
葺
に
つ
い
て

上
・
下
層
と
も
不
良
部
分
の
葺
直
し
、
再
用
可
能
部
は
残
し
て
作
業
予
定
で
す
。

※
そ
の
上
に
、
瓦
下
地
・
銅
板
箱
樋
の
取
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

分
か
り
ま
し
た
。
︲
住
職

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
一
月
一
二
日
（
木
）、
午
前
九
時
～

第
八
回
（
平
成
二
四
年
一
月
一
二
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
一
二
月
実
施
工
程
及
び
一
月
工
程
説
明

大
工
︲
大
門
桔
木
加
工
取
付
、
化
粧
天
井
板
取
付
、
母
屋
束
補
修
、
切
裏
甲
加
工
及

び
鎮
守
堂
屋
根
下
地
。
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※
工
程
表
の
表
示
方
法
及
び
、
誤
字
訂
正
の
指
摘
あ
り
。

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
多
宝
塔
屋
根
相
輪
に
付
い
て

一
月
一
一
日
に
、
業
者
作
業
所
に
て
、
再
用
不
再
用
の
部
材
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
住
友
金
属
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
保
管
部
材
も
、
早
急
に
確
認
し
ま
す
。

・
大
門
の
補
修
用
金
網
に
つ
い
て

銅
製
亀
甲
網
で
、
同
寸
法
の
品
物
が
数
量
分
有
り
ま
し
た
。

現
在
、
鉄
の
金
網
も
さ
が
し
て
い
ま
す
。
又
見
積
も
り
も
依
頼
中
で
す
。

・
鎮
守
堂
屋
根
、
ム
サ
サ
ビ
対
策
に
つ
い
て

以
前
に
調
査
官
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
作
業
し
た
い
と
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
文

化
庁
よ
り
敷
込
み
か
、
上
に
か
け
る
か
で
検
討
し
て
下
さ
い
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
︲
御
船

※
検
討　

下
へ
敷
込
み
の
方
向
で
実
施
す
る
（
ス
テ
ン
レ
ス
五
㎜
目
の
サ
ン
プ
ル
取

寄
せ
）。

・
補
足
瓦
に
つ
い
て

製
作
巴
及
び
唐
草
瓦
の
、
見
本
生
型
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

了
解
し
ま
し
た
。
︲
住
職

2
長
保
寺
住
職
よ
り

・
本
堂
及
び
鎮
守
堂
廻
り
の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て
は
、
2
月
中
頃
決
定
の
3
月
施
工
予

定
で
す
。

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り　

今
回
は
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

4
そ
の
他

・
金
剛
組
へ
の
取
材
で
、
一
月
一
六
～
三
一
日
の
間
に
、
朝
日
新
聞
社
よ
り
長
保
寺
現

場
作
業
所
へ
来
所
が
あ
り
ま
す
。
︲
中
山

・
多
宝
塔
瓦
調
査
の
為
に
足
場
南
面
を
使
用
し
て
も
良
い
で
す
か
。
︲
完
了
後
は
片
付

け
、
整
理
し
ま
す
。
四
月
六
日
は
、
足
場
廻
り
を
使
用
し
ま
す
。
︲
住
職

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
二
月
七
日
（
火
）、
午
前
九
時
～

第
九
回
（
平
成
二
四
年
二
月
七
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
一
月
実
施
工
程
及
び
二
月
工
程
説
明

大
工
︲
大
門
裏
甲
・
野
垂
木
加
工
及
び
取
付
、
母
屋
調
整
、
金
物
補
強
、
桔
木
加
工
。

・
工
事
工
程
写
真
説
明

上
層
の
棟
鬼
瓦
下
に
、
鉛
板
な
ど
を
仕
込
ん
で
は
ど
う
で
す
か
。
︲
住
田

そ
の
方
向
で
お
願
い
し
ま
す
。
︲
御
船

※
鎮
守
堂
の
化
粧
棟
木
の
、
赤
外
線
写
真
は
撮
り
ま
し
た
か
。
︲
住
職

早
急
に
調
べ
て
お
き
ま
す
。
︲
住
田

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
多
宝
塔
屋
根
相
輪
金
物
に
つ
い
て

使
用
部
材
の
リ
ス
ト
提
出
及
び
説
明
。
︲
御
船

鎖
は
四
本
と
も
、
錆
び
に
く
い
材
質
（
工
業
用
純
鉄
）
に
て
取
替
え
し
ま
す
。

・
大
門
の
補
修
用
金
網
に
つ
い
て

二
社
見
積
も
り
依
頼
中
、
後
日
見
積
も
り
提
出
い
た
し
ま
す
。
︲
中
山

※
中
に
入
っ
て
掃
除
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
︲
住
職

・
多
宝
塔
屋
根
瓦
、
調
査
解
体
に
つ
い
て
の
、
状
況
報
告
。

解
体
し
て
み
た
結
果
、
葺
替
え
時
期
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
修
理
方
法
は
上
・
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下
層
と
も
め
く
っ
た
後
に
検
討
い
た
し
ま
す
。
︲
御
船

※
下
層
南
東
隅
鬼
か
ら
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
年
号
が
で
て
来
ま
し
た
。

・
鎮
守
堂
屋
根
、
ム
サ
サ
ビ
対
策
に
つ
い
て

文
化
庁
の
了
解
を
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
五
㎜
目
の
ス
テ
ン
レ
ス
網
を
野
木
舞
の
上

に
敷
込
み
ま
す
。

2
長
保
寺
住
職
よ
り

・
今
回
は
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

・
来
年
度
補
助
金
申
請
の
準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
三
月
七
日
（
水
）、
午
前
九
時
～

第
一
〇
回
（
平
成
二
四
年
三
月
七
日
）

出
席
者　

住
職
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
の
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
二
月
実
施
工
程
及
び
三
月
工
程
説
明

・
工
事
工
程
写
真
説
明

※
鎮
守
堂
の
化
粧
棟
木
の
、
赤
外
線
写
真
は
撮
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
持
参
し
て
い

ま
せ
ん
。

大
門
野
地
板
取
付
前
に
、
小
屋
組
の
状
態
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
多
宝
塔
屋
根
瓦
下
地
の
修
理
方
法
に
つ
い
て

野
地
板
全
体
の
四
五
％
を
取
替
え
、
土
居
葺
五
〇
㎡
を
取
替
え
ま
す
。
︲
上
層
の
雨

落
部
で
、
下
層
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。

※
今
回
そ
の
部
分
に
袖
付
き
瓦
を
使
用
し
、
尚
か
つ
銅
板
敷
込
み
予
定
。
︲
御
船

・
大
門
の
補
修
用
金
網
に
つ
い
て

参
考
見
積
も
り
提
出
、
工
期
は
七
月
頃
の
予
定
。
︲
検
討
し
ま
す
・
住
職

・
大
門
・
多
宝
塔
の
補
足
瓦
に
つ
い
て

鬼
瓦
制
作
の
途
中
見
学
に
行
か
れ
ま
す
か
。
︲
行
き
ま
す
・
住
職

鬼
は
奈
良
県
で
製
作
、
そ
の
他
は
岐
阜
・
奈
良
の
両
方
で
製
作
中
。

・
本
堂
・
鎮
守
堂
廻
り
の
樹
木
剪
定
に
つ
い
て

国
よ
り
通
知
あ
り
、
三
月
中
に
工
事
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
︲
住
職

お
彼
岸
前
後
と
花
見
時
期
が
人
が
多
い
。
︲
作
業
手
順
・
日
程
の
検
討
必
要

契
約
書
作
成
。
当
社
の
一
般
契
約
書
の
書
式
で
良
い

※
伐
採
樹
木
は
、
最
終
現
場
に
て
立
合
い
確
認
。
︲
住
職

・
防
蟻
は
、
鎮
守
堂
素
屋
根
解
体
後
に
行
う
予
定
で
す
。
︲
中
山

2
長
保
寺
住
職
よ
り　

今
回
は
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り　

三
月
末
に
実
績
報
告
書
を
提
出
し
ま
す
。

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
四
月
一
〇
日
（
火
）、
午
前
九
時
～

第
一
一
回
（
平
成
二
四
年
四
月
一
〇
日
）

出
席
者　

住
職
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
の
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
三
月
実
施
工
程
及
び
四
月
工
程
説
明

・
工
事
工
程
写
真
説
明

※
住
職
︲
本
堂
及
び
鎮
守
堂
廻
り
、
樹
木
剪
定
工
事
の
写
真
は
、
別
途
工
事
な
の
で
、

削
除
す
る
。

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他
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1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
多
宝
塔
屋
根
瓦
工
事
及
び
、
相
輪
金
物
に
つ
い
て

再
用
瓦
は
、
上
層
は
南
及
び
東
面
に
ま
と
め
、
下
層
は
雨
落
ち
部
分
に
補
足
瓦
（
水

返
し
付
）
を
入
れ
る
為
各
面
に
、
混
在
し
ま
す
。
︲
御
船

再
用
瓦
は
、
出
来
れ
ば
、
東
面
を
主
体
に
配
置
し
、
数
量
の
多
い
物
は
、
南
面
に
使

用
す
る
の
が
良
い
の
か
。
︲
住
職

比
較
す
れ
ば
南
面
が
、
良
い
と
思
い
ま
す
。
︲
中
山

・
大
門
の
小
屋
組
補
修
状
況
確
認
に
つ
い
て

補
強
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
定
例
会
議
終
了
後
の
状
況
確
認
お
願
い
し
ま
す
。

︲
中
山

※
状
況
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
大
門
・
多
宝
塔
の
補
足
瓦
・
鬼
瓦
見
学
に
つ
い
て

四
月
一
七
日
（
火
）・
午
前
一
〇
時
、
奈
良
県
瓦
セ
ン
タ
ー
集
合
で
よ
い
で
す
か
。

︲
中
山

2
長
保
寺
住
職
よ
り

大
門
・
仁
王
廻
り
の
金
網
修
理
は
、
今
回
は
撤
去
の
み
で
、
復
旧
し
な
い
で
お
き
ま

す
。

※
通
路
上
部
彫
刻
の
金
網
は
残
し
て
下
さ
い
。

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

・
多
宝
塔
相
輪
の
防
錆
塗
装
に
つ
い
て

再
用
・
新
調
材
共
、
フ
ッ
ソ
塗
装
の
黒
色
と
し
ま
す
。
相
輪
の
非
再
用
分
は
、
処
分

し
ま
す
か
。

※
残
し
て
く
だ
さ
い
。
︲
住
職

※
住
職
︲
相
輪
の
部
材
検
査
は
、
反
映
で
き
た
の
か
？

検
査
に
よ
り
、
昭
和
材
と
以
前
材
の
組
成
の
違
い
が
判
明
し
た
。
Mn
を
混
入
さ
せ
る

と
、
耐
性
向
上
を
図
れ
る
と
の
こ
と
で
、
新
調
材
へ
反
映
さ
せ
ま
す
。

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
五
月
九
日
（
水
）、
午
前
九
時
～

第
一
二
回
（
平
成
二
四
年
五
月
九
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
の
説
明
︲
中
山

・
四
月
実
施
工
程
及
び
五
月
工
程
説
明

・
工
事
工
程
写
真
説
明

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
多
宝
塔
屋
根
瓦
工
事
及
び
、
相
輪
金
物
・
避
雷
針
工
事
に
つ
い
て
状
況
説
明

亀
腹
漆
喰
仕
上
げ
で
、
漆
喰
の
劣
化
を
防
ぐ
方
法
は
無
い
で
す
か
。
︲
住
職

漆
喰
仕
上
げ
面
に
、
撥
水
材
を
塗
布
し
て
は
ど
う
で
す
か
（
通
気
性
が
あ
り
、
色
調

は
無
色
）。
初
期
の
劣
化
を
遅
ら
せ
る
事
が
出
来
ま
す
。
︲
住
田

そ
の
方
向
で
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
︲
住
職

亀
腹
、
熨
斗
瓦
天
端
漆
喰
ひ
ね
り
掛
け
施
工
し
ま
す
。
︲
中
山

相
輪
・
露
盤
と
熨
斗
瓦
取
合
い
に
水
切
り
板
を
敷
込
み
し
、
熨
斗
瓦
の
一
番
上
は
銅

線
を
出
し
て
く
く
る
。
︲
御
船

・
鎮
守
堂
防
蟻
工
事
（
セ
ン
ト
リ
コ
ン
・
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て

ダ
ウ
バ
ー
ニ
ー
ル
氏
と
打
合
わ
せ
を
し
た
い
の
で
、
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

6
月
末
の
鎮
守
堂
足
場
解
体
後
に
、
設
置
工
事
の
予
定
。
︲
中
山

建
物
よ
り
離
れ
て
設
置
で
き
、
建
物
を
傷
め
る
事
が
無
い
、
ま
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

一
括
で
出
来
維
持
費
が
比
較
的
に
安
価
で
あ
る
。
︲
住
職

2
長
保
寺
住
職
よ
り
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大
門
・
仁
王
像
の
廻
り
に
、
金
網
で
は
な
く
て
、
化
学
繊
維
の
網
を
掛
け
た
い
（
国

と
事
前
協
議
必
要
）。
資
料
取
り
寄
せ
で
き
ま
す
か
。

手
配
い
た
し
ま
す
。
︲
中
山

定
例
会
議
に
、
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
も
、
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

和
歌
山
県
よ
り
、
四
月
一
〇
日
付
け
で
二
四
年
度
工
事
分
の
、
補
助
金
交
付
決
定
が

で
て
い
ま
す
。

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
六
月
七
日
（
木
）、
午
前
九
時
～

第
一
三
回
（
平
成
二
四
年
六
月
七
日
）

出
席
者　

住
職
、
中
山
、
安
雑
、
渋
谷
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
の
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
五
月
実
施
工
程
及
び
六
～
八
月
の
全
体
工
程
説
明

・
工
事
工
程
写
真
説
明

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
多
宝
塔
屋
根
部
分
、
足
場
解
体
前
検
査
に
つ
い
て

天
候
に
も
よ
る
が
、
六
月
二
〇
日
頃
の
予
定
で
お
願
い
し
ま
す
。
︲
中
山

何
時
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
が
、
小
屋
裏
の
埃
が
室
内
に
落
ち
て
い
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。
︲
住
職

屋
根
野
地
を
め
く
っ
て
い
る
所
は
、
小
屋
裏
掃
除
を
し
て
い
ま
す
が
、
堂
内
の
確
認

は
足
場
解
体
後
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
︲
中
山

※
相
輪
の
八
輪
か
ら
九
輪
へ
の
変
更
に
つ
い
て
、
報
告
書
に
写
真
添
付
し
た
説
明
が

い
る
の
で
は
な
い
か
︲
住
職

報
告
書
に
記
載
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
︲
御
船

・
大
門
・
仁
王
廻
り
の
網
に
つ
い
て

資
料
提
示
、
説
明
。
︲
中
山

文
化
庁
七
月
末
頃
来
所
予
定
の
為
、
そ
れ
迄
に
事
前
説
明
し
た
い
の
で
、
材
料
及
び

取
付
方
法
な
ど
の
、
詳
し
い
資
料
を
探
し
て
ほ
し
い
。
︲
住
職

※
大
門
通
路
部
の
欄
間
彫
刻
部
分
は
、
既
存
金
網
を
復
旧
す
る
。

2
長
保
寺
住
職
よ
り

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
、
長
保
寺
の
修
理
現
場
が
載
っ
て
い
た
件
は
ど
う
で
し
た
か
。

（
注
・
施
工
に
関
わ
っ
た
職
人
が
無
断
投
稿
し
て
い
た
）

当
社
と
し
て
各
現
場
へ
、
新
規
入
場
時
に
注
意
喚
起
す
る
よ
う
、
通
達
し
ま
し
た
。

︲
安
雜

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

・
古
瓦
の
処
置
に
つ
い
て
︲
中
世
瓦
が
残
っ
て
い
る
の
は
珍
し
く
、
保
存
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

見
本
と
し
て
、
瓦
は
役
物
程
度
な
ら
大
門
の
上
層
に
入
れ
て
も
良
い
が
、
多
く
残
す

場
所
が
無
い
。
︲
住
職

※
後
日
、
寺
の
瓦
小
屋
に
、
整
理
し
て
入
る
分
な
ら
、
残
し
て
も
良
い
と
の
事
。

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
七
月
九
日
（
月
）、
午
前
九
時
～

第
一
四
回
（
平
成
二
四
年
七
月
九
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
渋
谷
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
の
説
明
︲
中
山

多
宝
塔
内
の
床
に
、
天
井
の
胡
粉
が
落
ち
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
︲
住
職

早
急
に
入
っ
て
見
て
み
ま
す
。
︲
住
田

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山
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・
六
月
実
施
工
程
及
び
七
月
の
工
程
説
明

・
工
事
工
程
写
真
説
明

大
門
足
場
解
体
時
に
、
軒
先
に
埃
防
止
の
シ
ー
卜
養
生
必
要
で
は
な
い
か
。
︲
住
田

養
生
の
手
配
い
た
し
ま
す
。
︲
中
山

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
多
宝
塔
・
鎮
守
堂
に
つ
い
て

鎮
守
堂
の
外
柵
及
び
扉
の
補
修
に
つ
い
て
は
、
当
社
で
直
し
ま
す
。
︲
中
山

柵
内
に
敷
込
み
す
る
の
に
、
白
玉
砂
利
五
～
七
㎜
の
国
産
は
無
い
の
か
、
聞
い
て
欲

し
い
。
︲
住
職

修
理
工
事
完
了
後
、
自
費
で
設
置
し
た
い
。

・
多
宝
塔
社
内
検
査
及
び
監
理
検
査
報
告
に
つ
い
て

監
理
検
査
報
告
書
は
原
稿
を
、
社
内
検
査
報
告
は
コ
ピ
ー
を
、
最
終
引
渡
し
書
類
に

て
堤
出
し
ま
す
。

・
大
門
防
災
設
備
に
つ
い
て
、
指
定
業
者
は
あ
り
ま
す
か

特
に
無
い
で
す
。
︲
住
職

こ
ち
ら
の
業
者
で
、
肪
災
設
備
の
作
勤
確
認
い
た
し
ま
す
。

・
大
門
上
層
内
部
ヘ
の
、
瓦
保
管
の
件

寺
の
保
存
小
屋
へ
入
れ
て
は
ど
う
か
。
︲
住
職

小
屋
内
の
既
存
瓦
を
、
整
理
し
て
、
七
月
末
ま
で
に
搬
入
し
ま
す
。
︲
御
船

大
門
小
屋
表
の
床
養
生
シ
ー
ト
撒
去
し
、
防
カ
ビ
剤
塗
布
、
ベ
ニ
ヤ
板
敷
込
み
し
ま

す
。
︲
住
田

・
夏
孝
休
暇
の
予
定
︲
八
月
一
一
日
（
土
）
～
一
五
日
（
水
）・
緊
急
連
絡
表
堤
出
し

ま
す
。

八
月
七
日
に
、
福
蔵
院
の
お
施
蛾
鬼
が
あ
り
ま
す
。
︲
住
職

大
門
の
仮
設
通
路
確
保
及
び
、
ガ
ー
ド
マ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

2
長
保
寺
住
職
よ
り

資
料
館
の
既
設
電
気
、
撒
去
完
了
し
ま
し
た
。
︲
解
体
日
程
は
打
合
わ
せ
に
来
る
予

定
で
す
。

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

多
宝
塔
縁
板
及
び
西
面
壁
板
の
補
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

七
月
二
六
日
、
文
化
庁
来
所
時
に
、
保
存
小
屋
を
会
場
と
し
て
使
用
し
た
い
。

4
そ
の
他

大
門
正
面
欄
間
の
、
貫
廻
り
の
虫
穴
が
気
に
な
る
。
又
、
仁
王
像
廻
り
の
金
網
張
り

は
取
り
や
め
る
。	

︲
住
職

大
門
正
面
の
貫
穴
の
修
理
は
し
ま
し
た
。
︲
御
船

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

次
回
は
、
八
月
八
日
（
水
）、
午
前
九
時
～

第
一
五
回
（
平
成
二
四
年
八
月
八
日
）

出
席
者　

住
職
、
住
田
、
中
山
、
安
雑
、
御
船
、
下
津

一　

前
回
議
事
録
の
説
明
︲
中
山

二　

工
事
工
程
説
明
︲
中
山

・
七
月
実
施
工
程
及
び
八
月
の
工
程
説
明

・
工
事
工
程
写
真
説
明

三　

質
疑
・
要
望
・
そ
の
他

1
（
株
）
金
剛
組
よ
り

・
多
宝
塔
内
部
確
認
に
つ
い
て

特
に
ひ
ど
い
埃
は
落
ち
て
い
ま
せ
ん
。
︲
内
部
を
拭
掃
除
し
ま
し
た
（
8/3
）。

西
面
長
押
上
の
壁
板
、
古
色
の
色
合
わ
せ
を
し
て
下
さ
い
。
︲
住
職

※
後
日
八
月
二
七
日
に
、
補
修
完
了
（
確
認
し
て
頂
き
ま
し
た
）
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・
鎮
守
堂
白
玉
石
に
つ
い
て

見
本
取
り
寄
せ
中
で
す
、（
大
き
さ
九
㎜
程
度
）。
︲
入
れ
ば
お
持
ち
し
ま
す
。

※
後
日
八
月
二
七
日
に
、
見
本
提
示
も
品
物
不
良
（
こ
ち
ら
で
も
う
一
度
考
え
ま
す
。

︲
住
職
）。

・
大
門
防
災
設
備
に
つ
い
て

金
剛
組
で
、
消
防
署
へ
の
点
検
書
類
の
提
出
を
し
て
欲
し
い
。
︲
住
職

今
回
工
事
に
関
連
す
る
、
自
火
報
設
備
の
み
提
出
し
ま
す
（
消
火
設
備
は
、
別
途
と

し
て
相
談
）。

・
大
門
社
内
検
査
及
び
施
主
検
査
に
つ
い
て

検
査
報
告
書
説
明
︲
手
直
し
完
了
し
て
い
ま
す
。

事
務
所
及
び
保
存
小
屋
の
跡
地
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
雑
草
を
刈
り
取
っ
て
、
種
芝

ま
き
に
て
処
理
い
た
し
ま
す
。
︲
住
田

福
蔵
院
の
樹
木
で
、
仮
設
足
場
に
隣
接
し
て
い
た
も
の
が
、
一
部
枯
れ
て
い
る
の
で

苗
木
の
植
樹
を
お
願
い
し
ま
す
。
︲
住
職

※
後
日
八
月
二
〇
日
に
福
蔵
院
・
住
職
よ
り
、
植
樹
の
代
わ
り
に
、
撤
去
し
て
土
間

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

大
門
素
屋
根
内
で
枯
れ
た
低
木
の
処
置
に
つ
い
て
は
？
︲
御
船

植
え
替
え
ず
、
そ
の
ま
ま
で
よ
い
で
す
。
︲
住
職

・
大
門
欄
間
彫
刻
に
つ
い
て

欠
け
て
い
る
が
、
部
材
の
あ
る
物
は
復
旧
し
ま
し
た
。
又
、
部
材
で
取
付
け
箇
所
の

わ
か
ら
な
い
物
は
、
小
屋
裏
へ
保
管
し
ま
す
。
︲
御
船

2
長
保
寺
住
職
よ
り

資
料
館
の
解
体
打
ち
合
わ
せ
が
、
八
月
二
四
日
の
予
定
で
す
。

参
道
舗
装
工
事
を
実
施
の
予
定
で
す
。

3
（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
よ
り

補
足
瓦
（
割
れ
替
え
用
）
等
を
、
お
寺
の
保
存
小
屋
へ
八
月
九
日
の
予
定
で
置
か
せ

て
下
さ
い
。
︲
御
船

多
宝
塔
の
旧
縁
板
、
大
門
補
足
野
地
板
残
材
等
も
残
し
て
お
き
ま
す
。
︲
中
山

4
そ
の
他

大
門
土
間
の
三
和
土
は
、
ど
う
す
る
の
か
。
︲
住
職

既
存
土
間
の
上
層
を
は
つ
り
と
っ
て
、
真
砂
土
・
セ
メ
ン
ト
に
て
、
三
和
土
風
に
仕

上
げ
る
方
向
で
検
討
中
で
す
。
︲
御
船

四　

次
回
定
例
会
議
開
催
日　

定
例
会
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
五
節　

大
門
小
屋
組
の
補
強

概　
　

要

大
門
の
軒
の
出
は
、
上
層
柱
真
よ
り
茅
負
前
下
角
ま
で
二
・
九
四
五
ｍ
と
大
き
く
、
丸
桁

の
垂
下
及
び
傾
斜
は
著
し
か
っ
た
。
小
屋
組
内
に
は
軒
を
支
え
る
構
造
材
と
し
て
、
丸
桁
桔

木
と
茅
負
桔
木
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
明
治
修
理
で
整
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
耐
力
の
低
下
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
丸
桁
桔
木
は
、
断
面
が
小
さ
い
う
え
、

上
部
か
ら
の
荷
重
が
少
な
い
た
め
、
軒
の
荷
重
で
む
く
り
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

計
算
で
は
茅
負
桔
木
一
本
が
負
担
す
る
屋
根
荷
重
は
七
五
〇
㎏
程
度
と
み
ら
れ
る
が
、
そ

の
効
果
は
少
な
く
、
実
質
は
小
屋
内
ま
で
延
び
た
地
垂
木
が
軒
先
荷
重
を
受
け
て
い
る
と
考

え
ら
れ
た
。
ま
た
、
丸
桁
桔
木
の
納
め
方
に
も
問
題
が
あ
っ
た
様
で
、
丸
桁
の
安
定
を
保
つ

ば
か
り
か
、
軒
先
垂
下
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
。

よ
っ
て
今
回
の
修
理
で
は
、
小
屋
組
内
で
の
構
造
材
の
補
強
と
荷
重
伝
達
方
法
を
改
善
す

る
べ
く
、
丸
桁
桔
木
を
補
強
し
、
ま
た
新
た
に
二
の
母
屋
桔
木
を
付
加
し
、
補
強
し
た
。

丸
桁
桔
木
の
金
具
に
よ
る
補
強

丸
桁
桔
木
は
、
桁
行
方
向
の
丸
桁
ど
う
し
を
繋
ぐ
梁
間
材
（
ト
ガ
）
を
四
本
渡
し
、
梁
行
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方
向
の
丸
桁
に
は
中
程
に
桁
行
材
を
一
本
、
隅
行
方
向
に
は
桁
行
・
梁
行
に
各
一
本
ず
つ
配

す
る
（
い
ず
れ
も
ヒ
ノ
キ
）。
全
数
一
四
本
は
い
ず
れ
も
明
治
修
理
時
の
補
足
材
で
あ
る
。

丸
桁
桔
木
の
鼻
先
は
丸
桁
へ
材
巾
の
ま
ま
杓
子
枘
差
し
に
納
ま
る
。
梁
間
材
の
う
ち
中
央

二
本
に
は
小
屋
束
を
建
て
て
屋
根
荷
重
を
伝
達
さ
せ
る
が
、
両
端
二
本
に
は
小
屋
束
を
一
本

も
建
て
な
い
。
桁
行
材
の
尻
手
は
梁
間
材
の
中
央
二
本
へ
そ
れ
ぞ
れ
径
二
〇
㎜
の
ボ
ル
ト
で

引
き
付
け
る
。
隅
行
材
は
そ
の
桁
行
材
の
下
で
四
本
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
尻
手
の
桔

ね
上
が
り
を
抑
え
る
納
ま
り
と
す
る
。
現
状
で
は
、
梁
間
材
の
中
央
位
置
に
お
い
て
、
桁
行

材
・
隅
行
材
の
尻
手
で
の
桔
ね
上
げ
力
が
屋
根
荷
重
を
上
回
り
、
梁
間
材
を
大
き
く
起
ら
せ

て
し
ま
っ
て
い
た
。

修
理
前
の
計
画
で
は
、
桁
行
材
・
隅
行
材
に
対
す
る
補
強
も
予
定
し
て
い
た
が
、
部
材
断

面
が
梁
間
材
に
比
べ
て
十
分
大
き
い
こ
と
、
杓
子
枘
の
折
損
等
も
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
、
軒

廻
り
の
解
体
を
実
施
せ
ず
に
有
効
な
補
強
は
行
え
そ
う
に
な
い
こ
と
、
尻
手
の
桔
ね
上
げ
力

に
対
し
て
は
梁
間
材
の
剛
性
の
向
上
と
変
形
の
抑
制
で
あ
る
程
度
対
応
で
き
る
こ
と
等
の
理

由
で
、
今
回
の
修
理
で
は
施
工
を
見
送
っ
た
。

補
強
金
具
は
、
既
存
材
を
極
力
傷
め
な
い
こ
と
、
人
力
施
工
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
小
屋

組
材
と
干
渉
せ
ず
に
取
り
込
め
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
図
3-8
の
通
り
実
施
し
た
。
丸
桁

桔
木
（
梁
間
）
の
側
面
に
一
五
〇
×
七
五
㎜
の
溝
形
鋼
を
山
形
鋼
・
ボ
ル
ト
・
ゴ
ム
板
を
介

し
て
圧
着
さ
せ
、
そ
の
溝
形
鋼
を
タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
に
て
柱
盤
へ
引
き
付
け
る
。
反
力
を
支

持
す
る
柱
盤
は
上
木
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉛
直
荷
重
を
十
分
に
伝
え
る
た
め
に
、
柱
盤
と
通

し
肘
木
間
へ
明
治
補
足
材
に
倣
っ
た
挟
み
束
を
挿
入
し
た
。

二
の
母
屋
桔
木
の
挿
入
に
よ
る
補
強

丸
桁
垂
下
の
一
因
に
は
、
現
状
の
茅
負
桔
木
の
支
点
が
丸
桁
直
上
の
土
居
桁
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
土
居
桁
に
掛
か
る
屋
根
荷
重
の
一
部
を
建
物
内

方
へ
移
行
さ
せ
る
た
め
に
、
二
の
母
屋
桔
木
の
挿
入
を
図
3-8
の
通
り
計
画
し
た
。
材
質
は
ヒ

ノ
キ
の
丸
太
材
で
、
部
材
断
面
は
挿
入
可
能
な
寸
法
と
し
て
元
口
径
六
寸
を
基
準
と
し
た
。

妻
面
で
は
、
小
屋
組
の
懐
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
既
存
の
茅
負
桔
木
が
占
め
る
空
間
も

大
き
く
、
挿
入
位
置
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
茅
負
桔
木
自
体
を
受
け
る
と
こ
ろ
も
生
じ
た
。

補
強
後
の
荷
重
伝
達
状
況

今
回
の
修
理
で
は
、
空
葺
工
法
の
採
用
に
よ
り
、
屋
根
瓦
に
伴
う
荷
重
を
平
均
二
割
程
度

軽
減
で
き
た
。
ま
た
、
二
の
母
屋
桔
木
の
挿
入
に
よ
っ
て
、
丸
桁
筋
に
掛
か
る
軒
先
荷
重
の

三
割
程
度
を
上
層
柱
筋
へ
移
行
で
き
た
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
、
上
層
柱
筋
へ
の
荷
重
の
負

担
割
合
は
増
加
す
る
が
、
屋
根
荷
重
の
軽
減
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
構
造
的
な
支
障
は
な

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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ろに

二

四

六

へち

二の母屋桔木の挿入

桁行断面図

梁間断面図

丸桁桔木（梁間材）の鉄骨補強

溝形鋼

溝形鋼

溝形鋼

溝形鋼

溝形鋼

溝形鋼

溝形鋼

溝形鋼

溝形鋼

梁間方向丸桁桔木のうち、中央２本は、
丸桁桔両側面に溝型鋼（２丁継ぎ）を
ゴム板、山形鋼、ボルトを用いて圧着
させて、丸桁桔木の剛性を高める。

梁間方向丸桁桔木のうち、両端２本は、
桔木両側面に溝型鋼（外面２丁継ぎ、内
面３丁継ぎ、隅尾垂木受け束付近は上下
フランジを切り取る）をゴム板、山形鋼、
ボルトを用いて圧着させて、丸桁桔木の
剛性を高める。

丸桁桔木と一体化させた溝型鋼と上層柱盤とを
寸切りボルト(M15)及びターンバックルで引き
付けて、丸桁の垂下進行を抑制する。
（中央各４本、両端各２本） 

丸桁桔木両側面に溝型鋼（２丁継ぎ）を
ゴム板、山形鋼、ボルトを用いて圧着さ
せて、丸桁桔木の剛性を高める。  

丸桁桔木と一体化させた溝型鋼と上層柱盤とを
寸切りボルト(M15)及びターンバックルで引き
付けて、丸桁の垂下進行を抑制する。

寸切りボルト等で引き付ける箇所には、
通肘木間に挟み束（桧一等、150×120）
を挿入することで、丸桁桔木引付機構の
安定化を図る。
（中央各２組、両端各１組）

 鋼材端部に溶接した鋼板から丸桁へ
向けてコーチボルト（M12-90 ）を打
ち、丸桁を引き付ける。 

寸切りボルト等で引き付ける箇所には、
通肘木間に挟み束（桧一等、150×120）
を挿入することで、丸桁桔木引付機構の
安定化を図る。

3,2421,939 1,939

9821,145818

1,939 1,939

溝形鋼 溝形鋼 溝形鋼
溝形鋼

山形鋼

溝形鋼溝形鋼

鋼板

山形鋼山形鋼

山形鋼
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図3-8　大門小屋組補強実施図（アミカケは補強材）
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（計算） 
 
１．屋根重量の推移 
 
修理前 瓦割９寸（0.273 m）、平瓦葺足５寸（0.15 m） 

平瓦重量（明治瓦）2.40 kg／枚、丸瓦（正面・明治瓦）重量 0.95 kg／本、 
丸瓦（背面・中世瓦）重量 3.00 kg／本、葺土重量 91.644 kg／㎡ 

    屋根葺材（葺土を含む）１㎡あたりの重量 
    平瓦 2.40×1.00／0.15×1.00／0.273＝58.61 kg 

丸瓦（正面）0.95×1.00／0.273×1.00／0.24＝14.50 kg 
丸瓦（背面）3.00×1.00／0.273×1.00／0.30＝36.63 kg 

    合計 91.644＋58.61＋(14.50＋36.63)／2＝175.82 kg 
 
竣工  瓦割９寸（0.273 m）、平瓦葺足４寸（0.12 m） 

平瓦重量（平成瓦）3.31 kg／枚、丸瓦（平成瓦）重量 2.54 kg／本 
    屋根葺材（空葺下地を除く）１㎡あたりの重量 
    平瓦 3.31×1.00／0.12×1.00／0.273＝101.04 kg 

丸瓦 2.54×1.00／0.273×1.00／0.273＝34.08 kg 
    合計 101.04＋34.08＝135.12 kg 
 
→空葺工法の採用により、屋根面積１㎡あたり 40.70 kg の重量軽減となり、空葺下地の荷重を 
考慮しても、2 割程度の重量減となった。 

 
２．茅負桔木尻引付金具に作用する桔ね上げ力（丸桁直上の土居桁を支点とする） 
 

１㎡あたりの屋根荷重（修理前、土葺、下地含む）250 kg／㎡（概算推定値） 
茅負桔木１本あたりの負担屋根面積 桔木間隔 1.60 m×流れ長さ 1.875 m＝3.00 ㎡ 
茅負桔木の負担屋根荷重 250×3.00＝750.00 kg 
土居桁から鼻母屋までの水平距離 1.32 m、地垂木尻押えまでの水平距離 2.16 m 

   茅負桔木尻引付金具に作用する桔ね上げ力 750.00×1.32／2.16＝458.33 kg 
丸桁桔木（梁間材）中央２本に対して、土居桁に作用する茅負桔木尻の桔ね上げ力は、 
正背面各３本、計６本分と考えられ、修理前の土居桁に作用する桔ね上げ力の最大値は、 

    458.33×3／2＝687.50 kg となる。 
 
３．丸桁桔木（梁間材中央２本）に作用する鉛直荷重と引き上げ力 
 
   屋根荷重（修理前、土葺、下地含む）250 kg／㎡、屋根流れ長さ 6.04 m 

大棟荷重 熨斗瓦（丸熨斗）重量 1.5 kg／枚、積土 955.4 kg 、瓦片 156.4 kg 、 
     大棟長さ 8.05 m 、水平方向 31 列、台・肌熨斗各 1 段、割熨斗 9 段、 
     衾瓦重量 3.5 kg／枚、水平方向 25 列（鳥衾瓦間） 
     (1.5×31×(1+1+0.5×9)×2＋3.5×27＋955.4＋156.4)／8.05 
      ＝1,810.8／8.05＝224.94≒225 kg／m 
野物材荷重（野垂木以下）600 kg／㎥（概算推定値）、野物材数量 0.137 ㎥／㎡（実測算出値） 
正背面丸桁間距離 5.90 m 、丸桁桔木（梁間材）間隔 1.62 m 
正背面小屋組巾（茅負前下角）9.77 m 、小屋組高さ（丸桁天～棟木天）2.99 m 
小屋束間隔 中央２間 1.637 m 両端間 1.501 m 作用巾 1.637＋1.501／2＝2.3875 m 
丸桁桔木上束に作用する鉛直荷重Ｐ0、Ｐ1、Ｐ2、Ｐ3、Ｐ4（茅負桔木未考慮） 
 Ｐ0＝250×2.3875×1.00＋600×0.137×(2.69＋2.99)×0.79／2 

＋225×2.37＝1,316.94 kg 
 Ｐ1＝250×2.3875×1.18＋600×0.137×(2.00＋2.69)×0.94／2＝885.51 kg 
Ｐ2＝250×2.3875×1.30＋600×0.137×(1.28＋2.00)×1.08／2＝921.53 kg 

 Ｐ3＝250×2.3875×1.38＋600×0.137×(0.58＋1.28)×1.19／2＝914.66 kg 
 Ｐ4＝250×2.3875×1.80＋600×0.137×0.58×1.28／2＝1,104.89 kg 
丸桁桔木（梁間材）１本に及ぶ鉛直荷重（茅負桔木尻の桔ね上げ力考慮） 
Ｐ0＋(Ｐ1－687.50＋Ｐ2＋Ｐ3＋Ｐ4)×2 
＝1,316.94＋(885.51－687.50＋921.53＋914.66＋1,104.89)×2 
＝7,595.12≒7,600 kg 

 

表3-5　数式表（次ページへ続く）
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上層柱筋、丸桁筋に作用する支点反力Ｖ1、Ｖ2 
(Ｖ1＋Ｖ2)×2＝7,600 
Ｐ4×2.330＋Ｐ3×1.011－Ｖ2×0.982－(Ｐ1－687.50)×1.151－Ｐ0／2×1.939＝0 
Ｖ2＝(1,104.89×2.330＋921.53×0.982－198.01×1.151－1,316.94／2×1.939) 

／0.982＝2,010.84 kg≒2,010 kg 
Ｖ1＝7,600／2－2,010＝1,790 kg 

上層柱真から丸桁真までの水平距離 0.982 m、建物真までの水平距離 1.939 m 
丸桁桔木（桁行材）尻引付金具が丸桁桔木（梁間材）に及ぼす引き上げ力は、 

    2,010×0.982／1.939＝1,017.96 kg 
この丸桁桔木（桁行材）の下に丸桁桔木（隅行材）が４本組み合うことから、全体では 

1,017.96×(2＋1＋4)≒7,126 kg の最大引き上げ力が生じるものと考えられる。 
 
→丸桁桔木（梁間材）に作用する応力はほぼ釣り合っているが、丸桁桔木（梁間材）中央に 
応力負担を集中させたことで、桔木が全体に陸り上がったものとみられる。 

 
４．二の母屋桔木尻に作用する桔ね上げ力（上層柱直上の土居桁を支点とする） 
 

１㎡あたりの屋根荷重（空葺、下地含む）250×0.8＝200 kg／㎡ 
二の母屋桔木１本あたりの負担屋根面積 桔木間隔 1.05 m×流れ長さ 1.08 m＝1.134 ㎡ 
二の母屋桔木の負担屋根荷重 200×1.134＝226.80 kg 
土居桁から二の母屋までの水平距離 1.063 m、野棟木までの水平距離 1.877 m 

   茅負桔木尻引付金具に作用する桔ね上げ力 226.80×1.063／1.877＝128.44 kg 
丸桁桔木（梁間材）中央２本に対して、棟通りに作用する二の母屋桔木尻の桔ね上げ力は、 
正背面各４本、計８本分と考えられ、竣工時の棟通りに作用する桔ね上げ力の最大値は、 

    128.44×4／2＝256.88 kg となる。 
 
５．丸桁桔木（梁間材）の補強方針 
 

丸桁桔木上束に作用する鉛直荷重Ｐ’0、Ｐ’1、Ｐ’2、Ｐ’3、Ｐ’4（茅負桔木未考慮）を、竣工 
時（空葺）の屋根荷重 200 kg／㎡で算出し直す。 

Ｐ’0＝200×2.3875×1.00＋600×0.137×(2.69＋2.99)×0.79／2 
＋225×2.37＝1,195.17 kg 

Ｐ’1＝200×2.3875×1.18＋600×0.137×(2.00＋2.69)×0.94／2＝744.64 kg 
Ｐ’2＝200×2.3875×1.30＋600×0.137×(1.28＋2.00)×1.08／2＝766.34 kg 
Ｐ’3＝200×2.3875×1.38＋600×0.137×(0.58＋1.28)×1.19／2－226.80＝523.12 kg 
Ｐ’4＝200×2.3875×1.80＋600×0.137×0.58×1.28／2＝890.01 kg 

土居桁に作用する茅負桔木尻の桔ね上げ力 458.33×0.8×3／2＝550.00 kg 及び、 
棟通りに作用する二の母屋桔木尻の桔ね上げ力 256.88 kg を考慮すると、 
上層柱筋、丸桁筋に作用する支点反力Ｖ’1、Ｖ’ 2は、 

(Ｖ’1＋Ｖ’2)×2＝Ｐ’0－256.88＋(Ｐ’1－550.00＋Ｐ’2＋Ｐ’3＋Ｐ’4)×2 
＝5,686.51≒5,690 kg 

    Ｐ’4×2.330＋Ｐ’3×1.011－Ｖ’2×0.982－(Ｐ’1－550.00)×1.151 
－(Ｐ’0－256.88)／2×1.939＝0 

Ｖ’2＝(890.01×2.330＋523.12×1.011－194.64×1.151－938.29／2×1.939)／0.982 
＝1,495.81 kg≒1,495 kg （修理前の 74％） 

Ｖ’1＝5,690／2－1,495＝1,350kg （修理前の 75％） 
丸桁桔木（桁行材）尻引付金具が丸桁桔木（梁間材）に及ぼす最大の引き上げ力は、 
 1,495×0.982／1.939＝757.14 kg 全体で 757.14×(2＋1＋4)≒5,300 kg となる。 

 
→二の母屋桔木挿入後も丸桁桔木（梁間材）に作用する応力はおよそ釣り合っているとみられて、 
丸桁桔木（梁間材）中央での変形を抑制するため、桔木側面に鉄骨を圧着させて剛性を高める 
とともに、引き上げ力に対しては鉄骨ごと下方へ引き付けることで、応力集中の解消と桔木の 
変形抑制を図った。 
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第
四
章　

調
査
事
項

第
一
節　

大　
　
　

門

第
一
項　

修
理
前
の
破
損
状
況

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
解
体
修
理
さ
れ
て
以
来
、
一
〇
〇
年
あ
ま
り
根
本
的
な
修

理
は
な
く
、
上
層
軸
部
や
軒
廻
り
は
緩
み
が
生
じ
て
き
て
い
た
。
上
層
の
組
物
は
長
年
の
屋

根
荷
重
の
た
め
、
外
側
へ
大
き
く
倒
れ
出
て
し
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
屋
根
の
本
瓦
葺
き
は
全

体
に
滑
り
出
し
、
割
れ
や
欠
失
が
見
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
下
層
は
目
立
っ
た

腐
朽
や
傾
斜
、
不
陸
は
な
く
、
比
較
的
健
全
な
状
態
で
あ
っ
た
。

基　
　

礎

基
礎
の
基
壇
や
礎
石
は
目
立
っ
た
不
陸
、
破
損
等
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
軒
内
土
間
叩

き
に
経
年
に
よ
る
割
れ
が
見
ら
れ
た
。

軸　
　

部

下
層
は
目
立
っ
た
破
損
は
な
く
、
不
陸
、
傾
斜
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
上
層
は

経
年
に
よ
る
軸
部
の
緩
み
で
、
柱
に
若
干
の
不
陸
が
見
ら
れ
る
状
態
と
な
っ
て
い
た
。

組
物
・
軒
廻　

下
層
の
腰
組
は
、
一
部
を
除
き
特
に
目
立
っ
た
破
損
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

上
層
の
組
物
は
長
年
の
荷
重
で
外
側
へ
倒
れ
出
て
お
り
、
屋
根
回
り
の
不
陸
の
原
因
と
な
っ

て
い
た
。
巻
斗
や
大
斗
の
潰
れ
、
め
り
込
み
も
目
立
っ
て
き
て
い
た
。
軒
廻
り
は
地
垂
木
、

飛
檐
垂
木
が
全
体
的
に
垂
下
し
、
軒
先
の
茅
負
に
乱
れ
や
不
陸
が
生
じ
て
い
た
。
地
垂
木
、

飛
檐
垂
木
の
鼻
先
ま
わ
り
は
、
虫
害
に
よ
り
穴
が
空
き
、
ま
た
風
食
に
よ
り
摩
耗
し
た
垂
木

も
見
ら
れ
た
。
化
粧
裏
板
は
薄
く
、
各
所
で
乾
燥
収
縮
に
よ
り
割
れ
が
生
じ
て
い
た
。

隅
木
は
屋
根
荷
重
で
垂
下
し
て
き
て
い
た
。
正
面
南
側
の
軒
先
は
、
瓦
が
滑
り
出
し
た
た

め
、
茅
負
が
割
れ
、
裏
甲
が
倒
れ
出
し
て
き
て
い
た
。
不
陸
状
況
は
、
図
3-1
～
3-3
参
照
。

小
屋
組
・
屋
根
野
地

部
材
自
体
は
比
較
的
健
全
で
あ
っ
た
が
、
荷
重
に
よ
り
丸
桁
桔
が
む
く
り
上
が
り
、
丸
桁

を
桔
ね
上
げ
る
利
き
が
低
下
し
て
い
た
。
ま
た
放
射
状
に
入
れ
ら
れ
た
各
桔
木
も
尻
の
引
き

付
け
が
甘
く
な
っ
て
い
た
う
え
、
北
西
隅
の
桔
木
は
割
裂
し
か
か
っ
て
お
り
、
軒
先
の
垂
下

を
招
い
て
い
た
。
ま
た
南
東
野
隅
木
は
雨
漏
り
に
よ
り
上
端
が
腐
朽
し
て
い
た
。

屋
根
野
地
は
雨
漏
り
に
よ
り
、
野
地
板
の
腐
朽
が
各
所
に
生
じ
て
お
り
、
南
面
は
破
れ
て

し
ま
い
、
穴
が
空
い
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
野
垂
木
も
上
面
が
蒸
れ
腐
れ
し
、

修
理
が
必
要
な
状
態
で
あ
っ
た
。

屋　
　

根

本
瓦
葺
は
経
年
で
全
体
に
滑
り
出
し
や
乱
れ
が
見
ら
れ
る
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
特
に
南

面
の
滑
り
出
し
が
顕
著
で
、
軒
の
巴
瓦
、
唐
草
瓦
が
上
部
の
瓦
に
押
さ
れ
て
落
ち
か
か
っ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
瓦
の
滑
り
出
し
や
、
経
年
に
よ
る
割
れ
に
よ
り
、
各
所
で
雨
漏
り
が
生

じ
て
お
り
、
各
棟
積
み
も
乱
れ
、
瓦
を
根
本
的
に
葺
き
直
す
必
要
が
あ
っ
た
。

壁
下
層
壁
と
土
壁
の
漆
喰
塗
り
は
、
割
れ
が
目
立
つ
状
態
で
あ
っ
た
。
仁
王
像
背
面
板
壁
の

胡
粉
塗
り
は
風
化
に
よ
り
剥
が
れ
落
ち
て
き
て
い
た
。

第
二
項　

屋
根
・
野
地

屋
根
葺
の
概
要

屋
根
は
明
治
四
三
～
四
四
年
に
解
体
修
理
さ
れ
た
際
の
施
工
で
、
後
に
部
分
的
な
修
理
も

な
さ
れ
て
い
た
。
明
治
修
理
で
は
、
瓦
の
約
半
分
が
新
調
さ
れ
、
鬼
瓦
も
北
東
隅
棟
を
除
い

て
明
治
期
に
全
て
新
調
さ
れ
て
い
た
。
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軒　
　

瓦

再
用
軒
平
瓦
は
東
面
軒
先
に
集
約
さ
れ
、
八
割
以
上
が
明
治
補
足
瓦
で
あ
っ
た
。
再
用
軒

丸
瓦
も
大
方
東
面
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
明
治
補
足
瓦
が
全
体
の
六
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。

最
下
段
の
土
留
め
桟
へ
巻
き
付
け
た
銅
線
で
軒
平
瓦
尻
、
軒
丸
瓦
玉
縁
を
そ
れ
ぞ
れ
結
い
付

け
、
軒
丸
瓦
胴
部
に
は
鉄
製
角
断
面
の
瓦
釘
を
打
つ
。
軒
瓦
の
補
修
は
、
戦
前
に
一
回
、
戦

後
に
三
回
確
認
で
き
た
。

平　
　

葺

平
葺
は
概
ね
明
治
期
の
施
工
が
残
っ
て
い
た
。
明
治
修
理
で
は
平
瓦
及
び
丸
瓦
を
あ
る
程

度
分
類
・
集
約
し
て
葺
い
て
い
た
。
瓦
割
は
、
南
北
面
が
丸
瓦
各
五
〇
列
で
、
東
面
は
丸
瓦

三
九
列
、
西
面
は
丸
瓦
四
〇
列
と
東
西
面
で
異
な
る
。
寸
法
差
の
大
き
い
平
瓦
を
同
じ
筋
で

混
用
し
て
お
り
、
平
瓦
の
間
隔
は
不
均
一
で
、
古
瓦
の
再
用
を
優
先
し
た
結
果
と
思
わ
れ
た
。

葺
足
は
、
二
の
平
瓦
で
一
寸
五
分
、
以
降
五
寸
内
外
で
葺
き
登
っ
て
い
た
。
明
治
修
理
時

の
補
足
平
瓦
の
長
さ
九
寸
七
分
に
対
し
て
は
、
や
や
甘
い
葺
足
寸
法
と
い
え
る
。
平
瓦
は
八

～
十
枚
ご
と
に
、
丸
瓦
は
四
～
五
本
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
土
留
め
桟
か
ら
引
か
れ
た
銅
線
一

条
で
括
り
付
け
る
。
葺
土
は
褐
色
土
で
、
平
瓦
下
に
ベ
タ
葺
き
と
す
る
。
葺
土
厚
は
中
世
期

平
瓦
底
で
二
寸
三
分
、
近
世
期
平
瓦
底
で
は
三
寸
も
あ
り
、
葺
土
重
量
は
屋
根
面
積
一
㎡
あ

た
り
九
一
・
六
四
㎏
で
あ
っ
た
。
平
瓦
間
葺
土
内
に
は
多
量
の
瓦
片
が
含
ま
れ
、
古
瓦
を
そ

の
場
で
割
り
砕
い
て
い
た
。
平
葺
き
補
修
は
、
戦
前
に
一
回
、
戦
後
に
二
回
を
確
認
し
た
。

棟
積
み

棟
積
も
、
戦
前
に
一
回
、
戦
後
に
二
回
の
補
修
を
受
け
て
い
る
。
明
治
修
理
時
の
施
工
が

残
る
棟
積
は
、
北
流
れ
西
側
降
棟
と
南
西
・
北
西
の
隅
棟
で
、
大
棟
下
方
も
明
治
修
理
時
の

仕
様
が
残
る
。
い
ず
れ
の
棟
も
、
台
熨
斗
は
凹
面
に
分
割
線
と
櫛
目
を
付
け
た
明
治
補
足
瓦

を
用
い
、
割
熨
斗
・
捨
熨
斗
に
は
近
世
期
平
瓦
を
半
裁
転
用
し
、
衾
瓦
は
積
土
内
に
埋
め
込

ん
だ
巾
四
分
、
成
一
寸
の
杉
材
の
芯
木
に
括
り
付
け
た
銅
線
一
条
で
一
本
ご
と
に
玉
縁
を
結

い
付
け
る
。
熨
斗
瓦
も
三
～
四
枚
ご
と
に
銅
線
で
相
取
り
し
て
い
た
。

明
治
修
理
以
降
の
修
理

昭
和
三
年
頃
の
修
理
で
は
、
大
棟
で
衾
瓦
と
鳥
衾
瓦
が
新
調
さ
れ
、
芯
材
と
し
て
鉄
棒
を

埋
め
込
む
た
め
に
上
方
三
段
の
熨
斗
瓦
も
積
み
直
さ
れ
る
。
衾
瓦
は
玉
縁
を
も
た
ず
、
こ
の

鉄
棒
に
括
り
付
け
た
銅
線
で
引
き
付
け
ら
れ
る
が
、
積
土
内
に
は
旧
衾
瓦
引
付
用
の
芯
木
と

銅
線
も
残
存
し
て
い
た
。
こ
の
銅
線
の
間
隔
か
ら
、
旧
衾
瓦
は
現
状
よ
り
も
小
振
り
な
も
の

と
判
断
で
き
た
。
こ
の
他
、
南
流
れ
東
側
降
棟
と
南
東
隅
棟
で
は
台
熨
斗
を
残
す
形
で
の
積

み
直
し
、
北
流
れ
東
側
降
棟
で
も
最
下
段
割
熨
斗
を
残
す
形
で
の
積
み
直
し
が
行
わ
れ
て
、

南
東
隅
棟
で
は
衾
瓦
と
鳥
衾
瓦
が
新
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
面
で
は
平
瓦
の
、
北
面
で

は
丸
瓦
の
部
分
補
修
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
補
修
の
特
徴
は
、
棟
積
内
へ
の
鉄
棒
の
挿
入

と
補
足
瓦
と
し
て
多
宝
塔
下
層
所
用
瓦
の
使
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。

昭
和
三
六
年
に
は
、
北
東
隅
棟
で
の
台
熨
斗
以
上
の
積
み
直
し
を
中
心
に
、
大
棟
で
は
衾

瓦
と
そ
の
下
の
熨
斗
瓦
の
部
分
積
み
直
し
、
北
流
れ
東
側
降
棟
で
は
鳥
衾
瓦
と
そ
れ
に
続
く

衾
瓦
の
積
み
直
し
、
軒
瓦
や
丸
瓦
の
部
分
補
修
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
補
修
の
特
徴
は
、
積
土

に
赤
色
土
を
使
用
し
、
熨
斗
瓦
の
相
取
り
や
衾
瓦
の
銅
線
結
い
等
を
一
切
せ
ず
に
土
の
み
で

積
み
切
っ
て
い
る
点
で
、
熨
斗
瓦
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
銅
線
の
両
端
に
括
り
付
け
た
釘

を
熨
斗
瓦
間
に
差
し
込
ん
で
棟
積
全
体
を
帯
状
に
押
さ
え
て
い
た
。

昭
和
四
七
年
頃
に
も
軒
瓦
の
整
備
を
中
心
と
し
た
小
修
理
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
修
理
で

は
、
本
堂
の
新
調
軒
丸
瓦
及
び
中
古
軒
丸
瓦
を
使
用
し
、
南
蛮
漆
喰
に
て
葺
き
直
す
。

最
近
の
修
理
は
昭
和
五
五
年
度
で
、
南
流
れ
西
側
降
棟
で
鬼
瓦
の
据
え
直
し
を
含
め
た
積

み
直
し
と
、
軒
丸
瓦
の
取
り
替
え
や
据
え
直
し
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
補
修
の
特
徴
は
、

積
土
や
葺
土
に
南
蛮
漆
喰
を
用
い
る
点
で
、
施
工
か
ら
三
〇
年
ほ
ど
経
過
し
た
現
在
も
棟
積

は
安
定
し
て
い
た
が
、
熨
斗
瓦
へ
の
南
蛮
漆
喰
の
付
着
が
著
し
く
、
再
用
は
困
難
で
あ
っ
た
。

軒
丸
瓦
の
補
修
は
、
瓦
座
内
側
に
銅
線
を
結
い
付
け
た
丸
釘
を
打
ち
、
南
蛮
漆
喰
を
軒
先
側

三
分
の
二
程
度
ま
で
盛
り
、
残
り
と
続
く
丸
瓦
の
下
に
は
白
味
の
葺
土
を
置
く
。
昭
和
三
六

年
修
理
の
補
足
軒
丸
瓦
を
葺
き
直
し
た
箇
所
も
あ
っ
た
。

53

第四章　調 査 事 項



土
居
葺

土
居
葺
は
、
長
八
寸
、
巾
三
寸
五
分
内
外
、
厚
五
厘
の
サ
ワ
ラ
柾
の
手
割
り
板
を
、
葺
足

二
寸
五
分
～
三
寸
で
葺
き
登
り
、
鉄
釘
打
ち
で
葺
い
て
い
た
。
四
隅
の
軒
先
に
は
、
土
居
葺

上
へ
鉄
板
を
伏
せ
て
い
た
。
土
留
桟
は
、
巾
一
寸
三
分
、
成
五
分
程
度
の
ス
ギ
の
挽
立
て
材

を
土
居
葺
上
に
、
南
北
面
は
一
〇
段
、
東
西
面
は
六
段
廻
す
。
最
下
段
の
隅
付
近
は
軒
平
瓦

用
と
軒
丸
瓦
用
の
銅
線
を
括
る
た
め
二
列
沿
わ
せ
て
打
つ
。
箕
甲
部
分
で
は
、
梯
子
状
に
打

ち
付
け
た
桟
木
へ
括
り
付
け
た
銅
線
で
掛
瓦
を
引
き
付
け
る
。
い
ず
れ
も
明
治
修
理
時
の
施

工
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
が
、
全
体
的
に
腐
朽
が
著
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。

第
三
項　

木　
　

部

屋
根
野
地

屋
根
野
地
ま
わ
り
は
、
明
治
修
理
で
全
て
取
り
替
わ
っ
て
い
た
。

野
地
板
は
桧
の
板
材
で
、
厚
五
分
、
幅
は
八
寸
内
外
で
あ
っ
た
。
長
さ
は
玉
切
り
し
た
状

態
の
丸
太
長
さ
に
よ
っ
た
よ
う
で
、
一
間
程
度
の
板
か
ら
、
長
い
も
の
で
は
三
間
あ
ま
り
の

板
も
あ
っ
た
。
板
傍
は
突
き
つ
け
と
し
、
脳
天
釘
打
ち
に
留
め
て
い
た
。

裏
甲
・
瓦
座

裏
甲
と
瓦
座
も
全
て
明
治
修
理
材
で
あ
っ
た
。

裏
甲
は
切
目
裏
甲
形
式
で
、
厚
さ
二
寸
、
幅
は
利
き
幅
な
り
に
こ
し
ら
え
た
桧
材
で
あ
っ

た
。
板
傍
は
だ
ぼ
を
入
れ
込
み
、
茅
負
と
裏
甲
受
（
端
母
屋
）
に
脳
天
釘
打
ち
に
留
め
付
け

て
い
た
。
木
裏
、
木
表
の
勝
手
は
、
特
に
法
則
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

瓦
座
は
長
押
挽
き
し
た
成
六
〇
×
幅
八
〇
㎜
の
桧
材
で
、
上
面
を
瓦
繰
り
し
て
い
た
。
継

手
に
は
目
違
を
入
れ
、
裏
甲
に
釘
打
ち
し
て
留
め
て
い
た
。

樹
種
区
分

化
粧
材
に
は
当
初
材
が
多
く
残
る
。
そ
れ
ら
の
樹
種
を
大
別
す
る
と
、
柱
は
ケ
ヤ
キ
、
頭

貫
は
下
層
が
ヒ
ノ
キ
で
上
層
は
マ
ツ
、
大
斗
や
方
斗
、
隅
行
肘
木
は
ク
ス
、
通
肘
木
や
尾
垂

木
は
マ
ツ
で
、
巻
斗
は
下
半
が
マ
ツ
中
心
、
上
半
が
ク
ス
中
心
、
軒
支
輪
・
垂
木
・
茅
負
な

ど
軒
廻
り
材
は
ヒ
ノ
キ
、
と
い
う
使
い
分
け
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
中
古
に
ト
ガ
を
用
い

た
修
理
が
存
在
し
、
軒
支
輪
修
理
と
の
関
連
も
う
か
が
え
た
。
明
治
修
理
の
補
足
材
は
、
化

粧
材
に
ケ
ヤ
キ
と
ヒ
ノ
キ
、
野
物
材
に
ヒ
ノ
キ
と
ト
ガ
を
用
い
る
。

下
層
軸
組

下
層
柱
に
は
腰
貫
、
飛
貫
、
頭
貫
が
入
る
。
腰
貫
は
小
根
枘
差
し
に
納
ま
る
が
、
飛
貫
は

大
入
れ
と
す
る
。
桁
行
方
向
の
腰
貫
は
、
正
面
側
に
比
べ
て
背
面
側
が
二
二
一
㎜
高
い
。
頭

貫
の
反
り
増
し
は
確
認
で
き
な
い
。

現
在
は
解
放
と
な
る
正
面
両
脇
間
、
及
び
、
土
壁
と
な
る
両
側
面
で
は
、
柱
間
に
水
平
部

材
が
取
り
付
い
た
仕
口
の
痕
跡
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
結
界
に
関
わ
る
も
の
と
み
ら
れ
る

が
、
頭
貫
直
下
の
仕
口
は
飛
貫
と
干
渉
す
る
た
め
、
飛
貫
が
中
古
補
足
材
の
可
能
性
も
残
る
。

明
治
修
理
で
取
り
替
え
た
西
面
中
央
柱
は
、
上
層
内
部
西
側
の
柱
に
転
用
さ
れ
て
い
た
。

上
層
軸
組

上
層
で
は
、
北
東
隅
柱
を
起
点
「
い
」
と
し
た
廻
り
番
付
の
墨
書
が
確
認
で
き
た
。
柱
は

柱
盤
へ
二
枚
平
枘
差
し
に
納
ま
る
が
、
明
治
修
理
で
一
方
の
枘
を
角
枘
に
変
更
し
た
箇
所
も

み
ら
れ
た
。
頭
貫
は
東
面
の
二
間
通
し
材
と
南
面
東
間
、
内
部
棟
通
り
筋
の
中
央
間
及
び
東

間
に
当
初
材
を
残
す
。
樹
種
は
マ
ツ
で
、
成
は
六
寸
、
隅
で
五
分
の
反
り
増
し
を
付
け
る
。

柱
天
を
柱
盤
上
面
か
ら
一
、
〇
六
一
㎜
（
三
尺
五
寸
）
に
揃
え
る
た
め
に
、
足
元
を
柱
盤
へ

大
入
れ
に
落
と
し
込
ん
だ
り
、
頂
部
を
切
り
縮
め
て
調
整
し
て
い
た
。
ま
た
、
成
六
寸
五
分

の
明
治
補
足
頭
貫
に
合
わ
せ
て
、
各
柱
の
頭
貫
仕
口
も
彫
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
一
方
で
、

東
面
の
一
段
目
壁
付
肘
木
は
、
間
斗
束
と
の
取
り
合
い
仕
口
に
勾
配
が
付
い
て
い
る
。
そ
の

勾
配
と
頭
貫
の
反
り
増
し
、
頭
貫
仕
口
の
調
整
具
合
か
ら
、
五
分
程
度
の
隅
延
び
が
あ
っ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。
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軒
支
輪
・
軒
支
輪
裏
板

軒
支
輪
及
び
軒
支
輪
裏
板
は
、
明
治
修
理
時
の
施
工
が
残
る
。
軒
支
輪
は
、
下
端
は
天
井

桁
へ
大
入
れ
、
上
端
は
丸
桁
内
面
へ
丸
釘
止
め
と
す
る
。
裏
面
に
は
解
体
番
付
が
墨
書
き
さ

れ
て
お
り
、
概
ね
番
付
通
り
に
組
み
直
さ
れ
て
い
た
。
垂
下
し
た
軒
に
引
っ
張
ら
れ
る
格
好

で
、
中
央
や
や
下
寄
り
の
位
置
で
割
れ
裂
け
た
部
材
が
目
立
っ
た
。
明
治
修
理
前
も
同
様
の

破
損
傾
向
が
あ
っ
た
様
で
、
明
治
修
理
で
下
半
を
突
き
付
け
・
丸
釘
止
め
で
接
木
し
た
部
材

も
あ
り
、
再
び
破
損
を
来
し
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
た
。

樹
種
及
び
品
質
、
木
取
り
、
曲
面
の
加
工
具
合
、
表
面
の
風
化
具
合
、
赤
色
系
塗
膜
の
残

存
状
態
、
止
め
釘
痕
な
ど
の
観
察
に
よ
り
、
次
の
六
種
類
に
分
類
で
き
た
。
当
初
比
定
材
は

九
八
本
、
明
治
修
理
以
前
の
中
古
補
足
材
と
し
て
、
中
古
材
Ａ
が
二
四
本
、
中
古
材
Ｂ
が
一

六
本
、
中
古
材
Ｃ
が
五
本
、
中
古
材
Ｄ
が
三
本
存
在
し
た
。
明
治
補
足
材
は
二
二
本
で
あ
っ

た
。
中
古
材
Ａ
は
ト
ガ
材
で
寛
文
年
間
頃
、
以
降
、
各
時
の
修
理
で
異
な
る
手
の
補
足
材
が

入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

軒
廻
り

今
回
の
修
理
で
は
飛
檐
垂
木
四
本
の
解
体
に
留
ま
り
、
化
粧
隅
木
と
木
負
も
す
べ
て
明
治

補
足
材
に
取
り
替
わ
っ
て
い
る
た
め
、
旧
状
の
軒
廻
り
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
飛
檐
垂
木

の
木
負
前
面
位
置
で
の
風
食
差
痕
、
化
粧
裏
板
の
張
り
替
え
回
数
、
配
付
飛
檐
垂
木
の
移
設

状
況
な
ど
か
ら
、
明
治
以
前
に
軒
廻
り
以
上
の
解
体
修
理
が
三
回
以
上
は
存
在
す
る
と
推
測

で
き
た
。
垂
木
上
面
に
は
明
治
修
理
時
の
解
体
番
付
と
み
ら
れ
る
墨
書
が
あ
り
、
概
ね
旧
位

置
を
踏
襲
し
て
い
る
。
墨
書
位
置
の
木
肌
は
調
整
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
古
い
番
付
墨
書

が
残
る
部
材
も
あ
っ
た
。

茅
負
桔
木
吊
り
金
具
の
仕
口
が
残
る
飛
檐
垂
木
に
お
い
て
、
そ
の
配
置
状
況
と
番
付
墨
書

か
ら
、
明
治
修
理
前
の
茅
負
桔
木
が
各
面
で
現
状
よ
り
二
本
ず
つ
少
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
た
。
ま
た
、
化
粧
裏
板
の
張
り
替
え
回
数
か
ら
、
茅
負
桔
木
吊
り
金
具
が
明
治
修
理
よ

り
二
時
期
前
の
補
足
材
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
化
粧
裏
板
取
り
替
え
の
た
め
に
止
め
釘

を
い
っ
た
ん
外
し
た
、
北
面
東
よ
り
五
五
本
目
の
地
垂
木
は
、
明
治
修
理
以
前
か
ら
の
飛
檐

垂
木
転
用
材
で
、
飛
檐
垂
木
時
分
の
角
釘
も
残
存
し
て
い
た
。

茅
負
は
、
南
面
東
側
、
西
面
北
側
、
北
面
中
央
に
当
初
と
み
ら
れ
る
三
材
が
残
る
が
、
い

ず
れ
も
明
治
修
理
時
に
上
面
や
留
先
部
分
を
調
整
し
て
い
る
。
切
裏
甲
を
解
体
し
た
南
面
東

側
の
茅
負
に
お
い
て
、
二
回
分
以
上
の
角
釘
止
め
痕
跡
を
確
認
し
た
。
茅
負
の
断
面
は
Ｌ
型

で
、
眉
の
形
は
矩
决
り
と
す
る
。
明
治
修
理
で
茅
負
内
側
に
巾
五
寸
の
茅
負
桔
木
の
杓
子
枘

仕
口
が
彫
り
足
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
茅
負
上
面
に
は
、
裏
甲
に
対
し
て
大
き
す
ぎ
る
角
釘

痕
跡
も
存
在
し
、
茅
負
桔
木
を
引
き
付
け
た
鎹
の
痕
跡
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

茅
負
桔
木
は
、
隅
に
ト
ガ
を
用
い
る
他
は
ヒ
ノ
キ
で
あ
っ
た
。
先
端
を
茅
負
に
杓
子
枘
差

し
に
納
め
、
尻
手
は
地
棟
や
土
居
桁
へ
ボ
ー
ル
ト
で
縫
い
付
け
て
い
た
。

小
屋
組

小
屋
組
材
は
、
土
居
桁
の
一
部
に
旧
丸
桁
を
転
用
す
る
他
は
、
す
べ
て
明
治
補
足
材
に
取

り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
小
屋
束
は
、
地
隅
木
尻
を
両
端
と
し
て
東
西
五
筋
で
計
画
し
た
も
の

を
、
施
工
中
に
東
西
四
筋
へ
変
更
し
て
い
た
。
こ
の
変
更
は
、
先
述
し
た
茅
負
桔
木
の
増
補

と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。

野
母
屋
は
、
丸
桁
直
上
を
基
準
と
し
て
、
南
北
面
四
段
、
東
西
面
三
段
を
組
む
。
野
隅
木

は
、
建
物
中
央
と
裏
甲
留
先
を
結
ぶ
軸
線
上
に
配
す
る
。

野
垂
木
は
ヒ
ノ
キ
の
挽
き
角
材
で
、
野
地
板
に
は
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
ト
ガ
も
併
用
し
て
い

た
。
い
ず
れ
も
手
曳
き
鋸
で
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
。
野
垂
木
は
成
五
五
㎜
、
巾
六
〇
㎜
、
四

五
〇
㎜
間
隔
で
野
母
屋
に
丸
釘
止
め
と
す
る
。
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第
二
節　

多　

宝　

塔

第
一
項　

修
理
前
の
破
損
状
況

多
宝
塔
は
昭
和
二
～
三
年
（
一
九
二
七
～
二
八
）
に
解
体
修
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
後

の
根
本
修
理
は
な
く
、
近
年
屋
根
の
経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
こ

と
に
下
層
北
面
屋
根
で
は
瓦
の
滑
り
出
し
に
よ
り
、
雨
漏
り
を
来
し
、
裏
甲
が
腐
朽
し
、
脱

落
し
か
か
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

上
層
の
亀
腹
に
は
、
経
年
に
よ
り
亀
裂
が
入
り
、
剥
離
し
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。相

輪
は
全
体
に
腐
食
し
、
受
花
や
宝
輪
は
錆
び
て
、
穴
が
空
い
た
り
折
れ
て
し
て
し
ま
い
、

脱
落
し
て
い
る
部
品
も
あ
っ
た
。

一
方
で
軸
組
や
小
屋
組
は
、
目
立
っ
た
腐
朽
や
、
傾
斜
、
不
陸
は
な
く
、
健
全
で
あ
っ
た
。

基　
　

礎

基
礎
じ
た
い
に
目
立
っ
た
沈
下
等
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

木　
　

部

軸
部
や
軒
ま
わ
り
は
基
本
的
に
健
全
で
あ
っ
た
が
、
下
層
北
側
軒
ま
わ
り
に
腐
朽
が
見
ら

れ
た
。
こ
の
部
分
は
瓦
の
滑
り
出
し
に
よ
り
雨
漏
り
を
来
し
、
裏
甲
が
腐
朽
し
て
折
損
し
た

う
え
、
茅
負
ま
で
部
分
的
に
腐
朽
し
て
い
た
。

ま
た
下
層
野
地
板
は
上
層
の
雨
落
ち
部
分
を
中
心
に
雨
漏
り
に
よ
り
腐
朽
が
進
ん
で
お
り
、

修
理
が
必
要
な
状
態
で
あ
っ
た
。

屋　
　

根

下
層
屋
根
は
北
面
で
一
部
が
滑
り
出
し
、
軒
先
で
雨
漏
り
を
来
し
て
お
り
、
葺
き
直
し
が

必
要
な
状
態
で
あ
っ
た
。
事
業
の
当
初
は
下
層
北
面
の
み
の
葺
き
替
え
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、

軒
足
場
を
建
設
し
、
上
層
も
含
め
屋
根
面
を
精
査
し
た
結
果
、
各
所
に
瓦
の
割
れ
が
見
ら
れ

る
状
態
で
、
全
面
的
な
葺
き
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
。

亀　
　

腹

上
層
亀
腹
は
漆
喰
塗
り
に
亀
裂
が
入
り
、
修
理
が
必
要
で
あ
っ
た
。

相　
　

輪

鋳
鉄
製
の
相
輪
は
経
年
に
よ
り
腐
食
し
、
屋
根
瓦
に
錆
び
が
流
れ
出
し
て
い
た
。
受
花
の

花
弁
や
宝
輪
は
錆
び
て
穴
が
空
い
た
り
欠
け
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
宝
輪
は
最
上

部
の
一
つ
が
脱
落
欠
失
し
て
お
り
、
本
来
九
輪
で
あ
っ
た
も
の
が
八
輪
と
な
っ
て
い
た
。

第
二
項　

屋
根
・
野
地

屋
根
葺
の
概
要

多
宝
塔
は
上
層
と
下
層
と
で
瓦
の
大
き
さ
が
異
な
っ
て
お
り
、
上
層
は
下
層
に
対
し
小
さ

い
。
特
徴
的
な
瓦
構
成
で
あ
っ
た
。

現
状
は
昭
和
二
～
三
年
に
修
理
さ
れ
て
以
来
、
根
本
的
な
葺
き
替
え
は
な
い
が
、
部
分
的

に
、
昭
和
二
六
、
三
六
、
四
七
年
に
修
理
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
修
理
の
瓦
配
置

下
層
軒
平
瓦
は
東
面
と
北
面
に
近
世
瓦
八
種
六
四
枚
、
南
面
と
西
面
に
昭
和
補
足
瓦
七
二

枚
、
軒
丸
瓦
は
南
面
・
東
面
・
北
面
東
半
に
中
世
瓦
一
一
種
四
六
本
と
近
世
瓦
一
一
種
三
二

本
を
配
し
、
残
り
が
昭
和
補
足
瓦
で
あ
っ
た
。

下
層
平
瓦
は
北
面
に
近
世
瓦
を
集
め
、
そ
の
他
は
昭
和
補
足
瓦
二
種
で
あ
っ
た
。
丸
瓦
は

南
面
・
東
面
に
中
世
瓦
と
近
世
瓦
、
西
面
・
北
面
は
昭
和
補
足
瓦
で
あ
っ
た
。
軒
平
瓦
と
平

瓦
に
は
中
世
瓦
は
な
く
、
ま
た
中
世
軒
丸
瓦
に
対
し
中
世
丸
瓦
の
残
存
率
も
低
か
っ
た
。

上
層
軒
平
瓦
は
各
面
と
も
中
央
二
〇
枚
ず
つ
を
中
世
軒
平
瓦
で
揃
え
、
中
世
瓦
は
南
面
の

二
種
七
本
の
み
で
あ
っ
た
。
中
世
平
瓦
は
東
南
北
の
三
面
に
、
中
世
丸
瓦
は
南
面
に
配
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
上
層
東
面
に
集
約
さ
れ
て
い
た
旧
下
層
所
用
の
軒
平
瓦
及
び
平
瓦
は
、
瓦
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当
巾
六
寸
五
分
の
軒
平
瓦
11
番
や
13
番
に
合
わ
せ
、
片
傍
を
欠
き
落
し
て
再
用
し
て
い
た
。

軒　
　

瓦

昭
和
修
理
補
足
軒
平
瓦
は
、
上
層
が
均
整
唐
草
文
11
番
（
番
号
は
後
述
四
節
参
照
）、
下

層
は
均
整
唐
草
文
12
番
に
倣
っ
て
い
た
。
軒
丸
瓦
も
同
様
、
古
手
に
倣
っ
て
お
り
、
昭
和
修

理
は
唐
草
文
と
三
ッ
巴
文
の
組
み
合
わ
せ
で
整
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

上
下
層
と
も
に
、
軒
平
瓦
は
尻
手
中
央
を
銅
線
一
条
引
き
付
け
、
軒
丸
瓦
は
胴
部
釘
止
め

と
玉
縁
銅
線
一
条
引
き
付
け
と
し
て
い
た
。

平　
　

葺

瓦
割
は
、
上
下
層
で
瓦
大
き
さ
が
異
な
る
た
め
、
下
層
は
八
寸
五
分
、
上
層
は
七
寸
で
あ

っ
た
。
下
層
平
瓦
の
葺
足
は
三
寸
五
分
内
外
（
両
隅
八
筋
は
三
寸
）、
上
層
葺
足
は
、
二
の

平
瓦
で
二
寸
七
分
内
外
、
以
降
三
寸
六
分
内
外
（
両
隅
は
三
寸
）
で
葺
き
登
っ
て
い
た
。

平
瓦
は
五
～
六
枚
ご
と
、
丸
瓦
は
二
～
三
本
ご
と
に
銅
線
一
条
で
括
り
付
け
、
平
瓦
下
の

葺
土
は
昭
和
修
理
の
褐
色
土
で
、
葺
土
厚
は
平
瓦
底
で
一
寸
四
分
で
あ
っ
た
。

隅
棟
積

隅
棟
で
は
、
上
層
南
西
に
中
世
期
の
鬼
瓦
を
残
す
他
、
修
理
時
期
を
特
定
で
き
る
資
料
と

し
て
、
下
層
南
東
隅
鬼
裏
側
の
篦
書
き
紀
年
「
安
永
九
年
」（
一
七
八
〇
）
を
確
認
し
た
。

こ
の
頃
と
み
ら
れ
る
軒
平
瓦
が
一
手
で
四
〇
枚
確
認
で
き
て
、
江
戸
中
期
の
屋
根
葺
替
修
理

が
想
定
さ
れ
た
。
亀
腹
下
や
露
盤
下
の
際
熨
斗
は
、
昭
和
修
理
時
の
施
工
が
残
る
。
積
土
は

石
灰
分
の
極
め
て
高
い
漆
喰
土
で
あ
っ
た
。

昭
和
修
理
以
降
の
修
理

昭
和
二
六
年
の
修
理
は
、
前
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
を
受
け
て
の
災
害
復
旧
と
し
て
実
施
さ

れ
、
寺
蔵
の
書
類
か
ら
当
時
の
被
害
状
況
や
施
工
状
況
も
う
か
が
い
知
れ
た
。
主
に
隅
棟
と

上
層
軒
瓦
の
補
修
が
行
わ
れ
、
申
請
書
添
付
の
西
面
修
理
前
写
真
と
精
算
書
添
付
の
西
面
竣

工
写
真
か
ら
は
軒
丸
瓦
34
番
の
取
り
替
え
等
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
葺
土
の
状
況
か
ら
、

上
層
東
面
上
方
で
の
平
葺
き
部
分
補
修
も
確
認
し
た
。

昭
和
三
六
年
の
修
理
は
、
第
二
室
戸
台
風
を
受
け
て
の
災
害
復
旧
と
し
て
実
施
さ
れ
、
施

工
状
況
か
ら
主
に
下
層
屋
根
と
相
輪
の
補
修
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
下
層
で
は
、

補
足
軒
丸
瓦
一
〇
本
を
含
む
二
六
本
が
赤
色
土
で
葺
き
直
さ
れ
、
北
面
で
平
瓦
の
部
分
補
修

も
確
認
し
た
。
上
層
隅
棟
で
も
小
修
理
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

昭
和
四
七
年
頃
の
修
理
は
、
本
堂
屋
根
葺
替
修
理
契
機
の
整
備
と
し
て
、
上
下
層
の
隅
棟

で
台
熨
斗
の
一
部
と
そ
れ
以
上
を
南
蛮
漆
喰
で
積
み
直
す
。
棟
丸
瓦
は
本
堂
所
用
の
近
世
期

丸
瓦
を
転
用
し
、
旧
棟
丸
瓦
は
平
葺
き
補
修
用
と
し
て
再
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
、
下
層

で
一
〇
本
、
上
層
で
二
本
の
軒
丸
瓦
が
南
蛮
漆
喰
で
葺
き
直
さ
れ
、
上
層
で
は
平
瓦
破
損
箇

所
に
銅
板
を
敷
き
込
む
補
修
や
、
南
蛮
漆
喰
の
丸
瓦
補
修
が
東
西
北
で
散
見
さ
れ
た
。

土
居
葺

土
居
葺
は
、
長
さ
九
寸
、
巾
三
寸
内
外
の
ス
ギ
柾
の
手
割
り
板
を
、
葺
足
一
寸
五
～
八
分

で
野
地
板
上
へ
竹
釘
打
ち
に
葺
い
て
い
た
。
隅
背
は
扇
形
に
回
さ
ず
、
隅
方
向
に
葺
い
て
納

め
て
い
た
。
な
お
、
文
化
財
選
定
保
存
技
術
保
持
者
で
あ
っ
た
谷
上
伊
三
郎
氏
の
『
檜
皮
葺

の
技
法
─
選
定
保
存
技
術
の
記
録
』（
一
九
八
〇
）
に
あ
る
氏
の
施
工
経
歴
に
は
、
こ
の
多

宝
塔
が
最
初
期
の
施
工
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

土
留
桟
は
、
巾
一
寸
七
分
、
成
六
分
の
ス
ギ
の
挽
立
て
材
を
一
尺
ご
と
に
配
し
て
、
下
層

で
は
九
段
（
東
面
は
軒
先
で
一
段
多
い
）、
上
層
は
一
〇
段
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
昭
和
修

理
時
の
施
工
で
あ
る
。

野　
　

地

小
屋
組
は
上
下
層
共
に
、
茅
負
桔
木
上
に
束
を
介
し
て
据
え
た
野
母
屋
上
へ
、
ス
ギ
丸
鋸

挽
き
、
厚
み
二
七
㎜
内
外
の
厚
い
野
地
板
を
、
流
れ
方
向
に
張
っ
て
い
た
。
全
て
昭
和
修
理

材
で
あ
っ
た
。
野
地
板
に
は
反
り
が
付
か
な
い
。
昭
和
修
理
前
の
断
面
図
を
み
て
も
、
上
か

ら
二
段
目
の
母
屋
を
境
に
、
上
方
は
厚
手
の
野
地
板
を
縦
張
り
、
下
方
は
野
垂
木
を
介
し
て

野
地
板
を
横
張
り
と
し
て
お
り
、
三
寸
三
分
三
厘
と
緩
勾
配
の
下
層
野
地
は
、
以
前
か
ら
傷

み
易
い
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
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第
三
項　

相　
　

輪

一
　
相
輪
の
形
式
に
つ
い
て

修
理
前
の
相
輪
は
八
輪
の
形
式
で
あ
っ
た
。
大
方
の
重
塔
の
相
輪
は
九
輪
で
あ
り
、
八
輪

は
他
に
當
麻
寺
東
塔
・
西
塔
し
か
見
あ
た
ら
な
く
、
そ
の
点
で
、
当
寺
の
塔
は
異
色
と
も
い

え
る
形
式
で
あ
っ
た
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
に
ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
群
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
長
保
寺

の
多
宝
塔
の
古
写
真
も
あ
る
。
主
に
は
昭
和
二
～
三
年
修
理
の
写
真
で
、
修
理
前
の
撮
影
も

含
め
三
〇
点
が
あ
る
。
こ
の
写
真
に
お
い
て
昭
和
修
理
の
竣
工
写
真
を
確
認
す
る
と
、
相
輪

は
九
輪
で
写
る
（
写
真
4-2
）。
写
真
と
現
状
と
を
比
較
す
る
と
一
番
上
部
の
宝
輪
9
に
違
い

が
あ
り
、
現
状
は
宝
輪
9
が
無
い
状
態
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
同
研
究
所
所
蔵
の
保
存
図
に
も
、
昭
和
修
理
の
相
輪
詳
細
図
が
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
も
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
九
輪
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
16
）。

現
状
の
相
輪
を
確
認
す
る
と
宝
輪
9
が
掛
か
る
擦
管
の
縁
が
腐
食
し
欠
落
し
て
お
り
、
本

来
九
輪
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
修
理
以
降
、
擦
管
の
縁
が
破
損
し
、
宝
輪
が
脱
落
、
欠
失

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

昭
和
修
理
前
の
写
真
（
写
真
4-1
）
を
見
る
と
、
八
輪
で
写
っ
て
い
る
が
、
良
く
観
察
す
る

と
宝
輪
が
一
つ
脱
落
し
、
下
の
宝
輪
に
被
さ
っ
て
い
る
の
が
確
認
出
来
る
。
昭
和
修
理
精
算

書
（
第
五
章
第
一
節
第
一
項
）
を
見
る
と
、
相
輪
修
理
は
旧
来
の
形
式
を
「
厳
襲
」
し
た
と

あ
る
。
補
足
材
の
明
細
か
ら
は
、
擦
管
や
露
盤
、
伏
鉢
等
は
補
足
さ
れ
て
い
る
が
、
宝
輪
は

一
つ
の
み
で
あ
り
、
宝
輪
の
多
く
は
昭
和
修
理
で
再
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
現
物
で
の

観
察
で
も
判
別
出
来
た
。

こ
れ
ら
か
ら
昭
和
修
理
に
あ
た
っ
て
は
、
他
例
に
倣
っ
て
整
備
す
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず

に
、
旧
来
の
形
式
を
尊
重
し
て
修
理
さ
れ
、
九
輪
に
復
旧
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
今
回

修
理
で
は
欠
失
し
て
い
た
宝
輪
9
を
昭
和
修
理
保
存
図
を
元
に
製
作
し
、
復
旧
し
た
。

写真4-1　多宝塔昭和₂年修理前（撮影時期不明・大正期
　　　　 か・奈良文化財研究所蔵乾板写真）

写真4-2　多宝塔昭和₃年修理竣工写真
　　　　（奈良文化財研究所蔵乾板写真）
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な
お
当
寺
の
庫
裏
内
に
、
相
輪
擦
管
が
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
昭
和
修
理
で
再
用

さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
（
写
真
80
）。
宝
珠
下
に
位
置
し
て
火
炎
を
受
け
る
擦
管

で
、
現
状
（
昭
和
修
理
補
足
品
）
と
同
形
同
大
で
あ
る
。
側
面
に
は
「
奉
建
立
／
熊
野
本
宮

／
九
輪
筒
之
同
」
の
陽
刻
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
銘
文
に
な
ぜ
熊
野
本
宮
の
九
輪
と

同
じ
と
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

二
　
相
輪
化
学
分
析

調
査
方
法

解
体
し
た
多
宝
塔
相
輪
部
材
の
う
ち
二
点
に
つ
い
て
、
住
友
金
属
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会

社
研
究
支
援
事
業
部
材
料
評
価
部
材
料
機
能
評
価
室
に
お
い
て
、
化
学
分
析
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
材
は
擦
管
1
お
よ
び
宝
輪
5
で
、
擦
管
1
は
昭
和
三
年
鋳
造
品
、
宝
輪
は
昭
和
修
理
以

前
品
（
時
期
不
明
）
で
あ
る
。
調
査
は
次
の
通
り
の
項
目
で
実
施
し
た
。

1　

外
観
お
よ
び
拡
大
撮
影
、
観
察
︲
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影

2　

	

鋼
材
断
面
組
織
観
察
︲
断
面
の
金
属
組
織
を
光
学
顕
微
鏡
（
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス

コ
ー
プ
）
に
て
観
察
・
撮
影

3　

	

鋼
材
構
成
元
素
分
析
︲
構
成
成
分
を
プ
ラ
ズ
マ
発
光
分
光
分
析
装
置
（SII

ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
製SPS3100H

V
U
V

型
）
を
用
い
て
分
析
。

調
査
結
果

1
　
外
観
観
察

腐
食
は
ほ
ぼ
全
面
で
、
擦
管
1
で
は
擦
管
2
と
の
つ
な
ぎ
目
の
隙
間
部
に
、
宝
輪
5
で
は

側
面
部
に
局
部
腐
食
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
両
部
材
共
に
割
れ
が
見
ら
れ
た
。

宝
輪
5
は
裏
面
片
側
に
腐
食
減
肉
が
集
中
し
、
層
状
の
さ
び
剥
離
が
発
生
し
て
お
り
、
表

面
は
さ
び
の
脱
落
が
見
ら
れ
ず
、
比
較
的
き
れ
い
な
状
態
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
部

に
あ
る
宝
輪
等
の
影
響
や
設
置
箇
所
環
境
（
風
向
き
・
方
角
等
）
の
影
響
に
よ
り
、
腐
食
加

速
因
子
で
あ
る
海
塩
粒
子
の
付
着
具
合
が
異
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
表
面

写真4-4　擦管₁断面拡大 写真4-3　擦管₁断面

写真4-6　宝輪₅断面拡大 写真4-5　宝輪₅断面
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に
つ
い
て
は
、
雨
水
に
よ
り
海
塩
粒
子
は
定
期
的
に
洗
浄
さ
れ
る
が
、
裏
面
は
洗
浄
作
用
が

得
ら
れ
に
く
く
、
海
塩
粒
子
が
多
い
ほ
ど
腐
食
が
進
行
す
る
た
め
で
あ
る
。

2
　
鋼
材
断
面
組
織
観
察

断
面
組
織
観
察
の
結
果
を
写
真
4-3
，
4
，
5
，
6
に
示
す
。

構
成
組
織
は
擦
管
1
、
宝
輪
5
共
に
フ
ェ
ラ
イ
ト
・
パ
ー
ラ
イ
ト
組
織
中
に
黒
鉛
が
片
状

に
分
散
し
て
い
る
、「
片
状
黒
鉛
鋳
鉄
」
あ
る
い
は
「
ね
ず
み
鋳
鉄
」
で
あ
る
。
黒
い
部
分

が
黒
鉛
、
白
い
部
分
が
フ
ェ
ラ
イ
ト
組
織
、
灰
色
部
分
は
パ
ー
ラ
イ
ト
組
織
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
宝
輪
5
は
片
状
黒
鉛
部
に
加
え
、
塊
状
黒
鉛
も
多
く
確
認
さ
れ
た
。

各
部
材
を
比
較
す
る
と
、
擦
管
1
に
比
べ
て
宝
輪
5
で
は
片
状
黒
鉛
の
大
き
さ
が
小
さ
く
、

ま
た
生
成
量
自
体
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。
こ
れ
は
肉
厚
の
関
係
で
、

鋳
造
し
て
か
ら
固
ま
る
ま
で
の
冷
却
速
度
の
差
が
あ
る
た
め
、
薄
肉
で
あ
る
宝
輪
部
材
は
黒

鉛
生
成
が
少
な
く
な
っ
た
か
、
製
作
時
期
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
黒
鉛
が
片
状
に
晶
出
し
て
い
る
組
織
で
は
、
伸
び
が
小
さ
く
、
ま
た

脆
い
た
め
衝
撃
に
弱
い
と
い
う
欠
点
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
両
部
材
に
お
い
て
台
風

や
地
震
等
に
よ
る
強
い
揺
れ
に
よ
り
負
荷
が
か
か
り
、
腐
食
に
よ
る
減
肉
も
影
響
し
て
亀
裂

が
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

強
度
・
靭
性
の
面
で
考
え
る
と
、
Mg
や
Ca
な
ど
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
り
黒
鉛
を
球
状
化

さ
せ
た
「
球
状
黒
鉛
鋳
鉄
」
あ
る
い
は
「
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
」
を
使
用
す
る
こ
と
で
改
善
す

 

 

Ｓ
（
い
お
う
）
の
五
種
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
と
し
て
は
以
下
の
内
容
が
あ
げ
ら
れ
る
。

Ｃ
：	

存
在
比
が
多
い
ほ
ど
流
動
性
が
増
し
、
溶
融
点
も
低
下
し
縮
小
も
少
な
く
、
鋳
物
を

つ
く
り
や
す
く
す
る
。
し
か
し
析
出
し
た
黒
鉛
自
体
は
脆
い
た
め
衝
撃
に
弱
い
。

Si
：	

存
在
比
が
多
い
ほ
ど
Ｃ
の
黒
鉛
化
を
促
進
す
る
。
よ
っ
て
通
常
は
冷
却
速
度
が
速
く
、

黒
鉛
の
生
成
が
起
こ
り
に
く
い
も
の
ほ
ど
Si
量
を
多
く
す
る
。

Mn
：	

Ｓ
を
MnS
と
し
て
取
り
除
く
た
め
に
加
え
る
。
Ｓ
と
結
合
し
な
い
Mn
自
体
は
黒
鉛
の
生

成
を
妨
げ
る
。

Ｐ
：	

流
動
性
を
よ
く
す
る
が
、
一
般
的
に
は
有
害
な
元
素
で
あ
り
、
鋳
物
に
巣
が
で
き
や

す
く
な
り
、
さ
ら
に
低
温
脆
性
（
低
温
で
使
用
す
る
際
脆
く
な
る
）
を
引
き
起
こ
す
。

Ｓ
：	

流
動
性
を
悪
く
し
、
さ
ら
に
FeS
を
形
成
す
る
事
で
割
れ
を
誘
発
す
る
。
Mn
が
十
分
に

存
在
す
れ
ば
害
を
及
ぼ
す
事
は
少
な
い
。

他
の
元
素
に
つ
い
て
は
、
存
在
は
検
出
さ
れ
た
も
の
の
、
ご
く
微
量
で
あ
っ
た
た
め
ほ
と

ん
ど
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

擦
管
1
は
Ｃ
：
3
．
6
8
％
，
Si
：
1
．
7
6
％
，
Mn
：
0
．
7
1
％
，
P
：
0
．
4
7

％
，
S
：
0
．
0
5
1
％
と
ご
く
一
般
的
な
鋳
鉄
の
組
成
で
あ
っ
た
が
、
宝
輪
5
は
Ｃ
お
よ

び
P
，
S
以
外
の
元
素
比
が
非
常
に
小
さ
く
、
特
に
Ｃ
が
4
．
5
8
％
と
非
常
に
高
い
が
、

Si
が
0
．
0
2
％
と
少
な
く
、
同
じ
鋳
鉄
を
使
用
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
れ
は
部
材
の

製
作
時
期
の
差
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
成
分
の
内
、
Ｓ
は
FeS
で
存
在
す
る
事
で
腐
食
の
基
点
と
な
り
、
腐
食
を
促
進
さ

せ
る
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
通
常
、
Mn
の
添
加
に
よ
り
MnS
を
つ
く
る
こ
と
で
悪
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
MnS
は
FeS
に
比
べ
て
電
気
伝
導
率
が
低
く
、
腐
食
量
に
差
が
現
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

擦
管
1
で
は
Mn
量
が
0
．
7
1
％
で
あ
り
、
MnS
が
形
成
さ
れ
、
Ｓ
の
影
響
は
少
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
宝
輪
5
で
は
Mn
が
0
．
0
1
％
以
下
と
非
常
に
少
な
く
、
FeS
の
影
響
を

表4-1　相輪部材元素構成

る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
耐
食
性
の
面
で
は

大
き
な
差
異
は
無
い
と
さ
れ
て
い
る
。

3
　
鋼
材
構
成
元
素
分
析

擦
管
1
、
宝
輪
5
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
元
素
分
析

結
果
を
表
4-1
に
示
す
。

実
用
さ
れ
て
い
る
鋳
鉄
は
Ｃ
（
炭
素
）、
Si
（
ケ

イ
素
）、
Mn
（
マ
ン
ガ
ン
）、
Ｐ
（
リ
ン
）、
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受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
FeS
が
存
在
し
て
い
る
と
黒
鉛
の
析
出
を
阻
害
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
冷
却
速
度

が
速
い
事
に
加
え
、
こ
の
事
も
影
響
し
て
宝
輪
5
で
は
黒
鉛
析
出
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。

ま
と
め

1　

腐
食
は
宝
輪
5
の
片
面
裏
側
に
集
中
し
て
起
こ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
宝
輪
の
形
状

か
ら
裏
面
に
て
飛
来
塩
分
の
凝
集
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
腐
食
が
促
進

さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

2　

組
織
観
察
の
結
果
、
擦
管
1
・
宝
輪
5
と
も
に
片
状
黒
鉛
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
組

織
は
非
常
に
脆
い
た
め
衝
撃
に
弱
く
、
割
れ
や
す
い
組
織
で
あ
る
。

3　

構
成
元
素
分
析
の
結
果
、
擦
管
1
と
宝
輪
5
で
構
成
元
素
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
た
。

宝
輪
5
で
は
Mn
が
非
常
に
少
な
く
、
Ｓ
に
よ
る
腐
食
促
進
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
構
成
元
素
の
差
は
製
作
時
期
の
差
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節　

鎮　

守　

堂

第
一
項　

修
理
前
の
破
損
状
況

鎮
守
堂
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
解
体
修
理
さ
れ
、
以
後
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五

一
）
と
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
災
害
復
旧
で
部
分
修
理
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七

九
）
に
災
害
復
旧
で
屋
根
修
理
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
最
後
の
屋
根
替
え
修
理
か
ら
三

〇
年
あ
ま
り
が
経
過
し
、
近
年
檜
皮
屋
根
の
経
年
劣
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

こ
と
に
背
面
側
で
は
一
部
に
穴
が
空
き
、
雨
漏
り
を
来
し
、
重
篤
な
状
態
で
あ
っ
た
。

基　
　

礎

基
礎
じ
た
い
に
目
立
っ
た
沈
下
等
は
見
ら
れ
な
い
。

木　
　

部

軸
部
や
軒
ま
わ
り
は
基
本
的
に
健
全
で
あ
っ
た
が
、
檜
皮
か
ら
の
雨
漏
り
や
蒸
れ
腐
れ
で
、

屋
根
の
野
木
舞
や
野
垂
木
が
腐
朽
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
正
面
、
背
面
の
裏
甲
も
中
央
部
分

上
面
が
腐
朽
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

屋　
　

根

檜
皮
屋
根
は
全
体
に
経
年
で
磨
耗
し
て
き
て
い
た
。
各
面
軒
先
は
水
切
銅
板
が
腐
朽
し
切

れ
た
こ
と
で
、
正
面
側
と
背
面
側
の
ほ
と
ん
ど
で
、
軒
付
に
ま
で
雨
水
が
廻
り
込
ん
で
こ
ん

で
、
軒
付
が
腐
っ
て
き
て
い
た
。
北
東
の
部
分
で
は
、
屋
根
に
穴
が
空
い
て
お
り
、
ム
サ
サ

ビ
等
の
小
動
物
が
棲
み
つ
く
よ
う
な
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
小
屋
内
に
は
糞
が
大
量
に
残
さ

れ
て
い
た
。
穴
か
ら
の
雨
漏
り
も
あ
り
、
重
篤
な
状
態
で
あ
っ
た
。

甍
棟
は
全
体
的
に
乱
れ
は
な
か
っ
た
が
、
鳥
衾
先
端
が
折
損
し
、
一
部
の
熨
斗
瓦
に
は
割

れ
が
見
ら
れ
、
積
み
直
し
が
必
要
な
状
態
で
あ
っ
た
。

第
二
項　

屋
根
・
野
地

鎮
守
堂
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
修
理
で
本
瓦
葺
に
変
更
さ
れ
た
も
の
が
、
昭
和

修
理
で
檜
皮
葺
に
復
原
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
昭
和
二
六
年
、
三
六
年
に
災
害
復
旧
と
し
て
部
分
修
理
、
昭
和
五
四
年
に

は
屋
根
葺
替
修
理
を
受
け
て
来
た
。
衾
瓦
に
昭
和
五
四
年
度
の
補
足
材
を
確
認
し
た
。

檜
皮
葺

軒
付
は
一
重
軒
付
で
あ
る
。
昭
和
五
四
年
修
理
で
積
み
直
し
さ
れ
た
も
の
で
、
切
目
の
裏

板
仕
様
で
あ
っ
た
。
積
厚
約
九
〇
㎜
で
あ
っ
た
。
裏
板
は
サ
ワ
ラ
材
、
厚
一
五
㎜
で
、
板
傍

に
合
釘
を
入
れ
留
め
て
い
た
。
軒
付
皮
は
長
さ
三
〇
〇
㎜
の
軒
付
皮
を
、
六
〇
×
一
五
㎜
の

押
縁
を
入
れ
て
積
み
、
四
五
㎜
長
さ
の
竹
釘
を
打
っ
て
留
め
て
い
た
。
上
端
に
は
先
端
を
あ

だ
折
り
し
た
水
切
銅
板
を
入
れ
、
上
目
皮
は
摩
耗
に
よ
り
枚
数
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
銅
板
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上
に
重
ね
て
葺
い
て
い
た
。

平
葺
皮
は
先
端
が
摩
耗
し
て
い
た
が
、
長
七
五
〇
㎜
と
長
さ
四
五
〇
㎜
の
平
葺
皮
を
用
い

て
、
葺
足
一
二
㎜
で
葺
か
れ
て
い
た
。
竹
釘
は
長
さ
三
六
㎜
で
、
二
通
り
に
打
っ
て
い
た
。

押
縁
は
三
〇
×
六
㎜
の
も
の
を
、
一
五
〇
㎜
間
隔
で
入
れ
て
い
た
。

甍
棟
下
の
品
軒
は
、
積
み
厚
平
均
七
〇
㎜
で
あ
っ
た
。
品
軒
皮
は
水
勾
配
を
取
る
た
め
、

棟
木
近
く
に
台
形
状
の
飼
物
を
入
れ
、
長
さ
一
二
〇
㎜
の
皮
を
積
ん
で
い
た
。
品
軒
上
に
は

棟
折
皮
を
用
い
、
押
縁
を
入
れ
て
押
さ
え
て
い
た
。

甍　
　

棟

現
状
の
甍
棟
は
、
昭
和
修
理
で
瓦
か
ら
檜
皮
葺
に
復
さ
れ
た
さ
い
、
併
せ
て
復
原
さ
れ
た

も
の
で
、
昭
和
五
四
年
修
理
で
積
み
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

台
熨
斗
一
段
、
割
熨
斗
三
段
、
衾
瓦
で
構
成
さ
れ
、
両
端
に
鬼
瓦
を
据
え
る
。
棟
長
さ
は

鬼
瓦
下
側
外
々
で
、
二
八
八
〇
㎜
で
あ
っ
た
。
台
熨
斗
、
割
熨
斗
は
特
に
銅
線
等
で
結
束
さ

れ
ず
、
南
蛮
漆
喰
で
積
ん
で
い
た
。
衾
瓦
は
、
各
衾
瓦
毎
に
瓦
片
に
銅
線
を
括
り
付
け
た
も

の
を
熨
斗
積
み
内
に
入
れ
、
そ
こ
か
ら
銅
線
を
立
ち
上
げ
、
括
っ
て
い
た
。

鬼
瓦
は
投
勾
配
九
分
で
据
え
、
銅
線
で
棟
木
に
打
ち
込
ん
だ
釘
か
ら
引
き
付
け
て
い
た
。

瓦
類
の
大
半
は
昭
和
修
理
で
新
調
さ
れ
た
も
の
で
、
一
部
は
さ
ら
に
昭
和
五
四
年
修
理
で

補
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
鬼
瓦
は
多
宝
塔
上
層
に
残
る
中
世
期
鬼
瓦
に
倣
っ
て
製
作
さ

れ
た
も
の
で
、
各
鬼
瓦
の
裏
面
に
は
、
東
側
で
「
下
津
港（
大
村
瓦
製
造
所
）／
鬼
瓦
細
工
人

（
谷
中
隆
雄
）」、
西
側
で
「
下
津
港
／
大
村
瓦
製
造
所
／
細
工
人
谷
中
」
と
篦
書
き
さ
れ
て
い
た
。

な
お
棟
札
に
「
棟
瓦
製
作
工
大
村
末
吉
」
と
あ
り
、
地
元
の
大
村
瓦
製
造
所
製
で
あ
っ
た
。

野
地
・
野
垂
木

屋
根
野
地
は
野
垂
木
に
野
木
舞
を
打
つ
仕
様
で
あ
っ
た
。
野
木
舞
は
六
〇
×
一
二
㎜
の
杉

材
で
、
一
二
〇
㎜
毎
に
打
た
れ
て
い
た
。
大
半
が
昭
和
二
年
材
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
四
年

修
理
で
、
既
存
木
舞
間
に
増
し
打
ち
も
さ
れ
て
い
た
。

野
垂
木
も
昭
和
二
年
修
理
材
で
あ
っ
た
。
野
垂
木
は
幅
六
〇
㎜
、
成
三
六
㎜
の
材
を
成
を

三
等
分
に
挽
き
割
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
野
母
屋
に
釘
打
ち
で
留
め
て
い
た
。
挽
き
割
り

は
墨
を
打
っ
て
手
挽
き
で
な
さ
れ
て
お
り
、
棟
際
は
挽
き
切
ら
ず
一
材
で
残
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
仕
様
は
、
屋
根
の
軒
反
り
を
無
理
な
く
造
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
修
理
棟
札

小
屋
組
内
よ
り
昭
和
修
理
の
棟
札
が
発
見
さ
れ
た
。（
写
真
100
）
棟
札
は
特
製
の
箱
に
収

め
ら
れ
て
お
り
、
肩
幅
二
二
四
、
下
幅
二
〇
三
、
高
さ
六
〇
〇
、
肩
高
五
八
一
、
厚
三
〇
㎜

で
、
桧
製
で
あ
っ
た
。
表
面
に
は
長
保
寺
住
職
瑞
樹
定
海
を
始
め
、
県
知
事
名
、
修
理
工
事

委
員
会
委
員
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
監
督
が
文
部
技
手
の
安
間
立
雄
、
現
場
主
任
が
松
本
軒

吉
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。

裏
面
に
は
肝
入
大
工
と
し
て
上
林
清
太
郎
の
ほ
か
、
屋
根
檜
皮
葺
に
谷
上
巳
之
助
、
棟
瓦

製
作
工
大
村
末
吉
な
ど
の
名
が
あ
り
、
当
時
の
関
係
職
人
の
名
前
が
知
ら
れ
る
。

同
様
の
も
の
は
、
同
じ
時
に
修
理
を
し
た
多
宝
塔
内
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

大
村
瓦
製
造
所
に
つ
い
て

鬼
瓦
篦
書
や
棟
札
よ
り
、
瓦
工
事
は
大
村
瓦
製
造
所
が
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
同
じ
修
理
時
期
の
多
宝
塔
の
補
足
瓦
の
一
部
に
は
「
下
津
港
／
泉
瓦
製
造
所
／
大

村
末
吉
」
の
刻
印
が
あ
り
、
社
名
が
異
な
っ
て
い
る
。

岩
本
嘉
弘
氏
（
海
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
大
正

期
前
半
に
、
下
津
港
で
瓦
屋
一
軒
が
創
業
し
、
泉
州
か
ら
瓦
や
粘
土
を
仕
入
れ
て
製
造
・
販

売
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
地
元
で
は
「
泉
瓦
」
と
称
さ
れ
、
上
等
品
と
し
て
流
通
し
て
い

た
そ
う
で
あ
る
。
戦
後
に
廃
業
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
下
津
港
付
近
の
瓦
屋
は
こ
の
一
軒
の

み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
じ
刻
印
は
、
下
津
町
内
の
昭
和
六
年
建
築
の
民
家
（
岩
本
氏
旧

宅
）
で
使
用
さ
れ
て
い
た
瓦
で
も
確
認
で
き
た
。

よ
っ
て
棟
札
に
あ
る
大
村
瓦
製
造
所
は
、
泉
瓦
製
造
所
か
ら
の
社
名
変
更
の
可
能
性
も
あ

る
が
、
同
一
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
泉
州
製
造
瓦
と
下
津
港
で
製
造
し
た
自
社
瓦
と
を
区
別

し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
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軒
平
瓦
3
番
は
下
層
東
面
及
び
北
面
で
計
九
枚
あ
り
、
2
番
と
近
い
時
期
の
製
作
と
み
ら

れ
る
。
残
り
の
四
種
は
少
数
の
た
め
修
理
と
の
関
わ
り
も
不
明
で
あ
る
。
瓦
当
文
様
か
ら
み

て
軒
平
瓦
7
番
が
最
も
新
し
い
。

上
層
の
中
世
期
軒
平
瓦
は
九
種
八
〇
枚
あ
り
、
軒
平
瓦
11'
番
が
四
五
枚
、
軒
平
瓦
13
番
が

二
四
枚
と
大
半
を
占
め
る
。

軒
平
瓦
11
番
の
瓦
当
文
様
は
均
整
唐
草
文
で
、
中
心
飾
り
は
宝
珠
形
。
唐
草
の
反
転
は
四

回
で
、
上
下
に
界
線
を
付
け
る
。
瓦
当
左
端
に
お
い
て
、
唐
草
文
や
界
線
の
脇
に
笵
傷
が
あ

る
。
瓦
当
巾
二
〇
六
㎜
、
瓦
当
高
さ
三
九
㎜
、
全
長
二
七
九
㎜
。
顎
裏
は
曲
線
的
で
、
タ
テ
ケ

ズ
リ
後
に
ヨ
コ
ナ
デ
、
凹
面
調
整
台
の
圧
痕
が
残
る
。
頭
部
面
取
り
は
小
さ
く
、
釘
穴
も
有

さ
な
い
。
胎
土
中
に
は
腐
り
礫
を
含
む
。
残
存
数
は
四
枚
で
、
対
応
平
瓦
も
一
三
枚
と
少
な
い
。

軒
平
瓦
11'
番
は
、
11
番
と
同
笵
と
み
ら
れ
る
が
、
瓦
当
左
端
と
中
心
飾
り
下
方
で
笵
傷
が

進
行
し
て
お
り
、
11
番
よ
り
も
後
作
と
判
断
で
き
た
（
写
真
337
）。
瓦
当
巾
一
九
七
㎜
、
瓦

当
高
さ
三
四
㎜
、
全
長
二
七
四
㎜
と
寸
法
も
や
や
小
さ
い
。
顎
裏
は
曲
線
的
だ
が
、
直
線
的

な
部
分
も
現
れ
る
。
タ
テ
ケ
ズ
リ
後
の
ヨ
コ
ナ
デ
は
入
ら
な
い
。
尻
手
に
は
釘
穴
を
有
す
る
。

胎
土
中
に
は
腐
り
礫
を
含
む
。
対
応
平
瓦
も
一
、
〇
〇
〇
枚
近
く
残
存
し
、
上
層
屋
根
瓦
の

中
心
的
存
在
で
あ
る
。

軒
平
瓦
12
番
の
瓦
当
も
11
番
に
近
い
文
様
構
成
だ
が
、
中
心
飾
り
は
花
か
蕾
の
様
で
あ
る
。

段
顎
で
、
瓦
当
は
厚
く
、
内
区
は
浅
い
。
全
面
的
に
ヨ
コ
ナ
デ
さ
れ
、
頭
部
面
取
り
は
端
部

で
な
く
な
る
三
日
月
型
で
あ
る
。
釘
穴
は
な
い
。
残
存
数
一
枚
、
昭
和
修
理
下
層
軒
平
瓦
の

模
範
品
と
な
っ
た
。

軒
平
瓦
13
番
は
連
珠
文
で
、
珠
文
数
一
三
個
、
界
線
に
相
当
す
る
部
分
を
凹
ま
せ
て
珠
文

部
を
区
画
す
る
。
瓦
当
巾
二
〇
九
㎜
、
瓦
当
高
さ
五
六
㎜
、
全
長
二
九
八
㎜
。
尻
手
に
は
釘

穴
を
有
す
る
。
顎
裏
に
曲
線
部
分
が
残
る
段
顎
で
、
タ
テ
ナ
デ
後
の
ヨ
コ
ナ
デ
は
顎
裏
か
ら

二
寸
ま
で
。
瓦
当
接
合
方
法
は
「
顎
貼
付
」
で
あ
り
、
平
瓦
部
分
に
刻
み
目
を
付
け
て
い
た

（
写
真
342
）。
胎
土
中
に
は
五
㎜
大
の
白
色
礫
が
散
見
さ
れ
る
。

第
四
節　

大
門
・
多
宝
塔
の
屋
根
瓦

第
一
項　

瓦
調
査
に
つ
い
て

大
門
、
多
宝
塔
は
、
近
代
に
解
体
修
理
さ
れ
屋
根
も
葺
き
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
中
近
世

の
瓦
が
良
く
残
さ
れ
て
い
た
。
調
査
の
結
果
、
多
宝
塔
、
大
門
と
も
に
、
建
立
時
に
瓦
を
一

式
新
調
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
焼
か
れ
た
も
の
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

本
堂
と
同
じ
瓦
が
、
大
門
に
も
多
数
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
節
で
は
瓦
調
査
の
結
果
と
、
類
例
調
査
、
編
年
考
察
を
踏
ま
え
、
中
世
期
の
長
保
寺
伽

藍
の
建
物
相
互
に
お
け
る
屋
根
瓦
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。
な
お
瓦
調
査
に

あ
た
っ
て
は
、
瓦
研
究
者
で
あ
る
芦
田
淳
一
氏
（
総
持
寺
寺
史
編
纂
調
査
研
究
員
）
に
指
導
、

助
言
を
頂
き
、
本
節
第
五
項
に
寄
稿
も
頂
い
た
。

第
二
項　

多
宝
塔
の
屋
根
瓦

軒
平
瓦

多
宝
塔
の
軒
平
瓦
は
、
下
層
九
種
、
上
層
一
〇
種
よ
り
な
る
。

軒
平
瓦
1
番
は
下
層
東
面
に
二
枚
存
在
し
、
瓦
当
巾
二
五
〇
㎜
、
瓦
当
高
さ
五
四
㎜
、
全

長
二
七
二
㎜
、
尻
手
に
釘
穴
を
一
個
有
す
る
。
瓦
当
文
様
は
均
整
唐
草
文
、
中
心
飾
り
は
橘
。

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
建
立
の
当
寺
紀
州
藩
霊
殿
の
軒
平
瓦
と
同
種
と
考
え
ら
れ
る
。

瓦
当
文
様
か
ら
み
て
次
に
古
い
の
は
軒
平
瓦
4
番
で
八
枚
あ
る
。
瓦
当
巾
二
三
六
㎜
、
瓦

当
高
さ
三
七
㎜
、
全
長
二
六
五
㎜
。
離
型
剤
は
キ
ラ
粉
を
使
用
し
表
面
燻
し
層
の
残
り
は
良
い
。

軒
平
瓦
2
番
は
下
層
東
面
及
び
北
面
で
計
四
〇
枚
あ
る
。
瓦
当
巾
二
四
〇
㎜
、
瓦
当
高
さ

三
七
㎜
、
全
長
二
六
六
㎜
、
離
型
剤
に
は
キ
ラ
粉
を
使
用
す
る
。
瓦
当
文
様
は
均
整
唐
草
文
、

中
心
飾
り
脇
の
花
弁
が
右
下
が
り
と
な
る
。
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軒
平
瓦
14
番
は
連
珠
文
で
、
珠
文
数
一
五
個
、
四
周
界
線
付
き
、
瓦
当
巾
二
一
二
㎜
程
度

（
片
側
脇
区
欠
き
取
り
）、
瓦
当
高
さ
四
〇
㎜
、
全
長
二
九
七
㎜
。
曲
線
部
分
の
残
る
段
顎
で
、

尻
手
に
釘
穴
を
空
け
る
。

軒
平
瓦
15
番
は
連
珠
文
で
、
珠
文
数
一
六
個
、
四
周
界
線
付
き
、
瓦
当
巾
二
二
〇
㎜
（
片

側
脇
区
欠
き
取
り
）、
瓦
当
高
さ
五
六
㎜
、
全
長
三
一
四
㎜
。
顎
裏
に
曲
線
部
分
が
残
る
段

顎
で
、
タ
テ
ナ
デ
後
の
ヨ
コ
ナ
デ
は
顎
裏
か
ら
二
寸
ま
で
な
さ
れ
、
尻
手
に
は
釘
穴
を
空
け

る
。
胎
土
中
に
は
五
㎜
大
の
白
色
礫
が
散
見
さ
れ
る
。
文
様
と
寸
法
を
除
け
ば
軒
平
瓦
13
番

と
非
常
に
良
く
似
た
特
徴
を
持
つ
（
写
真
342
）。

残
る
唐
草
文
軒
平
瓦
三
種
は
い
ず
れ
も
単
品
で
あ
る
。
軒
平
瓦
16
番
は
、
中
心
飾
り
が
宝

珠
形
で
、
唐
草
の
意
匠
が
左
右
で
異
な
る
。
両
側
と
も
脇
区
が
欠
き
取
ら
れ
て
い
る
た
め
瓦

当
巾
は
不
明
、
瓦
当
高
さ
三
四
㎜
、
全
長
二
八
〇
㎜
。
段
顎
で
、
平
瓦
部
凸
面
全
体
を
タ
テ

ナ
デ
、
釘
穴
な
し
。

軒
平
瓦
17
番
は
、
蓮
華
文
を
中
心
飾
り
に
据
え
る
均
整
唐
草
文
で
、
小
振
り
な
唐
草
の
反

転
が
六
回
、
四
周
界
線
付
き
。
瓦
当
巾
二
〇
九
㎜
、
瓦
当
高
さ
四
六
㎜
、
全
長
三
〇
三
㎜
。

曲
線
部
分
の
残
る
段
顎
で
、
尻
手
に
釘
穴
を
有
す
る
。

軒
平
瓦
18
番
は
、
瓦
当
巾
二
一
〇
㎜
程
度
（
片
側
脇
区
欠
き
取
り
）、
瓦
当
高
さ
四
六
㎜
、

全
長
二
七
五
㎜
。
曲
線
部
分
の
残
ら
な
い
段
顎
で
、
表
裏
全
面
を
丁
寧
に
ナ
デ
仕
上
げ
す
る
。

凹
面
頭
部
付
近
に
布
目
が
残
る
。
瓦
当
下
縁
の
他
に
尻
手
凸
面
側
も
面
取
り
し
、
尻
手
釘
穴

は
矩
形
。
寸
法
が
異
な
る
大
門
軒
平
瓦
7
番
と
調
整
方
法
や
文
様
構
成
、
釘
穴
形
状
が
似
て

お
り
、
同
時
期
の
補
足
瓦
の
可
能
性
が
高
い
。

昭
和
修
理
上
層
補
足
瓦
で
あ
る
軒
平
瓦
19
番
は
、
各
面
隅
か
ら
六
枚
ず
つ
葺
か
れ
る
。
い

ず
れ
も
片
傍
に
高
さ
二
〇
㎜
、
巾
一
七
㎜
、
長
さ
九
六
㎜
の
水
返
し
が
付
い
た
左
右
勝
手
の

瓦
で
、
瓦
当
文
様
は
11
番
に
倣
う
。
瓦
当
巾
二
一
二
㎜
、
高
さ
三
九
㎜
、
全
長
二
七
六
㎜
。

軒
丸
瓦

多
宝
塔
の
軒
丸
瓦
は
、
下
層
二
六
種
、
上
層
五
種
よ
り
な
る
。

軒
丸
瓦
1
番
は
、
平
用
一
三
本
、
隅
用
二
本
が
存
在
し
、
下
層
の
中
世
期
軒
丸
瓦
全
体
の

三
分
の
一
を
占
め
る
。
瓦
当
文
様
は
左
巻
き
三
ッ
巴
文
で
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
る
。
珠

文
数
二
九
個
。
瓦
当
径
一
三
八
～
一
四
〇
㎜
、
瓦
当
厚
三
二
㎜
、
全
長
三
五
〇
㎜
。
釘
穴
は

玉
縁
に
一
個
で
、
胴
部
に
は
中
古
の
釘
穴
一
個
を
空
け
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き

目
も
残
る
。
凹
面
に
は
布
目
が
残
る
。
胴
部
側
縁
の
面
取
り
は
小
さ
く
（
側
縁
／
側
面
＝
一

／
二
）、
玉
縁
傍
の
面
取
り
は
肩
中
程
ま
で
及
ぶ
平
坦
な
も
の
で
、
玉
縁
先
も
軽
く
調
整
す

る
。
表
面
に
は
五
㎜
大
の
白
色
礫
が
散
見
す
る
。
寸
法
面
や
胎
土
面
か
ら
判
断
し
て
、
軒
平

瓦
15
番
と
組
み
合
う
可
能
性
が
最
も
高
い
。

軒
丸
瓦
2
番
は
下
層
南
面
に
三
本
あ
る
。
瓦
当
文
様
は
左
巻
き
三
ッ
巴
文
で
、
珠
文
の
内

外
に
圏
線
を
有
し
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
る
。
珠
文
数
二
七
個
。
瓦
当
径
一
三
七
㎜
、
瓦

当
厚
三
〇
㎜
、
全
長
三
五
一
㎜
。
釘
穴
は
玉
縁
に
一
個
で
、
胴
部
に
も
中
古
の
釘
穴
一
個
を

空
け
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
も
残
る
。
凹
面
に
は
布
目
が
残
る
。
胴
部
側
縁

の
面
取
り
は
小
さ
く
（
側
縁
／
側
面
＝
一
～
二
／
二
）、
玉
縁
傍
の
面
取
り
は
肩
中
程
ま
で

及
ぶ
平
坦
な
も
の
で
、
玉
縁
先
も
軽
く
調
整
す
る
。
頂
部
瓦
当
よ
り
一
寸
程
度
の
位
置
に
凹

面
調
整
時
の
受
け
型
と
考
え
ら
れ
る
圧
痕
が
付
く
。
表
面
に
は
五
㎜
大
の
白
色
礫
が
散
見
す

る
。
瓦
当
文
様
を
除
け
ば
、
軒
丸
瓦
1
番
と
非
常
に
良
く
似
た
特
徴
を
持
つ
。

軒
丸
瓦
3
番
は
八
本
存
在
し
、
右
巻
き
三
ッ
巴
文
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
る
。
珠
文
数

一
六
個
。
釘
穴
は
玉
縁
に
一
個
で
、
胴
部
に
も
中
古
の
釘
穴
一
個
を
空
け
る
。
凸
面
は
タ
テ

ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
も
残
る
。
凹
面
に
は
布
目
が
全
面
に
残
り
、
抜
き
取
り
紐
痕
も
残
る
。

玉
縁
傍
の
面
取
り
は
肩
端
に
達
す
る
一
連
の
も
の
で
あ
る
。

軒
丸
瓦
4
番
は
四
本
あ
り
、
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
る
。
珠
文
数
二

一
個
。
釘
穴
は
胴
部
に
一
個
を
空
け
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
は
残
ら
な
い
。

凹
面
に
は
布
目
が
全
面
に
残
る
。
吊
り
紐
は
上
方
に
位
置
し
、
紐
の
垂
れ
下
が
り
も
大
き
い
。

胴
部
側
縁
の
面
取
り
は
大
き
く
（
側
縁
／
側
面
＝
四
／
二
）、
玉
縁
傍
の
面
取
り
は
二
段
階

で
肩
端
に
ま
で
達
し
、
玉
縁
先
も
丁
寧
に
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。
肩
外
角
に
も
面
取
り
が
入
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る
。
同
系
瓦
と
し
て
、
後
述
す
る
護
国
院
多
宝
塔
の
当
初
比
定
軒
丸
瓦
が
あ
げ
ら
れ
る
。

軒
丸
瓦
5
番
は
、
右
巻
き
三
ッ
巴
文
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
ら
な
い
。
珠
文
数
一
八
個
。

凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
は
残
ら
な
い
。
凹
面
に
は
ゴ
ザ
目
が
全
面
に
残
る
。
吊
り

紐
は
上
方
に
位
置
す
る
他
、
下
方
に
紐
（
刺
し
子
か
）
痕
が
水
平
に
三
筋
残
る
。
胴
部
側
縁

の
面
取
り
も
大
き
く
（
側
縁
／
側
面
＝
三
／
二
）、
玉
縁
傍
の
面
取
り
も
肩
端
に
ま
で
達
す

る
。
玉
縁
先
調
整
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。

軒
丸
瓦
6
番
は
五
本
存
在
し
、
右
巻
き
三
ッ
巴
文
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
る
。
珠
文
数

一
七
個
。
外
縁
高
さ
に
対
す
る
文
様
高
さ
が
大
き
い
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
は

残
ら
な
い
。
凹
面
に
は
布
目
が
全
面
に
残
る
。
吊
り
紐
は
上
方
に
位
置
す
る
。
五
本
の
内
一

本
で
、
内
叩
き
の
様
な
工
具
に
よ
る
調
整
痕
跡
も
確
認
で
き
た
。
玉
縁
傍
の
面
取
り
は
肩
端

に
ま
で
達
す
る
が
、
玉
縁
先
は
調
整
し
て
い
な
い
。

軒
丸
瓦
7
番
は
、
巴
が
陰
陽
反
転
し
た
右
巻
き
三
ッ
巴
文
で
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
ら

な
い
。
珠
文
数
一
四
個
。
釘
穴
は
胴
部
に
一
個
有
す
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目

も
残
る
。
凹
面
に
は
布
目
が
全
面
に
残
る
。
吊
り
紐
は
上
方
に
位
置
す
る
。
玉
縁
傍
の
面
取

り
は
肩
端
に
ま
で
達
し
、
玉
縁
先
に
も
調
整
が
入
る
。
同
種
と
み
ら
れ
る
瓦
に
、
後
述
す
る

薬
王
寺
観
音
堂
の
中
古
軒
丸
瓦
が
あ
げ
ら
れ
る
。

軒
丸
瓦
8
番
は
、
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
る
。
珠
文
数
二
八
個
。
釘

穴
は
胴
部
に
一
個
空
け
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
は
残
ら
な
い
。
凹
面
に
は
布

目
が
全
面
に
残
る
。
側
面
に
は
調
整
台
圧
痕
が
残
る
。
大
門
軒
丸
瓦
3
番
と
同
種
と
み
ら
れ
る
。

軒
丸
瓦
9
番
は
、
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
尾
は
内
区
圏
線
に
あ
た
ら
ず
、
外
縁
巾
も
大
き
い
。

珠
文
数
二
五
個
。
釘
穴
は
胴
部
に
一
個
を
空
け
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
も
残

る
。
凹
面
に
は
布
目
が
全
面
に
残
る
。
大
門
軒
丸
瓦
2
番
と
同
種
と
み
ら
れ
る
が
、
対
応
丸

瓦
は
大
門
と
も
に
存
在
し
な
か
っ
た
。

軒
丸
瓦
10
番
は
、
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
る
。
珠
文
数
二
四
個
。
釘

穴
は
胴
部
に
一
個
を
空
け
る
。
凸
面
は
ナ
デ
仕
上
げ
で
、
縄
叩
き
目
は
残
ら
な
い
。
凹
面
に

は
布
目
が
全
面
に
残
る
。
吊
り
紐
は
上
方
に
位
置
す
る
。

軒
丸
瓦
11
番
は
、
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
ら
な
い
。
珠
文
数
一
二
個
。

釘
穴
は
胴
部
に
一
個
を
空
け
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
も
残
る
。
凹
面
上
方
に

は
布
外
に
付
い
た
紐
に
よ
る
水
平
方
向
の
凹
み
が
一
筋
あ
る
。

以
上
の
中
世
期
軒
丸
瓦
一
一
種
で
は
、
胴
部
凹
面
に
糸
切
り
痕
が
確
認
で
き
た
。
1
、
2
、

3
番
が
古
く
、
建
立
当
初
も
含
め
て
室
町
前
期
の
瓦
と
思
わ
れ
た
。
続
い
て
4
、
6
、
8
番

が
室
町
中
期
頃
、
そ
の
他
は
室
町
後
期
の
瓦
と
考
え
ら
れ
た
。

次
に
述
べ
る
近
世
期
軒
丸
瓦
一
一
種
で
は
、
胴
部
凹
面
は
鉄
線
引
き
痕
に
変
わ
る
。
そ
の

中
で
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
軒
丸
瓦
は
、
15
番
が
八
本
、
16
番
が
五
本
、
20
番
が
四
本
、
21

番
が
七
本
と
四
種
あ
り
、
そ
の
他
は
主
に
単
品
で
残
存
す
る
。

軒
丸
瓦
15
番
は
、
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
珠
文
数
一
四
個
、
瓦
当
面
は
扁
平
。
離
型
剤
に
キ

ラ
粉
を
用
い
、
釘
穴
は
胴
部
に
二
個
を
空
け
る
。
凸
面
は
ミ
ガ
キ
に
近
い
ナ
デ
仕
上
げ
、
凹

面
に
は
成
形
時
の
ゴ
ザ
目
と
調
整
時
の
内
叩
き
（
工
具
巾
九
㎜
）
が
確
認
で
き
る
。
吊
り
紐

は
上
方
に
位
置
す
る
。

軒
丸
瓦
16
番
は
、
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
珠
文
数
一
四
個
。
離
型
剤
に
キ
ラ
粉
を
用
い
、
釘

穴
は
胴
部
に
二
個
有
す
る
。
凸
面
は
平
滑
な
タ
テ
ナ
デ
仕
上
げ
、
凹
面
に
は
成
形
時
の
ゴ
ザ

目
と
調
整
時
の
内
叩
き
（
工
具
巾
四
・
五
㎜
）
が
確
認
で
き
る
。
吊
り
紐
は
無
い
。

軒
丸
瓦
20
番
は
、
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
珠
文
数
一
六
個
。
釘
穴
は
胴
部
に
一
個
を
空
け
る
。

凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
仕
上
げ
、
凹
面
に
は
成
形
時
の
ゴ
ザ
目
と
調
整
時
の
内
叩
き
の
他
、
刺
し

子
痕
が
中
程
に
一
筋
確
認
で
き
る
。

軒
丸
瓦
21
番
は
、
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
珠
文
数
一
六
個
。
釘
穴
は
胴
部
に
二
個
、
線
穴
も

肩
に
一
個
あ
る
。
凸
面
は
平
滑
な
タ
テ
ナ
デ
仕
上
げ
、
凹
面
の
ゴ
ザ
目
痕
は
玉
縁
部
の
み
残

り
、
胴
部
は
内
叩
き
や
ナ
デ
に
よ
り
平
滑
と
な
る
。
下
方
に
は
布
外
に
付
い
た
紐
に
よ
る
水

平
方
向
の
凹
み
が
一
筋
あ
る
。
軒
丸
瓦
22
番
も
同
種
と
み
ら
れ
た
が
、
胴
部
釘
穴
は
無
い
。

昭
和
修
理
の
下
層
補
足
瓦
で
あ
る
軒
丸
瓦
23
番
は
四
八
本
存
在
す
る
。
瓦
当
文
様
は
左
巻
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き
三
ッ
巴
文
、
珠
文
数
は
二
八
個
で
、
瓦
当
径
一
四
四
㎜
、
瓦
当
厚
三
四
㎜
、
全
長
三
六
二
㎜
。

軒
丸
瓦
24
番
は
、
昭
和
三
六
年
の
災
害
復
旧
工
事
に
お
け
る
補
足
瓦
で
、
下
層
に
一
〇
本

存
在
す
る
。
プ
レ
ス
成
型
品
で
「
ナ
ラ
／
瓦
又
」
の
刻
印
が
あ
る
。

隅
軒
丸
瓦
で
あ
る
25
番
及
び
26
番
は
、
下
層
南
側
に
葺
か
れ
て
い
た
が
、
寸
法
や
瓦
当
文

様
か
ら
、
本
来
は
上
層
用
と
思
わ
れ
た
。
こ
の
隅
軒
丸
瓦
二
種
の
瓦
当
文
様
は
、
左
巻
き
三

ッ
巴
文
、
珠
文
の
内
外
に
圏
線
を
有
し
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
る
。
珠
文
数
二
四
個
。
珠

文
の
偏
り
や
笵
型
の
乾
燥
割
れ
に
よ
る
縦
方
向
の
筋
な
ど
共
通
点
が
多
く
、
同
笵
の
可
能
性

が
高
い
。
隅
軒
丸
瓦
25
番
は
、
成
形
時
に
凹
面
の
粘
土
を
鑿
で
削
り
取
っ
て
お
り
、
隅
軒
丸

瓦
1'
番
と
共
通
の
仕
様
で
あ
る
。
頂
部
の
曲
線
も
似
て
い
る
。
一
方
、
隅
軒
丸
瓦
26
番
の
凹

面
に
は
糸
切
り
痕
が
残
り
、
顎
に
も
角
が
付
く
。
瓦
当
は
縦
長
で
、
頂
部
の
反
り
も
強
い
。

右
記
よ
り
、
隅
軒
丸
瓦
25
番
は
隅
軒
丸
瓦
1'
番
と
同
時
期
の
上
層
用
瓦
、
隅
軒
丸
瓦
26
番
は

上
層
用
の
中
古
補
足
瓦
と
考
え
ら
れ
た
。

軒
丸
瓦
31
番
は
、
上
層
南
面
に
五
本
あ
り
、
瓦
当
文
様
は
左
巻
き
三
ッ
巴
文
で
、
珠
文
数

は
二
四
個
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
る
。
瓦
当
径
一
一
二
㎜
、
瓦
当
厚
二
六
㎜
、
全
長
三
三

八
㎜
。
釘
穴
は
玉
縁
に
一
個
で
、
胴
部
に
も
中
古
釘
穴
一
個
が
あ
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、

縄
叩
き
目
も
残
る
。
凹
面
に
は
布
目
が
残
る
。
胴
部
側
縁
の
面
取
り
は
小
さ
く
（
側
縁
／
側

面
＝
一
～
二
／
二
）、
玉
縁
傍
は
外
角
を
二
段
階
に
面
取
り
し
、
肩
に
は
及
ば
ず
、
玉
縁
先

も
未
調
整
で
あ
る
。
瓦
当
接
合
部
の
補
足
粘
土
は
台
形
を
成
す
。
頂
部
瓦
当
よ
り
一
寸
八
分

程
の
位
置
に
凹
面
調
整
時
の
受
け
型
と
考
え
ら
れ
る
圧
痕
が
残
る
。
胎
土
中
に
は
腐
り
礫
を

含
む
。
五
本
中
一
本
は
、
焼
成
前
に
胴
部
尻
手
側
の
片
方
が
切
り
欠
か
れ
た
隅
隣
り
用
の
瓦

で
あ
っ
た
。

軒
丸
瓦
32
番
は
、
上
層
南
面
に
二
本
存
在
し
、
31
番
と
同
じ
瓦
当
文
様
で
あ
る
。
珠
文
脇

の
笵
傷
か
ら
同
笵
の
可
能
性
が
高
く
、
31
番
に
対
し
て
笵
型
は
天
地
逆
使
い
で
、
文
様
高
さ

が
大
き
く
な
る
。
瓦
当
径
一
一
六
㎜
、
瓦
当
厚
二
七
㎜
、
全
長
三
二
〇
㎜
。
釘
穴
は
玉
縁
に

一
個
で
、
胴
部
に
も
中
古
釘
穴
一
個
を
空
け
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
は
残
ら

な
い
。
凹
面
に
は
布
目
が
残
る
。
胴
部
側
縁
の
面
取
り
は
大
き
く
（
側
縁
／
側
面
＝
四
／

二
）、
玉
縁
傍
の
面
取
り
は
肩
中
程
ま
で
及
ぶ
平
坦
な
も
の
で
、
玉
縁
先
も
調
整
す
る
。
胎

土
中
の
腐
り
礫
や
白
色
礫
は
少
な
く
、
隅
軒
丸
瓦
26
番
と
似
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
隅
軒
丸
瓦

31
番
が
古
く
、
軒
丸
瓦
32
番
は
笵
型
を
修
正
し
て
製
作
さ
れ
た
中
古
補
足
瓦
と
考
え
ら
れ
た
。

昭
和
修
理
上
層
補
足
瓦
で
あ
る
軒
丸
瓦
33
番
は
一
一
三
本
存
在
す
る
。
瓦
当
文
様
は
31
番

に
倣
い
、
瓦
当
径
一
一
五
㎜
、
瓦
当
厚
二
五
㎜
、
全
長
三
二
三
㎜
。
胴
部
凹
面
に
は
鉄
線
引

き
痕
、
布
目
痕
、
抜
き
取
り
紐
痕
、
内
叩
き
痕
が
確
認
で
き
た
。
上
層
隅
軒
丸
瓦
33'
番
四
本

も
33
番
を
元
に
尻
手
や
顎
形
状
を
調
整
し
た
昭
和
修
理
補
足
品
で
あ
る
。

軒
丸
瓦
34
番
及
び
35
番
は
、
昭
和
二
五
年
の
災
害
復
旧
に
お
け
る
補
足
瓦
で
あ
る
。

平　
　

瓦

平
瓦
は
、
下
層
二
、
三
五
〇
枚
、
上
層
一
、
八
九
〇
枚
で
構
成
さ
れ
る
。
中
世
期
平
瓦
は

上
層
に
集
め
ら
れ
、
東
南
北
の
三
面
で
一
、
二
〇
〇
枚
葺
か
れ
て
い
た
。
近
世
期
平
瓦
は
、

下
層
北
面
で
四
〇
〇
枚
葺
か
れ
、
さ
ら
に
割
熨
斗
瓦
に
転
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

昭
和
修
理
下
層
平
瓦
は
、
軒
平
瓦
に
合
わ
せ
て
二
手
に
作
り
分
け
ら
れ
る
。
南
面
と
西
面

は
補
足
軒
平
瓦
に
合
わ
せ
て
谷
が
深
く
頭
部
を
面
取
り
し
た
平
瓦
3
番
を
一
、
二
〇
〇
枚

（
水
返
し
付
き
二
五
〇
枚
を
含
む
）、
東
面
と
北
面
は
近
世
期
軒
平
瓦
に
合
わ
せ
た
谷
の
浅
い

平
瓦
4
番
を
八
四
〇
枚
（
水
返
し
付
き
二
六
〇
枚
を
含
む
）
配
す
る
。

平
瓦
11
番
は
上
層
南
北
面
に
九
七
〇
枚
あ
り
、
頭
巾
六
寸
、
尻
巾
六
寸
五
分
、
長
さ
九
寸

内
外
で
、
厚
み
一
四
～
一
七
㎜
、
重
さ
一
・
四
○
～
一
・
八
〇
㎏
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
糸

切
り
痕
が
残
り
、
頭
部
に
は
面
取
り
し
、
尻
手
に
釘
穴
が
あ
る
。

平
瓦
11'
番
は
、
11
番
と
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
る
が
、
尻
手
に
釘
穴
が
な
い
。
軒
平
瓦
11
番
に
対

応
し
、
一
〇
枚
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
中
世
期
平
瓦
九
種
二
二
〇
枚
は
東
面
に
配
さ
れ
る
。
平
瓦
12
番
は
11
番
よ
り
も

や
や
大
き
く
、
尻
手
に
釘
穴
が
な
い
。
こ
の
平
瓦
に
は
側
面
に
も
糸
切
り
痕
が
確
認
で
き
る

も
の
が
あ
り
、
仕
上
が
り
寸
法
に
対
す
る
粘
土
板
の
大
き
さ
も
わ
か
る
。
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平
瓦
13
番
の
二
三
枚
は
連
珠
文
軒
平
瓦
13
番
と
、
平
瓦
14
番
の
七
枚
及
び
15
番
の
五
三
枚

の
二
種
は
連
珠
文
軒
平
瓦
15
番
と
対
応
し
、
大
門
の
小
振
り
な
中
世
期
平
瓦
の
大
半
を
占
め

る
瓦
と
同
種
で
あ
る
。
糸
切
り
痕
が
残
る
ナ
デ
で
、
表
面
に
は
砂
が
付
く
。
頭
部
に
面
取
り
、

尻
手
に
釘
穴
が
あ
る
。

平
瓦
17
番
は
、
頭
部
木
口
に
「
○
」
型
刻
印
が
あ
る
も
の
が
二
枚
あ
る
。
頭
部
面
取
り
は

端
部
で
な
く
な
る
三
日
月
型
で
、
凹
面
は
糸
切
り
痕
が
残
ら
な
い
ナ
デ
仕
上
げ
、
四
周
と
も

角
を
面
取
り
し
、
凸
面
全
体
も
粗
い
タ
テ
ナ
デ
。
表
面
に
付
着
し
た
砂
の
粒
子
は
細
か
い
。

昭
和
修
理
の
上
層
補
足
平
瓦
20
番
は
、
11
番
に
倣
っ
て
製
作
さ
れ
、
厚
手
（
六
分
）
の
分

だ
け
頭
部
面
取
り
が
大
き
く
な
る
。

丸　
　

瓦

丸
瓦
は
、
下
層
九
五
〇
本
、
上
層
七
六
〇
本
で
構
成
さ
れ
る
。
下
層
は
南
・
東
面
に
中
世

期
七
六
本
、
近
世
期
四
三
七
本
を
配
し
、
西
・
北
面
は
昭
和
補
足
瓦
と
な
る
。
上
層
は
南
面

に
中
世
期
一
八
五
本
を
配
す
る
他
は
昭
和
補
足
瓦
で
あ
っ
た
。

軒
丸
瓦
1
番
に
対
応
す
る
丸
瓦
5
番
は
一
四
本
、
軒
丸
瓦
2
番
に
対
応
す
る
丸
瓦
3
番
は

六
本
残
存
す
る
。
寸
法
は
大
差
無
い
が
、
杵
の
肩
の
張
り
、
凹
面
頭
部
の
面
取
り
、
側
縁
の

面
取
り
具
合
等
に
違
い
が
あ
る
。

丸
瓦
8
～
11
番
は
、
中
世
期
で
も
や
や
時
代
が
降
り
、
い
ず
れ
も
対
応
す
る
軒
丸
瓦
が
あ

る
。丸

瓦
17
番
は
、
成
形
時
の
ゴ
ザ
目
痕
と
吊
り
紐
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
内
叩
き
が
施
さ
れ

て
紐
痕
が
目
立
た
な
く
な
っ
た
個
体
も
含
ま
れ
て
い
る
（
写
真
471
）。

丸
瓦
25
番
は
下
層
東
面
で
一
二
六
枚
が
葺
か
れ
、
近
世
期
丸
瓦
で
最
多
数
を
占
め
る
。
一

本
に
は
胴
部
に
「
谷
川
三
太
郎
」
の
刻
印
が
あ
っ
た
。

丸
瓦
27
番
で
は
一
三
本
中
四
本
で
「
泉
谷
川
日
下
」
の
刻
印
三
種
、
丸
瓦
29
番
で
は
二
本

中
一
本
で
「
泉
州
谷
川
／
日
下
堅
作
」
の
刻
印
が
あ
る
。『
大
阪
府
泉
南
郡
岬
町	

谷
川
瓦
調

査
報
告
Ⅰ
』（
岬
町
教
育
委
員
会
編
、
一
九
九
三
）
所
収
の
刻
印
集
成
よ
り
、
明
治
以
降
昭

和
修
理
以
前
の
補
足
瓦
と
わ
か
る
。

丸
瓦
35
番
に
も
「
半
截
菊
花
文
・
商
標
／
泉
州
谷
川
田
兵
」
の
刻
印
が
あ
り
、
下
層
東
面

で
一
本
、
上
層
東
面
で
三
本
、
上
層
北
東
隅
棟
で
三
本
点
在
す
る
。
こ
の
瓦
は
、
明
治
二
二

年
（
一
八
八
九
）
建
立
の
阿
弥
陀
堂
の
正
側
面
に
も
葺
か
れ
て
い
る
。
葺
土
か
ら
、
昭
和
修

理
で
棟
丸
瓦
で
再
用
し
た
も
の
を
、
昭
和
四
七
年
補
修
で
平
葺
に
再
転
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。

昭
和
修
理
補
足
瓦
の
丸
瓦
36
番
は
、
西
・
北
面
で
四
一
〇
本
あ
る
。
同
じ
く
昭
和
修
理
と

み
ら
れ
る
丸
瓦
37
番
及
び
49
番
は
、
下
層
は
南
面
を
中
心
に
計
一
〇
本
、
上
層
は
南
西
隅
棟

で
三
本
あ
る
。
胴
部
に
「
下
津
港
／
泉
瓦
製
造
所
／
大
村
末
吉
」
の
刻
印
が
あ
る
。
葺
土
か

ら
、
昭
和
修
理
の
補
足
棟
丸
瓦
を
、
昭
和
四
七
年
頃
の
修
理
時
で
平
葺
に
転
用
し
た
と
み
ら

れ
る
。

上
層
の
丸
瓦
41
番
は
、
中
世
期
丸
瓦
一
九
〇
本
中
一
六
六
本
を
占
め
、
頭
径
三
寸
八
分
、

尻
径
四
寸
、
胴
長
八
寸
七
分
前
後
、
玉
縁
長
一
寸
六
分
前
後
、
厚
み
五
分
、
重
さ
一
・
三
五

㎏
で
あ
る
。
玉
縁
に
釘
穴
が
あ
る
。
凸
面
は
軽
い
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
も
残
る
。
凹
面

に
は
糸
切
り
痕
と
布
目
痕
が
残
る
。
頭
部
面
取
り
巾
は
一
寸
五
分
。
玉
縁
傍
は
外
角
を
二
段

表4-2　多宝塔中世平瓦の構成割合

5  

2  
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26  

0  20  40  60  80  100  

多宝塔下層当初比定瓦類 

多宝塔上層当初比定瓦類 

多宝塔上層転用瓦類 

その他中古補足瓦類 

表2-2 多宝塔中世期丸瓦の構成割合（単位％） 表4-3　多宝塔中世丸瓦の構成割合

階
に
面
取
り
し
、
肩
に
は
ほ
と
ん

ど
及
ば
な
い
。
玉
縁
先
は
未
調
整

あ
る
い
は
軽
い
ナ
デ
程
度
。
胴
部

側
縁
の
面
取
り
も
小
さ
め
（
側
縁

／
側
面
＝
一
～
二
／
二
）
で
あ
る
。

同
寸
・
同
仕
様
で
、
玉
縁
釘
穴
が

な
い
丸
瓦
41'
番
が
八
本
、
同
仕
様

で
胴
長
が
五
分
短
い
丸
瓦
42
番
も

一
本
あ
る
。
42
番
は
軒
丸
瓦
用
と

も
考
え
ら
れ
る
。

丸
瓦
42'
番
は
、
42
番
と
寸
法
は
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近
い
が
、
布
目
は
粗
く
、
吊
り
紐
痕
も
存
在
し
、
胴
部
側
縁
の
面
取
り
が
大
き
い
（
側
縁
／

側
面
＝
三
／
二
）
な
ど
、
特
徴
が
異
な
る
。
残
存
数
一
本
。

丸
瓦
43
番
は
、
胴
長
七
寸
、
玉
縁
に
釘
穴
が
あ
り
、
凸
面
は
縄
叩
き
目
の
残
る
タ
テ
ナ
デ
、

凹
面
に
は
糸
切
り
痕
と
布
目
痕
、
吊
り
紐
痕
が
残
る
。
頭
部
面
取
り
巾
一
寸
。
残
存
一
本
。

丸
瓦
44
番
は
七
本
残
存
し
、
頭
径
四
寸
、
尻
径
四
寸
一
分
、
胴
長
九
寸
と
41
番
よ
り
や
や

大
き
く
、
釘
穴
は
な
い
。
凸
面
の
ナ
デ
仕
上
げ
も
丁
寧
に
な
る
。
玉
縁
傍
の
面
取
り
は
肩
に

及
び
、
玉
縁
先
の
内
外
両
角
を
三
日
月
状
に
面
取
り
す
る
。
胴
部
側
縁
の
面
取
り
は
小
さ
く

（
側
縁
／
側
面
＝
一
／
二
）、
頭
部
面
取
り
巾
は
三
寸
と
深
く
緩
い
。

丸
瓦
45
番
は
、
凹
面
の
調
整
具
合
か
ら
軒
丸
瓦
32
番
に
対
応
す
る
瓦
と
み
ら
れ
た
。
釘
穴

は
玉
縁
に
も
胴
部
に
も
な
い
。
凸
面
は
タ
テ
＋
ヨ
コ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
も
残
る
。
凹
面
は

目
の
粗
い
布
目
痕
が
深
く
残
る
た
め
糸
切
り
痕
は
確
認
で
き
な
い
。
残
存
数
一
本
。

下
層
丸
瓦
38
番
及
び
上
層
丸
瓦
50
番
は
昭
和
三
六
年
の
補
足
瓦
で
あ
る
。
プ
レ
ス
成
型
で
、

「
ナ
ラ
／
瓦
又
」
の
刻
印
が
押
さ
れ
て
い
た
。

鬼　
　

瓦

下
層
の
隅
鬼
瓦
は
い
ず
れ
も
近
世
期
で
、
南
東
鬼
に
「
安
永
九
子
年
／
五
月
日
／
東
瓦
町

／
鳴
神
屋
甚
助
／
作
」
の
篦
書
き
が
あ
る
。
南
西
と
北
西
は
同
時
期
の
補
足
と
み
ら
れ
、
裏

側
の
仕
様
か
ら
江
戸
時
代
前
期
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
北
東
隅
鬼
は
、
股
繰
り
に
軒
丸
瓦
瓦
当

を
嵌
め
込
ん
で
据
え
る
が
、
昭
和
修
理
前
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
古
写
真
か
ら
確
認
出

来
る
。
寸
法
も
上
層
に
適
す
る
。
裏
側
は
安
永
銘
の
あ
る
南
東
隅
鬼
と
似
る
。

上
層
の
鬼
瓦
は
中
世
期
、
近
世
期
、
昭
和
修
理
品
よ
り
な
る
。

上
層
南
西
隅
鬼
は
中
世
期
で
あ
る
。
頭
と
裾
の
一
部
が
は
つ
り
取
ら
れ
、
背
面
掴
み
が
欠

損
し
て
い
る
が
、
現
存
部
の
寸
法
は
、
巾
三
五
八
㎜
、
高
二
八
〇
㎜
、
厚
三
〇
㎜
内
外
、
鬼

面
鼻
先
の
出
七
〇
㎜
で
あ
っ
た
。
南
西
隅
鬼
の
次
に
古
手
の
北
西
隅
鬼
は
、
昭
和
修
理
前
は

下
層
北
西
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。
裾
部
は
ま
だ
開
か
ず
に
、
板
裏
の
粘
土
を
鑿
で
削
り
取
っ

た
痕
跡
が
あ
る
。
北
東
隅
鬼
は
、
下
層
南
西
及
び
北
西
と
同
じ
仕
様
で
、
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
い
。

上
層
南
東
の
隅
鬼
は
、
南
西
に
倣
っ
た
昭
和
修
理
補
足
瓦
で
あ
る
。
板
側
面
に
「
昭
和
三

年
新
補
」、
板
裏
面
に
「
大
村
瓦
製
造
所
／
鬼
瓦
細
工
人
／
谷
中
隆
雄
」
の
篦
書
き
が
あ
る
。

な
お
、
鎮
守
堂
東
側
斜
面
の
廃
棄
瓦
溜
ま
り
中
に
、
鬼
面
が
欠
失
し
た
鬼
瓦
が
あ
っ
た
（
写

真
4-7
）。
寸
法
や
仕
様
、
他
の
廃
棄
瓦
の
状
況
か
ら
み
て
、
昭
和
修
理
で
不
再
用
と
な
っ
た

上
層
北
西
隅
鬼
（
中
古
補
足
）
の
可
能
性
が
高
い
。

棟
丸
瓦

上
下
層
の
棟
丸
瓦
で
あ
る
39
番
及
び
51
番
は
、
径
五
寸
三
分
、
胴
長
一
尺
一
寸
で
、
昭
和

四
七
年
の
本
堂
修
理
時
に
降
ろ
さ
れ
た
近
世
期
丸
瓦
を
転
用
し
た
補
足
瓦
で
あ
る
。
下
層
棟

丸
瓦
39
番
は
、
各
棟
に
一
〇
本
ず
つ
配
す
る
。
上
層
で
は
、
宝
鎖
金
具
よ
り
上
方
に
棟
丸
瓦

51
番
を
各
棟
一
〇
本
ず
つ
配
し
、
宝
鎖
金
具
よ
り
下
方
は
、
鳥
衾
の
胴
径
に
見
合
っ
た
小
振

り
な
丸
瓦
を
二
～
三
本
用
い
て
い
る
。

こ
の
上
層
の
小
振
り
な
棟
丸
瓦
は
、
南
西
隅
棟
が
「
下
津
港
／
泉
瓦
製
造
所
／
大
村
末

吉
」
刻
銘
入
り
丸
瓦
49
番
、
南
東
隅
棟
が
凹
面
に
内
叩
き
の
あ
る
近
世
期
丸
瓦
46
番
、
北
東

隅
棟
が
「
半
截
菊
花
文
・
商
標
／
泉
州
谷
川
田
兵
」
刻
銘
入
り
丸
瓦
49
番
、
北
西
隅
棟
が

「
ナ
ラ
／
瓦
又
」
刻
銘
入
り
の
戦
後
補
足
丸
瓦
50
番
で
あ
る
。
棟
丸
瓦
は
多
宝
塔
精
算
書
に

補
足
瓦
の
記
載
が
な
く
、
こ
れ
ら
小
振
り
な
棟
丸
瓦
が
当
時
再
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

熨
斗
瓦
・
面
戸
瓦

熨
斗
瓦
は
、
近
世
期
平
瓦
転
用
品
と
、
長
さ
八
寸
五
分
、
凹
面
櫛
目
付
き
の
熨
斗
瓦
が
中

心
で
、
少
量
だ
が
下
層
昭
和
修
理
平
瓦
も
転
用
し
て
い
た
。
ま
た
捨
熨
斗
（
凹
面
櫛
目
付
き
、

素
地
の
段
階
で
半
截
）
も
あ
っ
た
。

下
層
南
東
隅
棟
で
は
、
割
熨
斗
転
用
の
近
世
期
平
瓦
頭
部
木
口
に
「
谷
川
三
太
郎
」
の
刻

印
が
あ
る
も
の
が
あ
り
、
刻
印
は
丸
瓦
25
番
と
同
種
と
み
ら
れ
る
。

面
戸
瓦
は
い
ず
れ
も
昭
和
修
理
補
足
瓦
で
あ
っ
た
。
下
層
隅
棟
と
亀
腹
下
及
び
上
層
露
盤

下
に
は
上
層
補
足
丸
瓦
を
割
っ
た
も
の
を
使
用
し
、
上
層
隅
棟
は
裏
面
に
「
上
」
の
文
字
を

篦
書
き
し
た
鰹
面
戸
瓦
を
入
れ
る
。
面
戸
瓦
ど
う
し
は
銅
線
一
条
で
相
取
り
し
て
い
た
。
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（
単

位
m
m
）

分
類

構
成

時
代

対
応

重
量

粘
土
板

率
比

面
下

底
顎

文
珠

区
外

内
心

中
瓦

平
分

区
数

員
号

番
上

区
高
下

区
高
脇

区
幅

拵
の

深
高

幅
え

幅
谷

深
（
枚

）
（
g）

飾
り

界
線

の
径

A
(上

)
(下

)
B

H
h

E
F

F
/
E

a
b

ｃ
d

e
f

高
幅

高
幅

高
幅

L
(ｺ
ﾋ
ﾞｷ
)

G
g

C
D

高
幅

釘
穴

線
穴

（
下

層
）

1
2

寛
文

頃
2
,3
7
0

均
整

唐
草

文
橘

2
5
0

2
5

5
4

3
7

3
7

2
0

0
.5
4

1
3

6
3
9

1
7
1

3
5

6
3

4
2

1
2
7
2

1
8

3
2
2
4

2
6

1
.5

3
○

径
1
3

紀
州
藩
霊
殿
建
立
時
の
修
理
か

△
7

1
5
3
2

4
8

1
6
6
2

5
2
2

8
4
1

5
4

8
7

1
7.

0
7
1

4
2

1
2

7
3

7
1

0
4

2
文

草
唐

整
均

0
4

9,
1

頃
永

安
0

4
2

近
世
期
解
体
修
理
か

△
5

1
7
3
2

2
8
1

8
6
2

4
9
1

6
4
1

9
4

8
9

6
7.

0
6
1

1
2

2
2

6
3

5
1

2
4

2
8

4
2

文
草
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2
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瓦
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△
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△
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△
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体
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、
片
傍
に
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き
、
左
右
勝
手
各
2
4
枚

面
糸

面
糸

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

糸
面

備
考

尻
手

面
取

り
厚

瓦
留

穴
の

有
無

(△
は

後
補

)

平
瓦

部

反
り

顎
深

高
瓦

当
文

様

文
様
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種

類
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区
瓦
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幅

谷
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長
全

区
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当
瓦

厚
当

瓦
瓦
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面
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位
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）

分
類

構
成

時
代

対
応

重
量

番
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員
数
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丸
瓦

文
様
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巴
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区

珠
文
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板
長

（
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種
類

巻
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方

圏
線
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)
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R
r1

r2
a

b
L

A
B

c
d

e
C

F
D

G
E

H
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ﾋ
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玉
縁
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縁
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-
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／
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6

1
7

1
2

7
1
3
1

6
1

1
0
0

4
6

6
9

3
1
鉄
線
引
き

3
4
2

1
4

1
0

○
○

径
1
2
x2

△
1
5

8
近

世
2
,2
8
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

1
4

1
1

1
4
5

9
7

(5
6
)

1
7

5
○

○
3
6
7

3
3
3

3
4

1
5

1
4

5
1
3
8

6
3

1
0
7

4
8

7
7

4
0
鉄
線
引
き

3
5
0

7
3

○
○

径
1
2
x2

△
1
6

5
近

世
1
,8
6
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

1
4

9
1
3
5

9
0

(5
0
)

1
9

4
○

○
3
4
9

3
1
8

3
1

1
4

1
4

5
1
2
9

6
2

1
0
1

4
6

6
7

2
9
鉄
線
引
き

3
3
0

1
3

1
0

○
径

1
1
x2

△
1
7

2
近

世
2
,4
3
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

1
4

1
0

1
5
6

1
0
4

(6
0
)

2
2

7
.5

○
3
5
7

3
2
2

3
5

1
4

1
4

4
1
4
8

6
0

1
1
6

4
4

欠
け
大

3
4
鉄
線
引
き

3
3
5

6
3

○
○

径
1
2
x2

△
1
8

1
近

世
2
,1
5
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

1
6

9
1
4
8

9
8

(5
7
)

1
9

7
○

○
3
2
6

2
9
7

2
9

1
6

1
5

7
1
3
8

6
3

1
1
0

5
1

欠
け
大

3
8
鉄
線
引
き

3
0
7

1
0

3
○

○
径

9
径

3
1
9

1
近

世
2
,0
9
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

1
6

1
1

1
5
2

9
8

(6
0
)

2
0

5
○

○
3
2
0

2
9
0

3
0

1
6

1
2

8
1
3
6

5
7

1
0
5

4
3

7
0

3
2
鉄
線
引
き

3
0
0

○
○

径
1
2

径
3

2
0

4
近

世
2
,3
8
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

1
6

1
0

1
4
3

9
2

(5
6
)

1
9

8
○

○
3
3
7

3
0
5

3
2

1
7

1
7

9
1
4
2

6
2

1
1
6

5
1

7
8

3
8
鉄
線
引
き

3
1
8

1
1

5
○

○
径

1
0
.5

径
6

2
1

7
近

世
2
,5
3
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

1
6

1
3

1
5
3

1
0
8

(6
5
)

2
4

8
○

○
3
4
2

3
1
3

2
9

1
5

1
6

4
1
5
0

6
3

1
1
2

4
5

7
8

3
6
鉄
線
引
き

3
1
8

○
○

径
1
1
x2

径
6

2
2

1
近

世
2
,2
0
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

1
6

1
2

1
5
2

1
0
8

-
6
4

1
9

7
○

○
3
4
5

3
1
3

3
2

1
6

1
7

4
1
4
3

6
2

1
1
5

5
0

7
9

3
5
鉄
線

引
き

6
径

○
6
2

3
2
3

4
8

昭
和

３
3
6

3
,0
8
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

2
8

4
.5

1
4
4

1
1
6

8
3

3
4

1
2

○
3
6
2

3
1
2

5
0

1
9

1
2

9
1
5
2

7
9

1
1
2

5
9

7
8

4
3
鉄
線
引
き

3
2
8

○
○

径
1
1

径
1
1

昭
和
解
体
修
理

2
4

1
0

昭
和

3
6

3
8

2
,5
6
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

2
0

9
1
5
1

1
1
0

7
9

2
1

7
○

○
3
0
0

2
6
6

3
4

1
8

1
2

3
1
5
3

7
3

1
1
9

5
7

8
8

3
8

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

6
径

9
7

2
災
害
復
旧
（
昭
和
3
6
年
第
二
室
戸
台
風
被
害
）

（
上

層
）

3
1

5
(当

初
)

4
1

1
,8
9
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

2
4

5
1
1
2

8
8

6
2

2
6

1
1

3
3
8

2
8
8

5
0

1
5

9
6

1
2
1

6
7

9
1

4
9

6
8

4
0

糸
切

り
3
1
2

4
9

△
径

1
1

礫
を
多
く
含
む
、
凸
面
頂
部
瓦
当
寄
り
に
圧
痕
残
存

3
2

2
中

世
4
5

2
,0
5
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

2
4

5
1
1
6

9
2

6
4

2
7

1
1

3
2
0

2
7
1

4
9

2
0

1
0

1
1

1
2
6

6
3

9
6

4
5

6
0

3
4
糸

切
り
?

2
9
3

1
8

1
7

△
径

1
2

N
o
.3
1
と
同
笵
（
後
笵
、
笵
修
正
・
天
地
逆
使
い
）

3
3

1
1
7

昭
和

３
4
8

1
,4
3
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

2
4

4
.5

1
1
5

8
9

6
2

2
5

1
2

○
3
2
3

2
8
6

3
7

1
3

1
2

1
2

1
1
5

5
3

8
6

3
5

6
6

3
5
鉄
線
引
き

2
9
8

○
径

8
径

6
昭
和
解
体
修
理

3
4

1
昭

和
2
6

1
,6
3
0

三
ﾂ
巴

文
左

巻
き

1
3

9
1
2
5

9
5

(6
2
)

2
2

6
3
0
0

2
7
5

2
5

1
3

1
0

3
1
2
3

5
4

9
4

4
0

6
6

3
3
鉄
線
引
き

2
7
8

○
径

1
1
x2

径
4
.5

災
害
復
旧
（
昭
和
2
5
年
ジ
ェ
ー
ン
台
風
被
害
）

3
5

3
昭

和
2
6

1
,5
0
0

三
ﾂ
巴

文
右

巻
き

1
8

6
1
2
9

9
9

7
5

1
9

7
○

○
3
1
8

2
9
3

2
5

1
4

1
2

7
1
1
9

5
5

8
8

4
2

7
3

3
7

2
9
9

○
○

径
5
x2

災
害
復
旧
（
昭
和
2
5
年
ジ
ェ
ー
ン
台
風
被
害
）

玉
縁

元
瓦

当
部

玉
縁
厚

反
り

瓦
当

文
様

全
長

A
+
B

胴
部

の
面

取
り

内
区

径
外

縁
高

備
考

玉
縁
長

胴
長

線
穴

瓦
留

穴
の

有
無

(△
は

後
補

)
丸

瓦
部

胴
厚

粘
土

板
凹

面
内

角
玉

縁
先

凸
面

外
角

厚
胴

尻
直

径
外

区
径

釘
穴

瓦
当

周
縁

の
面

取
り

表
4-5　

多
宝
塔
軒
丸
瓦
一
覧

表
4-6　

多
宝
塔
隅
軒
丸
瓦
一
覧
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（
単
位
m
m
）

分
類

時
代

玉
縁

玉
縁

玉
縁

玉
縁

粘
土
板

デ
ナ

時
型

成
え

拵
の

高
先

幅
先

高
元

幅
元

長
縁

玉
厚

縁
玉

高
尻

幅
尻

高
頭

幅
頭

長
胴

厚
胴

長
全

量
重

棟
隅

面
西

面
東

面
北

面
南

縁
玉

部
胴

縁
玉

部
胴

き
掻

櫛
き

叩
内

デ
ナ

紐
吊

目ﾞ
ｻﾞ

ｺ
目

布
整

調
痕

目
縄

)
ｷﾞ

ﾋ
ｺ(

先
肩

傍
尻

頭
傍

高
幅

高
幅

)g
(

分
区

号
番

（
下
層
）

1
中
世

2
,1
6
0

3
4
1

1
9

2
8
1

1
4
0

6
8

1
4
5

6
7

6
5

5
1
0

1
5

1
3

6
0

1
1
0

5
0

7
4

4
1

○
△

△
糸

切
り

3
1
1

径
○

横
+

縦
○

2
中
世

2
,1
3
0

3
3
2

1
9

2
7
5

1
4
5

8
2

1
5
2

8
0

5
0

2
1
1

1
6

1
4

5
7

1
1
4

6
2

8
0

4
8

○
○

○
糸

切
り

1
○

○
縦

○
軒
丸
3
と
組
む

3
当
初

2
,2
3
0

3
3
4

2
1

2
7
0

1
4
4

7
3

1
5
3

7
6

3
0

5
5

1
0

1
5

6
4

1
0
9

5
5

7
5

4
4

○
糸

切
り

6
1
1

径
○

○
横
+

縦
○

軒
丸
2
と
組
む
(大

門
N
o
.1
2
と
同
種
)、
礫
を
多
く
含
む

4
中
世

2
,0
6
0

3
3
1

2
2

2
6
8

1
4
6

7
4

1
4
8

7
6

6
0

5
7

1
7

1
4

6
3

1
0
3

5
4

7
5

4
5

○
○

糸
切

り
3

5.
0
1

径
○

○
横
+

縦
○

4
'

中
世

1
,8
8
0

3
2
7

1
9

2
7
1

1
3
9

6
5

1
4
5

7
5

6
0

8
1
1

1
4

○
1
3

5
6

1
0
6

5
6

7
7

4
7

○
○

○
糸

切
り

○
縦

○
○

布
内

4
2
,1
9
0

3
2
6

2
2

2
6
5

1
4
6

7
1

1
5
0

7
6

4
5

5
8

1
0

1
5

6
1

1
0
3

5
6

7
8

4
6

○
△

△
糸

切
り

3
1

1
1

径
○

○
横
+

縦
○

軒
丸
1
と
組
む
、
礫
を
多
く
含
む

1
,7
4
0

3
3
1

2
0

2
6
5

1
4
1

7
2

1
4
6

7
6

6
0

5
1
1

1
0

1
5

6
6

1
0
8

5
9

8
0

4
5

○
△

△
糸

切
り

1
2
1

径
○

○
縦

○
軒
丸
1
と
組
む
(大

門
N
o
.1
4
と
同
種
)、
礫
を
多
く
含
む

5
'

中
世

1
,9
0
0

3
1
6

1
8

2
5
2

1
3
9

6
7

1
4
6

7
6

5
0

4
7

9
1
3

6
4

1
0
6

5
8

8
0

4
6

○
○

糸
切

り
○

縦
+
横

○
○

布
内

2
6

中
世

2
,1
1
0

3
2
5

2
0

2
6
4

1
3
0

7
3

1
4
0

7
2

4
3

6
7

1
0

1
5

6
1

9
9

5
3

7
3

3
6

○
△

糸
切

り
8

1
1

径
○

○
縦

○
7

中
世

2
,0
4
0

3
1
3

2
2

2
5
5

1
4
2

7
0

1
5
9

7
7

4
0

5
8

1
0

1
8

5
8
以

上
1
0
9

5
6

欠
け
大

欠
け
大

○
△

不
明

糸
切

り
2

明
不

縦
8

中
世

1
,5
2
0

2
9
5

2
0

2
6
4

1
3
9

6
7

1
4
4

7
1

3
6

1
0

8
8

○
1
5

3
1

1
0
7

5
3

7
5

4
2

○
○

糸
切

り
9

△
○

○
軒
丸
1
1
と
組
む

9
中
世

1
,9
1
0

2
9
9

2
5

2
5
2

1
2
9

6
5

1
4
3

7
3

4
0

1
2

1
8

1
8

1
6

4
7

1
0
7

5
4

8
0

4
0

○
糸

切
り

1
○

○
縦

軒
丸
4
と
組
む

9
'

中
世

1
,4
4
0

2
6
2

1
9

2
4
4

1
3
6

6
5

1
4
0

7
4

2
8

1
0

1
0

1
2

1
7

1
8

1
0
6

5
6

8
0

4
7

○
○

糸
切

り
1

○
○

○
縦

N
o
.8
と
似
る
も
玉
縁
が
短
い

1
0

中
世

1
,4
0
0

2
7
8

2
0

2
4
4

1
3
2

6
7

1
3
6

6
7

3
4

9
8

8
○

1
6

3
4

1
0
5

5
2

6
5

4
0

○
△

糸
切

り
9

○
○

縦
○

軒
丸
7
と
組
む

1
1

中
世

1
,4
4
0

2
6
9

2
0

2
3
5

1
2
9

7
0

1
4
3

7
0

3
5

9
8

9
1
7

3
4

9
9

5
3

7
0

4
2

○
○

糸
切

り
3
1

○
○

縦
軒
丸
6
と
組
む

1
2

近
世

1
,7
8
0

3
1
6

1
8

2
8
0

1
4
0

6
4

1
4
2

6
7

3
5

6
1
2

1
0

○
○

1
8

3
6

1
1
5

5
5

欠
け
大

4
2

○
○

鉄
線

引
き

3
○

○
1
3

近
世

1
,3
6
0

2
6
0

1
7

2
2
1

1
4
3

6
5

1
4
2

7
0

2
5

8
1
4

8
○

○
1
8

3
9

1
0
7

5
4

7
6

4
4

○
○

鉄
線

引
き

1
○

縦
1
4

近
世

1
,9
1
0

2
8
5

1
9

2
4
3

1
5
1

7
0

1
5
1

7
5

2
6

6
1
5

1
0

○
○

1
9

4
2

1
1
9

6
0

8
3

4
5

○
○

○
鉄

線
引

き
0
1

○
○

○
縦

1
5

近
世

1
7
5
0

2
8
1

2
1

2
4
4

1
4
2

7
6

1
4
7

7
0

2
7

9
1
5

1
0

○
○

1
7

3
7

1
1
7

5
6

8
4

4
0

○
○

○
鉄

線
引

き
縦

○
○

2

5
当
初

面
凹

縁
玉

り
取

面
の

部
胴

(△
：
後
補
)

面
凹

面
凸

凹
面
頭

凹
面
傍

凸
面
外
角

備
考

）
無

有
：

△
（

法
方

整
調

）
次

２
：

△
（

跡
痕

時
型

成
り

取
面

の
葺
き
面
別
構
成
員
数

釘
穴

線
穴

1
5

近
世

1
,7
5
0

2
8
1

2
1

2
4
4

1
4
2

7
6

1
4
7

7
0

2
7

9
1
5

1
0

○
○

1
7

3
7

1
1
7

5
6

8
4

4
0

○
○

○
鉄

線
引

き
縦

○
○

2
1
6

近
世

1
,5
6
0

2
7
1

1
7

2
4
4

1
5
0

7
3

1
5
4

7
6

1
0

4
1
2

9
○

○
○

1
7

2
7

1
3
8

6
2

9
4

4
4

○
○

○
鉄

線
引

き
5
1

○
○

縦
1
7

近
世

1
,4
8
0

2
6
1

1
8

2
2
7

1
5
1

7
2

1
5
3

7
4

2
4

3
1
4

1
0

○
1
6

3
4

1
2
0

6
0

9
5

4
6

○
○

○
鉄

線
引

き
2

△
○

○
縦

1
8

近
世

1
,8
5
0

3
0
5

1
8

2
6
2

1
4
8

7
6

1
6
0

7
8

3
4

4
1
5

1
0

○
○

○
1
8

4
3

1
3
0

6
0

8
0

4
5

○
○

鉄
線

引
き

2
○

○
縦

1
9

近
世

1
,4
3
0

2
6
0

1
6

2
3
2

1
5
4

7
2

1
4
7

7
2

1
3

5
1
4

8
○

2
0

2
8

1
1
4

5
2

7
4

4
0

○
○

○
鉄

線
引

き
7

4
5

○
○

○
縦

1
9
'

近
世

1
,5
0
0

2
7
1

1
7

2
3
4

1
5
0

6
8

1
4
6

7
1

2
1

7
1
4

8
○

2
0

3
7

1
1
4

5
1

8
0

3
4

○
○

○
鉄

線
引

き
○

○
玉
縁
先
は
丸
み
を
帯
び
る

2
0

近
世

1
,1
9
0

2
7
4

1
5

2
4
0

1
4
5

6
1

1
3
7

6
5

1
7

5
6

3
○

○
1
8

3
4

1
2
0

4
8

7
9

3
7

○
鉄

線
引

き
5
3

△
○

○
縦

2
1

近
世

1
,2
7
0

2
5
7

1
6

2
2
5

1
4
5

6
1

1
3
6

6
6

2
2

6
1
5

9
○

○
○

1
6

3
2

1
1
3

5
0

7
9

4
0

○
○

鉄
線

引
き

1
7

○
○

縦
2
2

近
世

1
,3
6
0

2
5
6

1
8

2
2
0

1
4
1

6
2

1
5
0

7
1

1
8

7
1
6

8
○

○
○

1
8

3
6

1
1
8

5
3

8
5

4
0

○
○

○
鉄

線
引

き
3

○
○

縦
2
2
'

近
世

1
,3
4
0

2
5
7

1
5

2
2
5

1
4
5

7
0

1
5
2

7
3

2
1

7
1
0

6
○

○
2
0

3
2

1
1
7

5
7

8
9

4
7

○
○

○
鉄

線
引

き
縦

○
○

○
2
3

近
世

1
,2
5
0

2
6
0

1
5

2
2
4

1
4
1

6
5

1
5
0

7
0

1
4

4
1
2

9
○

○
2
0

3
6

1
2
1

5
2

9
4

4
0

○
○

○
鉄

線
引

き
縦

○
？

○
○

径
1
2

1
2
4

近
世

1
,2
3
0

2
4
1

1
6

2
1
8

1
4
9

6
0

1
5
0

6
6

1
0

6
1
0

3
○

○
2
2

2
3

1
2
4

5
0

7
5

3
5

○
○

鉄
線

引
き

7
2

○
○

○
△

縦
2
5

近
世

1
,2
3
0

2
3
6

1
8

2
0
5

1
4
1

6
2

1
5
0

6
4

1
5

7
1
0

2
○

○
○

2
0

3
1

1
1
5

5
0

7
8

3
5

○
△

○
鉄

線
引

き
6
2
1

○
○

縦
「
谷
川
三
太
郎
」
刻
印

2
6

近
世

1
,1
0
0

2
3
7

1
6

2
0
1

1
4
0

5
7

1
4
5

6
3

2
0

6
1
6

6
○

1
4

3
6

1
1
5

4
7

7
4

3
8

○
○

鉄
線

引
き

5
○

○
○

縦
2
7

近
世

1
,0
4
0

2
3
9

1
4

2
0
5

1
4
1

5
8

1
4
6

6
4

1
5

4
1
0

1
○

○
1
3

3
4

1
1
5

4
9

8
7

3
7

○
○

○
鉄

線
引

き
3

9
1

○
○

ｷﾞ
ｶﾐ

「
泉
谷
川
日
下
」
刻
印
３
種

2
8

近
世

1
,1
5
0

2
2
8

1
6

2
0
2

1
4
1

6
3

1
4
5

6
2

1
5

6
1
2

3
○

○
1
9

2
6

1
1
5

4
9

7
5

3
6

○
○

鉄
線

引
き

1
4

○
○

縦
2
9

近
世

9
8
0

2
2
3

1
5

1
9
5

1
3
7

5
5

1
4
1

6
1

2
2

9
1
0

6
○

○
1
5

2
8

1
1
2

4
4

7
2

3
4

○
鉄

線
引

き
1

1
○

○
○

○
横
+

縦
「
日
下
堅
作
」
刻
印

3
0

近
世

9
9
0

2
2
2

1
6

1
9
3

1
3
4

5
5

1
4
2

6
2

1
0

6
1
0

2
○

○
1
8

2
9

1
1
1

4
5

7
8

3
0

○
○

○
鉄

線
引

き
2

1
○

○
横
+

縦
3
1

近
世

1
,2
5
0

2
5
2

1
6

2
2
5

1
2
8

6
1

1
3
6

6
6

2
0

7
1
7

1
0

○
○

2
0

2
7

1
0
5

5
1

7
6

4
4

○
○

○
鉄

線
引

き
3

○
○

縦
3
2

近
世

1
,0
2
0

2
3
6

1
5

2
0
8

1
3
1

5
9

1
2
9

6
4

1
9

5
1
1

5
○

○
1
7

2
8

9
9

5
0

7
2

3
8

○
○

○
鉄

線
引

き
0
5

△
○

○
縦

3
3

近
世

8
6
0

2
3
4

1
3

2
0
2

1
2
9

5
1

1
3
5

5
1

1
3

3
8

4
○

○
1
5

3
2

1
1
0

4
7

7
4

3
5

○
鉄

線
引

き
8
1

○
○

縦
3
4

近
世

9
6
0

2
2
0

1
6

1
9
4

1
2
7

6
0

1
2
7

6
0

1
8

8
1
6

9
○

1
8

2
6

9
9

4
7

7
4

4
4

○
○

○
鉄

線
引

き
1

○
○

○
割
欠

近
世

鉄
線

引
き

9
1
4

割
欠

近
世

鉄
線

引
き

9
1
4

3
5

明
治
2
2
頃

1
,0
6
0

2
3
5

1
5

2
0
1

1
2
9

5
8

1
3
8

6
3

2
3

6
1
0

4
○

1
7

3
4

1
0
8

4
5

8
0

3
7

○
鉄

線
引

き
1

3
径

○
縦

「
泉
州
谷
川
田
兵
」
刻
印
、
N
o
.4
7
と
同
一

3
6

昭
和
３

2
,3
1
0

3
2
8

1
8

2
8
1

1
5
3

8
1

1
5
4

9
0

2
0

9
○

○
○

1
2

4
7

1
2
0

7
0

8
5

6
5

△
○

鉄
線

引
き

径
6

2
0
1

2
0
7

3
7

昭
和
３

1
,1
7
0

2
3
2

1
5

2
0
7

1
4
6

6
9

1
4
5

6
6

1
4

6
1
4

3
○

○
1
7

2
5

1
1
6

5
2

3
3

○
鉄

線
引

き
1

1
8

○
「
下
津
港
/
泉
瓦
製
造
所
/
大
村
末
吉
」
刻
印
、
N
o
.4
9
と
同
一

3
8

昭
和
3
6

2
,3
0
0

3
7
9

2
0

3
1
0

1
4
9

7
8

1
4
8

7
6

6
5

9
1
2

1
2

○
○

1
5

6
9

1
1
5

6
0

5
0

○
○

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

径
4
.5

1
「
昭
和
二
十
九
年
修
補
」
「
ﾅ
ﾗ
瓦
又
」
刻
印

2
6

6
3
1

7
4
1

1
9
2

6
1

3
5
3

6
3

和
昭

'
8
3

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

径
3

1
「
昭

和
三

十
年

修
補

」
「
鈴

木
瓦

工
業

株
式

会
社

」
刻

印

3
8
''

昭
和
3
6

1
,6
6
0

2
7
6

1
6

2
4
2

1
4
6

6
7

1
5
0

6
7

3
5

8
1
5

1
○

○
1
2

3
4

1
1
8

5
1

8
5

4
0

○
○

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

径
3

8
2

「
ﾅ
ﾗ
瓦
又
」
刻
印

3
9

昭
和
4
7

2
,7
9
0

3
9
4

2
2

3
4
0

1
6
5

8
4

1
6
8

8
2

3
0

1
4

2
0

4
○

○
1
9

5
4

7
8

6
4

1
0
0

4
1

○
○

○
鉄

線
引

き
△

径
5

1
2

4
0

本
堂
所
用
瓦
を
転
用
、
N
o
5
1
と
同
一

（
上
層
）

4
1

(当
初
)

1
,3
5
0

3
0
5

1
5

2
6
0

1
1
3

5
6

1
2
1

6
1

3
5

5
8

1
4

8
4
5

9
2

4
7

6
7

3
7

□
△

糸
切

り
1

5
6

1
5.

9
径

○
○

縦
○

軒
丸
3
1
と
組
む
、
腐
り
礫
を
多
く
含
む

4
1
'

(当
初
)

1
,1
8
0

3
1
6

1
4

2
6
5

1
1
8

5
7

1
1
7

6
0

4
5

4
5

1
4

9
5
1

8
6

4
5

6
6

3
5

□
△

糸
切

り
8

○
○

縦
○

4
2

(当
初
)

1
,3
7
0

3
0
0

1
5

2
4
9

1
1
2

5
8

1
1
6

5
9

4
5

5
1
0

1
8

1
0

5
1

8
6

4
4

6
8

3
6

□
○

糸
切

り
1

0
1

径
○

○
横
+

縦
○

軒
丸
3
1
と
組
む

4
2
'

中
世

1
,1
0
0

3
0
1

1
3

2
4
7

1
1
3

5
0

1
0
9

5
8

5
0

3
9

1
1

8
5
4

8
4

4
6

6
2

3
6

○
○

糸
切

り
1

0
1

径
○

○
横
+

縦
○

4
3

中
世

1
,1
3
0

2
6
4

1
5

2
1
5

1
1
5

6
0

1
1
9

6
2

3
0

5
7

1
2

9
4
9

8
5

4
7

7
1

4
4

○
○

糸
切

り
1

0
1

径
○

○
縦

○
4
4

中
世

1
,3
8
0

3
2
4

1
5

2
7
4

1
2
0

5
5

1
2
4

6
0

9
0

2
3

5
1
1

5
0

8
5

4
2

6
4

3
7

○
△

○
糸

切
り

7
○

○
横
+

縦
存

微
○

玉
縁
先
に
粘
土
板
傍
（
糸
切
り
痕
）
が
残
る

4
5

中
世

1
,4
0
0

3
2
6

1
6

2
7
4

1
1
9

5
9

1
2
1

6
0

6
0

1
4

7
1
0

5
2

欠
け
大

4
2

欠
け
大

欠
け
大

1
○

○
横
+

縦
○

○
△

○
軒
丸
3
2
と
組
む

4
6

近
世

9
5
0

2
4
1

1
4

2
1
2

1
2
1

5
7

1
2
6

6
3

1
2

2
9

8
○

1
4

2
9

9
7

4
9

6
6

3
9

○
○

鉄
線

引
き

3
△

○
○

○
△

縦
4
7

明
治
2
2
頃

1
,0
6
0

2
3
5

1
5

2
0
1

1
2
9

5
8

1
3
8

6
3

2
3

6
1
0

4
○

1
7

3
4

1
0
8

4
5

8
0

3
7

○
鉄

線
引

き
2

3
○

縦
「
泉
州
谷
川
田
兵
」
刻
印
、
N
o
.3
5
と
同
一

4
8

昭
和
３

1
,0
7
0

2
9
7

1
4

2
6
2

1
1
1

5
3

1
1
5

5
6

1
3

5
4

4
○

1
6

3
5

9
1

4
2

6
4

3
6

○
鉄

線
引

き
径
6

6
1
8
1

1
8
7

1
9
6

4
9

昭
和
３

1
,1
7
0

2
3
2

1
5

2
0
7

1
4
6

6
9

1
4
5

6
6

1
4

6
1
4

3
○

○
1
7

2
5

1
1
6

5
2

3
3

○
鉄

線
引

き
3

△
△

「
下
津
港
/
泉
瓦
製
造
所
/
大
村
末
吉
」
刻
印
、
N
o
.3
7
と
同
一

5
0

昭
和
3
6

1
,0
5
0

2
3
9

1
5

2
0
9

1
3
1

5
6

1
3
1

6
0

3
3

8
1
5

5
○

1
4

3
0

1
0
5

4
6

7
0

3
6

○
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

3
4

径
△

「
ﾅ
ﾗ
瓦
又
」
刻
印
、
玉
縁
に
水
切
り
溝

5
1

昭
和
4
7
頃

2
,6
2
0

3
9
4

1
8

3
4
2

1
5
9

8
0

1
6
4

8
4

1
6

5
○

2
2

5
2

7
8

6
5

1
0
0

4
1

○
○

○
鉄

線
引

き
0

4
5

径
△

本
堂
所
用
瓦
を
転
用
、
N
o
.3
9
と
同
一

（
玉
縁
凹
面
の
面
取
り
調
整
に
つ
い
て
）

0
4

7
0
2

0
8
2

3
2
2

7
3
2

)
本(

計
小

層
下

整
調

り
取

面
の

階
段

２
角

外
：

□
外
角

段
階

の
面
取
り
調
整

下
層

小
計
(本

)
7

8
9

)
本(

計
合

整
調

り
取

面
な

坦
平

の
階

段
１

：
○

1
5

6
9
1

1
9
1

1
8
1

0
9
1

)
本(

計
小

層
上

の
も

い
さ

小
の

い
合

度
整

調
：

△
合
計
(本

)
8
0
9

表
4-7　

多
宝
塔
丸
瓦
一
覧
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（
単
位
m
m
）

分
類

時
代

穴
線

穴
釘

れ
離

板
土

粘
整

調
の

砂
え

拵
の

周
四

り
反

厚
長

全
量

重
面

西
面

東
面

北
面

南
他

の
そ

デ
ナ

痕
紐

痕
台

デ
ナ

痕
台

痕
目

布
無

有
)

ｷﾞ
ﾋ

ｺ(
面

糸
高

幅
高

幅
高

幅
尻

頭
ち

落
尻

頭
)g

(
分

区
号

番
9

9
3

○
△

○
1

2
3

2
0
2

7
1

0
4
2

3
2
2

5
5
1

0
7
2

0
1
8,

1
世

近
1

）
層

下
（

谷
浅

2
昭
和
３

2
,0
7
0

2
6
4

1
8

2
2
4
3

2
5
0

7
3
5

3
6

1
1

9
4

6
5
4

5
径

○
○

1
2

8
2

谷
深

2
'

昭
和
３

6
1
1

0
3

1
5

径
○

○
谷
深
、
左
右
勝
手
(片

傍
に
水
返
し
付
き
)

3
8

4
○

○
2

3
2
2

3
2

5
1

0
5
2

5
3
2

5
6
1

4
6
2

0
2
0,

2
３

和
昭

3
谷
浅

3
'

昭
和
３

2
3
1

8
2
1

5
径

○
○

谷
浅
、
左
右
勝
手
(片

傍
に
水
返
し
付
き
)

○
9

5
1

ー
ー

ー
)
0
5
2(

)
0
1
2(

3
8
1

6
6
2

ー
6
3

和
昭

4
ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

5
○

片
傍
を
割
り
欠
い
て
使
用

5
昭
和
4
7

1
,8
8
0

2
6
1

1
6

7
2
2
1

2
3
8

1
7

2
0

2
4

4
○

○
○

○
1

2
1

1
0

本
堂
所
用
瓦
を
転
用

（
上
層
）
1
1
-
1

1
,4
5
0

2
7
4

1
4

3
1
7
4

1
9
0

1
6

3
2

3
0

9
3

糸
切
り

○
○

○
○

○
径

8
薄
手
、
軒
平
1
1
'と
組
む

1
1
-
2

1
,7
6
0

2
7
5

1
7

4
1
8
2

1
9
7

1
5

2
0

2
5

8
8

2
1

糸
切
り

○
○

○
○

径
1
0

厚
手
、
軒
平
1
1
'と
組
む
(大

門
N
o
2
7
と
同
種
)

1
1
'

(当
初
)

1
,6
7
0

2
8
2

1
5

5
1
8
3

1
9
6

1
3

3
0

2
7

9
4

2
1

糸
切
り

0
1

○
○

○
○

軒
平
1
1
と
組
む
(大

門
N
o
2
8
'と
同
種
)

1
2
-
1

1
,5
4
0

2
8
6

1
4

2
1
8
0

1
9
0

1
0

3
0

3
1

1
4

3
3

2
糸
切
り

○
○

○
○

○
薄
手

○
5

8
3
2

7
2

0
2

5
0
2

5
8
1

3
6
1

8
8
2

0
0
9,

1
2
-
2
1

糸
切
り

○
○

○
厚
手
、
両
側
面
に
粘
土
板
傍
（
糸
切
り
痕
）
が
残
る

1
3

当
初

1
,9
8
0

3
0
2

1
9

3
1
7
5

1
9
9

2
4

2
5

2
7

1
2

7
5

3
糸
切
り

○
○

○
径
1
1

2
3

軒
平
1
3
と
組
む
(大

門
N
o
2
6
と
同
種
)

1
4

当
初

2
,2
8
0

3
0
5

2
1

2
1
9
6

2
1
0

1
4

2
6

2
1

1
1

6
糸
切
り

○
○

○
○

○
ﾀ
ﾃ

径
1
3

7
軒
平
1
5
と
組
む
(大

門
N
o
2
2
と
同
種
)

1
5

当
初

2
,3
9
0

3
1
5

2
1

2
1
9
1

2
1
2

2
1

2
3

2
3

9
6

3
2

糸
切
り

○
○

○
○

径
1
1

5
3

軒
平
1
5
と
組
む
(大

門
N
o
2
1
と
同
種
)

1
6

中
世

2
,1
6
0

3
1
0

2
0

4
1
8
5

2
1
1

2
6

2
4

2
1

1
6

8
5

2
糸

切
り
?

○
○

○
径

1
1

1
軒
平
1
4
と
組
む
(大

門
N
o
1
9
と
同
種
)

1
6
'

中
世

2
,4
4
0

3
1
1

2
0
.5

1
1
9
1

2
0
7

1
6

2
2

2
1

1
2

6
2

2
2

2
○

糸
切
り

2
1

○
○

ﾃ
ﾀ

○
○

○
釘
穴
は
中
央
寄
り
に
穿
た
れ
る

1
7

中
世

1
,5
7
0

2
5
5

1
9

-
2

1
7
3

1
8
7

1
4

2
2

2
3

1
8

ﾃ
ﾀ

○
○

○
○

2
4

2
4

6
5

頭
部
刻
印
、
面
取
り
三
日
月
型

1
7
'

中
世

1
,4
6
0

2
5
9

1
8

1
1
7
8

1
9
6

1
8

2
0

2
1

1
1

ﾃ
ﾀ

○
○

○
○

○
2

4
2

4
5

8
頭
部
刻
印
、
面
取
り
三
日
月
型
、
凹
面
尻
手
に
突
起

2
1

○
○

2
2

4
2
1

4
2

2
2

0
2

6
0
2

6
8
1

0
9
1

2
7
2

0
7
6,

1
世

中
8
1

頭
部
面
取
り
三
日
月
型
、
反
り
な
し

1
6

ﾃ
ﾀ

○
ｺ

ﾖ
○

7
7
1

9
2

5
2

1
2

5
1
2

4
9
1

3
0
2

0
9
2

0
4
1,

2
世

中
9
1

燻
し
層
の
残
り
良
い

割
欠

中
世

2
5

8
8
4

7
0
1

5
5

5
4

5
径

○
○

○
8

1
1

0
3

7
2

3
1

8
9
1

5
8
1

2
7
1

6
7
2

0
9
6,

1
３

和
昭

0
2

5
径

○
○

○
8

1
1

5
3

5
3

5
5
0
2

0
0
2

2
7
1

5
7
2

)
0
6
6,

1(
３

和
昭

1
2

左
右
勝
手
(片

傍
に
水
返
し
付
き
)

（
表
中
の
括
弧
付
き
の
数
値
は
、
割
れ
欠
け
等
に
よ
り
完
形
時
と
の
差
が
大
き
い
も
の
を
示
す
。
）

下
層

小
計
(枚

)
5
9
0

5
3
2

6
1
5

6
1
1

合
計
(枚

)
2
3
4
8

上
層

小
計
(枚

)
4
9
4

4
6
9

4
3
9

4
8
8

合
計
(枚

)
1
8
9
0

(当
初
)

幅
谷
深
さ

面
取
(幅

×
高

)
葺
き
面

別
構
成

員
数

備
考

凹
面

凸
面

整
調

傍
尻

痕
跡

痕
跡

中
世

頭

4
4
9

4
1
4

1
0
6

1
3

北
西

隅
へ

移
動

上
層

北
西

隅
へ

移
動

下
層

北
東

隅
へ

移
動

北
東

隅
へ

移
動

南
西

隅
へ

移
動

位
置

踏
襲

位
置

踏
襲

新
調

不
再

用

南

昭
和
修
理
に
お
け
る
多
宝
塔
隅
棟
鬼
瓦
の
配
置
換
え
状
況

表
4-8　

多
宝
塔
平
瓦
一
覧

図
4-1　

多
宝
塔
昭
和
修
理
鬼
瓦
配
置
換
状
況

写
真
4-7　

廃
棄
さ
れ
て
い
た
鬼
（
左
）
と
上
層
北
西
隅
鬼
の
比
較
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第
三
項　

大
門
の
屋
根
瓦

大
門
の
瓦

大
門
に
は
中
世
期
瓦
が
、
平
瓦
三
、
七
九
〇
枚
の
う
ち
一
、
四
〇
〇
枚
、
丸
瓦
一
、
九
三

〇
本
の
う
ち
四
五
〇
本
と
数
多
く
残
っ
て
い
た
。
寸
法
別
に
分
類
す
る
と
次
の
通
り
で
、
特

に
平
瓦
は
軒
平
瓦
よ
り
も
種
類
が
多
く
、
特
徴
的
な
残
存
状
況
で
あ
っ
た
。

イ　

	

大
門
建
立
当
初
と
比
定
し
た
軒
平
瓦
・
軒
丸
瓦
と
対
応
す
る
平
瓦
・
丸
瓦
の
割
合
が

少
な
い
。

ロ　

	

イ
よ
り
も
大
振
り
な
平
瓦
は
三
五
〇
枚
（
中
世
期
平
瓦
全
体
の
二
五
％
）、
小
振
り

な
平
瓦
は
八
四
〇
枚
（
同
六
〇
％
）
と
大
半
を
占
め
た
。

ハ　

	

イ
よ
り
も
大
振
り
な
丸
瓦
は
二
一
〇
本
（
中
世
期
丸
瓦
全
体
の
四
七
％
）、
小
振
り

な
丸
瓦
は
一
一
〇
本
（
同
二
五
％
）
と
大
半
を
占
め
た
。

軒
平
瓦

大
門
の
軒
平
瓦
は
二
〇
種
よ
り
な
る
。

軒
平
瓦
1
番
、
2
番
は
寸
法
や
製
作
技
法
か
ら
当
初
と
比
定
出
来
る
。
瓦
当
文
様
が
四
周

に
界
線
を
廻
し
た
連
珠
文
で
、
珠
文
数
は
十
個
、
瓦
当
巾
二
五
〇
㎜
前
後
、
瓦
当
高
さ
五
六

㎜
。
1
番
は
三
枚
あ
り
、
全
長
三
三
六
㎜
、
2
番
は
二
枚
で
全
長
二
九
三
㎜
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
2
番
の
う
ち
の
一
枚
で
、
1
番
の
尻
側
を
素
地
の
段
階
で
切
り
縮
め
て
谷
深
さ
を
調
整

し
た
後
に
釘
穴
を
あ
け
直
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
意
図
的
に
作
り
分
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
顎
裏
に
曲
線
部
分
が
残
る
段
顎
で
、
二
種
五
枚
の
う
ち
四
枚
で
瓦
当
下
縁
の
面
取
り

が
確
認
で
き
た
。
2
番
で
は
瓦
当
左
右
縁
を
面
取
り
し
た
も
の
も
存
在
す
る
。

そ
の
他
の
中
世
期
軒
平
瓦
は
、
連
珠
文
軒
平
瓦
が
三
種
九
枚
、
均
整
唐
草
文
軒
平
瓦
が
二

種
七
枚
、
波
状
文
軒
平
瓦
が
一
種
二
枚
存
在
す
る
。
連
珠
文
軒
平
瓦
3
～
5
番
は
、
多
宝
塔

上
層
の
連
珠
文
軒
平
瓦
13
～
15
番
と
同
一
の
瓦
で
あ
る
。

唐
草
文
軒
平
瓦
6
番
二
枚
の
う
ち
一
枚
は
、
二
方
に
水
返
し
の
付
い
た
掛
平
瓦
を
調
整
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
瓦
当
は

中
心
飾
り
に
半
截
菊
花
を
据

え
た
均
整
唐
草
文
。
瓦
当
巾

二
四
〇
㎜
、
瓦
当
高
さ
五
二

㎜
、
全
長
三
一
七
㎜
。
尻
手

の
釘
穴
は
中
央
寄
り
に
あ
け

ら
れ
て
い
る
。
顎
裏
に
は
曲

線
部
分
を
残
す
が
、
瓦
当
下

縁
の
他
、
瓦
当
下
面
か
ら
平

瓦
凸
面
の
両
傍
に
か
け
て
面

取
り
が
続
い
て
い
る
。
寸
法

25  

21  

23  

4  

5  

22  

0  10  20  30  40  50  

本堂当初比定瓦類 

多宝塔下層当初比定瓦類 

多宝塔上層当初比定瓦類 

多宝塔上層転用瓦類 

大門当初比定瓦類 

その他中古補足瓦類 

表1-1 大門中世期平瓦の構成割合（単位％） 

表4-9　大門中世平瓦の構成

47  

2  

3  

0  

4  

44  

0  10  20  30  40  50  

本堂当初比定瓦類 

多宝塔下層当初比定瓦類 

多宝塔上層当初比定瓦類 

多宝塔上層転用瓦類 

大門当初比定瓦類 

その他中古補足瓦類 

表1-2 大門中世期丸瓦の構成割合（単位％） 

表4-10　大門中世丸瓦の構成

面
や
製
作
技
法
面
か
ら
、
軒
丸
瓦
3
番
と
組
む
中
古
の
補
足
瓦
と
比
定
さ
れ
た
。

唐
草
文
軒
平
瓦
7
番
は
、
当
初
瓦
と
形
状
・
寸
法
が
近
く
、
大
門
用
の
補
足
瓦
と
し
て
特

に
拵
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
曲
線
部
分
の
残
ら
な
い
段
顎
で
、
表
裏
全
面
を
丁
寧
に
ナ

デ
仕
上
げ
す
る
。
瓦
当
下
縁
の
他
に
尻
手
凸
面
側
も
面
取
り
し
て
い
る
。
釘
穴
は
矩
形
。
多

宝
塔
軒
平
瓦
18
番
で
も
述
べ
た
通
り
、
同
時
期
の
補
足
瓦
の
可
能
性
が
あ
る
。

波
状
文
軒
平
瓦
8
番
は
、
曲
線
部
分
の
残
ら
な
い
段
顎
で
、
瓦
当
部
、
平
瓦
部
い
ず
れ
に

も
面
取
り
は
施
さ
ず
、
表
裏
と
も
に
ナ
デ
痕
が
明
瞭
な
強
い
ナ
デ
仕
上
げ
と
し
、
焼
成
時
の

変
形
が
大
き
い
。

近
世
以
降
の
中
古
補
足
瓦
と
し
て
古
い
も
の
は
、
群
を
成
さ
ず
単
品
で
し
か
残
っ
て
い
な

い
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
修
理
ま
で
の
補
足
瓦
は
、
中
心
飾
り
に
橘
を
据
え
た
均
整
唐

草
文
軒
平
瓦
が
五
種
一
一
枚
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、
瓦
当
面
に
「
谷
川
喜
」
の
刻
印
の
あ

る
軒
平
瓦
三
枚
は
、
近
隣
所
在
の
重
要
文
化
財
福
勝
寺
本
堂
の
、
江
戸
時
代
末
期
補
足
瓦
と

同
じ
と
考
え
ら
れ
た
。
残
る
軒
平
瓦
は
、
一
種
五
枚
と
小
振
り
な
単
品
も
の
三
枚
で
あ
っ
た
。

明
治
修
理
補
足
瓦
で
あ
る
軒
平
瓦
19
番
は
、
瓦
当
文
様
が
界
線
部
分
を
凹
ま
せ
た
連
珠
文
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で
、
珠
文
数
は
一
五
個
、
瓦
当
巾
二
五
〇
㎜
前
後
、
瓦
当
高
さ
五
七
㎜
、
全
長
は
軒
用
が
二

八
七
㎜
、
螻
羽
用
が
二
五
七
㎜
。
凸
面
尻
手
の
櫛
掻
き
目
の
付
け
方
に
二
手
あ
る
。
最
も
古

式
と
み
ら
れ
る
軒
平
瓦
3
番
を
元
に
、
瓦
割
に
合
わ
せ
て
珠
文
数
を
調
整
し
た
の
だ
ろ
う
。

軒
丸
瓦

大
門
の
軒
丸
瓦
は
二
一
種
よ
り
な
る
。

軒
丸
瓦
1
番
は
当
初
比
定
軒
平
瓦
に
対
応
す
る
も
の
で
五
本
残
る
。
瓦
当
文
様
は
左
巻
き

三
ッ
巴
文
で
、
珠
文
数
は
三
二
個
、
瓦
当
径
一
七
〇
㎜
、
全
長
三
七
五
㎜
。
尾
は
内
区
圏
線

に
繋
が
る
。
釘
穴
は
胴
部
に
一
個
あ
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
は
残
ら
な
い
。

凹
面
に
は
布
目
が
全
面
に
残
る
。
吊
り
紐
は
中
央
や
や
上
方
に
位
置
し
、
紐
の
垂
れ
下
が
り

は
大
き
い
。
胴
部
側
縁
の
面
取
り
は
大
き
く
（
側
縁
／
側
面
＝
三
／
二
）、
玉
縁
傍
の
面
取

り
は
肩
端
に
達
す
る
一
連
の
も
の
と
な
り
、
玉
縁
先
も
丁
寧
に
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。
胎
土

中
に
腐
り
礫
を
含
む
。

そ
の
他
の
中
世
期
軒
丸
瓦
は
、
三
種
六
本
と
少
な
い
。
軒
丸
瓦
4
番
は
多
宝
塔
軒
丸
瓦
3

番
と
同
種
瓦
で
残
存
数
四
本
、
軒
丸
瓦
3
番
は
多
宝
塔
軒
丸
瓦
8
番
と
同
種
瓦
で
残
存
数
一

本
、
軒
丸
瓦
2
番
は
多
宝
塔
軒
丸
瓦
9
番
と
同
種
瓦
で
残
存
数
一
本
で
あ
っ
た
。

近
世
期
の
軒
丸
瓦
と
し
て
古
い
も
の
は
、
軒
平
瓦
と
同
じ
で
単
品
で
残
存
す
る
。
時
代
が

降
っ
て
、
軒
丸
瓦
8
番
三
本
と
軒
丸
瓦
9
番
七
本
は
、
い
ず
れ
も
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
珠
文

数
一
四
個
で
、
離
型
剤
に
キ
ラ
粉
を
用
い
る
。
凹
面
は
成
形
時
の
ゴ
ザ
目
痕
と
調
整
時
の
内

叩
き
、
仕
上
げ
時
の
布
目
痕
な
ど
共
通
点
が
多
い
。

軒
丸
瓦
10
番
は
本
来
隅
用
で
、
明
治
修
理
時
で
は
北
西
隅
に
葺
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、

戦
後
に
西
面
へ
葺
き
直
さ
れ
て
い
た
。
凹
面
は
成
形
時
の
ゴ
ザ
目
痕
を
ナ
デ
消
し
た
後
に
内

叩
き
を
施
し
て
釘
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
寸
法
や
側
縁
の
面
取
り
具
合
、
風
食
具
合
等
か

ら
、
丸
瓦
30
番
と
同
時
期
の
瓦
と
思
わ
れ
た
。

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
修
理
ま
で
の
軒
丸
瓦
は
、
軒
丸
瓦
13
番
一
〇
本
と
隅
軒
丸
瓦
一

本
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
。
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
珠
文
数
一
六
個
で
、
離
型
剤
に
キ
ラ
粉

を
用
い
る
。
凹
面
に
は
成
形
時
の
布
目
痕
と
抜
き
取
り
紐
痕
が
残
り
、
側
面
の
調
整
台
圧
痕

は
ナ
デ
消
さ
れ
る
。

明
治
修
理
の
補
足
瓦
で
あ
る
軒
丸
瓦
15
番
は
、
軒
先
と
螻
羽
を
合
わ
せ
一
四
五
本
あ
る
。

瓦
当
文
様
は
左
巻
き
三
ッ
巴
文
で
、
珠
文
数
は
一
六
個
、
瓦
当
径
一
六
一
㎜
、
全
長
三
六
九
㎜
。

な
お
大
門
の
後
に
修
理
さ
れ
た
国
宝
善
福
院
釈
迦
堂
も
、
同
じ
軒
丸
瓦
が
補
足
さ
れ
て
い
る
。

平　
　

瓦

明
治
修
理
の
補
足
平
瓦
は
南
北
面
降
棟
内
側
に
、
再
用
平
瓦
は
東
西
面
と
南
北
面
降
棟
外

側
に
そ
れ
ぞ
れ
葺
き
分
け
ら
れ
、
総
数
三
、
七
九
〇
枚
の
う
ち
明
治
瓦
は
二
、
一
二
〇
枚
で

あ
る
。
西
面
は
中
世
期
平
瓦
の
み
で
構
成
さ
れ
、
寸
法
・
形
状
で
分
類
す
る
と
二
三
種
類
も

あ
る
。
大
振
り
の
平
瓦
は
頭
巾
八
寸
、
尻
巾
九
寸
、
長
さ
一
尺
一
寸
五
分
前
後
、
厚
さ
七
分

五
厘
前
後
、
重
さ
三
・
五
〇
㎏
前
後
で
、
小
振
り
で
最
多
数
の
平
瓦
は
頭
巾
六
寸
、
尻
巾
六

寸
八
分
、
長
さ
一
尺
前
後
、
厚
さ
七
分
、
重
さ
二
・
四
〇
㎏
で
あ
っ
た
。
頭
巾
に
二
寸
余
り

も
違
い
は
あ
る
が
、
仕
様
や
風
食
具
合
等
か
ら
は
大
き
な
時
期
差
を
感
じ
な
い
。

大
振
り
な
中
世
期
平
瓦
は
、
1
～
7
番
の
一
二
種
で
三
五
〇
枚
残
存
し
て
い
た
。

平
瓦
8
番
は
軒
平
瓦
1
番
に
対
応
す
る
瓦
と
み
ら
れ
、
残
存
数
一
一
枚
と
少
な
い
。

小
振
り
な
中
世
期
平
瓦
に
は
、
大
門
軒
平
瓦
5
番
（
＝
多
宝
塔
軒
平
瓦
15
番
）
に
対
応
す

る
平
瓦
22
番
と
大
門
軒
平
瓦
3
番
（
＝
多
宝
塔
軒
平
瓦
13
番
）
に
対
応
す
る
平
瓦
26
番
が
約

三
〇
〇
枚
ず
つ
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
対
応
平
瓦
の
中
に
は
、
分
割
線
入
り
平
瓦
（
未
半
截
）

や
瓦
当
部
分
を
欠
き
取
っ
た
分
割
線
入
り
軒
平
瓦
（
隅
隣
り
用
、
未
半
截
）、
篦
書
き
入
り

平
瓦
も
含
ま
れ
る
。

篦
書
き
入
り
平
瓦
は
18
番
の
一
枚
で
、
凹
面
見
え
隠
れ
位
置
に
「
ヒ
ラ
カ
ワ
ラ
ノ
ニ
キ

（
用
）
／
三
千
八
百
マ
イ
」
と
書
か
れ
て
い
た
（
写
真
180
）。

分
割
線
入
り
平
瓦
は
、
22
番
と
同
種
の
も
の
が
五
枚
（
そ
の
う
ち
の
一
枚
は
分
割
線
な

し
）、
26
番
と
同
種
の
も
の
が
一
枚
あ
る
。
い
ず
れ
も
成
形
し
た
平
瓦
の
広
端
側
の
瓦
傍
を

削
っ
て
両
木
口
の
巾
や
谷
深
さ
を
調
整
し
、
広
端
側
に
も
頭
部
面
取
り
が
施
さ
れ
て
い
た
。
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分
割
線
入
り
の
旧
軒
平
瓦
も
平
瓦
22
番
と
同
種
で
、
西
面
で
一
枚
確
認
し
た
。
こ
の
瓦
の

瓦
当
接
合
方
法
は
「
顎
貼
付
」
で
、
平
瓦
部
分
に
刻
み
目
を
付
け
て
顎
部
を
接
合
す
る
の
は
、

多
宝
塔
軒
平
瓦
13
番
＝
大
門
軒
平
瓦
3
番
と
共
通
で
あ
っ
た
（
写
真
342
）。
寸
法
と
残
存
す

る
瓦
当
面
で
の
連
珠
文
や
界
線
か
ら
、
大
門
軒
平
瓦
5
番
＝
多
宝
塔
軒
平
瓦
15
番
と
同
種
の

隅
隣
り
用
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
の
二
種
の
連
珠
文
軒
平
瓦
が
同
時
期
の
製
瓦
で
あ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
小
振
り
な
中
世
期
平
瓦
と
し
て
、
多
宝
塔
軒
平
瓦
11
番
に
対
応
す
る
平
瓦
28
番
が

七
枚
、
多
宝
塔
軒
平
瓦
11'
番
に
対
応
す
る
平
瓦
27
番
も
四
六
枚
存
在
し
た
。

近
世
期
平
瓦
は
一
一
種
で
、
東
面
南
寄
り
の
平
葺
き
一
〇
列
分
の
約
二
〇
〇
枚
と
少
な
く
、

多
く
は
棟
積
で
割
熨
斗
瓦
に
転
用
さ
れ
て
い
た
。
頭
巾
七
寸
四
分
、
尻
巾
七
寸
八
分
、
長
さ

八
寸
八
分
、
厚
さ
六
分
前
後
を
中
心
に
、
似
た
も
の
二
種
が
大
半
を
占
め
、
そ
の
他
は
数
枚

単
位
で
の
使
用
で
あ
っ
た
。
平
瓦
41
番
で
は
、
頭
部
木
口
に
菊
目
の
刻
印
を
確
認
し
た
。

明
治
修
理
で
の
補
足
平
瓦
51
番
は
、
凸
面
尻
手
に
三
組
の
櫛
目
を
付
け
、
そ
の
付
け
方
に

は
二
手
が
確
認
で
き
た
。
螻
羽
用
に
は
、
片
傍
へ
水
返
し
を
付
け
た
二
の
平
瓦
を
用
い
て
い
た
。

丸　
　

瓦

丸
瓦
は
、
北
面
東
寄
り
に
大
振
り
な
中
世
瓦
、
東
西
面
と
南
北
面
降
棟
外
側
に
近
世
以
前

の
再
用
瓦
、
残
る
南
北
面
に
明
治
補
足
瓦
を
配
し
、
総
数
一
、
九
三
〇
本
の
う
ち
八
八
五
本

が
明
治
補
足
瓦
で
あ
る
。
再
用
丸
瓦
は
、
東
面
で
中
世
三
種
、
近
世
二
二
種
、
西
面
で
中
世

八
種
、
近
世
一
五
種
、
南
面
で
近
世
四
種
、
北
面
で
中
世
八
種
、
近
世
一
〇
種
で
あ
っ
た
。

大
振
り
な
中
世
期
丸
瓦
は
、
1
～
5
番
の
七
種
二
一
〇
本
で
、
残
存
す
る
中
世
期
丸
瓦
の

約
半
数
を
占
め
る
。
い
ず
れ
も
精
錬
さ
れ
た
胎
土
で
、
礫
を
多
く
は
含
ま
ず
、
焼
き
締
ま
り

も
良
好
で
あ
っ
た
。
胴
部
側
縁
の
面
取
り
は
小
さ
い
（
側
縁
／
側
面
＝
一
～
二
／
二
）。
玉

縁
傍
の
面
取
り
は
、
大
き
く
平
坦
な
も
の
と
外
角
に
も
面
取
り
し
た
二
段
階
の
も
の
が
存
在

す
る
。
い
ず
れ
も
肩
へ
幾
分
か
及
び
、
玉
縁
先
は
未
調
整
の
も
の
が
主
で
、
調
整
し
て
い
て

も
軽
く
な
で
る
程
度
で
あ
る
。
吊
り
紐
の
高
さ
に
は
中
央
上
寄
り
と
中
央
下
寄
り
の
二
手
が

存
在
す
る
。
頭
部
凹
面
の
面
取
り
巾
は
二
寸
程
度
で
、
吊
り
紐
が
下
寄
り
に
位
置
す
る
瓦
で

は
二
寸
～
三
寸
と
や
や
ば
ら
つ
き
も
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
特
徴
は
個
体
内
で
混
在
し
て
お

り
、
製
作
技
法
面
で
の
二
分
化
は
で
き
な
い
。
右
記
か
ら
、
頭
径
五
寸
五
分
、
胴
長
一
尺
五

分
～
一
尺
一
寸
、
玉
縁
長
二
寸
五
分
、
胴
厚
七
分
五
厘
の
規
格
で
製
作
さ
れ
た
一
手
で
あ
る

と
判
断
し
た
（
瓦
重
量
三
・
〇
〇
～
三
・
五
〇
㎏
）。

丸
瓦
7
番
は
軒
丸
瓦
1
番
に
対
応
す
る
と
み
ら
れ
、
残
存
数
は
九
本
と
少
な
い
。
胴
部
側

縁
の
面
取
り
は
大
き
く
（
側
縁
／
側
面
＝
三
／
二
）、
玉
縁
傍
の
面
取
り
は
平
坦
で
片
端
に

達
す
る
一
連
の
も
の
と
な
り
、
玉
縁
先
も
丁
寧
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
吊
り
紐
は
上
方
に
位

置
し
、
紐
径
は
四
・
五
㎜
。
6
番
や
8'
番
も
特
徴
の
似
た
瓦
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
瓦
を
含
め

て
も
中
世
期
丸
瓦
全
体
の
四
％
に
す
ぎ
な
い
。

小
振
り
な
中
世
期
丸
瓦
に
は
、
多
宝
塔
軒
丸
瓦
1
番
に
対
応
す
る
丸
瓦
12
番
（
＝
多
宝
塔

丸
瓦
3
番
）
が
一
一
本
、
多
宝
塔
軒
丸
瓦
2
番
に
対
応
す
る
丸
瓦
14
番
（
＝
多
宝
塔
丸
瓦
5

番
）
が
一
二
本
確
認
で
き
る
。
そ
の
他
、
軒
丸
瓦
3
番
及
び
4
番
に
対
応
す
る
丸
瓦
も
若
干

数
確
認
で
き
た
。

近
世
期
丸
瓦
は
、
凹
面
に
内
叩
き
調
整
の
無
い
も
の
が
一
九
種
、
あ
る
も
の
が
一
六
種
存

在
す
る
。
27
番
と
44
番
は
同
種
と
み
ら
れ
て
、
内
叩
き
調
整
の
過
渡
期
と
考
え
ら
れ
た
。
軒

丸
瓦
と
対
応
す
る
丸
瓦
も
多
い
。
全
体
と
し
て
は
二
つ
の
量
的
な
ま
と
ま
り
が
確
認
で
き
て
、

近
世
期
に
お
け
る
屋
根
葺
替
修
理
が
二
度
は
存
在
す
る
と
推
察
さ
れ
た
。
丸
瓦
21
番
で
は
、

肩
に
菊
目
の
刻
印
を
確
認
し
た
。
丸
瓦
42
番
は
、
南
面
に
「
谷
川
孫
八
」
の
刻
印
が
あ
る
も

の
が
一
本
、
西
面
に
刻
印
が
無
い
も
の
九
本
が
確
認
で
き
て
、
刻
印
に
よ
る
類
例
か
ら
一
八

世
紀
後
半
以
降
の
小
修
理
が
う
か
が
え
る
。

明
治
修
理
で
の
補
足
丸
瓦
は
61
番
で
、
凹
面
三
箇
所
に
櫛
目
、
玉
縁
に
線
穴
が
あ
る
。

降
棟
下
の
袖
丸
瓦
は
す
べ
て
明
治
期
に
新
調
さ
れ
、
各
箇
所
一
二
本
、
計
四
八
本
、
玉
縁

や
凹
面
に
番
付
の
漢
数
字
が
箆
書
き
さ
れ
て
い
た
。
い
っ
ぽ
う
近
世
期
の
袖
丸
瓦
も
転
用
さ

れ
た
も
の
が
、
南
面
東
側
で
七
本
確
認
で
き
た
。
袖
を
は
つ
っ
て
丸
瓦
に
拵
え
直
し
た
も
の

74



（
単
位
m
m
）

分
類

構
成

時
代

対
応

重
量

粘
土
板

率
比

面
下

底
顎

文
珠

区
外

内
心

中
瓦

平
分

区
数

員
号

番
上
区
高
下

区
高
脇
区
幅

拵
の

深
高

幅
え

幅
谷
深

（
枚
）

（
g）

飾
り

界
線

の
径

A
(上

)
(下

)
B

H
h

E
F

F
/
E

a
b

ｃ
d

e
f

高
幅

高
幅

高
幅

L
(ｺ
ﾋ
ﾞｷ
)

G
g

C
D

高
幅

釘
穴

線
穴

1
3

当
初

8
3
,8
0
0

連
珠
文
、
1
0
個

四
周

2
4
8

3
5

5
6

3
2

3
5

3
4

0
.9
7

1
6

1
2

1
2
.5

2
2
3

2
8

8
3

1
2

1
1

3
2

3
3
6

糸
切

り
2
5

3
2
3
8

2
5

6
2
0
○

径
1
3

顎
貼
付

2
2

当
初

(8
)

2
,9
9
0

連
珠
文
、
1
0
個

四
周

2
5
0

3
5

5
6

2
9

3
6

3
4

0
.9
4

1
6

1
2

1
2
.5

2
2
5

2
8

9
1

1
2

2
1

2
2

2
9
3

糸
切

り
2
0

3
2
3
6

3
5

○
径
1
2

N
o
.1
の
尻
手
を
切
り
縮
め
て
谷
を
調
整
、
掛
平
用
か

3
5

当
初
（
多
）

2
6

2
,6
2
0

連
珠
文
、
1
3
個

内
区

浮
出

6
1
9
8

2
0
6

3
2

5
7

3
8

3
3

3
2

0
.9
7

1
7

1
2

1
1

1
8
4

2
8

9
9

9
1

1
.5

3
0
0

糸
切

り
2
2

6
1
8
3

2
1

○
径
1
0

多
宝
塔
に
同
種
瓦
2
4
枚
、
顎
貼
付

4
2

中
世

1
9

2
,2
9
0

連
珠
文
、
1
5
個

四
周

4
.5

2
1
0

2
5

4
9

3
0

2
9

2
8

0
.9
7

2
0

9
1
1
.5

1
8
7

2
0

7
8

8
0
.5

0
.5

1
1

2
9
7

糸
切

り
1
8

2
1
9
2

2
3

4
1
5
○

径
1
4

多
宝
塔
に
同
種
瓦
1
枚
、
護
摩
堂
に
類
似
瓦
あ
り

5
2

当
初
（
多
）

2
2

2
,9
9
5

連
珠
文
、
1
6
個

四
周

4
.5

2
2
0

3
4

5
7

3
9

3
6

3
5

0
.9
7

1
9

1
0

1
1

1
9
8

2
8

8
6

7
2
.5

3
3
1
5

糸
切

り
2
2

3
2
0
0

3
2

5
1
2
○

径
1
3

多
宝
塔
に
同
種
瓦
2
枚
、
胎
土
中
に
礫
を
多
く
含
む
、
顎
貼
付

5
'

1
当
初
（
多
）

(2
2
)

(2
,4
6
0
)
(顎

部
切
除
)

四
周

2
2
0

-
3
7

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
5

6
-

-
-

-
3
0
8

2
3

4
2
0
0

2
8

6
1
5
○

径
1
1

旧
軒
平
瓦
、
瓦
当
切
除
後
平
瓦
に
転
用
、
顎
貼
付
(掻

き
目
)

6
1

中
世

2
0

3
,1
2
0

均
整
唐
草
文

半
截

菊
花

2
3
0

2
4
0

3
2

5
2

1
7

3
3

3
1

0
.9
4

1
7

1
0

4
2
2
2

2
5

6
6

8
2

3
1
.5

1
.5

3
1
7

2
2

3
2
1
9

2
7

2
8
○

径
1
0

6
'

1
中
世

3
,5
0
0

均
整
唐
草
文

半
截

菊
花

2
3
5

2
4
0

3
3

5
0

1
5

3
4

3
2

0
.9
4

1
5

1
0

6
2
2
3

2
5

7
5

9
1
.5

1
.5

2
.5

2
.5

3
1
0

2
5

4
2
1
8

2
2

-
-

○
径
9

旧
掛
平
瓦
、
水
返
し
部
切
除
後
軒
平
瓦
に
転
用

7
5

中
世

3
,4
6
5

均
整
唐
草
文

蓮
華

2
6
3

4
1

5
1

2
6

3
8

3
3

0
.8
7

1
3

9
1
0

2
3
0

2
9

7
1

1
5

1
.5

3
4

3
3
2
9

1
9

2
2
5
8

3
9

◇
9
角

多
宝
塔
に
類
似
瓦
1
枚

1
3

8
3
2

9
5.

8
1

1
9
2

5
3
2

0
9
1

3
2

0
1

0
1

9
7.

0
3
2

9
2

6
2

3
4

8
3

0
5
2

6
3
2

文
状

波
0
3
7,

2
世

中
2

8

○
0
2

6
2

2
0

9
1

7
7
2

6
9
2

2
7
1

6
3

9
9

0
6.

0
5
1

5
2

0
3

7
4

0
2

8
32

4
4
2

葉
三

文
草

唐
整

均
0
3
3,

2
世

近
1

9
径
6

1
0

1
近
世

4
1

2
,8
0
0

均
整
唐
草
文

橘
2
6
5

2
5

4
2

2
6

2
6

1
5

0
.5
8

8
8

4
9

1
6
7

2
△

8
2

0
5
2

4
9
1

8
8

2
3

3
5

6

2
2
5
1

9
5

8
8

9
6.

0
8
1

6
2

4
2

0
4

2
2

0
7
2

文
草

唐
整

均
5
9
7,

2
世

近
1

1
1

△
1
2

0
6
2

0
9
1

7
9

2
1

1
3

4

1
2

1
近
世

2
,6
8
0

均
整
唐
草
文

半
截

菊
花

2
7
5

2
6
3

2
7

4
3

2
6

2
6

1
4

0
.5
4

9
.5

9
.5

4
8
.5

1
6
6

2
0

9
1

1
0
3

2
5

6
4

△
-

)
0
6
2(

4
1

4
4
2

2
7
1

7
7
2

7
9
2

7
6
1

5.
1
4

5.
0
1

5.
0
1

7
5.

0
3
1

3
2

3
3

0
5

9
1

0
5
2

文
草

唐
整

均
5
7
2,

2
3
4

世
近

1
3
1

△

6
2
2

1
8
1

4
6
2

5.
1

5.
1

5
2
2

3
4
1

5.
6
4

1
1

1
1

8
6.

0
5
1

2
2

2
3

4
4

8
1

6
3
2

文
草

唐
整

均
0
3
9,

1
4
4

世
近

2
4
1

△
6
1

多
宝
塔
に
同
種
瓦
9
枚

(
2

7
1

4
6

2
5.

1
5.

1
5.

1
5.

1
5

2
2

2
4
1

9
4

7
7

8
5.

0
4
1

4
2

2
2

6
3

4
1

0
4
2

文
草

唐
整

均
0
7
7,

1
5
4

世
近

1
5
1

2
3
0
)

(1
5
)

1
.5

1
.5

△
多
宝
塔
に
同
種
瓦
1
枚

3
2

1
5.

8
1

7
6
2

5.
1

4
5

3
2

0
5
1

0
4
/
0
5

5.
9

5.
9

4
5.

0
3
1

4
2

5
2

2
4

4
1

0
4
2

文
草

唐
整

均
0
5
0,

2
世

近
1

6
1

△
7
1

0
多
宝
塔
に
同
種
瓦
8
枚

2
0
3
1

6
6

5.
8

5.
8

7
6.

0
0
2

0
3

4
2

1
4

1
3

2
6
2

文
草

唐
整

均
0

1
7,

2
8
4

後
戸

江
3

7
1

4
5

1
3

1
3

2
8
8

1
9

2
2
4
8

3
1

1
3

□
6
角

瓦
当
刻
印
「
谷
川
喜
」
、
阿
弥
陀
堂
に
類
似
瓦
あ
り

0
9
2

5.
1

5.
1

5.
1

5.
1

5
7
2

5
4
1

5.
1
6

0
1

0
1

0
5.

0
5
1

0
3

8
2

7
4

0
2

8
6
2

文
草

唐
整

均
0
0
7,

2
0
5

代
近

5
8
1

2
0

3
2
5
4

2
1

1
.5

1
.5

1
9

1
3
9

明
治
4
4

6
1
,6
2

2
,9
8
0

連
珠
文
、
1
5
個

四
周

9
2
5
0

2
6
0

2
6

5
7

4
4

3
8

2
3

0
.6
1

1
1

1
1

1
5

2
2
0

3
5

9
7

7
1

2
2

3
2
8
7
鉄
線
引
き

1
8

2
2
3
5

2
0

4
3
○

径
1
0

明
治
解
体
修
理
、
凸
面
尻
手
に
櫛
掻
き

1
9
'

5
6

明
治
4
4

2
,5
3
0

連
珠
文
、
1
5
個

四
周

9
2
4
9

2
4
7

2
0

5
9

4
1

4
5

2
5

0
.5
6

1
7

9
1
3

2
2
2

3
3

8
7

8
1

2
1

2
2
5
7

鉄
線
引
き

1
5

2
2
4
3

2
6

2
2
○
径
1
0

明
治
解
体
修
理
（
掛
平
瓦
）
、
凸
面
尻
手
に
櫛
掻
き

2
0

3
昭
和
3
6

6
4

(2
,9
3
0
)
均
整
唐
草
文

三
ﾂ
葉

葵
3

2
3

1
1

3
3

3
2
2

5.
6
3
1

5.
6
2

5.
6
2

0
6.

0
1
2

5
3

5
3

3
5

5
4

3
7
2

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

1
9

2
欠
け
大

欠
け
大

北
東
隅
軒
平
瓦
、
東
妻
北
流
掛
平
瓦
に
使
用

（
表
中
の
括
弧
付
き
の
数
値
は
、
割
れ
欠
け
等
に
よ
り
完
形
時
と
の
差
が
大
き
い
も
の
を
示
す
。
）

瓦
当
部

尻
手

瓦
留
穴
の
有
無

瓦
当
厚

幅
(△

は
後
補
)

高
面
取
り

全
長

顎
深

瓦
当
文
様

文
様
の
種
類

下
区

後
縁

反
り

平
瓦
部

厚
面
取
り

瓦
当
外
区

備
考

瓦
当
内
区

上
区

谷
深

表
4-11　

大
門
軒
平
瓦
一
覧
（
切
隅
を
含
む
）

（
単
位
m
m
）

分
類

構
成

時
代

対
応

重
量

番
号

員
数

区
分

丸
瓦

文
様
の

巴
文
の

外
区

珠
文
数

珠
文

幅
高

幅
高

幅
高

拵
え

板
長

（
本
）

（
g）

種
類

巻
き
方

圏
線

(個
)

の
径

R
r1

r2
a

b
L

A
B

c
d

e
C

F
D

G
E

H
(ｺ
ﾋ
ﾞｷ
)
(L
-
a)

幅
高

傍
肩

胴
玉
縁

胴
玉
縁

(1
0
)

0
近
世

(3
0
)

北
西

隅
、
修

理
前

欠
失

、
N
o
.1
0
が

相
当

1
3
'

1
近
世

3
9

3
,0
8
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
6

1
3

1
6
7

1
1
1

6
8

8
6

6
3
2
0

3
2
0

-
-

-
2
9

-
-

-
-

-
-

鉄
線
引
き

-
-

-
-

-
径
7

-
-

南
東
隅
、
N
o
1
3
と
同
笵

1
5
'

1
明
治
4
4

6
1

4
,0
4
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
6

7
1
9
0

1
3
4

9
3

5
8

9
3
6
2

3
6
2

-
-

-
8

-
-

-
-

-
-

鉄
線
引
き

-
-

-
-

-
1
1
x2
1

-
-

南
西

隅
、
明

治
解

体
修

理
、
N
o
1
5
と
同

笵

1
8
'

1
昭
和
3
6

3
,5
9
0

三
ﾂ
巴
文

右
巻
き

2
5

8
1
7
0

1
3
1

1
0
4

6
5

1
0

3
6
4

3
6
4

-
-

-
1
7

-
-

-
-

-
-

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

-
-

-
-

-
径
8

-
-

災
害

復
旧

（
昭

和
3
6
年

第
二

室
戸

台
風

）

玉
縁
元

玉
縁
先

粘
土
板

胴
部
の
面
取
り

瓦
留
穴
の
有
無
(△

は
後
補
)

凹
面
胴
傍

凸
面
外
角

釘
穴

線
穴

胴
長

玉
縁

長
胴
厚

玉
縁

厚
反
り

胴
尻

瓦
当
部

全
長

A
+
B

丸
瓦
部

備
考

瓦
当
文
様

直
径

外
区
径
内
区
径

厚
外
縁
高

表
4-13　

大
門
隅
軒
丸
瓦
一
覧

（
単
位
m
m
）

分
類

構
成

時
代

対
応

重
量

離
れ

)
B
+

A(
の

砂
文

珠
数

文
珠

区
外

の
文

巴
の

様
文

瓦
丸

分
区

数
員

号
番

幅
高

幅
高

幅
高

拵
え

板
長

（
本
）

（
g）

種
類

巻
き
方

圏
線

(個
)

の
径

R
r1

r2
a

b
前
縁

後
縁

有
無

L
A

B
c

d
e

C
F

D
G

E
H

(ｺ
ﾋ
ﾞｷ
)
(A
-
a)

幅
高

傍
肩

胴
玉
縁

胴
玉
縁

1
5

当
初

7
4
,0
3
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

3
2

4
1
7
0

1
3
0

6
0

3
0

1
1

○
○

3
7
5

3
2
4

5
1

2
5

1
6

8
1
5
7

8
5

1
1
5

6
3

9
3

4
5

糸
切

り
2
9
4

1
5

1
5

○
○

径
1
5

2
1

中
世

2
,9
9
5

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

2
5

6
1
5
0

1
1
0

7
6

3
0

1
5

○
○
細

3
2
5

2
8
6

3
9

2
4

2
0

1
1

1
5
4

7
9

1
1
2

5
2

8
4

2
9

糸
切

り
2
5
6

1
5

1
0

○
○

径
1
0

多
宝
塔
に
同
種
瓦
1
本

3
1

中
世

1
9

2
,4
7
5

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

2
8

7
1
5
2

1
0
8

7
8

2
2

7
○

○
3
1
2

2
7
2

4
0

2
2

1
6

1
3

1
3
2

7
3

9
5

5
0

欠
け
大

欠
け
大

糸
切

り
2
5
0

1
0

1
0

○
○

径
1
4

多
宝
塔
に
同
種
瓦
1
本

4
4

中
世

1
3
'

3
,1
0
0

三
ﾂ
巴
文

右
巻
き

1
6

7
1
4
4

1
0
7

7
0

2
8

1
1

○
○

3
5
6

3
0
0

5
6

2
3

1
8

7
1
4
5

8
5

1
1
0

5
8

8
0

3
0

糸
切

り
2
7
2

3
1
0

△
径
1
2

多
宝
塔
に
同
種
瓦
8
本

5
1

近
世

3
1

2
,4
9
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
6

8
1
6
0

1
1
4

(7
4
)

2
3

4
○

3
0
2

2
6
2

4
0

2
1

1
9

8
1
5
0

7
6

1
2
0

5
1

9
0

2
0
鉄
線
引
き

2
3
9

1
6

7
○

径
1
3

6
1

近
世

2
1

2
,6
5
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
6

9
1
6
3

1
1
4

(7
3
)

2
0

7
○

3
3
0

2
7
9

5
1

2
1

1
8

8
1
5
0

7
5

1
1
5

4
7

7
7

2
4
鉄
線
引
き

2
5
9

1
5

1
2

○
径
1
2

7
1

近
世

3
2

2
,3
8
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
6

9
1
6
0

1
2
0

(6
8
)

2
1

6
○

○
2
9
0

2
5
4

3
6

2
1

2
0

1
1

1
4
5

6
9

1
1
6

4
6

7
5

2
5
鉄
線
引

き
2
3
3

1
5

6
径
1
3

8
3

近
世

2
5

2
,1
2
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
4

1
4

1
5
8

1
0
8

(6
2
)

1
9

8
○

○
3
0
2

2
7
0

3
2

1
7

2
1

5
1
5
6

7
3

1
2
0

4
7

8
4

2
9
鉄
線
引
き

2
5
1

1
0

5
○

径
9

本
堂
に
類
似
瓦
あ
り

9
7

近
世

4
5

2
,1
9
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
6

1
4

1
5
6

1
0
2

(6
2
)

2
0

7
○

○
3
0
4

2
7
5

2
9

1
7

2
1

5
1
5
6

7
0

1
2
0

4
8

9
4

2
9
鉄
線
引
き

2
5
5

1
2

1
○

○
径
9
x2

△

1
0

1
近
世

3
0

2
,3
3
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
6

8
1
5
1

1
0
8

(7
3
)

2
0

5
○

3
6
0

3
6
0

-
1
8

-
6

1
4
5

6
5

-
-

8
2

2
0
鉄
線
引
き

3
4
0

1
4

1
2

○
-

径
1
4

-
-

北
西
隅
巴
を
転
用

1
1

1
近
世

3
5
か

2
,0
9
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
5

1
3

1
4
5

1
0
0

(6
6
)

1
6

7
○

3
6
2

3
2
4

3
8

1
7

1
6

8
1
3
6

6
2

1
0
3

4
0

7
7

2
5
鉄
線
引
き

3
0
8

1
1

4
○

○
径

1
5
x2

△
△

1
2

1
近
世

2
,1
3
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
5

1
0

1
5
5

9
9

(6
2
)

1
7

7
○

3
5
9

3
2
5

3
4

1
5

1
2

4
1
3
8

6
0

1
0
8

4
5

6
8

3
6
鉄
線
引
き

3
0
8

6
3

○
径

1
5
x2

△
△

1
3

1
0

近
世

3
9

2
,5
2
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
6

1
3

1
5
4

1
1
0

(6
8
)

2
7

8
3
4
6

3
1
2

3
4

1
8

1
7

4
1
5
1

6
5

1
1
6

4
1

7
5

2
0
鉄
線
引

き
2
8
5

1
3

3
径
9
x2

△
主
に
東
妻
南
流
掛
丸
瓦
で
使
用
、
南
東
隅
巴
と
同
種

1
4

4
近
世

2
3

3
,3
0
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
6

1
2

1
7
8

1
2
9

8
6

2
3

7
○

4
1
7

3
7
0

4
7

2
1

1
7

9
.5

1
6
5

7
0

1
3
2

5
0

9
5

2
8
鉄

線
引

き
3
4
7

1
1

6
○

径
1
4
x2

△
△

1
5

1
4
5

明
治
4
4

6
1

3
,3
7
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
6

7
1
6
1

1
3
4

9
2

3
2

1
0
○

○
3
6
9

3
2
8

4
1

2
0

1
6

0
1
5
6

7
5

1
1
6

5
2

6
9

2
0
鉄
線
引
き

2
9
6

7
7

○
○

径
9

径
9

明
治
解
体
修
理
、
凹
面
に
櫛
掻
き

1
6

1
大
正
1
0

3
,1
8
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

3
2

6
1
7
0

1
3
4

1
0
2

3
0

1
3

○
○

4
1
5

3
7
4

4
1

1
8

1
8

4
1
5
5

7
6

1
2
5

5
6

8
5

2
5
鉄
線
引
き

3
4
4

1
8

2
○

○
径
1
4

△
△

本
堂
昭
和
修
理
時
整
備
（
本
堂
中
古
瓦
を
代
用
）

1
7

1
昭
和
３
頃

2
,9
6
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

2
8

4
1
4
3

1
1
5

8
3

3
4

1
1

○
3
5
4

3
1
0

4
4

1
9

1
4

9
1
4
5

9
0

1
0
9

5
6

7
6

2
5
鉄
線
引
き

2
7
6

○
○

径
1
0

径
1
0

△
多
宝
塔
昭
和
修
理
時
整
備
（
下
層
補
足
瓦
を
代
用
）

1
8

1
昭
和
3
6

3
,1
5
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

1
1

1
0

1
7
5

1
3
0

8
5

2
1

1
0

○
○

3
5
1

2
9
5

5
6

1
9

1
4

1
0

1
5
7

7
0

1
2
1

6
0

9
4

3
7

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

2
7
4

○
○

径
1
1

径
3

径
5

災
害
復
旧
（
昭
和
3
6
年
第
二
室
戸
台
風
被
害
）

1
9

1
8

昭
和
3
6

2
,4
5
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

2
0

8
1
5
0

1
1
0

7
8

2
1

7
○

○
2
9
7

2
6
3

3
4

1
8

1
5

0
1
4
7

7
1

1
1
9

5
0

8
9

2
8

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

5
径

○
○

2
4

2
災
害
復
旧
（
昭
和
3
6
年
第
二
室
戸
台
風
）

2
0

5
昭
和
4
7
頃

5
,4
0
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

2
6

5
1
7
1

1
3
2

1
0
5

3
0

1
1

○
○

4
3
1

3
5
4

7
7

2
5

2
2

2
3

1
7
0

8
1

1
3
6

5
9

9
5

3
2

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

3
2
4

○
○

径
4

径
4

本
堂
昭
和
修
理
時
整
備
（
本
堂
補
足
瓦
を
代
用
）

2
1

2
1

昭
和
5
5

5
,2
2
0

三
ﾂ
巴
文

左
巻
き

2
6

5
1
7
0

1
2
8

1
0
0

3
1

1
1

○
○

4
3
3

3
8
5

4
8

2
2

2
6

8
1
7
1

8
6

1
2
5

5
7

9
3

3
3

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

3
5
4

○
○

径
1
3

径
5

径
5

災
害
復
旧
（
昭
和
5
4
年
秋
台
風
被
害
）

反
り

丸
瓦
部

瓦
当
文
様

内
区

径
玉
縁
長

玉
縁
厚

瓦
当
部

直
径

外
区
径

瓦
当
周
縁

胴
部
の
面
取
り

線
穴

玉
縁
先

玉
縁
元

胴
長

凹
面
内
角

胴
厚

粘
土
板

厚
の
面
取
り

外
縁

高
備
考

瓦
留
穴
の
有
無
(△

は
後
補
)

全
長

胴
尻

凸
面
外
角

釘
穴

表
4-12　

大
門
軒
丸
瓦
一
覧
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（
単
位
m
m
）

分
類

時
代

穴
釘

れ
離

板
土

粘
整

調
の

砂
え

拵
の

周
四

り
反

厚
長

全
量

重
面

西
面

東
面

北
面

南
他

の
そ

デ
ナ

痕
紐

痕
台

デ
ナ

痕
台

痕
目

布
無

有
)

ｷﾞ
ﾋ

ｺ(
面

糸
高

幅
高

幅
尻

頭
ち

落
尻

頭
)g

(
分

区
号

番
1

中
世

3
,5
4
0

3
5
0

2
4

1
2
3
9

2
7
4

3
5

3
9

4
0

1
4

7
糸

切
り

○
○

○
尻

○
○

径
1
3
扁
平

3
4
7

2
0

1
1
'

中
世

3
,8
1
0

3
5
6

2
2

2
2
5
0

2
7
6

2
6

4
3

4
2

1
5

6
糸

切
り

○
○

○
○

1
2

中
世

3
,5
4
0

3
4
0

2
3

2
2
3
5

2
8
8

5
3

4
0

3
7

1
4

6
糸

切
り

○
○

○
○

○
径
1
4

1
6
0

2
'

中
世

3
,4
6
0

3
4
5

2
6

4
2
4
3

2
7
5

3
2

3
0

3
8

1
2

5
糸

切
り

○
○

○
1

2
2

3
3

中
世

3
,5
7
0

3
4
2

2
2

1
2
5
0

2
7
5

2
5

3
7

4
0

1
2

3
糸

切
り

○
○

○
○

径
1
2

7
3

1
4

中
世

3
,5
7
0

3
3
8

2
5

1
2
4
3

2
7
0

2
7

3
6

3
8

1
0

4
糸

切
り

○
○

○
○

径
1
3

1
1

3
1

2
8

3
6

4
'

中
世

3
,4
6
0

3
3
8

2
5

1
2
4
0

2
7
5

3
5

3
6

3
5

1
5

6
糸

切
り

2
1

○
○

○
○

5
中
世

3
,4
2
0

3
4
3

2
1

1
2
3
4

2
5
6

2
2

4
7

4
2

1
5

4
糸

切
り

○
○

○
化
粧

○
○

径
1
2
圧
痕

6
7

6
中
世

4
,0
0
0

3
3
8

2
6

3
2
4
0

2
5
6

1
6

4
0

5
0

1
5

6
糸

切
り

○
○

○
○

○
○

径
1
2

3
8

9
6
'

中
世

3
,3
9
0

3
3
8

2
2

4
2
4
0

2
6
0

2
0

4
0

5
0

1
0

5
糸

切
り

3
○

○
○

○
○

○
7

中
世

3
,1
6
0

3
4
2

2
2

0
2
3
6

2
5
0

1
4

3
3

2
9

1
8

6
3

3
糸

切
り

○
○

○
○
傍

○
○

径
1
2

1
0

1
0

7
1
2

7
'

中
世

2
,6
9
0

3
4
7

1
7

3
2
3
4

2
5
2

1
8

2
9

2
8

1
5

2
3

2
糸

切
り

○
○

○
○
傍

○
6

3
3

8
当
初

3
,4
9
0

3
3
1

2
6

5
2
1
8

2
4
6

2
8

4
0

3
4

2
4

6
糸

切
り

○
○

○
○

径
1
2

2
9

軒
平

1
・
軒

丸
1
・
丸

7
と
組

む

9
中
世

3
,3
1
0

3
3
0

2
2

4
2
2
5

2
6
0

3
5

4
6

4
4

1
2

4
4

1
糸

切
り

○
○

○
○

径
1
3
扁
平

4
2
1

尻
部

面
取

り
は

三
日

月
型

1
0

中
世

3
,4
6
0

3
2
0

2
5

1
2
1
6

2
3
8

2
2

2
8

2
8

1
7

7
糸

切
り

○
○

○
○

○
○

布
目

1
4

1
1

中
世

3
,1
0
0

3
2
2

2
1

1
3
4
0

3
3
6

-
4

3
3

2
7

6
2

1
0

5
糸

切
り

1
目

布
粗

○
○

○
○

凸
面

布
目

痕
は

指
痕

と
一

致

1
2

中
世

3
,1
6
0

3
3
8

2
2

2
2
2
0

2
4
0

2
0

3
3

3
3

1
5

5
1
1

2
糸

切
り

6
1

1
○

○
○

○
尻

部
面

取
り
は

三
日

月
型

1
3

中
世

3
,0
9
0

3
1
0

2
5

3
2
2
5

2
4
5

2
0

3
3

3
4

1
0

6
5

4
糸

切
り

○
○

○
○

径
1
3

1
釘

穴
は

中
央

寄
り

1
4

中
世

2
,7
0
0

3
0
7

2
0

3
2
2
6

2
3
2

6
2
7

2
5

1
0

3
4

1
糸

切
り

○
○

○
○

○
○

○
径
1
0

1
釘

穴
は

中
央

寄
り

1
5

中
世

3
,2
8
0

3
3
4

2
4

4
2
1
2

2
4
4

3
2

3
8

3
9

2
2

6
3

1
糸

切
り

○
○

○
径
1
3
扁
平

1
2

1
0

1
0

1
5
'

中
世

2
,8
3
0

3
3
1

2
2

2
2
1
3

2
5
0

3
7

4
0

3
3

2
0

3
3

2
糸

切
り

1
○

○
○

○
1
6

中
世

2
,8
7
0

3
3
5

2
2

2
2
2
4

2
4
6

2
2

3
7

3
5

1
2

3
2

2
糸

切
り

○
○

○
○

○
径
1
3
扁
平

1
2
1

歪
み

大

1
7

中
世

2
,8
7
0

3
2
4

2
4

3
2
1
4

2
2
8

1
4

2
6

2
9

1
7

5
○

糸
切

り
○

○
○

○
○

径
1
0

1
3

2
0

4
7

尻
部

面
取

り
は

三
日

月
型

1
7
'

中
世

2
,8
0
0

3
2
4

2
2

-
3

2
0
7

2
2
6

1
9

3
5

3
0

1
3

5
4

2
○

糸
切

り
2

目
布

○
○

○
1
8

中
世

2
,3
2
0

3
1
4

2
1

8
1
9
6

2
1
5

1
9

3
8

3
4

1
4

5
○

糸
切

り
○

○
ﾀ
ﾃ

○
○

径
1
2

1
3

2
8

凹
面

に
篦

書
き
文

字
「
ﾋ
ﾗ
ｶ
ﾜ
ﾗ
ﾆ
‡
三

千
八

百
ﾏ
ｲ
」

1
8
'

中
世

3
,1
6
0

3
1
5

2
6

4
2
0
6

2
2
0

1
4

2
9

2
4

1
6

6
5

3
○

糸
切

り
1

○
○

傍
○

○
○

頭
口

に
横

線

1
9

中
世

2
,4
0
0

3
0
3

2
2

2
1
9
5

2
1
0

1
5

2
7

2
4

1
3

5
○

糸
切

り
○

○
○

○
太

○
径
1
5

2
7
3

凸
面

紐
痕

ナ
デ
消

し
、
軒

平
4
・
軒

丸
3
・
丸

1
9
と
組

む
(多

宝
塔

N
o
.1
6
と
同

種
)

1
9
'

中
世

2
,5
3
0

3
1
1

2
1

2
1
9
6

2
1
2

1
6

3
1

3
0

1
5

6
3

4
○

糸
切

り
2

太
○

○
○

○
○

○
2
0

中
世

2
,5
1
0

3
2
0

2
2

5
2
0
0

2
2
0

2
0

3
3

3
3

1
2

8
4

3
○

糸
切

り
○

○
○

径
1
1

2
4

5
7

軒
平

6
・
軒

丸
4
・
丸

1
3
'と
組

む

2
0
'

中
世

2
,7
9
0

3
2
0

2
1

2
2
0
2

2
1
8

1
6

3
7

3
0

1
2

4
2

2
○

糸
切

り
1

○
○

2
1

中
世

2
,4
3
0

3
1
2

2
2

8
1
9
5

2
1
8

2
3

3
0

2
4

1
1

1
0

4
3

○
糸

切
り

3
1

3
2

2
2

0
1

径
○

多
宝

塔
N
o
.1
5
と
同

種

2
2

中
世

2
,3
6
0

3
0
9

2
1

1
1
9
4

2
1
3

1
9

2
4

2
6

1
2

6
○

糸
切

り
8

6
7
9

8
2

3
1

3
1

径
○

太
○

○
凸

面
紐

痕
ナ
デ
消

し
、
軒

平
5
と
組

む
(多

宝
塔

N
o
.1
4
と
同

種
)

2
3

中
世

2
,1
2
0

3
0
4

2
2

3
1
7
8

2
0
2

2
4

2
3

2
6

1
3

7
1

1
○

糸
切

り
4
8

2
7

2
2

7
0
1

径
○

○
2
3
'

中
世

1
,8
6
0

3
0
5

1
9

5
1
8
0

2
0
3

2
3

2
9

2
3

9
5

3
2

○
糸

切
り

5
○

○
○

2
4

中
世

1
,8
5
0

3
0
2

1
9

3
1
8
4

1
9
6

1
2

2
3

2
4

1
0

4
1

2
○

糸
切

り
○

○
○

○
径
1
1

2
9

3
0

2
4
'

中
世

1
,7
8
0

3
0
2

1
7

7
1
8
6

2
0
6

2
0

2
7

2
0

8
5

2
2

○
糸

切
り

3
4

1
○

○
○

2
5

中
世

2
,1
9
0

3
1
2

2
0

0
1
8
6

2
0
6

2
0

2
9

2
5

1
3

7
3

3
○

糸
切

り
3

7
1

1
径

○
○

2
5
'

中
世

2
,5
6
0

3
2
2

2
1

4
1
8
5

2
0
4

1
9

2
1

2
9

1
5

5
6

2
○

糸
切

り
1

○
○

○
2
6

中
世

1
,8
0
0

2
9
8

1
8

3
1
8
0

2
0
0

2
0

2
6

2
4

1
1

6
3

2
○

糸
切

り
○

○
○

径
1
1

1
2
4

4
5

軒
平

3
と
組

む
(多

宝
塔

N
o
.1
3
と
同

種
)

2
7

中
世

1
,6
0
0

2
7
5

1
8

0
1
7
5

1
9
0

1
5

2
4

2
5

7
3

○
糸

切
り

4
4

0
1

径
○

○
多

宝
塔

N
o
.1
1
と
同

種

2
7
'

中
世

1
,4
5
0

2
6
8

1
7

7
1
7
4

1
9
0

1
6

2
0

3
1

6
3

○
糸

切
り

2
○

○
○

○
○

3
2

1
2

2
1

6
9

1
4

8
1

4
6

1
1

8
2

0
4

5,
1

世
中

8
2

糸
切

り
6

9
径

○
○

○
2
8
'

中
世

1
,5
8
0

2
8
0

1
8

2
1
7
6

1
9
0

1
4

2
8

2
9

1
6

3
○

糸
切

り
1

○
○

○
○

多
宝

塔
N
o
.1
1
'と
同

種

2
9

中
世

1
,5
3
0

2
6
0

1
6

1
0

1
7
2

1
8
0

8
2
0

1
8

6
2

○
糸

切
り

8
9

径
○

○
○

3
0

中
世

1
,6
8
0

2
7
7

1
9

1
2
0
8

1
9
6

-
1
2

1
8

2
1

1
2

○
2

4
5

8
3
1

中
世

1
,3
2
0

2
5
6

1
6

2
1
8
6

2
0
0

1
4

2
4

2
5

1
2

3
2

2
○

8
○

○
○

○
3

○
○

○
○

2
3

0
3

9
2

4
1

2
5

2
8

3
2

2
2

2
5

8
2

0
9

4,
2

世
近

1
4

頭
側

木
口

に
菊

目
刻

印
、
軒

平
1
0
と
組

む

1
○

○
2

2
7

2
3

1
0

4
2

7
2

2
5

2
2

6
8

2
0

2
7,

2
世

近
2

44
3

近
世

2
,0
1
0

2
7
3

1
8

6
2
3
3

2
4
2

9
2
3

2
6

3
2

1
1

○
9
7

○
○

○
○

軒
平

1
3
と
組

む

6
れ

潰
8

径
○

○
傍

○
○

○
2

3
5

2
3

2
9

1
4

4
2

5
2

2
6

9
1

7
7

2
0
3

0,
2

世
近

'
3

4
0

9
○

○
○

2
3

9
1

8
1

6
1

8
3

2
2

2
2

2
6

1
3

6
2

0
1

8,
1

世
近

4
4

軒
平

1
4
と
組

む

2
目

櫛
○

傍
○

○
○

2
4

3
2

5
2

2
1

8
3

2
6

2
2

7
8

1
2

6
2

0
5

8,
1

世
近

'
4

4
4
2

○
○

○
○

2
2

3
1

2
2

2
1

8
3

2
6

2
2

2
6

1
0

6
2

0
8

8,
1

世
近

5
4

軒
平

1
5
と
組

む

3
○

○
○

2
4

3
2

5
2

0
2

7
3

2
7

1
2

7
8

1
5

7
2

0
8

8,
1

世
近

6
4

2
○

○
○

4
5

4
2

2
2

8
8

2
2

0
2

2
3

9
1

4
7

2
0

4
0,

2
世

近
7

4
頭

部
面

取
り
は

三
日

月
型

1
○

○
○

2
3

1
2

3
2

2
1

0
5

2
8

3
2

3
7

1
8

8
2

0
5

9,
1

世
近

8
4

軒
平

1
7
と
組

む

1
○

○
○

2
3

5
2

4
2

8
1

0
6

2
2

4
2

3
0

2
0

0
3

0
9

0,
2

世
近

9
4

1
○

○
○

1
4

8
1

3
2

7
1

2
7

2
5

5
2

5
0

2
4

0
3

0
0

4,
2

世
近

0
5

軒
平

1
8
と
組

む

5
1

明
治
4
4

2
,4
0
0

2
9
2

1
9

2
2
4
0

2
5
4

1
4

2
2

2
4

9
5

○
鉄

1
8

3
9

9
7

1
1

目
櫛

○
○

き
引

線
明

治
解

体
修

理
、
凸

面
尻

手
の

櫛
目

に
２
手

5
2

明
治
4
4

2
,5
4
0

2
5
2

2
1

2
2
3
5

2
4
5

1
0

(2
0
)

2
3

4
1

鉄
線

引
き

○
○

2
6

2
6

掛
二

の
平

瓦
、
左

右
勝

手
(片

傍
に
水

返
し
付

き
、
高

1
7
)

5
3

昭
和
３
頃

2
,1
0
0

2
6
4

1
9

6
2
4
3

2
5
0

7
3
4

3
9

1
2

7
○

鉄
線

引
き

1
1

○
○

○
南

東
降

棟
・
隅

棟
補

修
時

○
5

3
6

3
8

1
8

7
2

0
6

2
7

9
1

6
0

3
0

4
0,

3
6
3

和
昭

4
5

ﾌ
ﾟﾚ
ｽ

2
○

傍
○

○
多

宝
塔

N
o
.4
と
同

種

小
計
(枚

)
1
2
7
7
1
2
0
9

6
4
7

6
5
6

合
計
(枚

)
3
7
8
9

備
考

調
整

葺
き
面
別
構
成
員
数

凹
面

痕
跡

痕
跡

幅
谷
深
さ

面
凸

)
高

×
幅(

取
面

頭
尻

表
4-14　

大
門
平
瓦
一
覧
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（
単

位
m
m
）

分
類

時
代

玉
縁

玉
縁

玉
縁

玉
縁

粘
土

板
デ

ナ
時

型
成

え
拵

の
高

先
幅

先
高

元
幅

元
長

縁
玉

厚
縁

玉
高

尻
幅

尻
高

頭
幅

頭
長

胴
厚

胴
長

全
量

重
面

西
面

東
面

北
面

南
縁

玉
部

胴
縁

玉
部

胴
き

掻
櫛

き
叩

内
デ

ナ
紐

吊
目ﾞ

ｻﾞ
ｺ

目
布

整
調

痕
目

縄
)

ｷﾞ
ﾋ

ｺ(
先

肩
傍

肩
頭

傍
高

幅
高

幅
)g

(
分

区
号

番
1

中
世

3
,5
2
0

4
1
7

2
6

3
4
9

1
6
8

7
9

1
6
9

8
7

8
0

9
1
5

1
5

1
8

6
8

1
2
9

6
7

1
0
0

5
5

○
△

糸
切

り
5

1
0

1
径

○
○

横
○

2
中

世
3
,3
5
0

4
1
7

2
4

3
3
9

1
6
2

7
7

1
7
0

8
2

6
0

8
9

1
5

1
5

7
8

1
2
6

6
2

9
0

5
3

○
△

糸
切

り
6

3
1

1
1

径
○

○
横

○
2
'

中
世

3
,4
1
0

3
9
2

2
3

3
2
0

1
6
1

7
7

1
6
5

7
9

6
0

7
1
2

1
8

1
7

7
2

1
2
8

6
1

8
5

4
9

○
△

糸
切

り
9
1

○
○

横
○

3
中

世
3
,2
2
0

4
0
4

2
5

3
2
5

1
5
9

7
5

1
5
7

8
1

6
5

1
2

7
1
0

1
7

7
9

1
1
9

6
1

7
5

4
6

○
糸

切
り

1
1

1
径

○
○

横
○

4
中

世
2
,9
9
0

3
8
2

2
3

3
1
5

1
5
5

7
7

1
6
3

8
2

7
5

8
6

7
1
2

6
7

1
2
5

6
4

7
7

4
5

□
糸

切
り

2
3

1
1

径
○

○
横

○
4
'

中
世

3
,5
5
0

3
9
2

2
4

3
2
3

1
5
5

8
2

1
6
5

8
3

6
0

7
7

1
4

1
8

6
9

1
2
3

6
3

8
7

5
6

□
糸

切
り

4
○

○
横

○
5

中
世

3
,3
4
0

3
9
5

2
5

3
1
3

1
5
6

7
9

1
7
3

7
2

5
5

9
6

1
0

1
9

8
2

1
3
0

6
2

9
2

4
8

○
△

糸
切

り
3

0
1

径
○

○
横

○
6

中
世

2
,7
2
0

3
5
4

2
4

3
0
0

1
5
7

7
6

1
5
2

7
8

5
0

9
1
0

1
5

1
2

5
4

1
1
2

5
8

6
2

4
3

○
△

○
糸

切
り

2
4

0
1

径
○

○
縦

○
7

当
初

2
,6
7
0

3
4
6

2
1

2
9
5

1
6
0

7
9

1
5
8

8
0

4
0

5
1
0

1
8

1
2

5
1

1
1
4

6
0

6
8

4
5

○
○

○
糸

切
り

9
0

1
径

○
○

縦
○

軒
丸

1
・
軒

平
1
・
平

8
と
組

む

7
'

中
世

3
,0
6
0

3
5
3

2
2

3
0
0

1
6
3

8
3

1
7
0

7
7

8
0

4
2
0

2
5

1
1

5
3

1
2
3

5
5

6
0

3
8

○
△

糸
切

り
3

○
○

縦
+

横
○

8
中

世
2
,5
7
0

3
5
6

2
0

2
9
1

1
5
8

7
7

1
5
8

8
0

4
5

4
8

1
2

1
8

6
5

1
2
0

6
2

8
9

4
3

○
○

糸
切

り
?

○
縦

○
(○

)
△

指
径

1
2

4
8
'

中
世

2
,4
6
0

3
5
4

2
0

2
9
8

1
5
1

7
6

1
5
5

7
8

7
5

1
0

1
1

1
5

1
8

5
6

1
1
7

6
0

7
9

5
1

○
○

○
糸

切
り

5
1

○
縦

○
9

中
世

2
,4
6
0

3
5
7

2
0

2
9
2

1
5
5

7
1

1
5
8

8
0

5
0

5
8

1
1

1
2

6
5

1
1
2

6
0

7
4

4
4

○
○

○
糸

切
り

4
3

1
○

○
横

○
1
1

中
世

2
,6
1
0

3
4
0

2
2

2
8
9

1
5
3

8
0

1
5
7

8
4

7
5

7
1
0

1
8

1
7

5
1

1
2
0

6
6

7
5

4
9

○
○

○
糸

切
り

2
指

△
)

○(
○

縦
○

1
2

中
世

2
,2
4
0

3
3
7

2
2

2
7
0

1
4
4

6
8

1
4
9

7
3

7
0

9
8

7
1
6

6
7

1
1
2

5
6

7
0

4
3

○
△

糸
切

り
○

横
○

(○
)

△
指

径
1
3

1
1
0

多
宝

塔
N
o
.3
と
同

種
、
礫

を
多

く
含

む

1
3

中
世

1
,9
7
0

3
3
7

2
0

2
7
7

1
4
0

6
5

1
4
2

7
2

6
5

7
8

1
3

1
5

6
0

1
0
4

5
3

7
6

4
2

○
○

糸
切

り
1
1

1
1

径
指

△
○

○
横

○
1
3
'

中
世

2
,1
5
0

3
3
1

2
1

2
6
8

1
2
8

7
4

1
4
9

7
7

7
5

6
1
0

1
4

1
5

6
3

1
0
8

5
9

7
2

4
3

○
糸

切
り

2
○

横
○

軒
丸

4
・
軒

平
6
・
平

2
0
と
組

む

1
4

中
世

2
,1
9
0

3
2
6

2
0

2
6
3

1
4
2

6
6

1
5
5

7
8

6
0

4
8

1
1

1
3

6
3

1
1
8

5
9

7
6

4
2

○
△

糸
切

り
2
1

2
1

径
○

横
○

多
宝

塔
N
o
.5
と
同

種
、
礫

を
多

く
含

む

1
4
'

中
世

1
,9
6
0

3
2
2

1
5

2
6
3

1
4
0

7
5

1
5
5

8
0

3
5

4
4

1
0

1
6

5
9

1
1
3

6
0

8
0

4
7

○
糸

切
り

3
△

○
横

○
1
5

中
世

2
,0
3
0

3
2
9

2
1

2
6
7

1
4
0

6
7

1
4
9

7
6

5
0

8
7

7
1
4

6
2

1
0
8

5
7

8
1

4
6

○
糸

切
り

4
1

○
○

縦
○

1
6

中
世

2
,0
8
0

3
2
4

2
1

2
6
0

1
4
2

7
6

1
4
4

7
6

6
0

4
1
2

1
2

1
4

6
4

1
0
5

5
7

6
7

4
2

○
糸

切
り

9
1

1
3

2
1

径
○

○
横

○
1
6
'

中
世

1
,8
3
0

3
2
2

1
9

2
6
2

1
3
5

6
7

1
4
7

7
2

6
5

5
5

7
1
2

6
0

1
0
6

5
3

8
0

4
1

○
糸

切
り

7
△

)
○(

○
横

○
1
7

中
世

2
,0
5
0

3
1
4

1
9

2
5
1

1
2
7

7
0

1
4
4

7
7

6
0

6
1
0

1
0

1
5

6
3

1
0
6

5
8

8
5

4
4

○
糸

切
り

2
△

○
○

縦
○

1
8

中
世

1
,8
3
0

2
8
6

2
1

2
3
7

1
3
9

7
5

1
4
0

7
8

6
0

6
8

1
3

1
1

4
9

1
0
6

5
9

7
2

4
7

○
○

○
糸

切
り

1
○

○
縦

○
1
9

中
世

1
,5
6
0

2
8
7

1
8

2
5
2

1
3
7

6
4

1
3
3

6
7

5
5

8
1
1

1
2

1
3

3
5

9
4

5
0

7
6

4
5

○
○

○
糸

切
り

横
+
縦

○
1

軒
丸

3
・
軒

平
4
・
平

1
9
と
組

む

割
欠

中
世

○
糸

切
り

4
5

3
2
0

近
世

2
,1
0
0

3
1
6

1
9

2
7
8

1
5
1

7
4

1
4
9

7
4

3
5

7
7

1
2

1
7

3
8

1
1
7

5
8

8
4

4
8

○
○

○
鉄

線
引

き
○

縦
2

2
1

近
世

2
,3
5
0

3
2
5

2
1

2
8
0

1
6
5

7
0

1
6
0

8
1

3
5

1
1

1
2

1
1

1
6

4
5

1
2
3

6
3

9
0

5
1

○
○

○
鉄

線
引

き
1

角
外

胴
○

○
△

縦
+

横
胴

肩
に
菊

目
刻

印
、
軒

丸
6
と
組

む

2
2

近
世

2
,0
5
0

3
1
0

2
1

2
6
2

1
5
4

7
5

1
6
0

8
3

3
0

8
1
3

8
1
5

4
8

1
2
2

6
5

9
0

4
9

○
○

○
鉄

線
引

き
1

△
○

○
△

縦
+

横
2
3

近
世

1
,6
3
0

3
0
8

1
5

2
6
3

1
4
8

6
9

1
5
4

7
6

2
5

5
1
4

1
5

1
5

4
5

1
2
1

6
0

8
7

4
5

○
○

○
鉄

線
引

き
1

1
○

△
横

+
縦

軒
丸

5
と
組

む

2
4

近
世

1
,9
4
0

3
0
3

1
8

2
7
0

1
5
2

7
1

1
5
2

7
7

3
0

4
1
2

6
○

1
4

3
3

1
1
4

6
0

7
9

4
7

○
○

○
鉄

線
引

き
9

1
具

工
△

○
○

△
横

○
○

○
2

4
6

8
7

5
7

2
1

9
3

3
1

5
5

2
2

7
9

5
1

6
6

7
5

1
8

5
2

6
1

7
9

2
0

3
5,

1
世

近
5

2
鉄

線
引

き
2
2

2
○

○
△

縦
+

横
軒

丸
9
と
組

む

2
6

近
世

1
,4
9
0

2
7
2

1
4

2
4
3

1
5
7

7
2

1
4
7

7
5

1
8

5
9

7
1
3

2
9

1
1
7

6
0

9
2

5
0

○
○

○
鉄

線
引

き
2
1

4
角

外
胴

○
△

縦
2
7

近
世

2
,1
8
0

2
9
1

2
1

2
5
6

1
5
4

7
3

1
5
7

7
7

3
0

1
3

2
0

1
5

○
1
8

3
5

1
1
9

6
0

9
2

4
5

○
○

○
鉄

線
引

き
3

○
○

縦
丸

4
4
と
同

種

2
8

近
世

1
,8
7
0

2
8
6

1
6

2
5
0

1
6
3

7
2

1
5
8

7
8

2
3

6
1
5

1
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縦
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取
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成
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丸
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一
覧
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が
二
本
、
本
来
の
形
状
の
ま
ま
東
妻
南
流
れ
の
刀
根
丸
瓦
へ
使
用
し
た
も
の
が
五
本
で
あ
っ
た
。

鬼　
　

瓦

鬼
瓦
は
北
東
隅
棟
鬼
を
除
き
、
古
代
鬼
面
風
に
造
ら
れ
た
明
治
修
理
の
補
足
品
で
あ
る
。

明
治
修
理
の
大
棟
鬼
瓦
に
は
、「
若
山
／
東
瓦
町
／
瓦
製
造
所
／
林
徳
次
郎
」
の
刻
印
の

他
、
東
側
鬼
瓦
側
面
に
は
「
明
治
四
拾
四
年
七
月
製
」
の
篦
書
き
が
あ
る
。
降
棟
・
隅
棟
も

含
め
、
同
様
の
鬼
面
を
持
っ
た
側
張
り
仕
上
げ
の
鬼
瓦
で
あ
っ
た
が
、
北
西
隅
鬼
の
み
裏
側

の
補
強
張
り
の
仕
様
が
異
な
る
。

北
東
隅
棟
に
唯
一
残
る
近
世
期
の
鬼
瓦
は
、
明
治
修
理
で
唯
一
再
用
さ
れ
た
も
の
で
、
大

門
精
算
書
記
載
の
補
足
瓦
員
数
と
も
合
致
す
る
。

鳥
衾
瓦
・
衾
瓦

鳥
衾
瓦
は
、
明
治
修
理
補
足
瓦
と
、
大
棟
と
南
東
隅
棟
に
昭
和
三
年
頃
の
補
足
瓦
三
本
、

北
東
の
降
棟
（
瓦
当
欠
失
）・
隅
棟
に
昭
和
三
六
年
の
補
足
瓦
二
本
で
構
成
さ
れ
る
。

明
治
修
理
の
補
足
瓦
に
は
、「
鬼
瓦
職
／
和
歌
山
市
東
瓦
町
／
山
村
亀
太
郎
」
と
「
和
歌

山
市
東
瓦
町
／
林
德
二
郞
」
の
刻
印
二
種
が
あ
っ
た
。
昭
和
三
年
頃
の
補
足
瓦
に
は
「
下
津

港
／
泉
瓦
製
造
所
／
大
村
末
吉
」
の
刻
印
が
あ
る
。

衾
瓦
も
明
治
修
理
以
前
の
も
の
は
残
存
せ
ず
、
大
棟
と
南
東
の
降
棟
・
隅
棟
は
昭
和
三
年

頃
の
補
足
瓦
と
な
っ
て
い
た
。

明
治
修
理
の
補
足
瓦
は
陣
笠
形
で
、
鳥
衾
瓦
の
形
状
と
は
合
っ
て
い
な
い
。
北
東
隅
棟
の

み
平
瓦
部
の
長
い
も
の
に
作
り
分
け
て
い
た
。
明
治
修
理
の
精
算
書
に
鳥
衾
瓦
の
記
載
は
無

い
が
、
鬼
瓦
と
同
様
に
再
用
瓦
を
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

熨
斗
瓦
・
面
戸
瓦

熨
斗
瓦
は
、
台
熨
斗
・
肌
熨
斗
に
明
治
補
足
瓦
を
使
用
し
、
割
熨
斗
・
捨
熨
斗
に
は
明
治

補
足
熨
斗
瓦
や
近
世
期
平
瓦
を
半
截
し
た
も
の
が
主
体
で
、
中
世
期
の
割
熨
斗
瓦
や
半
截
平

瓦
も
若
干
数
確
認
し
た
。

中
世
期
の
割
熨
斗
瓦
は
二
枚
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
枚
は
ほ
ぼ
完
形
で
残
っ
て
い
た
。
平

瓦
を
元
に
成
形
し
た
と
み
ら
れ
、
分
割
面
か
ら
は
分
割
線
を
鎌
で
付
け
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

長
さ
三
〇
四
㎜
、
狭
端
巾
一
〇
〇
㎜
、
広
端
巾
一
一
二
㎜
、
厚
み
は
半
截
前
の
中
央
部
で
一

四
㎜
、
端
部
で
一
八
㎜
と
な
る
。
中
世
期
平
瓦
を
半
截
し
て
拵
え
た
割
熨
斗
瓦
も
二
枚
確
認

で
き
、
完
形
品
は
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
っ
た
。
短
縮
品
は
長
さ
八
寸
五
分
程
度
で
、
近
世
期
平
瓦

や
明
治
補
足
熨
斗
瓦
に
合
わ
せ
て
調
整
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
補
足
熨
斗
瓦
は
、
長
さ
八
寸
五
分
で
、
凹
面
に
分
割
線
と
櫛
掻
き
目
を
施
す
。
昭
和

三
年
頃
の
棟
積
補
修
で
は
、
多
宝
塔
昭
和
修
理
の
下
層
補
足
平
瓦
を
半
截
し
た
も
の
が
使
用

さ
れ
て
い
た
。

面
戸
瓦
は
大
棟
用
と
隅
棟
用
の
二
種
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
明
治
修
理
の
補
足
瓦
で
あ
っ
た
。

第
四
項　

周
辺
地
域
の
中
世
期
建
造
物
の
屋
根
瓦

長
保
寺
伽
藍
内
の
中
世
期
瓦
類
と
の
対
比
を
目
的
と
し
た
類
例
調
査
を
実
施
し
、
既
刊
報

告
書
や
現
状
屋
根
の
確
認
、
株
式
会
社
瓦
宇
工
業
所
保
管
瓦
類
の
実
測
及
び
観
察
を
行
っ
た
。

長
保
寺
本
堂
（
延
慶
四
年
・
一
三
一
一
）
の
屋
根
瓦

長
保
寺
本
堂
の
屋
根
に
は
、
正
面
中
央
と
向
拝
軒
先
に
当
初
と
推
測
さ
れ
る
瓦
類
が
集
め

て
葺
か
れ
て
い
る
。

当
初
と
推
測
さ
れ
る
軒
平
瓦
一
枚
が
、
瓦
宇
工
業
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
瓦
当
巾
二
七

〇
㎜
前
後
（
両
脇
区
が
は
つ
ら
れ
て
お
り
、
推
定
寸
法
）、
瓦
当
高
さ
六
九
㎜
、
瓦
当
厚
三

五
㎜
、
全
長
三
五
四
㎜
、
尻
手
に
釘
穴
を
一
個
有
す
る
。
瓦
当
文
様
は
中
心
飾
り
に
蓮
華
を

据
え
た
均
整
唐
草
文
で
、
四
周
に
界
線
を
付
け
る
（
現
状
は
両
側
界
線
が
欠
失
）。
顎
底
の

補
足
粘
土
は
曲
線
を
成
す
が
、
瓦
当
高
さ
が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、
顎
裏
の
直
線
部
分
が
長

い
。
凹
面
は
糸
切
り
痕
が
残
る
程
度
の
ナ
デ
仕
上
げ
、
顎
部
分
の
ヨ
コ
ナ
デ
は
強
め
。
胎
土

中
に
は
腐
り
礫
を
含
ま
ず
、
表
面
に
大
粒
の
礫
も
確
認
で
き
な
い
。
大
門
の
当
初
比
定
平
瓦

と
も
寸
法
的
に
対
応
す
る
。
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薬
王
寺
観
音
堂
（
貞
和
三
年
・
一
三
四
七
）
の
屋
根
瓦

薬
王
寺
観
音
堂
の
屋
根
に
は
、
昭
和
四
四
年
の
解
体
修
理
に
お
い
て
、
多
宝
塔
隅
軒
丸
瓦

25
番
及
び
26
番
と
同
系
と
み
ら
れ
る
軒
丸
瓦
が
西
面
で
三
本
再
用
さ
れ
て
い
る
（
写
真
389
）。

瓦
宇
工
業
所
に
は
、
修
理
の
際
に
降
ろ
さ
れ
た
同
種
の
軒
丸
瓦
が
一
本
、
軒
平
瓦
も
二
種
三

枚
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
軒
丸
瓦
は
、
瓦
当
径
一
二
八
㎜
、
胴
部
尻
巾
一
四
四
㎜
、
瓦
当
厚
三
七
㎜
、
全
長
三

五
八
㎜
。
釘
穴
は
玉
縁
に
一
個
で
、
胴
部
に
も
中
古
釘
穴
一
個
を
有
す
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ

デ
で
、
縄
叩
き
目
も
残
る
。
凹
面
に
は
糸
切
り
痕
や
布
目
痕
、
吊
り
紐
痕
が
残
る
。
胴
部
側

縁
の
面
取
り
は
小
さ
く
（
側
縁
／
側
面
＝
一
／
二
）、
玉
縁
傍
の
面
取
り
は
肩
中
程
ま
で
及

ぶ
平
坦
な
も
の
で
、
玉
縁
先
は
調
整
さ
れ
て
い
な
い
。
珠
文
の
偏
り
は
共
通
す
る
が
、
笵
型

の
乾
燥
割
れ
に
よ
る
縦
方
向
の
筋
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
多
宝
塔
隅
軒
丸
瓦
よ
り
も
先

行
す
る
瓦
と
考
え
ら
れ
た
。

軒
平
瓦
の
う
ち
古
手
の
方
は
、
長
保
寺
本
堂
と
同
じ
形
式
の
蓮
華
唐
草
文
で
、
四
周
に
界

線
は
付
か
な
い
。
瓦
当
巾
二
三
〇
㎜
、
瓦
当
高
さ
五
三
㎜
、
瓦
当
厚
三
〇
㎜
、
全
長
三
一
八

㎜
、
尻
手
に
釘
穴
を
一
個
有
す
る
。
顎
裏
は
ほ
ぼ
垂
直
で
、
顎
底
の
補
足
粘
土
は
曲
線
を
成

し
、
タ
テ
ナ
デ
後
に
ヨ
コ
ナ
デ
す
る
。
胎
土
中
に
は
三
～
五
㎜
大
の
白
色
礫
が
散
見
さ
れ
る
。

二
の
平
葺
足
の
痕
跡
は
瓦
当
よ
り
三
寸
と
四
寸
五
分
で
確
認
で
き
る
。

軒
平
瓦
の
う
ち
新
手
の
方
は
、
連
珠
を
二
段
に
配
し
た
瓦
当
文
様
で
、
彫
り
は
浅
い
。
瓦

当
巾
二
一
八
㎜
、
瓦
当
高
さ
五
〇
㎜
、
瓦
当
厚
四
〇
㎜
、
全
長
三
〇
〇
㎜
、
尻
手
に
は
釘
穴

な
し
。
段
顎
で
、
瓦
当
は
厚
い
。
顎
裏
中
程
に
調
整
台
の
圧
痕
が
残
る
。
平
瓦
部
凸
面
全
体

を
タ
テ
ナ
デ
し
、
凹
面
は
タ
テ
＋
ヨ
コ
ナ
デ
す
る
が
、
布
目
も
残
る
。
頭
部
面
取
り
は
端
部

で
な
く
な
る
三
日
月
型
で
あ
る
。

道
成
寺
本
堂
（
天
授
四
年
・
一
三
七
八
）
の
屋
根
瓦

道
成
寺
本
堂
の
当
初
比
定
軒
瓦
は
、
既
刊
修
理
工
事
報
告
書
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
は
仕
様
に
関
す
る
所
見
を
中
心
に
述
べ
る
。

軒
平
瓦
の
顎
裏
は
垂
直
、
顎
底
の
補
足
粘
土
は
曲
線
を
成
し
、
タ
テ
ナ
デ
後
の
ヨ
コ
ナ
デ

は
顎
裏
か
ら
二
寸
ま
で
で
、
尻
手
に
は
釘
穴
が
あ
る
。
凹
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
凸
面
に
も
糸

切
り
痕
と
調
整
台
の
圧
痕
が
残
る
軽
い
ナ
デ
が
入
る
。
瓦
当
面
に
も
ナ
デ
を
施
す
が
、
瓦
当

下
縁
の
面
取
り
は
あ
る
も
の
と
無
い
も
の
が
存
在
す
る
。
焼
き
絞
ま
り
が
非
常
に
良
く
、
胎

土
中
に
は
小
粒
の
礫
や
腐
り
礫
を
若
干
含
ん
で
い
る
。

軒
丸
瓦
の
凸
面
は
縄
叩
き
目
が
微
か
に
残
る
タ
テ
ナ
デ
で
、
凹
面
に
は
糸
切
り
痕
と
布
目

痕
が
残
る
他
、
吊
り
紐
痕
を
ナ
デ
消
し
た
様
な
指
ナ
デ
部
分
も
存
在
す
る
。
釘
穴
は
胴
部
と

玉
縁
に
一
個
ず
つ
有
す
る
。
胴
部
側
縁
の
面
取
り
は
小
さ
く
（
側
縁
／
側
面
＝
一
／
二
）、

玉
縁
傍
の
面
取
り
は
肩
中
程
ま
で
及
ぶ
平
坦
な
も
の
で
、
玉
縁
先
の
調
整
は
丁
寧
で
あ
る
。

胎
土
や
焼
成
具
合
は
軒
平
瓦
と
同
質
で
あ
る
。

広
八
幡
神
社
楼
門
（
文
明
七
年
・
一
四
七
五
）
の
屋
根
瓦

広
八
幡
神
社
楼
門
は
、
既
刊
修
理
工
事
報
告
書
で
軒
瓦
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
寸
法
面
や

瓦
当
文
様
か
ら
判
断
し
て
、
軒
平
瓦
1
番
は
多
宝
塔
15
番
（
＝
大
門
5
番
）、
軒
平
瓦
6
番

は
多
宝
塔
11
番
、
軒
平
瓦
7
番
は
大
門
1
番
と
同
種
と
み
ら
れ
る
。
瓦
宇
工
業
所
で
は
、
軒

平
瓦
12
番
と
軒
丸
瓦
2
番
を
調
査
し
た
。

軒
平
瓦
12
番
は
、
瓦
当
巾
二
四
一
㎜
、
瓦
当
高
さ
五
八
㎜
、
瓦
当
厚
三
五
㎜
、
全
長
は
欠

失
の
た
め
不
明
。
瓦
当
文
様
は
中
心
飾
り
に
蓮
華
を
据
え
た
均
整
唐
草
文
で
、
四
周
に
界
線

を
廻
す
。
顎
底
の
補
足
粘
土
は
多
く
、
顎
高
さ
が
小
さ
い
た
め
か
、
顎
裏
は
タ
テ
ケ
ズ
リ
の

み
で
、
平
瓦
部
凸
面
に
は
凹
面
調
整
台
の
圧
痕
が
深
く
残
る
。

軒
丸
瓦
2
番
の
瓦
当
文
様
は
左
巻
き
三
ッ
巴
文
で
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
る
。
珠
文
数

二
九
個
。
瓦
当
径
一
三
五
㎜
、
胴
部
尻
巾
一
二
〇
㎜
、
瓦
当
厚
三
一
㎜
、
全
長
三
四
〇
㎜
。

釘
穴
は
胴
部
と
玉
縁
に
一
個
ず
つ
あ
る
。
凸
面
は
タ
テ
ナ
デ
で
、
縄
叩
き
目
は
残
ら
な
い
。

凹
面
に
は
糸
切
り
痕
や
布
目
痕
、
調
整
台
の
圧
痕
が
残
る
。
玉
縁
傍
は
外
角
を
二
段
階
に
面

取
り
し
、
肩
の
面
取
り
は
片
方
の
み
に
あ
り
、
玉
縁
先
は
未
調
整
で
あ
る
。
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法
蔵
寺
鐘
楼
（
室
町
中
期
）
の
屋
根
瓦

鐘
楼
は
当
初
勝
楽
寺
に
建
立
さ
れ
た
も
の
が
、
元
禄
年
間
に
広
八
幡
神
社
へ
移
築
さ
れ
、

明
治
初
年
に
法
蔵
寺
へ
再
度
移
築
さ
れ
て
い
る
。
現
状
は
背
面
に
再
用
軒
瓦
が
集
め
ら
れ
て

い
る
。
軒
丸
瓦
は
三
種
二
九
本
が
再
用
さ
れ
、
左
巻
き
三
ッ
巴
文
、
珠
文
数
一
〇
個
の
近
世

期
軒
丸
瓦
が
二
七
本
と
多
い
。
残
る
二
本
の
う
ち
一
本
は
、
巴
が
陰
陽
反
転
し
た
左
巻
き
三

ッ
巴
文
で
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
ら
ず
、
珠
文
数
は
二
二
個
で
あ
る
。
瓦
当
文
様
か
ら
、

広
八
幡
神
社
楼
門
の
軒
丸
瓦
6
番
と
同
種
と
み
ら
れ
る
。
も
う
一
本
は
、
右
巻
き
三
ッ
巴
文

で
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
ら
ず
、
珠
文
数
は
二
一
個
で
あ
る
。
軒
平
瓦
も
、
背
面
両
隅
を

除
い
た
二
八
枚
を
、
中
心
飾
り
に
半
截
菊
花
文
を
据
え
た
均
整
唐
草
文
で
統
一
し
て
い
る
。

瓦
宇
工
業
所
に
は
、
こ
れ
よ
り
も
古
手
の
軒
平
瓦
一
枚
が
あ
る
。

こ
の
軒
平
瓦
は
、
瓦
当
巾
二
二
八
㎜
、
瓦
当
高
さ
四
八
㎜
、
瓦
当
厚
二
五
㎜
、
全
長
は
欠

失
の
た
め
不
明
。
瓦
当
文
様
は
中
心
飾
り
に
花
文
を
据
え
た
均
整
唐
草
文
で
、
四
周
に
界
線

を
付
け
る
。
顎
裏
は
曲
線
的
で
、
顎
底
を
ヨ
コ
ナ
デ
す
る
他
は
タ
テ
ケ
ズ
リ
の
み
、
平
瓦
部

凸
面
に
は
調
整
台
の
圧
痕
が
残
る
。
頭
部
の
面
取
り
は
な
い
。
類
例
調
査
し
た
中
で
多
宝
塔

11'
番
と
最
も
似
た
仕
様
の
瓦
で
あ
る
。

浄
妙
寺
多
宝
塔
（
鎌
倉
後
期
）
の
屋
根
瓦

建
立
時
期
や
建
物
形
式
、
地
域
的
に
も
最
も
参
考
と
な
る
が
、
昭
和
一
〇
年
の
解
体
修
理

で
軒
瓦
は
す
べ
て
新
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
復
元
軒
丸
瓦
の
瓦
当
文
様
は
右
巻
き
三
ッ
巴
文

で
、
尾
は
内
区
圏
線
に
繋
が
ら
な
い
。
珠
文
数
一
八
個
。
天
地
を
逆
転
さ
せ
る
と
多
宝
塔
5

番
と
似
て
い
る
。
復
元
軒
平
瓦
の
瓦
当
文
様
は
連
珠
文
で
、
珠
文
数
二
二
個
、
四
周
界
線
付

き
で
あ
っ
た
。

護
国
院
多
宝
塔
（
文
安
六
年
・
一
四
四
九
）
の
屋
根
瓦

和
歌
山
市
に
あ
る
護
国
院
多
宝
塔
の
当
初
比
定
瓦
と
し
て
、
瓦
宇
工
業
所
に
軒
平
瓦
一
枚

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
瓦
当
文
様
は
蓮
華
文
を
中
心
飾
り
に
据
え
た
均
整
唐
草
文
で
、
唐
草

の
反
転
は
四
回
、
四
周
に
界
線
を
付
け
る
。
多
宝
塔
軒
平
瓦
17
番
と
似
た
文
様
構
成
で
あ
る
。

瓦
当
巾
一
九
五
㎜
、
瓦
当
高
さ
四
三
㎜
、
瓦
当
厚
二
六
㎜
、
全
長
二
八
九
㎜
、
尻
手
に
釘
穴

が
一
個
あ
る
。
曲
線
部
分
の
残
る
段
顎
で
、
凹
面
は
糸
切
り
痕
が
若
干
残
る
ナ
デ
仕
上
げ
。

第
五
項　

多
宝
塔
所
用
瓦
の
編
年
（
芦
田
淳
一
氏
寄
稿
）

今
回
の
多
宝
塔
及
び
大
門
の
屋
根
瓦
葺
き
替
え
工
事
に
伴
う
瓦
調
査
で
は
、
多
宝
塔
で
軒

丸
瓦
三
一
種
類
、
軒
平
瓦
一
九
種
類
、
大
門
で
軒
丸
瓦
二
一
種
類
、
軒
平
瓦
二
〇
種
類
を
確

認
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
中
世
期
の
造
営
に
関
わ
っ
た
軒
瓦
は
、
多
宝
塔
で
軒
丸
瓦
一
三
種

類
、
軒
平
瓦
九
種
類
、
大
門
で
軒
丸
瓦
四
種
類
、
軒
平
瓦
八
種
類
を
数
え
、
ま
た
両
堂
舎
間

で
同
笵
瓦
を
確
認
で
き
る
な
ど
建
立
に
関
し
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

現
存
す
る
主
要
堂
舎
の
建
立
年
代
に
関
す
る
史
資
料
は
、『
国
宝
長
保
寺
本
堂
修
理
工
事

報
告
書
』（
昭
和
47
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
史
料
①
室
町
時
代
天
正
期
に
書
写
さ
れ
た

応
永
廿
四
年
（
一
四
一
七
）
の
奥
書
を
も
つ
「
慶
徳
山
長
保
寺
縁
起
并
勧
進
状
之
写
」、
史

料
②
江
戸
時
代
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
成
立
し
た
と
す
る
「
長
保
寺
記
録
抜
書
」
と
、

史
料
③
天
和
三
年
に
実
施
さ
れ
た
修
理
の
棟
札
「
長
保
寺
大
門
並
食
堂
鎮
守
八
幡
宮
棟
札

写
」
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
多
宝
塔
を
除
く
主
要
堂
舎
で
あ
る
本

堂
・
大
門
の
中
世
期
の
建
立
状
況
は
、
本
堂
が
史
料
②
か
ら
延
慶
四
年
（
一
三
一
一
）
の
建

立
、
大
門
が
史
料
①
③
か
ら
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
の
建
立
と
し
、
応
永
廿
四
年
に
は
妙

法
院
宮
御
宸
筆
の
扁
額
が
掛
け
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、
多
宝
塔
は
、
上
層
心

柱
に
墨
書
を
確
認
で
き
、
正
平
一
二
年
（
一
三
五
七
）
の
建
立
が
明
ら
か
で
、
前
記
二
堂
の

建
立
年
代
よ
り
そ
の
信
頼
性
は
高
い
。

従
っ
て
、
瓦
編
年
は
多
宝
塔
所
用
瓦
を
中
心
に
、
ま
ず
建
立
に
関
わ
る
軒
瓦
・
丸
・
平
瓦

を
規
格
や
形
状
の
変
化
、
残
存
数
を
参
考
に
抽
出
す
る
。
次
に
、
そ
の
技
法
的
特
徴
を
基
準

と
し
て
、
本
堂
及
び
大
門
の
所
用
瓦
の
年
代
を
推
察
す
る
。
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ａ　

分　
　

類

多
宝
塔
所
用
瓦
の
う
ち
、
中
世
期
に
属
す
る
軒
瓦
の
形
状
に
注
目
し
て
み
る
と
、
軒
丸
瓦

で
は
①
玉
縁
部
凹
面
側
縁
と
、
②
胴
部
凹
面
側
縁
の
面
取
り
調
整
に
違
い
を
確
認
で
き
る
。

ａ
型
式
①
玉
縁
部
凹
面
側
縁
の
凹
面
側
を
や
や
抉
る
形
で
肩
口
の
一
部
ま
で
面
取
り
、
さ
ら

に
外
側
端
縁
を
直
線
的
に
面
取
る
、
②
胴
部
凹
面
側
面
と
側
縁
比
が
2:1
～
1:1
で
あ
る
特
徴
を

も
つ
31
番
。
ｂ
型
式
①
玉
縁
部
凹
面
側
縁
の
凹
面
側
を
抉
る
形
で
肩
口
の
一
部
ま
で
面
取
り
、

②
胴
部
凹
面
側
面
と
側
縁
比
が
2:1
～
1:1
で
あ
る
特
徴
を
も
つ
下
層
1
、
2
番
。
ｃ
型
式
①
玉

縁
凹
面
側
縁
部
の
外
側
を
抉
る
形
で
肩
口
全
体
ま
で
面
取
り
、
②
胴
部
凹
面
側
面
と
側
縁
比

が
1:1
～
1:2
で
あ
る
特
徴
を
も
つ
3
、
4
、
5
、
6
、
7
、
8
、
9
、
10
、
11
、
32
番
。
こ
れ

ら
三
種
類
に
分
類
で
き
る
（
図
4-2
・
表
4-16
）。

軒
平
瓦
で
は
①
顎
裏
面
の
形
状
と
そ
の
後
の
②
表
面
調
整
に
違
い
を
確
認
で
き
る
。
ａ
型

式
①
裏
面
全
体
が
曲
線
的
な
段
顎
で
、
②
顎
裏
面
調
整
に
タ
テ
ケ
ズ
リ
後
ヨ
コ
ナ
デ
を
施
す

11
番
、
そ
し
て
②
顎
裏
面
調
整
に
タ
テ
ケ
ズ
リ
を
施
す
11'
番
。
ｂ
型
式
①
裏
面
の
2/3
が
直
線

を
示
し
、
平
瓦
と
の
立
ち
上
が
り
部
分
に
曲
線
を
残
す
段
顎
、
②
顎
裏
面
調
整
に
ヨ
コ
ナ
デ

を
施
す
13
、
14
、
15
、
17
番
。
ｃ
型
式
①
裏
面
全
体
が
直
線
的
な
段
顎
で
②
顎
裏
面
に
ヨ
コ

ナ
デ
を
施
す
12
、
16
、
18
番
。
こ
れ
ら
の
三
種
類
に
分
類
で
き
る
（
図
4-2
・
表
4-17
）。

こ
れ
ら
軒
瓦
の
う
ち
、
丸
瓦
・
平
瓦
を
含
む
残
存
個
体
数
が
多
く
、
型
式
的
に
古
い
も
の

は
、
軒
丸
瓦
で
は
ａ
型
式
の
31
番
（
五
本
、
丸
瓦
は
一
七
五
本
）、
ｂ
型
式
の
1
番
（
一
三

本
、
丸
瓦
は
一
四
本
）、
2
番
（
三
本
、
丸
瓦
は
六
本
）、
軒
平
瓦
で
は
ａ
型
式
の
11
番
（
四

枚
、
平
瓦
は
一
三
枚
）、
11'
番
（
四
五
枚
、
平
瓦
は
九
六
九
枚
）、
ｂ
型
式
の
13
番
（
二
四
枚
、

平
瓦
は
二
三
枚
）、
15
番
（
二
枚
、
平
瓦
は
六
〇
枚
）
を
抽
出
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
個
体
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
笵
瓦
で
の
型
式
変
化
が
参
考
に
な
る
。
軒

平
瓦
11
番
と
11'
番
で
は
、
同
一
箇
所
周
辺
で
笵
傷
が
増
加
す
る
11'
番
が
第
2
笵
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
そ
の
顎
形
態
は
顎
部
接
合
の
た
め
の
補
足
粘
土
全
体
が
曲
線
を
示
す
11
番

（
第
1
笵
）
か
ら
、
接
合
の
補
足
粘
土
は
全
体
に
付
着
す
る
が
、
顎
面
に
近
い
部
分
が
や
や

直
線
に
変
化
し
は
じ
め
る
11'
番
（
第
2
笵
）
に
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
軒
丸
瓦
31
番
と
32
番

で
は
、
同
一
部
分
で
の
笵
傷
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
巴
文
部
分
で
笵
の
彫
り
直
し
を
確
認
で

き
、
そ
の
変
化
は
、
31
番
（
第
1
笵
）
で
は
玉
縁
部
側
縁
の
面
取
り
手
法
が
ａ
型
式
で
あ
っ

た
の
が
、
32
番
（
第
2
笵
）
で
は
ｃ
型
式
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
共
に
、
胴
部
凹
面
の
側
面

と
側
縁
比
で
は
2:1
か
ら
1:2
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
31
番
に
伴
う
丸
瓦
に
は
ａ
、
ｂ

両
型
式
が
併
存
し
て
い
る
（
表
4-18
～
4-19
）。

こ
の
よ
う
に
、
多
宝
塔
所
用
軒
瓦
の
う
ち
型
式
的
に
古
く
、
残
存
数
の
多
い
軒
瓦
の
同
笵

瓦
に
お
い
て
、
第
1
笵
か
ら
第
2
笵
へ
の
時
間
的
経
過
の
中
で
、
ａ
→
ｂ
→
ｃ
と
い
っ
た
型

式
変
化
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
多
宝
塔
や
本
堂
・
大
門
の
建
立
年
代
を

推
察
す
る
瓦
編
年
の
基
準
資
料
と
な
り
得
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
残
存
個
体
数
か
ら
は
ａ

型
式
の
瓦
群
を
建
立
、
ｂ
型
式
の
瓦
群
を
修
造
に
伴
う
瓦
と
推
察
で
き
、
中
世
期
の
多
宝
塔

造
営
に
最
も
関
わ
り
深
い
個
体
群
だ
と
い
え
る
。

し
か
し
、
瓦
は
修
造
時
の
政
治
・
経
済
状
況
な
ど
の
諸
事
情
で
、
規
格
外
の
堂
舎
に
転
用

さ
れ
る
場
合
が
多
々
み
ら
れ
、
多
宝
塔
所
用
瓦
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ｂ　

規　
　

格

多
宝
塔
が
建
立
さ
れ
た
と
す
る
一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
の
期
間
で
、
瓦
葺
多
宝
塔
の
支

割
と
瓦
割
と
の
関
係
か
ら
軒
平
瓦
の
瓦
当
幅
の
規
格
寸
法
を
考
え
て
み
た
い
注
一
。
た
だ
し
、

長
保
寺
多
宝
塔
の
場
合
、
上
層
の
方
が
下
層
に
比
べ
枝
割
が
2
㎝
幅
広
い
と
い
う
特
異
な
構

造
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
上
層
・
下
層
ご
と
の
枝
割
寸
法
に
近
似
す
る
デ
ー
タ
ー
を
参
考
に
す

る
注
二
。
総
間
・
軒
の
出
と
長
さ
、
下
層
の
垂
木
数
と
枝
割
寸
法
の
部
分
で
同
様
の
規
格
を

示
す
の
は
浄
妙
寺
、
上
層
の
枝
割
寸
法
で
は
浄
土
寺
・
護
国
院
で
あ
る
（
表
4-20
）。
そ
の
瓦

割
寸
法
は
ほ
ぼ
220
㎜
前
後
を
示
す
が
、
互
い
の
軒
平
瓦
の
間
隔
は
原
寸
に
対
し
て
15
㎜
（
五

分
）
ほ
ど
用
い
て
お
り
、
実
際
は
浄
妙
寺
212
㎜
、
浄
土
寺
205
㎜
、
護
国
院
201
㎜
と
推
察
で
き

る
。
こ
の
寸
法
に
対
し
て
、
長
保
寺
多
宝
塔
所
用
軒
平
瓦
は
、
軒
平
瓦
13
番
が
こ
れ
に
近
い

209
㎜
の
寸
法
を
も
ち
、
多
宝
塔
用
に
製
作
さ
れ
た
瓦
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
対
し
て
、
上
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丸瓦玉縁部・軒平瓦顎部形態変遷

本堂

多宝塔

大門

顎形態b

顎形態b

顎形態b

顎形態a

玉縁a 玉縁b

玉縁a 玉縁b

玉縁c

玉縁b

上層

下層

1388年－1417年

1357年

1311年
玉縁狭端

顎裏面調整

唐草①笵　左部に笵傷2ヵ所　

           下界線・唐草　

唐草②笵　左部に笵傷4ヵ所　
  下界線・唐草・上界線・中心飾　　

 

未調整

未調整・面取り 面取り

面取り上縁・顎後縁

面取り顎後縁

面取り上縁・顎後縁

面取り(上縁・下縁・左右縁
　　　　・顎後縁)

広端面取り　狭い 広端面取り　広い

広端面取り　広い

顎貼り付け技法

側面:側縁比
    2:1-1:1       

側面:側縁比
    2:1-1:1

胎土 白色礫少量　精錬胎土 白色礫少量　精錬

胎土 くさり礫大量
　　  白色礫中量　

胎土 白色礫中量
　　 くさり礫少量　　 胎土 くさり礫大量

　　  白色礫中量　

胎土  白色礫中量

軒丸①胎土　②と同じ可能性
軒丸②胎土  白色礫中量　 胎土  白色礫中量 胎土  白色礫中-大量

胎土  砂礫大量　

胎土  くさり礫大量　
　　　白色礫少量

面取り

側面:側縁比
    　　1:2

タテナデ
ヨコナデ

タテナデ
ヨコナデ

タテナデ
ヨコナデ

タテナデ
ヨコナデ

タテケズリ

タテケズリ
ヨコナデ

凸面調整
　全体にタテナデ
　狭端ヨコナデ　

凸面調整
　全体に縄叩き痕

凸面調整
　全体にタテナデ
　狭端ヨコナデ　

胎土

軒平瓦瓦当部　
下縁・左右縁の面取り

面取り

顎裏面調整

顎裏面調整

顎裏面調整顎裏面調整

顎形態a

顎形態b

顎貼り付け技法

接合技法                           

接合技法

顎貼り付け?

接合技法                           

面取り上縁・顎後縁 面取り上縁・顎後縁

(刻み目を入れる)

顎裏面調整

図1　本堂・多宝塔・大門所用瓦の特徴

玉縁狭端

玉縁狭端 玉縁狭端

玉縁狭端

凸面調整
　全体にタテナデ
　狭端ヨコナデ　

広端面取り　広い

広端面取り　広い

胎土 白色礫 

図4-2　本堂・多宝塔・大門所用瓦の特徴
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層
の
軒
平
瓦
11'
番
は
197
㎜
と
や
や
小
型
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
軒
平
瓦
に
対
応
す
る
軒
丸
瓦
は
、
胎
土
の
類
似
と
瓦
当
文
様
・
型
式
変

化
か
ら
、
軒
丸
瓦
2
番
と
軒
平
瓦
13
番
（
文
様
が
古
式
で
、
白
色
礫
を
中
量
含
む
）、
軒
丸

瓦
1
番
と
軒
平
瓦
15
番
（
文
様
が
新
し
く
、
白
色
礫
を
中
量
含
む
）、
軒
丸
瓦
31
と
軒
平
瓦

11
番
・
11'
番
（
ク
サ
リ
礫
を
大
量
に
含
む
）
が
組
み
合
う
と
推
察
で
き
る
。

ｃ　

編　
　

年

次
に
、
多
宝
塔
ａ
・
ｂ
型
式
の
い
ず
れ
の
瓦
群
が
一
三
五
七
年
の
建
立
に
関
わ
っ
た
瓦
で

あ
る
の
か
、
ま
た
ａ
・
ｂ
・
ｃ
各
型
式
の
年
代
を
長
保
寺
内
の
造
瓦
技
術
の
変
遷
か
ら
検
証

す
る
。
一
三
一
一
年
建
立
と
さ
れ
る
本
堂
所
用
瓦
の
特
徴
は
、
①
丸
瓦
の
玉
縁
部
凹
面
側
縁

の
面
取
り
手
法
で
は
ａ
・
ｂ
両
型
式
が
併
存
し
て
い
る
。
②
本
堂
建
立
に
伴
う
軒
丸
瓦
の
文

様
は
、
巴
の
頭
は
尖
り
気
味
だ
が
非
常
に
大
き
く
盛
り
上
が
り
尾
が
一
回
転
し
て
い
る
注
三
。

③
軒
平
瓦
の
顎
形
態
は
、
顎
裏
面
全
体
の
三
分
の
二
が
直
線
部
分
を
有
す
る
段
顎
の
ｂ
型
式

で
、
顎
裏
面
の
調
整
に
ヨ
コ
ナ
デ
を
施
し
て
い
る
注
四
。
こ
れ
ら
と
同
様
の
特
徴
を
確
認
で

き
る
の
は
、
多
宝
塔
修
造
瓦
と
推
定
し
た
ｂ
型
式
の
瓦
群
で
、
胎
土
に
白
色
礫
を
含
む
こ
と

や
、
軒
丸
瓦
1
番
の
瓦
当
文
様
も
巴
全
体
が
大
き
く
盛
り
上
が
る
点
な
ど
共
通
項
が
多
く
み

ら
れ
注
五
、
本
堂
と
多
宝
塔
に
関
わ
る
造
瓦
活
動
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆

す
る
（
図
4-3
・
4-4
）。

ま
た
、
多
宝
塔
丸
瓦
ａ
型
式
は
、
本
堂
所
用
丸
瓦
ａ
型
式
の
造
瓦
技
術
と
類
似
す
る
が
、

①
丸
瓦
胴
部
凸
面
は
未
調
整
の
ま
ま
で
全
体
に
縄
叩
き
痕
を
確
認
で
き
る
こ
と
、
②
玉
縁
部

側
縁
外
側
端
縁
の
面
取
り
が
直
線
的
で
肩
部
の
手
前
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
③
軒
瓦
・

丸
・
平
を
含
む
胎
土
に
ク
サ
リ
礫
を
含
む
と
い
う
違
い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
④

軒
平
瓦
の
顎
形
態
は
裏
面
全
体
が
曲
線
的
な
段
顎
の
ａ
型
式
で
あ
る
こ
と
、
⑤
軒
丸
瓦
31
番

は
巴
文
全
体
が
平
坦
で
、
頭
が
尖
り
気
味
で
あ
る
こ
と
、
⑥
軒
丸
瓦
31
番
の
瓦
当
先
端
は
反

り
も
少
な
く
、
瓦
全
体
の
厚
み
も
薄
い
こ
と
な
ど
、
古
式
的
要
素
を
数
多
く
確
認
で
き
る

（
図
4-3	

［4］
）。
従
っ
て
、
多
宝
塔
ａ
型
式
の
瓦
群
は
本
堂
所
用
瓦
に
先
行
し
、
若
干
時
期
を
画

す
る
も
の
と
判
断
で
き
る
注
六
。
そ
し
て
、
ａ
型
式
瓦
群
の
年
代
は
、
一
三
世
紀
後
半
と
推

察
で
き
る
注
七
。
因
っ
て
、
多
宝
塔
建
立
の
一
三
五
七
年
頃
の
造
瓦
技
法
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
の
は
、
ｂ
型
式
の
瓦
群
で
あ
る
注
八
。

ｃ
型
式
に
つ
い
て
は
、
本
堂
・
多
宝
塔
所
用
瓦
の
中
で
は
主
体
瓦
と
は
な
ら
ず
、
大
門
で

多
く
を
確
認
で
き
る
。
大
門
建
立
に
伴
う
軒
瓦
は
、
残
存
数
が
少
な
い
が
、
軒
丸
瓦
1
番
と

軒
平
瓦
1
番
の
セ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
る
注
九
。
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
丸
瓦
部
分
で
は
玉
縁

部
凹
面
側
縁
の
外
側
端
縁
を
肩
口
ま
で
面
取
り
、
胴
部
凹
面
の
側
面
・
側
縁
比
が
1:2
を
示
す

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
瓦
当
文
様
は
、
軒
丸
瓦
1
番
の
巴
の
尾
は
1/2
強
回
転
、
軒
平
瓦
1
番
は

連
珠
が
一
〇
個
と
多
宝
塔
の
軒
瓦
に
比
べ
文
様
が
退
化
し
て
い
る
（
図
4-3	

［9］
）。
し
か
し
、

そ
の
反
面
、
軒
丸
・
丸
瓦
で
は
瓦
当
外
縁
と
裏
面
端
縁
、
胴
部
・
玉
縁
部
の
端
縁
、
軒
平
瓦

で
は
瓦
当
周
縁
部
の
す
べ
て
の
端
縁
に
面
取
り
を
施
す
な
ど
端
縁
の
面
取
り
調
整
が
非
常
に

発
達
し
て
い
る
注
一
〇
。
ま
た
、
瓦
の
胎
土
も
砂
礫
類
を
多
く
含
む
特
徴
を
も
つ
こ
と
か
ら
、

本
堂
・
多
宝
塔
造
営
と
は
時
期
を
画
し
、
大
門
の
建
立
時
期
と
さ
れ
る
一
三
八
八
年
か
ら
一

四
一
七
年
頃
の
造
瓦
技
術
と
し
て
間
違
い
な
い
。

以
上
の
造
瓦
技
術
の
特
徴
は
、
単
な
る
型
式
変
化
の
面
か
ら
だ
け
で
な
く
一
四
世
紀
代
の

長
保
寺
伽
藍
の
造
営
事
業
か
ら
も
ａ
→
ｂ
→
ｃ
と
い
う
変
遷
を
裏
付
け
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

一
四
世
紀
代
の
瓦
編
年
を
考
察
す
る
上
で
指
標
と
な
り
得
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
こ

こ
に
確
認
で
き
る
。

今
回
の
多
宝
塔
・
大
門
の
修
理
に
伴
う
瓦
調
査
は
、
本
堂
建
立
を
含
め
た
中
世
期
の
長
保

寺
造
営
事
業
の
一
端
を
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
を
確
認
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
長
保
寺
の

瓦
編
年
を
指
標
と
す
れ
ば
、
県
下
の
由
緒
が
不
明
な
中
世
寺
院
建
立
の
考
察
の
一
助
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
非
常
に
価
値
あ
る
一
群
の
瓦
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
付
け
加

え
て
お
く
。
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巴の巻き 珠文数 径 瓦当外縁 瓦当後縁 胴部面取り
1 左三ツ巴文 29 5 13 350 287 63 138 32 糸切り ○ 2：1 b
2 左三ツ巴文 27 5 3 351 287 64 137 30 糸切り ○ 1：1 b
3 右三ツ巴文 16 7 8 353 293 60 143 28 糸切り ○ 1：1 C
4 左三ツ巴文 21 7 4 314 278 36 142 24 糸切り ○ 1：2 C
5 右三ツ巴文 18 8 1 314 276 38 141 24 糸切り ○ 1：2 C
6 右三ツ巴文 17 6 5 291 255 36 138 21 糸切り ○ 1：1 C
7 右三ツ巴文 14 9 2 293 258 35 145 21 糸切り ○ 1：1 C
8 左三ツ巴文 28 7 1 309 266 43 146 21 糸切り ○ 1：1 C
9 左三ツ巴文 25 8 2 331 286 45 153 30 糸切り ○ 1：2 C

10 左三ツ巴文 24 6 1 341 297 44 146 19 糸切り ○ 1：2 C
11 右三ツ巴文 12 9 2 282 253 29 150 23 糸切り ○ 1：1 C

31 左三ツ巴文 24 5 5 338 288 50 112 26 糸切り 1：1 a・b
32 左三ツ巴文 24 5 2 320 271 49 116 27 糸切り 1：2 C

単位:mm

玉縁形態型式
面取り文様

個体数 全長 胴部 瓦当厚

表1-1　軒丸瓦計測表

粘土切断痕玉縁 瓦当径

表4-16　多宝塔軒丸瓦計測表

顎裏面調整
幅 孤深 高 幅 孤深 厚 ヨコナデ タテケズリ タテナデ

11 宝珠唐草文 4 279 206 33 39 191 26 14 a ○ ○
11' 宝珠唐草文 45 274 197 33 34 185 24 14 a ○
12 宝珠唐草文 1 278 218 20 42 184 16 19 c ○ ○
13 連珠文 24 298 209 33 56 184 22 19 b ○ ○
14 連珠文 1 297 212 28 40 208 25 16 b ○ ○
15 連珠文 2 314 208 35 56 21 b ○ ○
16 宝珠唐草文 1 280 200 20 35 200 18 19 c ○ ○
17 蓮華唐草文 1 303 209 31 46 194 25 18 b ○ ○
18 蓮華唐草文 1 275 210 20 46 190 23 20 c ○ ○

単位:mm

凸面
文様型式 個体数 全長

表1-2　軒平瓦計測表

瓦当 狭端
顎形態

表4-17　多宝塔軒平瓦計測表

玉縁 胴部 玉縁

本堂 縄叩き痕 タテナデ 狭端ヨコナデ
丸瓦A a 1:1 △ ○ ○ × ○
丸瓦B b 1:1 △ ○ ○ × ○

多宝塔 31 a 2:1 ○ × △ × ○ ○
31 b 1:1 △ ○ △ × × ○
32 c １:2.5 × ○ ○ × ○ ○
1 b 1:1 △ ○ △ ○ ○ ○
2 b 1:1 △ ○ △ ○ ○ ○

大門 1 c 1:2 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表2-1　堂舎別主要軒丸瓦調整表

番号

外縁 裏面端縁
凸面調整

狭端縁

瓦当胴部 釘穴

胴部 玉縁

堂舎

○は全体、△は一部で簡単な調整、×は未調整

狭端面取凹面側面側縁比側縁形態

表4-18　堂舎別主要軒丸瓦調整表

顎裏面
ヨコナデ タテケズリ タテナデ タテナデ ヨコナデ 上縁 顎後縁 下縁 左右縁

本堂 蓮華唐草文 顎貼り付け? 段顎(裏面直線) b ○ × ○ ○ × ○ ○ × × ○

多宝塔 11 顎貼り付け 段顎(裏面直線) a ○ ○ × ○ △ × ○ × × ×
11' 不明 段顎(裏面直線) a × ○ × ○ △ ○ ○ × × ○
13 顎貼り付け 段顎(裏面直線) b ○ × ○ ○ × ○ ○ × × ○
15 顎貼り付け 段顎(裏面直線) b ○ × ○ ○ × ○ ○ × × ○

大門 1 不明 段顎(裏面直線) b ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

凸面 凹面

○は全体、△は一部で簡単な調整、×は未調整

表2-2　堂舎別主要軒平瓦調整表

堂舎 番号 接合技法 顎形態 釘穴
瓦当

表4-19　堂舎別主要軒平瓦調整表

寺院名 年代 規模 種類 瓦当径/幅 全長 瓦当比
軒丸瓦 180 450
軒平瓦 299 387
軒丸瓦
軒平瓦 223 307
軒丸瓦 182 395
軒平瓦 289 385
軒丸瓦 153
軒平瓦 237 282
軒丸瓦 207 453
軒平瓦 318 409
軒丸瓦 148 334
軒平瓦 240
軒丸瓦 161
軒平瓦 280 345
軒丸瓦 180 344
軒平瓦 280 337
軒丸瓦 144 369
軒平瓦 255

軒丸瓦 173
軒平瓦 276 355

単位:mm

表3-1　五間堂軒瓦規格一覧表

1.66

1.59

1.54

1.53

1.62

浄土寺本堂 1327 5間5間

7間8間

1.75

1.56

1.77

1.6

太山寺本堂 7間9間1305

明王院本堂 1321 5間5間

1353西郷寺本堂

道成寺本堂 1357 7間5間

5間5間1386西国寺本堂

利生護国寺本堂

鶴林寺本堂

1375-80 5間4間

7間6間1397

本蓮寺本堂 1429 5間5間

5間5間1311長保寺本堂

表4-21　五間堂軒軒瓦規格一覧表

尺 mm
浄妙寺 13末-14初 軒平瓦 2枝1枚 0.748 227 14.21 38 0.374 0.345 5.55 25.31
浄土寺 1329 軒平瓦 7枝5枚 0.7266 220 21.8 42 0.519 0.448 7.88 37.56
法道寺 1368 軒平瓦 5枝3枚 0.8366 254 16.06 32 0.502 扇垂木 7.95 31.96
宝塔寺 1439 軒平瓦 5枝2枚 0.75 227 9.6 32 0.3 0.299 4.75 19.1
護国院 1449 軒平瓦 3枝2枚 0.714 216 16.18 34 0.476 0.45 7.59 31.36

長保寺 1357 軒平瓦 上11枝6枚 0.7 212 15.29 40 0.382 5.735 26.76
下3枝2枚 0.672 204 0.448

表3-2　多宝塔瓦割寸法一覧表

下層 上層
推定瓦割り

寺院 時代 総間 総枝数

単位:尺

軒の出 軒の長さ軒平瓦瓦割(下層)

表4-20　多宝塔瓦割寸法一覧表
一枝寸法
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注　

記

注　

一　

屋
根
瓦
を
建
物
全
体
を
構
成
す
る
意
匠
の
一
つ
と
捉
え
た
場
合
、
そ
の
寸
法
は
軒
先
の

構
成
部
材
や
そ
の
寸
法
に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
推
察
す
る
。

注　

二　

一
般
的
に
、
多
宝
塔
の
上
下
層
の
一
枝
寸
法
は
ほ
ぼ
同
寸
法
、
あ
る
い
は
若
干
上
層
が

狭
い
。

注　

三　

現
本
堂
の
南
側
軒
先
に
残
っ
て
い
る
も
の
で
、
昭
和
修
理
の
際
、
当
初
瓦
と
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

注　

四　

注
三
に
同
じ
。
表
4-21
よ
り
五
間
堂
の
所
用
瓦
と
し
て
相
応
し
い
規
格
と
判
断
す
る
。

注　

五　

多
宝
塔
ｂ
型
式
の
軒
平
瓦
13
番
、
15
番
に
は
瓦
当
部
の
接
合
技
法
と
し
て
、
接
合
面
に

刻
み
目
を
付
け
る
顎
貼
付
技
法
を
用
い
る
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

注　

六　

本
堂
完
成
は
一
三
一
一
年
以
降
と
考
え
た
い
。
長
保
寺
の
造
瓦
技
術
の
系
統
は
、
同
時

期
の
大
和
で
は
、
段
顎
に
移
行
し
は
じ
め
る
時
期
で
あ
り
、
接
合
技
法
も
瓦
当
貼
付
に

変
化
し
て
い
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
技
術
面
で
は
中
世
期
を
通
じ
て
顎
貼
付
技
法
を
用
い

る
和
泉
の
影
響
下
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
和
泉
系
瓦
の
技
法
編
年
の
指
標
で
あ

る
日
置
荘
遺
跡
出
土
資
料
に
お
い
て
、
一
三
世
紀
の
軒
平
瓦
の
特
徴
と
し
て
多
宝
塔
軒

平
瓦
11
番
と
同
様
の
顎
形
態
で
（
顎
面
が
幅
狭
い
Ｅ
類
に
相
当
）、
裏
面
調
整
に
タ
テ
ナ

デ
を
施
し
、
接
合
技
法
に
は
顎
貼
付
技
法
を
用
い
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
多
宝

塔
造
営
は
、
上
下
層
に
お
け
る
垂
木
の
枝
割
寸
法
が
特
異
な
点
か
ら
、
造
営
が
中
断
、

あ
る
い
は
設
計
変
更
な
ど
長
期
に
及
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、

下
層
屋
根
の
亀
腹
部
分
の
下
地
板
に
、
風
食
と
現
状
よ
り
低
い
位
置
で
の
棟
の
取
り
付

き
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
板
葺
か
檜
皮
葺
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

注　

七　

多
宝
塔
心
柱
の
墨
書
に
「
下
壇
遷
築
所
奉
修
造
之
也
」
と
あ
り
、
古
材
が
確
認
出
来
れ

ば
、
前
身
建
物
か
ら
の
瓦
の
転
用
が
考
え
ら
れ
る
。

注　

八　

鬼
瓦
銘
か
ら
天
授
四
年
（
一
三
七
八
）
に
瓦
葺
が
完
成
と
考
え
ら
れ
る
道
成
寺
本
堂
で

は
、
軒
丸
瓦
の
玉
縁
側
縁
の
面
取
り
は
ｂ
型
式
、
軒
平
瓦
は
ｂ
型
式
の
顎
形
態
を
も

ち
、
瓦
当
接
合
技
法
に
顎
貼
付
技
法
を
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
軒
平
瓦
に
は
、
一
部
瓦

当
下
縁
に
面
取
り
調
整
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
長
保
寺
多
宝
塔
所
用
瓦
の
う
ち
ｂ

群
瓦
は
一
三
七
八
年
以
前
の
技
法
で
あ
る
と
裏
付
け
ら
れ
る
。

注　

九　

本
堂
・
多
宝
塔
所
用
軒
平
瓦
の
規
格
、
造
瓦
技
法
と
比
較
し
た
場
合
、
中
間
的
な
規
格
・

後
出
の
技
法
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
大
門
の
所
用
瓦
と
判
断
す
る
。

注
一
〇　

瓦
当
周
縁
の
面
取
り
に
つ
い
て
、
筆
者
が
以
前
調
査
整
理
を
行
っ
た
大
和
興
福
寺
所
用

軒
平
瓦
で
は
、
顎
後
縁
の
面
取
り
は
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
の
落
雷
に
よ
る
焼
失
後

の
再
建
期
に
定
着
。
顎
形
態
は
裏
面
が
曲
線
を
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
応

永
六
年
（
一
三
九
九
）
に
修
理
さ
れ
た
北
円
堂
所
用
軒
平
瓦
で
は
、
完
全
な
段
顎
で
、

瓦
当
周
縁
の
下
縁
だ
け
で
な
く
左
右
縁
を
面
取
り
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
大
門
所
用
瓦

は
一
四
〇
〇
年
前
後
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。

第
六
項　

長
保
寺
伽
藍
中
興
時
の
屋
根
瓦
に
関
す
る
考
察

瓦
の
名
称
に
つ
い
て

考
察
に
あ
た
っ
て
、
瓦
名
称
を
鉤
括
弧
付
き
で
表
記
し
た
い
。
軒
平
瓦
は
唐
草
文
や
連
珠

文
と
称
し
て
、
唐
草
文
は
中
心
飾
り
の
種
類
で
呼
び
分
け
る
。
軒
丸
瓦
は
い
ず
れ
も
三
ッ
巴

で
あ
る
が
、
珠
文
外
側
（
外
区
）
の
圏
線
の
有
無
を
表
記
す
る
。
瓦
名
称
の
後
ろ
に
付
し
た

数
字
は
、
瓦
当
面
の
珠
文
数
を
表
す
。

多
宝
塔
建
立
時
（
正
平
一
二
年
・
一
三
五
七
）
の
屋
根
瓦

建
立
時
の
瓦
の
組
み
合
わ
せ
を
、
寸
法
や
仕
様
、
胎
土
か
ら
検
討
し
、
次
の
知
見
を
得
た
。

①
上
層
東
面
に
移
さ
れ
て
い
た
軒
平
瓦
の
う
ち
、
寸
法
や
胎
土
か
ら
、
下
層
の
当
初
比
定

軒
丸
瓦
「
三
ッ
巴
29
」
と
組
み
合
う
軒
平
瓦
「
連
珠
文
16
」
を
比
定
し
た
。

②
上
層
軒
平
瓦
「
連
珠
文
13
」
と
下
層
軒
丸
瓦
「
三
ッ
巴
27
・
外
区
圏
線
付
」
は
、
軒
平

瓦
「
連
珠
文
16
」
や
軒
丸
瓦
「
三
ッ
巴
29
」
よ
り
も
若
干
小
振
り
で
あ
る
が
、
胎
土
中
に
大

粒
の
白
色
礫
を
含
む
点
や
、
軒
平
瓦
の
仕
様
に
共
通
点
が
多
く
、
い
ず
れ
も
同
時
期
の
造
瓦

と
考
え
ら
れ
た
。

③
①
・
②
の
当
初
比
定
瓦
は
、
本
堂
建
立
時
の
瓦
と
製
作
技
法
に
大
き
な
違
い
は
な
い

（
図
4-3
・
4-4
）。

④
昭
和
修
理
で
下
層
に
移
設
さ
れ
た
旧
上
層
隅
軒
丸
瓦
は
、
薬
王
寺
観
音
堂
の
当
初
比
定

軒
丸
瓦
と
同
じ
笵
型
「
三
ッ
巴
24
・
外
区
圏
線
付
」
を
使
用
し
、
笵
の
状
態
か
ら
長
保
寺
多

宝
塔
所
用
瓦
が
後
作
と
判
断
さ
れ
る
（
図
4-3	

［5］
～
［7］
、
写
真
388
，
390
）。

⑤
上
層
の
中
世
瓦
の
大
半
を
占
め
る
平
瓦
・
丸
瓦
と
対
応
す
る
軒
平
瓦
「
宝
珠
唐
草
文
」

二
種
四
九
枚
と
軒
丸
瓦
「
三
ッ
巴
24
」
五
本
は
、
胎
土
中
に
腐
り
礫
を
含
み
、
軒
平
瓦
顎
裏
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の
形
状
や
軒
丸
瓦
凹
面
の
調
整
具
合
か
ら
、
①
～
④
の
い
ず
れ
よ
り
も
古
い
と
考
え
ら
れ
た
。

⑥
⑤
の
軒
平
瓦
「
宝
珠
唐
草
文
」
は
、
釘
穴
が
な
い
も
の
（
Ａ
）
四
枚
と
、
Ａ
よ
り
や
や

小
さ
い
釘
穴
が
あ
る
も
の
（
Ｂ
）
四
五
枚
の
二
種
が
あ
る
。
笵
傷
か
ら
み
て
、
同
笵
の
可
能

性
が
高
く
、
Ａ
が
Ｂ
よ
り
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。

⑦
⑤
の
軒
丸
瓦
「
三
ッ
巴
24
」
は
、
隅
隣
り
用
が
一
本
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
隅
軒
丸

瓦
も
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
下
層
の
隅
軒
丸
瓦
が
平
用
と
同
じ
瓦
当
面
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
上
層
の
隅
軒
丸
瓦
は
④
で
述
べ
た
異
な
る
瓦
当
面
で
あ
り
、
上
下
層
で
製
作
過
程
の
違

い
が
う
か
が
え
た
。

大
門
建
立
時
（
嘉
慶
二
年
・
一
三
八
八
）
の
屋
根
瓦

建
立
時
の
瓦
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
⑧
～
⑫
の
知
見
を
得
た
。

⑧
軒
平
瓦
「
連
珠
文
10
」
の
顎
裏
の
形
状
や
調
整
具
合
は
、
多
宝
塔
当
初
比
定
軒
平
瓦

「
連
珠
文
16
」「
連
珠
文
13
」
と
似
て
お
り
、
道
成
寺
本
堂
（
天
授
四
・
一
三
七
八
）
の
当
初

比
定
軒
平
瓦
と
も
似
る
。
同
時
に
、
軒
平
瓦
「
連
珠
文
10
」
の
瓦
当
下
縁
に
は
面
取
り
が
施

さ
れ
て
お
り
、
一
三
九
〇
年
頃
よ
り
も
遡
ら
な
い
製
作
技
法
で
あ
る
。

⑨
軒
平
瓦
「
連
珠
文
10
」
は
、
軒
先
用
と
螻
羽
用
と
を
造
り
分
け
て
い
る
。

⑩
寸
法
面
や
仕
様
面
か
ら
、
軒
平
瓦
「
連
珠
文
10
」
と
組
み
合
う
と
み
た
軒
丸
瓦
「
三
ッ

巴
32
」
で
は
、
本
堂
や
多
宝
塔
の
当
初
比
定
軒
丸
瓦
及
び
丸
瓦
と
比
べ
、
玉
縁
傍
の
面
取
り

が
肩
（
胴
部
）
に
及
ぶ
一
連
の
も
の
と
な
る
点
、
玉
縁
先
の
調
整
が
丁
寧
に
な
る
点
、
胴
部

側
縁
の
面
取
り
が
大
き
く
な
る
点
な
ど
、
調
整
方
法
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
玉
縁
先

の
調
整
が
丁
寧
に
な
る
点
は
、
道
成
寺
本
堂
の
当
初
比
定
軒
丸
瓦
及
び
丸
瓦
と
共
通
す
る
。

⑪
大
門
の
中
世
期
平
瓦
の
中
に
は
、
多
宝
塔
「
連
珠
文
16
」「
連
珠
文
13
」「
宝
珠
唐
草
文

Ａ
」「
宝
珠
唐
草
文
Ｂ
」
な
ど
、
多
宝
塔
建
立
当
初
の
所
用
瓦
と
考
え
ら
れ
る
主
要
な
対
応

平
瓦
類
一
式
が
多
く
存
在
す
る
。
ま
た
、「
連
珠
文
16
」「
連
珠
文
13
」
に
対
応
す
る
平
瓦
に

は
、
分
割
線
入
り
平
瓦
及
び
隅
隣
り
用
軒
平
瓦
、
篦
書
き
入
り
平
瓦
も
含
ま
れ
る
。

⑫
平
瓦
篦
書
き
「
ヒ
ラ
カ
ワ
ラ
ノ
ニ
キ
（
用
）
／
三
千
八
百
マ
イ
」
の
文
字
が
見
え
隠
れ

と
な
る
様
に
仮
に
葺
足
三
寸
と
す
る
と
、
瓦
割
は
八
寸
で
屋
根
面
積
八
四
㎡
に
相
当
す
る
。

多
宝
塔
下
層
屋
根
面
積
は
七
〇
㎡
、
亀
腹
下
を
含
め
る
と
八
〇
㎡
で
あ
り
、
篦
書
き
内
容
と

の
関
連
も
う
か
が
え
る
。

長
保
寺
伽
藍
内
に
お
け
る
屋
根
瓦
の
製
作
及
び
使
用
状
況

多
宝
塔
は
正
平
一
二
年
建
立
時
に
、
本
堂
建
立
時
と
同
じ
頃
に
製
作
さ
れ
た
瓦
を
使
用
し

つ
つ
、
隅
用
の
軒
平
瓦
や
平
瓦
は
新
た
に
製
作
す
る
な
ど
、
多
宝
塔
下
層
屋
根
瓦
を
厚
手
の

も
の
で
整
え
、
軒
平
瓦
「
連
珠
文
16
」
︲
軒
丸
瓦
「
三
ッ
巴
29
」
と
そ
れ
に
伴
う
平
瓦
・
丸

瓦
が
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
近
世
期
に
お
い
て
も
下
層
で
多
量
の
補
足
瓦
が
生
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
下
層
所
用
瓦
は
傷
み
易
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
推
察
さ
れ
た
。

上
層
に
は
転
用
瓦
と
み
ら
れ
る
軒
平
瓦
「
宝
珠
唐
草
文
Ａ
・
Ｂ
」
︲
軒
丸
瓦
「
三
ッ
巴

24
」
と
そ
れ
に
伴
う
平
瓦
・
丸
瓦
を
使
用
し
、
不
足
分
は
軒
平
瓦
「
連
珠
文
13
」
︲
軒
丸
瓦

「
三
ッ
巴
27
・
外
区
圏
線
付
」
と
そ
れ
に
伴
う
平
瓦
（
丸
瓦
は
不
明
）
で
補
っ
た
と
想
定
で

き
た
。
隅
に
平
と
は
異
な
る
瓦
当
面
の
軒
丸
瓦
を
用
い
て
い
る
点
は
、「
三
ッ
巴
27
・
外
区

圏
線
付
」
も
瓦
当
文
様
が
古
式
で
あ
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
上
層
補
足
瓦
類
の
使
用
状
況
を

示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
た
（
図
4-3	

［3］
）。

嘉
慶
二
年
に
は
、
大
門
所
用
瓦
と
し
て
軒
平
瓦
・
軒
丸
瓦
が
新
た
に
製
作
さ
れ
る
が
、
平

葺
は
本
堂
及
び
多
宝
塔
用
の
平
瓦
・
丸
瓦
が
中
心
で
あ
っ
た
。
平
と
妻
と
で
大
き
さ
の
異
な

る
瓦
を
葺
き
分
け
た
可
能
性
も
あ
る
。

多
宝
塔
上
層
に
葺
か
れ
て
い
た
「
宝
珠
唐
草
文
」
軒
平
瓦
―
「
三
ッ
巴
24
」
軒
丸
瓦
の
転

用
元
は
、
別
建
物
か
前
身
建
物
か
は
、
定
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

多
宝
塔
上
層
の
「
宝
珠
唐
草
文
」
軒
平
瓦
二
種
も
、
釘
穴
の
有
無
を
屋
根
勾
配
と
関
連
づ

け
て
、
Ａ
を
下
層
所
用
瓦
、
Ｂ
を
上
層
所
用
瓦
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
門
で
の
「
宝
珠
唐
草
文
」
対
応
平
瓦
の
存
在
は
、
大
門
当
初
屋
根
瓦

の
多
様
性
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
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本　堂

多宝塔

上層所用瓦

※拓影・実測図のうち、［1］～［4］及び［7］～［9］、［11］、［13］、［14］
　は芦田淳一氏による。

［1］本堂軒平瓦（瓦宇工業所保管）

［2］軒丸瓦1番と軒平瓦15番（正平新調）

［3］軒丸瓦2番と軒平瓦13番（正平新調）

［4］軒丸瓦31番と軒平瓦11、11' 番（正平転用） 

正平12年（1357）

下層所用瓦

延慶4年（1311）

図4-3　瓦拓影・実測図　縮尺1/5（次ページ以降に続く）

87

第四章　調 査 事 項



［6］隅軒丸瓦25番下層南東（正平新調）

［7］隅軒丸瓦26番下層南西（中古補足） 

［8］軒丸瓦32番　（中古補足）

［9］軒丸瓦1番と軒平瓦1番 

　［5］（参考）薬王寺観音堂
貞和3年（1347）の当初比定

軒平瓦・軒丸瓦
（瓦宇工業所保管）

［10］平瓦22番対応の旧軒平転用平瓦（右）
と18番対応の凹面箆書き文字入り平瓦

多宝塔

嘉慶2年（1388）大　門
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［13］中世期軒丸瓦7番（左）と4番（右）

［14］近世期軒平瓦1番 ［12］中世期軒平瓦14番（上）と17番（下）

［11］中世期軒平瓦12番

81 170

68 73

78 170

 丸瓦41番

 

丸瓦1番 丸瓦2番（＝大門 1番）

67 124

50
50

63 126

51

80 158

丸瓦45番 丸瓦7番

61

76 150

64

76 152

丸瓦3番（＝大門丸瓦12番） 丸瓦5番（＝大門丸瓦14番）

本堂　延慶4年（1311）

多宝塔上層　正平12年以前

多宝塔上層　正平12年（1357） 多宝塔下層　正平12年（1357）

多宝塔上層　正平12年以降 大門　嘉慶2年（1388）

多宝塔

図4-4　長保寺丸瓦の玉縁調整の変遷　縮尺1/5
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第
五
章　

資　
　
　

料

第
一
節　

近
代
の
文
化
財解

体
修
理
資
料

　

今
回
修
理
を
行
っ
た
各
建
造
物
は
、
い
ず
れ
も
近
代
の
文
化
財
指
定
後
、

解
体
修
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
門
は
明
治
四
三
～
四
四
年
（
一
九
一

〇
～
一
九
一
一
）、
多
宝
塔
と
鎮
守
堂
は
昭
和
二
～
三
年
（
一
九
二
七
～

一
九
二
八
）
に
修
理
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
修
理
工

事
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現
在
に
い
た
っ
て
お
り
、
当
時
の

修
理
内
容
や
経
緯
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
た
び
の
修
理
に
あ
た
り
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
の
竹
中
氏
の
ご
教

示
に
よ
り
、
長
保
寺
か
ら
和
歌
山
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
古
文

書
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
当
時
の
修
理
関
係
書
類
の
多
く
を
見
い
だ
す

こ
と
が
出
来
た
。
書
類
は
事
業
立
ち
上
げ
の
請
願
に
始
ま
り
、
修
理
設
計

書
、
事
業
精
算
書
な
ど
の
ほ
か
、
各
種
帳
簿
、
書
簡
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
も
の
で
、
修
理
の
経
緯
を
う
か
が
う
こ
と
の
出
来
る
貴
重
な
資
料
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
章
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
群
の
中
か
ら
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
、

大
門
修
理
事
業
精
算
書
、
多
宝
塔
・
鎮
守
堂
修
理
事
業
精
算
書
を
書
き
下

し
、
後
世
の
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

第
二
節　

大
門
明
治
修
理
精
算
書

長
保
寺
大
門
修
理
工
事
精
算
設
計
書

本
修
理
工
事
ハ
明
治
四
十
参
年
十
一
月
五
日
ヨ
リ
着
手
シ
豫
定
ノ
期
限
ヲ

以
テ
仝
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日
竣
工
ヲ
告
ケ
タ
リ
修
理
以
前
ニ
於
ケ
ル

状
態
ハ
多
年
修
理
保
護
ヲ
怠
慢
ニ
シ
ア
リ
タ
ル
ノ
結
果
破
損
多
大
殊
ニ
白

蟻
發
生
シ
用
材
ノ
大
部
分
ヲ
蟲
蝕
シ
一
層
損
傷
櫎
大
ニ
ス
ル
ニ
至
レ
リ
修

理
工
事
施
行
方
法
ニ
関
シ
テ
ハ
原
設
計
ノ
精
神
ニ
基
キ
施
行
シ
タ
ル
モ
尚

實
行
ニ
當
リ
其
形
式
構
造
装
飾
及
材
料
ニ
渉
リ
工
程
毎
ニ
精
密
ニ
之
レ
ヲ

督
査
考
究
シ
新
ニ
交
換
填
補
ス
可
キ
モ
ノ
ハ
創
設
當
時
ノ
形
式
手
法
ヲ
嚴

守
シ
継
手
仕
口
ニ
至
ル
迄
一
々
當
時
ノ
手
法
ニ
範
リ
施
工
セ
シ
メ
タ
リ
又

建
物
地
形
ハ
白
蟻
豫
防
工
事
ト
シ
テ
雨
落
溝
内
全
部
ニ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヲ

打
立
テ
尚
在
来
用
材
ニ
ハ
殺
虫
液
ニ
硫
化
炭
素
ヲ
注
入
シ
新
古
材
共
蟲
蝕

豫
防
劑
「
ク
レ
オ
ゾ
ー
ル
」
ト
貳
拾
四
度
軽
油
ヲ
混
合
シ
之
レ
ヲ
塗
抹
セ

リ
其
他
詳
細
ハ
別
紙
出
来
精
算
設
計
書
并
ニ
誜
成
實
側
繪
圖
面
等
ニ
依
リ

明
瞭
ナ
ル
モ
左
表
ニ
各
部
類
豫
算
全
額
ヲ
對
照
シ
其
増
減
ニ
関
ス
ル
事
由

ヲ
開
陳
ス

長
保
寺
山
門
修
理
工
事
工
程
表

種
別

着
手
年
月
日

竣
成
年
月
日

備
考

着
手
準
備

明
治
四
十
三
年
十
一
月
五
日

仝
年
十
一
月
廿
日

諸
材
料
購
入

仝
年
十
一
月
廿
一
日

四
十
四
年
七
月
廿
二
日

仮
建
物
新
設

仝
年
十
一
月
廿
二
日

四
十
三
年
十
二
月
廿
日

實
側
製
図

仝
年
十
一
月
十
八
日

四
十
四
年
六
月
三
十
日

建
物
取
解

仝
年
十
一
月
丗
日

四
十
三
年
十
二
月
廿
八
日

腰
廻
リ
柱
根
継
頭
貫
虹

梁
嵌
板
其
他
修
理

四
十
四
年
一
月
五
日

四
十
四
年
二
月
廿
日

階
上
軸
部
椽
勾
欄
幣
軸

唐
戸
天
井
其
他

仝
年
一
月
十
五
日

仝
年
三
月
廿
五
日

斗
栱
支
輪
軒
化
粧
廻
リ

其
他
修
理

仝
年
二
月
十
六
日

仝
年
五
月
十
五
日

木
屋
組
野
廻
リ
土
居
葺

其
他
修
理

仝
年
四
月
廿
五
日

仝
年
六
月
十
日

屋
根
瓦
葺
立

四
十
四
年
六
月
十
一
日

仝
年
七
月
五
日

壁
塗
其
他

仝
年
六
月
一
日

仝
年
六
月
丗
日

地
盤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
雨

落
溝
其
他
排
水
工
事

仝
年
七
月
三
日

仝
年
七
月
丗
一
日

素
屋
根
取
解
キ
跡
掃
除

共

仝
年
八
月
一
日

仝
年
八
月
十
五
日

決
算
報
告

仝
年
八
月
十
六
日

仝
年
八
月
丗
一
日

右
之
通
リ
豫
定
ヲ
以
テ
實
行
仕
分
候
也

　
　
　
　
　

明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
三
日

修
理
工
費
收
入
表

科
目

豫
定
額

實
收
入

比
較

備
考

増

減

國
庫
交
付
金
六
、
五
八
九
、
一
一
〇

六
、
五
八
九
、
一
一
〇

寺
院
負
担
金

七
五
〇
、
〇
〇
〇

七
五
〇
、
〇
〇
〇

古
材
及
不
用

品
賣
却

五
一
一
、
五
三
〇

五
一
九
、
九
一
〇

八
、
三
八
〇

預
金
利
子

一
〇
〇
、
〇
〇
〇

一
〇
〇
、
七
二
八

七
二
八

計

七
、
九
五
〇
、
六
四
〇

七
、
九
五
九
、
七
四
八

九
、
一
〇
八

收
入
支
出
對
照
表

科
目

設
計
豫
定

實
施
科
目

支
出
額

比
較

備
考

増

減

木
材
費

二
、
八
六
六
、
九
六
〇

木
材
費
二
、
九
〇
七
、
四
四
〇

四
〇
、
四
八
〇

木
材
費
ハ
員
數
増
加
セ

シ
ヲ
以
テ
増
額
セ
リ

金
物
費

九
九
、
九
〇
〇

金
物
費

五
五
、
七
四
〇

四
四
、
一
六
〇

金
物
費
ノ
減
額
シ
タ
ル

ハ
需
要
ノ
減
少
ニ
依
ル

瓦
費

二
七
八
、
二
〇
〇

瓦
費

三
〇
〇
、
七
八
〇

二
二
、
五
八
〇

瓦
費
ノ
増
加
シ
タ
ル
ハ

員
數
増
加
ニ
依
ル

葺
工
費

一
〇
四
、
八
〇
〇

雑
品
費

二
九
一
、
四
九
〇

八
四
、
六
九
〇

雑
品
費
ノ
増
加
シ
タ
ル

ハ
豫
算
外
ノ
地
盤
コ
ン

ク
リ
ー
ト
施
工
シ
タ
ル

ニ
依
ル

塗
工
費

四
八
、
〇
〇
〇

石
材
費

五
四
、
〇
〇
〇

工
料
費

一
、
九
二
五
、
二
五
〇

工
料
費
二
、
一
一
二
、
九
九
〇

一
八
七
、
七
四
〇

工
料
賃
ノ
増
加
シ
タ
ル

ハ
需
要
員
數
ノ
増
加
ニ

依
ル

仮
建
物

六
四
七
、
〇
〇
〇

仮
建
物

七
三
三
、
三
一
〇

八
六
、
三
一
〇

仮
建
物
費
ノ
増
加
ハ
建

物
坪
數
増
加
ニ
依
ル

雜
之
部
監

督
費

一
、
三
一
五
、
〇
〇
〇

監
督
費
一
、
五
四
八
、
八
九
〇

一
三
三
、
八
九
〇

監
督
費
ノ
増
加
シ
タ
ル

ハ
係
員
六
名
ニ
慰
労
手

當
ヲ
給
シ
タ
ル
ニ
依
ル

計

七
、
三
三
九
、
一
一
〇

七
、
九
五
〇
、
六
四
〇

差
引

六
一
一
、
五
三
〇

四
四
、
一
六
〇

備
考
豫
定
額
ハ
支
出
ノ
増
加
ニ
伴
ヒ
時
々
追
加
又
ハ
更
正
ヲ
ナ
シ
施
行

セ
シ
モ
當
初
設
計
ト
對
照
ノ
便
宜
上
收
支
出
共
原
設
計
豫
定
ヲ
掲
グ

修
理
實
施
仕
様
概
要

一
、
建
物
周
圍
ニ
水
盛
遺
形
ヲ
取
設
ケ
在
来
ノ
柱
根
ノ
高
低
ヲ
精
密
ニ
調

査
シ
置
キ
而
シ
テ
屋
根
大
棟
鬼
板
隅
棟
ヨ
リ
順
次
取
解
キ
瓦
ハ
附
近
ノ

場
所
ニ
積
重
ネ
用
材
ハ
使
用
ニ
堪
エ
ル
モ
ノ
ト
然
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
分
別

シ
再
使
用
ス
可
キ
分
ハ
番
號
ヲ
附
シ
釘
仕
舞
ヲ
ナ
シ
順
序
能
ク
物
置
小

屋
ニ
收
納
養
生
ヲ
ナ
シ
置
キ
タ
リ

一
、
柱
新
規
取
換
ノ
分
ハ
在
来
ノ
寸
法
仕
口
ニ
倣
ヒ
仕
拵
ヘ
仝
根
継
ヲ
施

ス
分
ハ
外
部
ニ
見
ヘ
能
継
手
ヲ
ナ
シ
髙
低
無
之
様
柱
石
ニ
口
引
ヲ
ナ
シ
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建
込
ミ
地
腰
及
腰
樌
飛
樌
等
補
足
ノ
部
ハ
在
来
ノ
寸
法
ニ
削
リ
上
ゲ
柱

ニ
刺
通
シ
楔
飼
堅
メ
ヲ
ナ
セ
リ

一
、
階
上
及
階
下
共
頭
樌
ノ
補
足
ノ
部
ハ
在
来
ノ
如
ク
削
リ
上
ゲ
夫
々
取

附
仝
椽
腰
組
斗
栱
并
ニ
軒
斗
栱
等
ハ
欠
損
ノ
處
ハ
矧
木
ヲ
ナ
シ
補
足
ノ

部
ハ
原
形
ニ
則
リ
新
調
シ
通
肘
木
枠
肘
木
秤
肘
木
尾
棰
ノ
欠
損
ノ
箇
所

ハ
矧
木
又
ハ
埋
木
ヲ
ナ
シ
新
規
補
足
ノ
分
ハ
在
来
ノ
寸
法
形
ニ
倣
ヒ
仕

拵
ヘ
組
堅
メ
ヲ
ナ
ス

一
、
階
上
椽
板
ハ
全
部
新
調
ニ
付
在
来
ノ
寸
法
ニ
削
リ
上
ゲ
張
立
木
口
壱

定
ニ
切
揃
ヘ
鉋
削
リ
ヲ
ナ
シ
勾
欄
及
寶
珠
柱
共
新
調
ニ
付
原
形
ノ
如
ク

組
堅
メ
内
部
格
縁
天
井
欠
損
ノ
處
ハ
矧
木
ヲ
ナ
シ
腐
朽
ノ
部
ハ
新
規
取

換
裏
板
張
立
ヲ
ナ
セ
リ

一
、
階
上
柱
受
臺
輪
ハ
全
部
新
調
ニ
付
在
来
ノ
寸
法
ニ
仕
拵
ヘ
隅
々
ハ
相

欠
キ
留
メ
組
合
セ
中
仕
切
取
合
ハ
蟻
掛
ニ
ナ
シ
水
平
ニ
据
付
柱
根
貳
枚

枘
ニ
ナ
シ
建
込
ミ
椽
上
地
覆
長
押
共
全
部
新
調
ニ
付
就
レ
モ
在
来
ノ
寸

法
ニ
削
リ
仕
上
ゲ
隅
々
ハ
目
違
ニ
入
レ
留
メ
ニ
組
合
セ
通
リ
能
ク
取
附

ヲ
ナ
シ
タ
リ

一
、
軒
地
棰
飛
檐
棰
仝
裏
板
木
負
茅
負
裏
甲
等
欠
損
ノ
箇
所
ハ
矧
木
又
ハ

埋
木
ヲ
ナ
シ
新
調
ノ
部
ハ
原
形
ノ
如
ク
仕
拵
ヘ
取
附
仝
尾
棰
及
支
輪
ハ

前
仝
様
矧
木
新
調
ヲ
ナ
シ
化
粧
隅
木
丸
桁
破
風
板
前
包
懸
魚
等
腐
朽
ニ

付
在
来
ノ
形
チ
ニ
倣
ヒ
全
部
新
調
ヲ
ナ
シ
取
附
ヲ
ナ
ス

一
、
屋
根
木
屋
組
ハ
別
紙
圖
面
ノ
通
リ
全
部
新
調
シ
軒
拮
木
尻
ハ
銕
ボ
ー

ル
ト
ヲ
以
テ
木
屋

受
梁
又
ハ
捨
桁
ヘ
堅
牢
ニ
釣
リ
堅
メ
軒
通
リ
能
ク

出
来
ヲ
ナ
セ
リ

一
、
野
隅
木
ハ
全
部
腐
朽
取
換
ニ
付
在
来
ノ
形
チ
ニ
倣
ヒ
仕
拵
ヘ
架
渡
シ

野
棰
ハ
圖
面
ノ
配
置
ニ
ナ
シ
母
屋
桁
毎
ニ
釘
打
取
附
野
地
板
ハ
両
傍
共

殺
ギ
合
セ
壱
寸
以
上
重
ネ
張
立
ヲ
ナ
シ
タ
リ

一
、
金
剛
柵
ハ
腐
朽
全
部
新
調
ニ
付
在
来
ノ
形
ヲ
嚴
守
シ
仕
拵
ヘ
地
覆
上

端
ヘ
枘
刺
ト
ナ
シ
腰
樌
外
部
ハ
押
ヘ
胴
縁
ヲ
用
ヒ
入
念
取
附
ヲ
ナ
ス

一
、
補
足
新
調
材
ハ
凡
テ
古
色
丹
塗
ヲ
施
シ
新
古
調
和
能
ク
ナ
シ
又
見
ヘ

掛
リ
ヲ
避
ケ
修
理
ノ
年
号
ヲ
焼
印
ニ
テ
押
捺
ナ
シ
タ
リ

屋
根
瓦
葺
ノ
部

一
、
軒
唐
草
及
巴
ハ
壱
枚
毎
ニ
銅
線
ヲ
以
テ
釣
リ
堅
メ
巴
瓦
ハ
尻
留
釘
ヲ

用
ヒ
平
瓦
ハ
葺
足
六
枚
毎
ニ
丸
瓦
四
枚
毎
ニ
就
レ
モ
銅
線
ヲ
以
テ
釣
リ

堅
メ
大
棟
及
下
リ
棟
隅
棟
等
ノ
鬼
板
ハ
七
番
ノ
銅
線
ニ
テ
充
分
堅
牢
ニ

繋
キ
堅
メ
仝
棟
使
用
ノ
肌
熨
斗
ハ
通
リ
参
枚
目
毎
ニ
銅
線
ニ
テ
繋
キ
堅

メ
葺
重
熨
斗
貳
枚
目
毎
ニ
前
仝
様
千
鳥
ニ
釣
堅
メ
仝
棟
鴈
振
壱
枚
毎
ニ

鳥
衾
ハ
尻
釘
留
ト
ナ
シ
葺
地
ム
ラ
無
ク
葺
立
ヲ
ナ
ス

一
、
瓦
葺
土
ハ
粘
土
ヲ
撰
ミ
新
古
土
ヲ
混
合
シ
藁
苆
充
分
入
レ
四
度
以
上

練
リ
返
シ
使
用
セ
リ

一
、
野
地
瓦
下
杮
葺
ハ
杦
赤
身
勝
チ
ノ
長
八
寸
五
分
巾
三
寸
以
上
ノ
モ
ノ

ニ
テ
貳
寸
足
ニ
葺
立
壱
尺
五
寸
明
キ
ニ
檜
壱
寸
貳
分
厚
七
分
ノ
土
留
木

舞
ヲ
取
附
ヲ
ナ
ス

地
形
ノ
部

一
、
柱
礎
石
下
ハ
四
尺
方
深
サ
三
尺
五
寸
壷
堀
ヲ
ナ
シ
割
栗
石
目
潰
砂
利

入
レ
充
分
搗
キ
堅
メ
タ
ル
上
深
サ
貳
尺
八
寸
ノ
堰
板
刺
込
ミ
コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
立
而
シ
テ
在
来
ノ
礎
石
并
ニ
新
規
石
共
既
成
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上

端
ヘ
馴
染
能
ク
モ
ー
ル
タ
ル
ヲ
以
テ
据
付
ヲ
ナ
ス

一
、
周
圍
雨
落
溝
石
垣
ハ
在
来
ノ
石
一
旦
掘
起
シ
割
栗
石
目
潰
砂
利
入
レ

搗
キ
堅
メ
タ
ル
上
在
来
ノ
如
根
石
据
付
上
端
通
リ
能
ク
切
均
シ
目
漆
喰

ヲ
ナ
シ
雨
落
内
全
部
ハ
地
盤
壱
尺
八
寸
通
リ
鋤
取
割
栗
石
目
潰
砂
利
平

均
壱
尺
通
リ
搗
キ
込
ミ
タ
ル
上
コ
ン
ク
リ
ー
ト
九
寸
通
厚
打
立
上
端
ハ

モ
ー
ル
タ
ル
ヲ
以
テ
塗
立
ヲ
ナ
セ
リ

仮
建
物
ノ
部

一
、
素
屋
根
足
代
ハ
両
流
レ
造
桁
行
八
間
六
分
梁
行
六
間
五
分
軒
髙
貳
拾

八
尺
六
寸
柱
掘
建
要
所
ハ
亜
鉛
引
釘
金
ヲ
用
ヒ
其
他
ハ
縄
搦
ミ
屋
根
亜

鉛
波
板
葺
四
方
筵
囲
ヒ
軒
足
代
ハ
素
屋
根
内
軒
下
タ
貳
尺
五
寸
ノ
處
ニ

巾
五
尺
通
リ
板
敷
並
ベ
登
リ
桟
橋
取
設
ケ
曻
降
ヲ
便
ニ
シ
建
設
ヲ
ナ
ス

一
、
職
工
作
事
場
ハ
桁
行
八
間
梁
行
参
間
仝
木
挽
小
屋
ハ
桁
行
参
間
五
分

梁
行
参
間
就
レ
モ
両
流
シ
造
リ
柱
掘
建
軒
髙
拾
貳
尺
屋
根
杮
葺
三
方
板

囲
ヒ
建
設
ヲ
ナ
ス

一
、
湯
沸
小
屋
ハ
桁
行
貳
間
梁
行
壱
間
五
分
柱
掘
建
軒
髙
八
尺
屋
根
板
葺

三
方
壁
塗
ト
ナ
セ
リ

一
、
監
督
事
務
所
ハ
桁
行
参
間
梁
行
貳
間
両
流
レ
造
リ
柱
掘
建
軒
髙
拾
壱

尺
屋
根
杮
葺
三
方
壁
塗
内
部
床
板
張
リ
正
面
中
敷
居
硝
子
障
子
及
入
口

硝
子
入
レ
ニ
ナ
ス

一
、
竹
矢
来
ハ
髙
八
尺
柱
間
拾
尺
毎
ニ
掘
建
圣
参
寸
ノ
丸
竹
ヲ
以
テ
菱
形

ニ
縄
搦
ミ
ニ
ナ
シ
巾
拾
尺
ノ
出
入
門
ヲ
設
ケ
扉
錠
前
付
ニ
建
設
ヲ
ナ
ス

長
保
寺
大
門
修
理
工
事
精
算
設
計
書

一
金
七
千
九
百
五
拾
九
圓
七
拾
四
銭
八
厘	

收
入
總
額内

譯
金
六
千
五
百
八
拾
九
円
拾
壱
銭	

國
庫
下
賜
金

金
七
百
五
拾
円	

寺
院
負
担
金

金
五
百
拾
九
圓
九
拾
壱
銭	

不
用
品
及
古
材
賣
却
金

金
壱
百
円
七
拾
貳
銭
八
厘	

預
金
利
子

一
金
七
千
九
百
五
拾
圓
六
拾
四
銭	

修
理
工
費
支
出
總
額

内
譯

金
貳
千
九
百
七
圓
四
拾
四
銭	

木
材
費

金
参
百
圓
七
拾
八
銭	

屋
根
瓦
費

金
五
拾
五
圓
七
拾
四
銭	

金
物
費

金
貳
百
九
拾
壱
圓
四
拾
九
銭	

雑
品
費
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金
七
百
参
拾
参
圓
参
拾
壱
銭	

仮
建
物
費

金
貳
千
壱
百
壱
拾
貳
円
九
拾
九
銭		

工
料
費

金
壱
千
五
百
四
拾
八
圓
八
拾
九
銭	

監
督
費

計
金
七
千
九
百
五
拾
圓
六
拾
四
銭

差
引
九
圓
拾
銭
八
厘

木
材
ノ
部

一
金
貳
千
九
百
七
圓
四
拾
四
銭

	

内
譯

名
稱

品
目

長
短

寸
法

員
數

單
價

小
計

柱

欅

拾
壱
尺

圣
壱
尺
壱
寸

八
分

五
本

参
拾
四
圓
拾
九
銭

壱
百
七
拾
圓
九
拾
五
銭

仝
根
継

仝

拾
四
尺
切
遣

圣
仝
寸

壱
本

四
拾
八
圓
六
拾
四
銭

四
拾
八
圓
六
拾
四
銭

仝
断

仝

五
尺

圣
仝
寸

壱
本

拾
五
圓
九
拾
七
銭

拾
五
圓
九
拾
七
銭

地
覆

檜

五
尺
八
寸

五
寸
六
分

四
寸
貳
分

拾
貳
挺

壱
圓
七
拾
八
銭

貳
拾
壱
圓
参
拾
六
銭

仝
断

仝

五
尺
八
寸

参
寸
八
分

四
寸
貳
分

貳
挺

壱
圓
五
拾
参
銭

参
圓
六
銭

腰
樌

檜

拾
五
尺

参
寸
八
分

五
寸
八
分

四
挺

四
圓
参
拾
貳
銭

拾
七
圓
貳
拾
八
銭

仝
断

仝

八
尺
四
寸

仝
寸

四
挺

貳
圓
四
拾
銭

九
圓
六
拾
銭

仝
断

仝

六
尺
貳
寸

五
寸

参
寸
八
分

貳
挺

壱
圓
六
拾
壱
銭

参
圓
貳
拾
貳
銭

金
剛
柵
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裏
口

仝

拾
五
尺
切
遣

巾
壱
尺

厚
壱
寸
九
分

貳
拾
参
挺

参
圓
七
拾
貳
銭

八
拾
五
圓
五
拾
六
銭

瓦
座

仝

拾
五
尺

壱
寸
八
分

貳
寸

拾
四
本

五
拾
五
銭

七
圓
七
拾
銭

妻
虹
梁

仝

拾
壱
尺

五
寸
五
分

八
寸

貳
挺

五
圓
七
拾
六
銭

拾
壱
圓
五
拾
貳
銭

仝
指
桁

仝

七
尺
五
寸

五
寸
五
分

四
寸
五
分

四
挺

貳
圓
五
拾
五
銭

拾
圓
貳
拾
銭

仝
肘
木

仝

六
尺
二
ッ
切

四
寸
参
分

参
寸
四
分

壱
挺

壱
圓
拾
四
銭

壱
圓
拾
四
銭

仝
螻
棰

仝

七
尺
五
寸

貳
寸
貳
分

貳
寸
八
分

拾
六
本

六
拾
銭

九
圓
六
拾
銭

破
風
板

檜

拾
尺

四
寸
五
分

厚
四
分

四
枚

参
圓
四
拾
五
銭

拾
参
圓
八
拾
銭

螻
裏
板

仝

七
尺
五
寸

巾
壱
尺

厚
七
分

貳
拾
枚

拾
七
銭

参
圓
四
拾
銭

仝
胴
嵌
板

仝

拾
五
尺
切
遣

巾
貳
寸
六
分

厚
五
分

参
枚
半

壱
圓
参
拾
六
銭

四
圓
七
拾
六
銭

小
壁
嵌
板

仝

拾
五
尺
切
遣

貳
寸
貳
分

尺
貳
寸

拾
四
枚

貳
拾
四
銭

参
圓
参
拾
六
銭

壁
胴
縁

仝

拾
五
尺
切
遣

壱
寸
五
分
角

五
本

参
拾
九
銭

壱
圓
九
拾
五
銭

仝
断

仝

拾
貳
尺
切
遣

参
寸
五
分

壱
寸
壱
分

拾
貳
本

四
拾
貳
銭

五
圓
〇
四
銭

掛
魚

仝

拾
尺
四
ッ
切

巾
九
寸
五
分

厚
貳
寸
貳
分

壱
枚

貳
圓
参
拾
壱
銭

貳
圓
参
拾
壱
銭

指
桁
尻
指

仝

六
尺

五
寸
六
寸

四
挺

貳
圓
参
拾
五
銭

九
圓
四
拾
銭

丸
桁
拮

栂

貳
拾
尺

六
寸
六
寸
五
分

四
挺

五
圓
参
拾
参
銭

貳
拾
壱
圓
参
拾
貳
銭

仝
断

檜

拾
五
尺

五
寸
六
寸
五
分

拾
挺

七
圓
六
拾
五
銭

七
拾
六
圓
五
拾
銭

仝
桔
木
枕

仝

参
尺
貳
切

セ
壱
尺

厚
四
寸

壱
挺

壱
圓
四
拾
銭

壱
圓
四
拾
銭

土
居

仝

拾
五
尺

五
寸
五
分

七
寸

拾
壱
挺

七
圓
九
拾
銭

八
拾
六
圓
九
拾
銭

牛
引

仝

拾
八
尺

尺
壱
寸

八
寸

壱
挺

貳
拾
貳
圓
拾
六
銭

貳
拾
貳
圓
拾
六
銭

母
屋
桁

仝

拾
五
尺

五
寸
六
寸

貳
拾
六
挺

五
圓
八
拾
八
銭

壱
百
五
拾
貳
圓
八
拾
八
銭

端
母
屋

仝

拾
五
尺

四
寸
五
分
角

拾
挺

四
圓

四
拾
圓

棰
掛

仝

拾
貳
尺

四
寸
五
寸

貳
挺

貳
圓
九
拾
四
銭

五
圓
八
拾
八
銭

野
棟

仝

拾
五
尺

五
寸
五
分

六
寸
五
分

貳
挺

六
圓
六
拾
銭

拾
参
圓
貳
拾
銭

棟

仝

七
尺
五
寸

五
寸
六
寸

五
挺

貳
圓
九
拾
銭

拾
四
圓
五
拾
銭

木
屋

仝

拾
五
尺
切
遣

四
寸
五
分
角

拾
挺

参
圓
七
拾
参
銭

参
拾
七
圓
参
拾
銭

桔
木

仝

拾
五
尺

五
寸
五
分

七
寸

拾
六
本

七
圓
拾
銭

壱
百
拾
参
圓
六
拾
銭

隅
桔
木

仝

貳
拾
尺

六
寸

七
寸

貳
挺

拾
圓
九
拾
八
銭

貳
拾
壱
圓
九
拾
六
銭

仝
断

栂

貳
拾
貳
尺

五
寸
五
分

六
寸
五
分

六
挺

八
圓
七
拾
七
銭

五
拾
貳
圓
六
拾
貳
銭

野
隅
木

檜

拾
五
尺

五
寸

八
寸
五
分

四
挺

八
圓
参
拾
参
銭

参
拾
参
圓
参
拾
貳
銭

野
棰

仝

拾
五
尺
切
遣
共

壱
寸
六
分

貳
寸
五
分

八
拾
五
本

七
拾
八
銭

六
拾
六
圓
参
拾
銭

野
地
板

仝

拾
参
尺

巾
八
寸
以
上

厚
六
分

貳
拾
参
坪

貳
圓
八
拾
銭

六
拾
四
圓
四
拾
銭

仝
断

栂

仝
尺

仝
寸

貳
拾
五
坪

壱
圓
拾
銭

貳
拾
七
圓
五
拾
銭

土
留
木
舞

檜

拾
五
尺

壱
寸
三
分

六
分

七
拾
五
本

拾
五
銭

拾
壱
圓
貳
拾
五
銭

化
粧
隅
木
鼻
雨
覆

仝

五
尺
四
ッ
切

七
寸
六
分

参
寸
貳
分

壱
挺

壱
圓
四
拾
銭

壱
圓
四
拾
銭

矧
木
用

仝

拾
参
尺
切
遣

壱
尺
角

壱
挺

拾
七
圓

拾
七
圓

屋
根
瓦
ノ
部

一
金
参
百
圓
七
拾
八
銭

	

内
譯

名
稱

品
目

長
短

寸
法

員
數

單
價

小
計

軒
巴

漉
シ
土
本
磨
壱
尺

圣
五
寸

厚
七
分

壱
百
拾
四
本

拾
五
銭

拾
七
圓
拾
銭

仝
唐
草

仝

九
寸
五
分

巾
八
寸

垂
貳
寸

壱
百
四
拾
四
枚

拾
銭

拾
四
圓
四
拾
銭

隅
唐
草

仝

九
寸
五
分

仝
寸
三
角
形

四
枚

拾
銭

四
拾
銭

隅
巴

仝

壱
尺

圣
六
寸

厚
七
分

参
本

参
拾
五
銭

壱
圓
五
銭

平
瓦

仝

九
寸
五
分

巾
八
尺

厚
六
分

貳
千
四
百
枚

五
銭

壱
百
貳
拾
圓

丸
瓦

仝

九
寸
五
分

圣
五
寸

厚
七
分

九
百
本

五
銭

四
拾
五
圓

妻
掛
巴

仝

九
寸

圣
六
寸

厚
七
分

七
拾
七
本

拾
六
銭

拾
貳
圓
参
拾
貳
銭

妻
掛
唐
草

仝

八
寸
五
分

巾
八
寸

厚
六
分

左
右
四
拾
六
枚

拾
貳
銭

五
圓
五
拾
貳
銭

仝
二
ノ
平

仝

仝
寸

仝
寸

左
右
五
拾
枚

五
銭

貳
圓
五
拾
銭

厂
振

仝

仝
寸

巾
七
寸
五
分

厚
七
分

貳
拾
七
枚

七
銭

壱
圓
八
拾
九
銭

隅
鬼

仝

足
元
壱
尺
四
寸
五
分

髙
サ
八
寸

厚
貳
寸
貳
分

参
個

四
圓

拾
貳
圓

下
リ
棟
鬼

仝

足
元
壱
尺
六
寸
五
分

髙
サ
八
寸
五
分

厚
貳
寸
貳
分

四
個

四
圓
五
拾
銭

拾
八
圓

大
棟
鬼
板

仝

足
壱
尺
八
寸

髙
壱
尺
参
寸

厚
四
寸

貳
個

六
圓
五
拾
銭

拾
参
圓

熨
斗
瓦

仝

八
寸
五
分

巾
八
寸

厚
六
分

六
百
参
拾
枚

参
銭

拾
八
圓
九
拾
銭

袖
丸

仝

八
寸

圣
四
寸
四
分

厚
六
分

四
拾
四
本

六
銭

貳
圓
六
拾
四
銭

貳
円
四
拾
銭
ト
ナ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

厂
振

仝

八
寸
五
分

巾
六
寸

厚
七
分

壱
百
参
拾
壱
枚

六
銭

七
圓
八
拾
六
銭

面
度

仝

五
寸
五
分

圣
四
寸
四
分

厚
仝
寸

壱
百
五
拾
貳
個

参
銭
五
厘

五
圓
参
拾
貳
銭

五
円
六
拾
七
銭
ト
ナ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

隅
面
度

仝

七
寸
参
分

仝
寸

七
拾
貳
個

四
銭

貳
圓
八
拾
八
銭

金
物
ノ
部

一
金
五
拾
五
圓
七
拾
四
銭

	

内
譯

名
稱

品
目

長
短

寸
法

員
數

單
價

小
計

洋
釘

鐡

壱
吋

壱
貫
匁

五
拾
九
銭

五
拾
九
銭

仝
断

仝

壱
吋
半

壱
貫
匁

四
拾
貳
銭

四
拾
貳
銭

仝
断

仝

壱
吋
七
分
五
厘

壱
貫
五
百
匁

四
拾
四
銭

六
拾
六
銭

仝
断

仝

貳
吋

七
貫
五
百
匁

四
拾
六
銭

参
圓
四
拾
五
銭

仝
断

仝

参
吋

拾
貫

四
拾
七
銭
五
厘

四
圓
七
拾
五
銭

仝
断

仝

参
吋
半

五
貫

四
拾
貳
銭

貳
圓
拾
銭

仝
断

仝

四
吋

四
貫

四
拾
貳
銭

壱
圓
六
拾
八
銭

仝
断

仝

四
吋
半

六
貫

四
拾
貳
銭

貳
圓
五
拾
貳
銭

仝
断

仝

六
吋

六
貫

四
拾
四
銭
五
厘

貳
圓
六
拾
七
銭

仝
断

仝

六
吋

六
百
匁

五
拾
銭

参
拾
銭

鎹

仝

長
五
寸

四
方
角

瓜
長
壱
寸
五
分

拾
貫
参
百
六
拾
匁

五
拾
銭

五
圓
拾
八
銭

洋
釘

仝

五
吋

四
貫

四
拾
参
銭

壱
圓
七
拾
貳
銭

仝
断

仝

五
吋

参
貫

四
拾
八
銭

壱
圓
四
拾
四
銭

平
鎹

仝

貳
寸

厚
貳
分

巾
参
分

壱
百
八
拾
挺

五
厘

九
拾
銭

仝
断

仝

貳
寸
五
分

仝
分

壱
百
参
拾
挺

五
厘

七
拾
八
銭

折
釘

仝

五
寸
五
分

貳
分
用

壱
百
九
拾
五
本

八
厘

壱
圓
五
拾
六
銭

仝
断

仝

四
寸
五
分

壱
分
五
厘
用

四
百
本

四
厘
五
毛

壱
圓
八
拾
銭

仝
断

仝

七
寸
五
分

貳
分
用

壱
百
参
拾
本

壱
銭

壱
圓
参
拾
銭

板
銕

仝

参
尺

巾
五
寸

厚
貳
分

貳
枚

九
拾
銭

壱
圓
八
拾
銭

ボ
ー
ル
ト

仝

長
壱
尺
以
上
参
尺
迄

圣
六
分
女
捻
座
付

拾
参
貫

七
拾
銭

九
圓
拾
銭

銅
線

拾
七
番

参
貫
八
百
匁

貳
圓
九
拾
銭

拾
壱
圓
貳
銭

雑
品
ノ
部

一
金
貳
百
九
拾
壹
圓
四
拾
九
銭

	

内
譯

名
稱

摘
要

員
數

單
價

小
計

セ
メ
ン
ト

礎
石
下
タ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
据
付

地
盤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
共

四
拾
樽

参
圓
参
拾
四
銭

壱
百
参
拾
六
圓
九
拾
四
銭

百
四
拾
八
円

0

0

0

0

0

0

砂
利

コ
ン
ク
リ
ー
ト
混
合
用

立
参
坪
九
合

七
圓
五
拾
銭

貳
拾
九
圓
貳
拾
五
銭

川
砂

前
仝
断
混
合
及
モ
ー
ル
タ
ル
用

立
貳
坪
九
合

九
圓

貳
拾
六
圓
拾
銭

割
栗
石

礎
石
下
タ
及
地
盤
搗
込
用

立
壱
坪
八
合

五
圓

九
圓

黄
土

古
色
塗
及
棰
木
口
用

五
貫

貳
拾
六
銭

壱
圓
参
拾
銭

光
明
丹

仝
断

貳
拾
斤

拾
八
銭

参
圓
六
拾
銭

水
干
胡
粉

仝
断

五
貫

五
拾
七
銭

貳
圓
八
拾
五
銭

晒
煮
皮

仝
断

壱
貫
匁

拾
七
銭

壱
圓
七
拾
銭

仝
断

仝
断

参
百
匁

貳
拾
壱
銭

六
拾
参
銭

ヤ
シ
ャ
液

仝
断

拾
参
封
度

参
拾
八
銭
四
厘
六
毛

五
圓

刷
毛

仝
断

貳
枚

拾
貳
銭

貳
拾
四
銭

93

第五章　資　　　料



仝
断

仝
断

壱
枚

拾
六
銭

拾
六
銭

仝
断

仝
断

参
枚

拾
壱
銭

参
拾
参
銭

漆

彫
刻
物
附
着
用

四
拾
匁

拾
銭

四
拾
銭

正
圓
紫

古
色
塗
用

八
拾
五
枚

参
銭

貳
圓
五
拾
五
銭

割
墨

古
色
塗
用

壱
袋

貳
拾
四
銭

ハ
ケ
ツ

仝
断
用

壱
個

拾
八
銭

ク
レ
ー
ゾ
ー
ル
白
蟻
殺
蟲
液

五
封
度

参
拾
壱
銭

壱
圓
五
拾
五
銭

廿
四
度
軽
油

仝
断

壱
斗
入
貳
鑵

壱
圓
貳
拾
五
銭

貳
圓
五
拾
銭

二
硫
化
炭
素

仝
断

拾
封
度

参
拾
八
銭
五
厘

参
圓
八
拾
五
銭

瓦
葺
土

屋
根
瓦
葺
用

立
貳
坪

四
圓

八
圓

亜
鉛
板

隅
瓦
下
タ
張
立
用

壱
枚

八
拾
五
銭

藁
縄

古
材
結
束
用

八
束

貳
拾
五
銭

貳
圓

細
縄

木
舞
掻
キ
用

四
束

貳
拾
銭

八
拾
銭

藁
縄

仝
断
用

六
拾
抱

四
銭
八
厘

貳
圓
八
拾
八
銭

土
居
葺

屋
根
瓦
下
杦
並
枌
板
貳
寸
五
分
足
杮
葺

五
拾
坪

七
拾
七
銭

参
拾
八
圓
五
拾
銭

筵

材
料
養
生
用
其
他
用

五
拾
枚

八
銭
五
厘

四
圓
貳
拾
五
銭

仝
断

仝
断

参
拾
枚

九
銭
五
厘

貳
圓
八
拾
五
銭

ク
レ
ゾ
ー
ル

白
蟻
殺
蟲
液

六
封
度

四
拾
六
銭

貳
圓
七
拾
六
銭

眞
中
針
金

土
篩
繕
ヒ
其
他
用

六
拾
四
匁

参
銭
厘

貳
拾
参
銭

弐
拾
壱
銭
六
厘
ト
ナ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

仮
建
物
ノ
部

一
金
七
百
参
拾
参
圓
参
拾
壹
銭

	

内
譯

名
稱

摘
要

員
數

單
價

小
計

素
屋
根

桁
行
八
間
六
分
梁
行
六
間
五
分
軒
髙
貳
拾
八
尺
六
寸
柱
掘

建
縄
搦
屋
根
亜
鉛
板
葺
四
方
建

五
拾
五
坪
九
合

六
圓
八
拾
銭

参
百
八
拾
圓
拾
貳
銭

軒
足
代

素
屋
根
巾
五
尺
五
寸
通
リ
板
敷
並
ベ
及
昇
リ
桟
橋
共

参
拾
坪

壱
圓
五
拾
銭

四
拾
五
圓

作
業
小
屋

桁
行
八
間
梁
行
参
間
五
分
軒
髙
拾
貳
尺
柱
掘
建
屋
根
杮
葺

三
方
板
圍
ヒ

貳
拾
八
坪

五
圓
五
拾
銭

壱
百
五
拾
四
圓

木
挽
小
屋

桁
行
参
間
五
分
梁
行
参
間
其
他
前
仝
断

拾
坪
五
合

五
圓
五
拾
銭

五
拾
七
圓
七
拾
五
銭

五
拾
七
円
七
拾
五
銭
ト
ナ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

湯
沸
場

桁
行
貳
間
梁
行
壱
間
半
軒
髙
八
尺
屋
根
板
葺
三
方
壁

参
坪

五
圓
九
拾
銭

拾
七
圓
七
拾
銭

監
督
事
務
所
桁
行
参
間
梁
行
貳
間
軒
髙
拾
壱
尺
柱
掘
建
屋
根
杮
葺
三
方

壁
正
面
硝
子
障
子
入

六
坪

七
圓
五
拾
銭

四
拾
五
圓

四
拾
八
円
ト
ナ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

竹
矢
来

八
尺
毎
ニ
杦
丸
太
掘
建
圣
三
寸
ノ
丸
竹
ヲ
以
テ
菱
形
ニ
縄

搦
ミ
巾
拾
尺
出
入
門
扉
錠
前
付
共

四
拾
八
間
貳
分

七
拾
銭

参
拾
参
圓
七
拾
四
銭

工
料
ノ
部

一
金
貳
千
壱
百
拾
貳
圓
九
拾
九
銭

	

内
譯

名
稱

摘
要

員
數

單
價

小
計

大
工

着
手
水
盛
ヨ
リ
竣
工
迄
大
工
ニ
係
ル
一
切
ノ
手
間
賃
金

貳
百
四
拾
四
人
参
分

八
拾
五
銭

貳
百
七
圓
六
拾
五
銭
五
厘

貳
百
拾
六
円
拾
五
銭
五
厘

仝
断

仝
断

参
百
九
拾
九
人

七
拾
八
銭

参
百
拾
壱
圓
貳
拾
貳
銭

仝
断

仝
断

五
百
四
拾
八
人
貳
分

八
拾
銭

四
百
参
拾
八
圓
五
拾
六
銭

仝
断

仝
断

九
拾
七
人
四
分

七
拾
五
銭

七
拾
四
圓
五
拾
五
銭

七
拾
参
圓
五
銭

仝
断

仝
断

壱
百
五
拾
七
人

六
拾
四
銭

壱
百
圓
四
拾
八
銭

仝
断

仝
断

壱
百
貳
人

六
拾
銭

六
拾
壱
圓
貳
拾
銭

仝
断

仝
断

貳
拾
貳
人

四
拾
八
銭

拾
圓
五
拾
六
銭

仝
断

仝
断

四
拾
五
人
五
分

参
拾
五
銭

拾
五
圓
九
拾
貳
銭
五
厘

彫
刻
工
彫
刻
物
補
足
繕
ヒ
用

拾
八
人

壱
圓
五
拾
銭

貳
拾
七
圓

瓦
葺
工
屋
根
葺
立
用

貳
拾
貳
人

壱
圓

貳
拾
貳
圓

仝
断

仝
断

拾
壱
人

七
拾
銭

七
圓
七
拾
銭

泥
工

壁
塗
用
材
料
持

参
拾
六
人

壱
圓

参
拾
六
圓

人
夫

大
工
、
瓦
工
、
手
元
其
他
建
方
材
木
運
搬
其
他
石
積
人
夫
共
一

式
手
間
賃

五
百
参
拾
七
人
四
分

六
拾
銭

参
百
貳
拾
貳
圓
四
拾
四
銭

仝
断

仝
断

七
百
七
人
五
分

五
拾
八
銭

四
百
拾
圓
参
拾
五
銭

仝
断

仝
断

八
拾
人

六
拾
五
銭

五
拾
貳
圓

仝
断

仝
断

貳
拾
七
人
七
分

五
拾
銭

拾
参
圓
八
拾
五
銭

操
形
工
勾
欄
擬
寳
珠
圣
六
寸
貳
分
操
形
手
間
賃

六
個

五
拾
銭

参
圓

　

監
督
費
ノ
部

一
金
壹
千
五
百
四
拾
八
圓
八
拾
九
銭

	

内
譯

名
稱

摘
要

員
數

單
價

小
計

工
事
監
督

拾
ヶ
月

六
拾
圓

六
百
圓

工
事
主
任

貳
ヶ
月
貳
拾
五
日

分

五
拾
圓

壱
百
四
拾
圓
参
拾
貳
銭

仝
断

七
ヶ
月
六
ヶ
日
分

五
拾
五
圓

参
百
九
拾
五
圓
六
拾
四

銭

備
品

製
圖
用
器
械
其
他
事
務
所
用
品
一
式

貳
拾
九
圓
五
拾
六
銭

消
耗
品

製
圖
用
紙
其
他
炭
油
筆
紙
墨
事
務
所
用
品
一
式

七
拾
圓
貳
拾
参
銭

通
信
費

通
信
事
務
ニ
係
ル
一
切

七
圓
六
拾
五
銭

旅
費

材
料
購
入
其
他
要
件
出
張
旅
費

七
拾
六
圓
四
拾
九
銭

冩
眞

四
ッ
切
伴
在
来
ノ
形
撮
影

貳
組

四
圓
五
拾
銭

九
圓

慰
勞

工
事
関
係
者
六
名
ニ
對
ス
ル
慰
労
金

壱
百
八
拾
五
圓

残
務
整
理

残
務
整
理
者
手
當

貳
拾
圓

冩
眞

出
来
形
撮
影
四
ッ
切
伴

参
組

五
圓

拾
五
圓

備
品
明
細
書

一
金
貳
拾
九
圓
五
拾
六
銭

	

内
譯

名
稱

摘
要

員
數

單
價

小
計

テ
ー
ブ
ル

監
督
事
務
用

貳
脚

貳
圓
七
拾
五
銭

五
圓
五
拾
銭

椅
子

仝
断

四
脚

壱
圓

四
圓

製
圖
器
械

仝
断

壱
組

六
圓
五
拾
銭

六
圓
五
拾
銭

Ｔ
定
規

仝
断　

長
三
尺
五
寸

壱
枚

六
拾
銭

六
拾
銭

三
角
定
規

仝
断　

長
六
寸

貳
枚

拾
銭

貳
拾
銭

仝
断

仝
断　

壱
尺

貳
枚

貳
拾
貳
銭

四
拾
四
銭

仝
断

仝
断　

八
寸

貳
枚

拾
八
銭

参
拾
六
銭

仝
断

仝
断　

尺
五
寸

壱
枚

五
拾
銭

圖
盤

仝
断　

巾
二
尺
六
寸
長
三
尺
五
寸

壱
枚

壱
圓
貳
拾
銭

バ
ケ
ツ

仝
断

参
個

拾
七
銭

五
拾
壱
銭

石
油
ポ
ン
プ

仝
断

壱
個

四
銭

石
油
小
出
鑵

仝
断

壱
個

拾
銭

手
洗
盥

仝
断

壱
個

参
拾
参
銭

書
箱

仝
断

壱
個

壱
圓

柱
時
計

仝
断

壱
個

貳
圓
五
拾
銭

銕
瓶

仝
断

壱
個

参
拾
銭

釘
抜

仝
断

壱
個

壱
圓
五
拾
銭

焼
印

仝
断

壱
個

壱
圓
五
拾
銭

英
吉
利
斯

仝
断
拾
吋

壱
挺

壱
圓
拾
銭

懐
中
電
燈

仝
断

壱
個

壱
圓

印

事
務
長
職
員

壱
個

参
拾
八
銭

消
耗
品
明
細
書

一
金
七
拾
圓
拾
参
銭

	

内
譯

名
稱

摘
要

員
數

單
價

小
計

消
護

製
圖
用　

消
リ
出
シ

貳
本

拾
五
銭

参
拾
銭

仝
断

仝
断　

棒
ゴ
ム

壱
打

六
拾
銭

鉛
筆

仝
断　

一
FI

貳
打

五
拾
銭

壱
圓

仝
断

仝
断　

Ⅱ
Ｂ

参
打

参
拾
銭

九
拾
銭

繪
具

仝
断

壱
個

壱
圓
参
拾
銭

手
帳

仝
断

壱
冊

拾
五
銭

墨

仝
断

貳
挺

六
拾
銭

壱
圓
貳
拾
銭

筆

監
督
事
務
所
用

拾
五
本

五
銭

七
拾
五
銭

朱
墨

仝
断

壱
挺

拾
五
銭

朱
肉

仝
断

貳
匁

拾
壱
銭

貳
拾
貳
銭

肉
入

仝
断

壱
個

拾
参
銭

製
圖
用
紙

製
圖
用
模
造
ワ
ー
ト
マ
ン

六
拾
枚

拾
六
銭

九
圓
六
拾
銭

礬
水
引

仝
用　

四
ッ
盤

貳
百
枚

壱
圓
七
拾
五
銭

参
圓
五
拾
銭

石
油

事
務
所
用

五
鑵

壱
圓
九
拾
銭

九
圓
五
拾
銭

仝
断

仝
断

五
升

貳
拾
銭

壱
圓

堅
炭

仝
断

七
拾
九
俵
参
拾
貳
銭

貳
拾
五
圓
貳
拾
八
銭

仝
断

仝
断

貳
拾
俵

参
拾
五
銭

七
圓

草
箒

仝
断

貳
本

四
銭

八
銭

洒
木
綿

仝
断

参
尺

貳
銭

六
銭

ピ
ン

仝
断

百
本

四
厘

四
拾
銭

麻
裏
草
履

仝
断

貳
足

拾
貳
銭

貳
拾
四
銭

94



茶

仝
断

貳
斤

拾
貳
銭

貳
拾
四
銭

帳
簿

半
紙
罫
百
五
拾
枚
綴

壱
冊

参
拾
銭

仝
断

美
濃
五
拾
枚
綴

参
冊

貳
拾
五
銭

七
拾
五
銭

仝
断

仝
壱
百
枚
綴

貳
冊

四
拾
銭

八
拾
銭

半
切
紙

事
務
所
用

四
本

拾
貳
銭

四
拾
八
銭

半
紙
罫
紙

仝
断

五
百
枚

拾
八
銭

九
拾
銭

半
紙
半
罫

仝
断

貳
百
枚

拾
銭

貳
拾
銭

半
紙

仝
断

五
束

参
拾
壱
銭
四
厘

壱
圓
五
拾
七
銭

美
濃
紙

仝
断

貳
百
枚

参
拾
五
銭

七
拾
銭

大
肰
袋

仝
断

百
枚

参
拾
銭

参
拾
銭

仝
鼡

仝
断

百
枚

六
銭

仝
小
肰
袋

仝
断

百
枚

拾
五
銭

電
池

仝
断

壱
個

貳
拾
五
銭

拪
𣏐

仝
断

壱
本

五
銭

茶
呑
茶
碗

仝
断

五
個

貳
銭
四
厘

拾
貳
銭

通
信
費

一
金
七
圓
六
拾
五
銭

	

内
譯

名
稱

摘
要

員
數

單
價

小
計

切
手

通
信
用

貳
百
参
拾
枚

参
銭

六
圓
九
拾
銭

葉
書

仝
断

五
拾
枚

貳
銭
五
厘

七
拾
五
銭

旅
費
ノ
部

一
金
七
拾
六
圓
四
拾
九
銭

	

内
譯

名
稱

摘
要

回
數

金
額

工
事
主
任
赴
任

七
圓
六
拾
銭

仝
断

木
材
購
入
髙
野
口
出
張

六
圓
貳
拾
九
銭

仝
断

木
材
購
入
大
坂
出
張
汽
車
賃
八
拾
哩
貳
圓
四
拾
銭
車
馬
賃
拾
二
里
貳
圓
拾
六
銭
日
當

四
日
分
四
圓
宿
泊
参
泊
分
四
圓
五
拾
銭

拾
参
圓
六
銭

仝
断

仝
件
要
和
歌
山
出
張
車
馬
賃
拾
貳
里
貳
圓
拾
六
銭
日
當
貳
日
分
壱
圓
四
拾
銭
宿
泊
壱

泊
壱
圓
貳
拾
銭

壱
回

四
圓
七
拾
六
銭

仝
断

仝
断
仝
所
出
張
車
馬
賃
宿
泊
日
當
共
仝
断

壱
回

四
圓
七
拾
六
銭

仝
断

仝
断
仝
所
出
張
車
馬
賃
拾
貳
里
貳
圓
拾
六
銭
日
當
三
日
分
貳
圓
拾
銭
宿
泊
貳
泊
分
貳

圓
四
拾
銭

壱
回

六
圓
六
拾
六
銭

仝
断

仝
断
仝
所
出
張
車
馬
賃
拾
貳
里
貳
圓
拾
六
銭
日
當
二
日
分
壱
圓
四
拾
銭
宿
泊
壱
泊
壱

圓
貳
拾
銭

壱
回

四
圓
七
拾
六
銭

仝
断

仝
断
仝
所
出
張
車
馬
賃
拾
貳
里
貳
圓
拾
六
銭
日
當
一
日
分
七
拾
銭

拾
回

貳
拾
八
圓
六
拾
銭

第
三
節　

多
宝
塔
・
鎮
守
堂

昭
和
修
理
精
算
書

長
保
寺　

特
別
保
護
建
造
物　

多
宝
塔
並
鎮
守
堂
修
理
工
事
精
算
書

長
保
寺
多
寶
塔
及
鎮
守
堂
修
理
工
事
費
收
支
一
覧
表

	

收
入
之
部

金
壹
萬
九
千
五
百
七
拾
参
圓
四
銭
也	

總
收
入
髙

	

内

金
九
千
五
百
貳
拾
貳
圓
也	

國
庫
補
助
金

金
九
千
五
百
圓
也	

寺
院
負
擔
金

金
五
百
参
拾
貳
圓
九
銭
也	

銀
行
預
金
利
子

金
拾
八
圓
九
拾
五
銭
也	

雑
收
入

	

支
出
之
部

金
壹
萬
七
千
五
百
九
拾
九
圓
四
拾
五
銭
也	

總
支
出
髙

	

内

金
八
千
八
百
貳
拾
参
圓
拾
八
銭
也	

多
寶
塔
精
算
髙

	
内

金
貳
八
百
貳
拾
貳
圓
四
拾
八
銭
也	

木
材
費

金
参
百
八
拾
五
圓
六
銭
也	

金
物
費

金
四
拾
五
圓
参
拾
九
銭
也	

塗
工
費

金
五
百
七
拾
九
圓
四
拾
四
銭
也	

葺
工
費

金
貳
百
七
拾
八
圓
貳
拾
貳
銭
也	

雑
費

金
壹
千
五
百
参
拾
五
圓
六
拾
銭
也	

損
料
費

金
参
千
百
七
拾
六
圓
九
拾
九
銭
也	
工
料
費

金
壹
千
貳
百
参
拾
八
圓
参
拾
七
銭
也	

鎮
守
堂
精
算
髙

	

内

金
参
百
圓
五
拾
五
銭
也	

木
材
費

金
貳
百
参
拾
圓
参
拾
参
銭
也	

葺
工
費

金
七
拾
八
圓
四
拾
九
銭
也	

雑
費

金
七
拾
圓
也	

損
料
費

金
五
百
五
拾
九
圓
也	

工
料
費

金
七
千
八
拾
参
圓
九
銭
也	

監
督
費
精
算
髙

	

内

金
七
千
八
拾
参
圓
九
銭
也	

監
督
費

金
四
百
拾
四
圓
八
拾
壹
銭
也	

木
柵
精
算
髙

	

内

金
貳
百
八
拾
六
圓
八
拾
壹
銭
也	

木
材
費

金
拾
八
圓
也	

雑
費

金
壹
百
拾
圓
也	

工
科
費

金
壹
千
九
百
七
拾
参
圓
五
拾
九
銭
也	

收
支
差
引
剰
餘
金

特
別
保
護
建
造
物
長
保
寺
多
寶
塔
修
理
工
事
實
施
仕
様
書

一
、
多
寶
塔	

壹
棟

寸
尺

方
拾
五
尺
貳
寸
九
分

初
層
軒
髙
拾
壹
尺
壹
寸
壹
分

重
層
軒
髙
貳
拾
参
尺
壹
寸
五
分

棟
髙
礎
石
上
端
ヨ
リ
露
盤
下
迄
貳
拾
九
尺
七
寸
壹
分

寶
珠
頂
上
迄
四
拾
四
尺
〇
九
分

構
造
装
飾

方
参
間
夛
寶
塔
屋
根
本
瓦
葺
重
層
軒
二
重
繁
棰
斗
栱
和
様
四
手
先
尾
棰
付

詰
組
支
輪
軒
格
天
井
臺
輪
附
圓
形
上
長
押
総
圓
柱
各
間
嵌
板
周
圍
廻
椽
勾

欄
腰
組
三
ツ
斗
初
層
軒
二
重
繋
棰
斗
栱
和
様
三
ツ
斗
出
組
支
輪
附
斗
栱
間

蟇
股
頭
貫
上
下
長
押
各
脇
之
間
腰
長
押
総
圓
柱
四
方
廻
椽
正
面
石
階
三
級

各
面
中
央
板
唐
戸
両
脇
間
腰
長
押
下
嵌
板
内
長
押
上
連
子
窓
内
部
折
上
小

組
格
天
井
床
拭
敷
四
天
柱
内
後
部
ニ
須
彌
壇
ヲ
設
ク
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外
部
總
丹
塗
内
部
素
木
造

相
輪
鐡
製

實
施
方
針

一
、
原
設
計
修
理
方
針
ニ
基
キ
左
ノ
通
リ
實
施
シ
タ
リ

一
、
工
事
着
手
ト
同
時
ニ
必
要
ナ
ル
假
建
物
ヲ
建
設
シ
ツ
ヽ
建
物
ノ
實
測

調
査
ヲ
了
シ
詳
細
ナ
ル
圖
面
ヲ
調
製
シ
タ
リ

一
、
實
測
調
査
終
了
ト
同
時
ニ
相
輪
及
屋
根
瓦
ヲ
取
卸
シ
木
部
ハ
重
層
屋

根
野
地
ヨ
リ
一
々
番
號
ヲ
記
シ
順
次
取
解
ノ
上
再
用
ト
新
補
ノ
區
分
整

理
ヲ
ナ
シ
全
部
解
体
保
存
小
屋
ニ
積
置
タ
リ

一
、
右
材
ハ
耐
久
力
ニ
支
障
ナ
キ
限
リ
継
木
埋
木
矧
木
等
ノ
工
ヲ
施
シ
可

成
的
之
シ
カ
保
存
ニ
努
メ
タ
リ

一
、
取
替
材
ハ
在
来
ノ
寸
法
形
状
等
ヲ
精
密
ニ
調
査
ノ
上
其
洋
式
ヲ
嚴
重

ニ
踏
襲
シ
舊
形
ヲ
維
持
シ
タ
レ
モ
小
屋
組
材
ノ
如
キ
外
観
ニ
觸
レ
サ
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
構
造
ノ
方
法
不
合
理
ノ
為
メ
缼
陥
ヲ
生
セ
サ
ル
箇
所
ニ
於

テ
ハ
補
強
材
ヲ
加
ヘ
耐
久
ノ
方
法
ヲ
講
シ
タ
リ

一
、
取
替
材
ハ
凡
テ
見
ヘ
隠
レ
ニ
於
テ
修
補
年
ヲ
烙
記
シ
見
ヘ
掛
リ
ハ
適

當
ノ
古
色
塗
ヲ
施
シ
タ
リ

一
、
相
輪
腐
朽
再
用
ニ
堪
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ハ
舊
形
ニ
倣
ヒ
補
鋳
シ
タ
リ

一
、
修
理
前
後
ノ
冩
真
ヲ
撮
影
シ
タ
リ

左
仕
様假

建
物
ノ
部

一
、
簀
屋
根
ハ
方
六
間
半
寳
形
造
屋
根
亞
鉛
引
波
形
鐡
板
葺
軒
下
周
圍
葭

簾
圍
ヒ
軒
髙
参
拾
尺
軒
出
四
尺
上
下
足
場
登
リ
桟
橋
付
ト
シ
タ
リ

一
、
材
料
ハ
杉
檜
丸
太
米
松
北
海
松
等
ヲ
使
用
シ
タ
リ

一
、
總
テ
亞
鉛
引
鐡
線
拾
七
八
番
線
ヲ
使
用
シ
要
所
ハ
拾
貳
筋
掛
以
上
其

他
拾
筋
掛
ト
シ
タ
リ

一
、
側
柱
真
々
六
尺
四
寸
両
端
三
尺
五
寸
ニ
割
合
セ
入
側
柱
仝
様
根
入
貳

尺
五
寸
掘
建
テ
軒
桁
當
リ
八
寸
内
轉
ヒ
ニ
通
リ
能
ク
建
揃
ヘ
布
丸
太
地

上
六
尺
髙
ヨ
リ
軒
桁
迄
三
尺
ニ
割
合
セ
火
打
布
及
根
太
受
布
丸
太
筋
違

四
方
ニ
線
搦
ミ
控
柱
四
十
五
度
ノ
角
度
ニ
各
柱
毎
根
入
三
尺
以
上
地
下

ニ
テ
根
搦
杭
打
チ
堅
ク
線
結
ヒ
ト
シ
タ
リ

一
、
小
屋
組
ハ
西
洋
式
合
掌
組
陸
梁
井
筒
ニ
組
合
セ
隅
陸
梁
及
火
打
梁
投

掛
梁
共
ボ
ー
ル
ト
鎹
締
組
堅
メ
合
掌
上
部
四
角
枠
角
材
ヲ
以
テ
作
リ
束

建
テ
合
掌
枘
差
シ
鼻
栓
打
チ
大
鎹
止
メ
尻
手
鼻
桁
受
ト
シ
側
柱
ニ
堅
ク

結
付
ケ
方
杖
狭
束
等
釘
止
メ
母
屋
桁
丸
太
三
尺
内
部
ニ
線
結
ヒ
屋
根
波

形
鐡
板
軒
出
四
尺
ト
シ
葺
足
重
ネ
横
ハ
溝
貳
筋
重
ネ
押
縁
巾
二
寸
厚
五

分
ヲ
以
テ
釘
打
止
メ
ト
シ
タ
リ

　

相
輪
足
代
取
設
ケ
相
輪
取
卸
シ
ノ
上
棟
包
ヲ
完
全
ニ
前
同
様
ニ
為
シ
タ

リ

　

軒
下
周
圍
ハ
葭
簾
圍
ヒ
布
丸
太
毎
押
縁
巾
二
寸
厚
四
分
ヲ
以
テ
釘
打
止

メ
ト
シ
タ
リ

一
、
軒
足
代
ハ
上
下
層
貳
重
ニ
シ
テ
根
太
受
丸
太
ヲ
入
側
柱
通
リ
及
内
部

一
通
リ
井
筒
組
ト
シ
内
部
ハ
假
建
柱
ヲ
設
ケ
根
太
貳
尺
五
寸
以
内
ニ
配

シ
線
搦
ミ
歩
敷
板
長
貳
間
巾
七
寸
厚
正
八
分
上
下
層
各
七
板
並
ヘ
敷
詰

メ
ト
シ
タ
リ

一
、
登
リ
桟
橋
上
下
貳
ヶ
所
巾
三
尺
五
寸
登
リ
木
両
側
ニ
取
付
ケ
根
太
前

同
様
取
付
ケ
敷
板
四
枚
並
ヘ
釘
打
止
メ
辷
リ
止
メ
長
三
尺
巾
二
寸
厚
八

分
ヲ
一
尺
二
寸
明
キ
釘
打
止
メ
ト
シ
タ
リ

一
、
暴
風
豫
防
ノ
為
メ
四
隅
ニ
ハ
径
四
分
ノ
ワ
イ
ヤ
平
ハ
八
番
ノ
亞
鉛
引

鐡
線
六
筋
ト
シ
三
尺
毎
十
七
八
番
線
ニ
テ
線
結
付
ケ
陸
梁
ニ
添
ハ
シ
テ

反
對
側
ヘ
引
通
リ
陸
梁
鼻
及
軒
桁
ニ
巻
付
ケ
四
拾
五
度
ノ
角
度
ニ
地
下

三
尺
以
上
掘
下
ゲ
根
搦
杭
打
チ
線
巻
付
タ
ン
バ
ッ
ク
ボ
ー
ル
ト
締
メ
ト

シ
タ
リ

一
、
工
作
小
屋
桁
行
八
間
梁
間
三
間
軒
髙
八
尺
屋
根
切
妻
造
亞
鉛
引
波
形

鐡
板
葺
總
テ
杉
丸
太
ヲ
使
用
シ
タ
リ

一
、
桁
行
柱
真
々
八
尺
梁
間
四
尺
五
寸
ニ
割
合
セ
根
入
一
尺
五
寸
掘
建
ヲ

垂
直
ニ
建
揃
ヘ
前
面
開
放
三
方
布
丸
太
三
通
リ
軒
桁
丸
太
四
方
線
結
ヒ

小
屋
合
掌
組
控
柱
毎
上
部
合
掌
迄
廻
ハ
シ
線
結
ヒ
柱
ニ
堅
ク
締
付
ケ
母

屋
丸
太
三
尺
間
ニ
配
シ
線
結
ヒ
屋
根
亞
鉛
引
波
形
鐡
板
葺
押
縁
打
ト
シ

棟
ハ
板
包
ミ
釘
打
チ
ト
為
シ
三
方
新
厚
造
圍
ヒ
ト
シ
タ
リ

一
、
材
料
置
小
屋
桁
行
五
間
梁
二
間
材
料
右
同
様
ト
シ
タ
リ

　

桁
行
柱
真
々
六
尺
梁
間
三
尺
ニ
割
合
セ
前
記
工
作
小
屋
同
様
建
設
シ
タ

リ

　

内
部
三
方
巾
三
尺
ノ
棚
貳
段
取
設
ケ
板
敷
詰
メ
ト
シ
タ
リ

一
、
職
工
人
夫
休
憩
所
方
一
間
半
材
料
右
同
様
ト
シ
タ
リ

　

柱
掘
建
テ
ト
シ
入
口
一
ヶ
所
取
設
ケ
板
戸
釣
リ
其
他
地
上
五
尺
五
寸
通

リ
荒
壁
塗
リ
ト
シ
タ
リ

一
、
便
所
ハ
寺
院
既
設
ノ
モ
ノ
ヲ
使
用
シ
小
便
所
壷
陶
器
製
口
径
貳
尺
ノ

モ
ノ
ヲ
伏
込
ミ
タ
リ

一
、
竹
矢
来
延
長
七
拾
間
柱
杉
丸
太
真
々
七
尺
以
内
ニ
髙
六
尺
五
寸
根
入

一
尺
五
寸
ニ
掘
建
テ
控
柱
貳
本
置
ニ
根
生
ケ
込
ミ
上
部
柱
ヘ
線
結
ヒ
布

丸
太
三
通
リ
線
結
ヒ
竹
ハ
目
通
リ
直
径
一
寸
内
外
ノ
丸
竹
ヲ
以
テ
五
六

寸
明
菱
組
貳
拾
番
線
結
ヒ
髙
サ
六
尺
ニ
切
揃
ヘ
ト
シ
タ
リ

一
、
門
ハ
工
場
出
入
口
ハ
柱
真
々
九
尺
五
寸
事
務
所
入
口
ハ
四
尺
ト
シ
タ

リ

　

工
場
出
入
口
門
柱
三
寸
五
分
押
角
ヲ
根
入
貳
尺
ニ
掘
建
テ
楣
両
端
柱
ニ

枘
差
シ
鼻
栓
打
ト
シ
控
柱
丸
太
ヲ
内
部
ニ
傾
斜
ニ
根
入
ニ
大
釘
打
止
ト

シ
扉
両
開
キ
軸
廻
シ
閂
締
メ
鍵
付
ト
シ
タ
リ

　

事
務
所
出
入
口
門
右
ニ
準
シ
片
開
キ
軸
廻
シ
締
リ
鍵
付
ト
シ
タ
リ

　

右
假
建
物
出
来
上
リ
タ
ル
後
周
圍
排
水
溝
ヲ
堀
リ
タ
リ

一
、
監
督
詰
所
ハ
寺
院
ノ
既
設
建
物
ヲ
借
入
レ
使
用
シ
タ
リ

右
ノ
建
設
シ
タ
ル
假
建
物
ハ
全
部
損
料
ト
シ
テ
請
負
ハ
シ
メ
工
事
竣
成
ト

同
時
ニ
取
拂
ノ
上
跡
片
付
掃
除
共
為
サ
シ
メ
タ
リ
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基
礎
工
事
ノ
部

一
、
確
實
ナ
ル
水
盛
遺
形
ヲ
取
設
ケ
柱
礎
石
髙
低
一
々
調
査
シ
タ
ル
ニ
沈

下
ノ
箇
所
六
ヵ
所
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
礎
石
番
號
ヲ
記
シ
一
旦
掘
起
シ
貳

尺
五
寸
方
深
サ
貳
尺
ノ
壹
堀
ヲ
為
シ
テ
割
栗
石
及
目
潰
シ
砂
利
共
數
回

ニ
大
胴
搗
ヲ
以
テ
充
分
搗
固
メ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
セ
メ
ン
ト
一
、
砂
三
、

砂
利
六
ノ
調
合
ニ
テ
貳
尺
五
寸
方
厚
一
尺
ニ
打
立
テ
礎
石
泥
氣
ナ
キ
様

水
洗
ヒ
ノ
上
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
ヲ
以
テ
根
巻
ヲ
施

シ
水
盛
遺
形
ニ
依
リ
水
糸
引
通
シ
水
平
ニ
据
付
ヲ
ナ
シ
周
圍
土
埋
戻
シ

小
棒
搗
均
シ
タ
リ

一
、
椽
束
石
下
一
尺
五
寸
深
サ
一
尺
五
寸
ノ
壹
堀
ヲ
為
シ
礫
石
一
尺
五
寸

厚
七
寸
ニ
搗
固
メ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
合
前
同
様
打
立
テ
束
石
作
リ
ヲ
為

シ
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
ヲ
以
テ
水
平
ニ
据
付
ヲ
ナ
シ
タ
リ

一
、
雨
落
葛
石
下
巾
一
尺
深
一
尺
四
寸
ノ
布
堀
ヲ
ナ
シ
礫
石
及
目
潰
砂
利

共
深
六
寸
ニ
搗
固
メ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
板
取
設
ケ
調
合
前
同
様
巾
八
寸

厚
六
寸
ニ
打
立
テ
葛
石
ハ
全
部
新
補
上
鑿
切
仕
上
ケ
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ

ル
ヲ
以
テ
据
付
ヲ
ナ
シ
タ
リ
内
外
ノ
土
ヲ
埋
戻
シ
小
棒
搗
均
シ
タ
リ

一
、
正
面
石
階
段
下
巾
一
尺
五
寸
深
一
尺
三
寸
ノ
布
堀
ヲ
ナ
シ
礫
石
及
目

潰
砂
利
共
巾
一
尺
五
寸
厚
六
寸
ニ
搗
固
メ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
合
前
同
様

巾
一
尺
貳
寸
厚
六
寸
ニ
打
立
テ
段
石
根
巻
及
裏
込
ハ
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ

ル
ヲ
以
テ
元
ノ
通
リ
据
付
ヲ
ナ
シ
タ
リ

一
、
床
下
及
雨
落
葛
石
内
軒
下
全
体
土
掘
起
シ
地
底
充
分
搗
均
シ
砂
利
敷

均
シ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
合
前
同
様
防
湿
剤
マ
ノ
ー
ル
混
入
厚
四
寸
ニ
打

立
テ
天
端
ヘ
充
分
叩
キ
均
シ
上
塗
厚
五
分
通
リ
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
一
、

二
ノ
配
合
ヲ
以
テ
塗
上
ケ
タ
リ

木
工
事
及
彫
刻
ノ
部

一
、
檜
材
ハ
髙
野
産
ノ
丸
太
乾
燥
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
購
入
シ
テ
現
場
ニ
テ
挽

立
テ
使
用
シ
タ
リ

一
、
楠
材
ハ
地
山
産
丸
太
ヲ
購
入
シ
テ
前
同
様
現
場
ニ
テ
挽
立
テ
タ
リ

一
、
欅
及
杉
等
ハ
挽
立
材
ヲ
購
入
使
用
シ
タ
リ

一
、
軒
廻
リ
隅
木
木
負
茅
負
裏
甲
化
粧
棰
及
各
組
物
大
斗
肘
木
巻
斗
方
斗

等
ノ
曲
線
モ
ノ
ハ
凡
テ
在
来
寸
法
形
式
ヲ
嚴
密
ニ
調
査
ノ
上
完
全
ナ
ル

型
板
ヲ
作
成
シ
一
々
型
板
ニ
倣
ヒ
工
作
シ
タ
リ

一
、
初
層
圓
柱
拾
六
本
ノ
内
壹
本
新
材
ヲ
以
テ
取
替
ヘ
タ
リ
圓
材
ヨ
リ
八

角
形
ニ
挽
立
テ
在
来
ノ
寸
法
ニ
倣
ヒ
足
型
貫
及
腰
貫
内
法
貫
頭
貫
羽
目

板
小
穴
等
墨
掛
ケ
ノ
上
穴
彫
リ
小
穴
决
リ
ヲ
ナ
シ
脊
割
リ
ヲ
施
シ
十
六

角
三
十
二
角
ト
順
次
圓
形
ニ
作
リ
上
鉋
削
リ
仕
上
ケ
ヲ
ナ
シ
タ
リ

　

床
足
堅
迄
腐
朽
蟲
蝕
セ
ル
モ
ノ
六
本
ハ
床
上
ニ
テ
貳
尺
ノ
金
輪
継
ト
為

シ
足
型
貫
穴
彫
リ
羽
目
板
小
穴
突
キ
前
同
様
圓
形
ニ
仕
上
ケ
タ
リ
柱
根

石
口
ノ
腐
朽
セ
ル
モ
ノ
五
本
ハ
大
鎌
継
見
返
シ
面
ヨ
リ
流
シ
込
ミ
樫
ノ

栓
打
堅
メ
圓
径
ニ
仕
上
ヲ
矧
木
埋
木
等
施
シ
水
盛
遺
形
ニ
倣
ヒ
水
糸
引

通
シ
壹
本
毎
根
石
口
仕
合
シ
足
堅
貫
腐
朽
再
用
ニ
堪
ヱ
サ
ル
モ
ノ
新
補

在
来
ノ
寸
法
通
リ
木
作
リ
腰
板
五
ヵ
所
破
損
甚
シ
キ
為
メ
新
補
傍
合
决

リ
合
釘
入
レ
上
鉋
削
上
ケ
四
天
柱
押
ヘ
木
全
部
蟲
蝕
腐
朽
セ
ル
ヲ
以
テ

新
補
隅
合
欠
キ
柱
枘
穴
彫
リ
荒
鉋
仕
上
ケ
ト
シ
四
天
柱
ヨ
リ
側
柱
ト
順

次
建
方
ヲ
ナ
シ
各
貫
及
羽
目
板
小
壁
板
等
悉
ク
小
穴
入
レ
貫
ハ
差
通
シ

内
部
内
法
長
押
在
来
ノ
マ
ヽ
同
時
ニ
組
堅
メ
頭
貫
破
損
部
分
矧
木
ヲ
施

シ
元
ノ
通
リ
組
合
セ
四
隅
目
違
破
損
セ
ル
ヲ
以
テ
内
部
天
端
見
ヘ
隠
レ

ニ
於
テ
火
打
鐡
金
具
ヲ
逆
目
釘
打
チ
ト
シ
テ
開
カ
サ
ル
様
ニ
補
加
シ
柱

壹
本
毎
立
水
ニ
確
定
ナ
シ
四
方
假
筋
違
ヒ
釘
止
メ
ヲ
ナ
シ
各
貫
楔
新
材

ヲ
以
テ
作
リ
堅
固
ニ
打
立
テ
タ
リ

一
、
初
層
側
通
リ
及
四
天
柱
上
組
物
小
部
分
再
用
ニ
堪
サ
ル
モ
ノ
新
補
型

板
ニ
倣
ヒ
精
密
ニ
仕
拵
ヘ
頭
貫
上
ニ
太
枘
植
立
テ
大
斗
納
メ
枠
肘
木
及

隅
肘
木
組
合
セ
肘
木
上
ニ
三
ヶ
所
太
枘
植
立
テ
巻
斗
方
斗
秤
肘
木
繋
肘

木
等
組
合
セ
綿
板
在
来
ノ
マ
ヽ
同
時
ニ
組
込
ミ
實
肘
木
上
端
ニ
三
ヵ
所

太
枘
植
立
テ
丸
桁
在
来
ノ
儘
継
手
破
損
セ
サ
ル
様
四
方
共
組
立
テ
ナ
シ

支
輪
及
同
裏
板
破
損
シ
タ
ル
モ
ノ
型
板
ニ
倣
ヒ
新
補
在
来
ノ
通
リ
釘
打

止
メ
取
付
タ
リ

　

四
天
柱
押
ヘ
木
隅
上
端
ニ
太
枘
植
立
テ
大
斗
納
メ
枠
肘
木
組
合
セ
巻
斗

方
斗
太
枘
止
メ
地
棰
受
木
在
来
ノ
儘
組
堅
メ
側
柱
真
通
リ
繋
肘
木
上
ニ

束
枘
建
立
テ
ト
シ
テ
地
棰
受
木
ヲ
新
補
シ
タ
リ
初
曽
地
隅
木
ハ
在
来
ノ

儘
飛
檐
隅
木
ハ
貳
丁
新
補
丸
桁
及
地
棰
受
木
ニ
落
掛
リ
各
實
ニ
納
メ
目

地
隅
木
尻
手
水
平
ニ
作
リ
タ
ル
上
ヘ
上
層
柱
受
盤
ヲ
新
補
材
隅
合
欠
キ

太
枘
止
メ
貳
重
受
盤
在
来
ノ
儘	

太
枘
止
メ
仝
時
ニ
組
堅
メ
心
棒
受
木

在
来
ノ
儘
両
端
柱
受
盤
ヨ
リ
ボ
ー
ル
ト
締
ト
ナ
シ
真
柱
上
部
ヘ
腐
朽
ノ

為
メ
参
間
材
ヲ
以
テ
新
補
継
手
襟
輪
付
唄
ノ
口
継
ト
為
シ
胴
鐡
輪
参
ヵ

所
及
短
冊
金
物
四
方
ニ
凡
テ
逆
目
釘
ト
ナ
シ
根
枘
受
木
ニ
仕
合
セ
建
方

ナ
シ
上
部
ニ
テ
假
留
方
ヲ
ナ
シ
置
キ
タ
リ

一
、
上
層
柱
ハ
全
部
在
来
ノ
儘
再
用
シ
タ
リ
腰
貫
ハ
全
部
腐
朽
甚
シ
キ
ニ

ヨ
リ
新
補
ナ
シ
組
手
合
欠
キ
柱
ト
同
時
ニ
組
込
ミ
組
手
ハ
ボ
ー
ル
ト
締

メ
柱
ヲ
貫
通
シ
腰
組
椽
受
兼
用
ト
シ
テ
隅
柱
根
ハ
羽
子
板
ボ
ー
ル
ト
ヲ

以
テ
受
盤
ニ
締
堅
メ
其
他
ノ
柱
ハ
根
搦
木
新
補
シ
テ
差
堅
メ
圓
臺
輪
破

損
ヶ
所
矧
木
ヲ
施
シ
継
手
目
違
破
損
ノ
ヶ
所
ボ
ー
ル
ト
締
ト
シ
在
来
ノ

通
リ
柱
半
分
臺
輪
上
ハ
迄
抜
キ
通
シ
組
堅
メ
圓
長
押
在
来
ノ
儘
継
手
破

損
ヶ
所
ボ
ー
ル
ト
締
メ
柱
ニ
礎
輪
欠
キ
大
釘
止
メ
取
付
ケ
臺
輪
長
押
間

嵌
板
木
在
来
ノ
儘
同
時
ニ
組
込
ミ
ト
シ
タ
リ

一
、
上
層
組
物
ハ
隅
下
リ
ノ
為
メ
狂
ヒ
甚
シ
ク
通
リ
肘
木
隅
肘
木
ノ
折
損

再
用
ニ
堪
エ
サ
ル
モ
ノ
及
大
斗
巻
斗
ノ
腐
朽
セ
ル
モ
ノ
ハ
在
来
ノ
通
リ

新
補
シ
タ
リ
凡
テ
太
枘
止
メ
通
リ
肘
木
ハ
内
部
ニ
テ
組
手
合
欠
キ
ト
ナ

シ
何
レ
モ
元
ノ
通
リ
順
次
組
立
テ
タ
リ
尾
棰
受
四
天
束
新
補
通
リ
肘
木

上
ニ
束
建
テ
ト
シ
テ
椊
新
補
隅
合
欠
キ
落
掛
仕
拵
ヘ
枘
堅
メ
ト
ナ
シ
尾

棰
ハ
耐
久
力
ナ
キ
モ
ノ
及
腐
朽
セ
ル
モ
ノ
新
補
型
板
ニ
倣
ヒ
木
拵
ヘ
尻

手
椊
ニ
ボ
ー
ル
ト
締
メ
丸
桁
ハ
在
来
ノ
儘
隅
下
リ
ノ
為
弓
形
ニ
狂
ヒ
タ

ル
ヲ
以
テ
中
央
貳
本
ノ
尾
棰
下
ハ
穴
ヲ
彫
リ
丸
桁
天
邊
迄
ボ
ー
ル
ト
締

メ
尾
棰
下
ハ
穴
埋
木
ヲ
施
シ
水
平
ニ
直
シ
隅
々
内
部
ニ
於
テ
丸
桁
桔
木

杓
子
枘
入
レ
ト
シ
タ
リ
支
輪
及
同
裏
板
破
損
ノ
モ
ノ
ハ
繕
ヒ
及
新
補
ト

モ
ナ
シ
型
板
ニ
倣
ヒ
木
作
リ
釘
止
メ
取
付
ケ
軒
天
井
ハ
在
来
ノ
マ
ヽ
元
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ノ
通
リ
釘
打
取
付
ケ
同
天
井
板
新
補
釘
打
張
立
テ
タ
リ

一
、
初
層
小
屋
組
全
体
ニ
亘
リ
腐
朽
甚
シ
ク
拮
木
枕
及
拮
木
ノ
完
全
ナ
ル

モ
ノ
小
部
分
再
用
シ
タ
ル
モ
其
他
ハ
新
補
シ
タ
リ
側
通
リ
丸
桁
真
ニ
拮

木
枕
ヲ
継
手
大
鎌
継
ト
ナ
シ
隅
ハ
化
粧
隅
木
面
ヲ
ニ
テ
胴
突
キ
燧
ボ
ー

ル
ト
締
下
端
大
太
枘
止
ニ
置
渡
シ
拮
木
尻
枕
隅
燧
ボ
ー
ル
ト
締
メ
隅
拮

木
下
端
勾
配
痒
取
リ
化
粧
飛
檐
隅
木
上
端
ヨ
リ
棰
ノ
寄
蟻
獨
古
引
キ
込

栓
打
チ
尻
手
地
隅
木
下
端
ヨ
リ
ボ
ー
ル
ト
打
抜
キ
締
堅
メ
手
拮
木
ハ
枕

ニ
丸
身
仕
合
シ
太
枘
止
メ
軒
先
勾
配
痒
付
茅
負
内
部
ニ
杓
子
枘
差
シ
大

鎹
両
面
打
チ
尻
手
拮
木
尻
枕
下
端
ヨ
リ
ボ
ー
ル
ト
締
メ
拮
木
振
在
来
通

リ
ト
シ
タ
リ
拮
木
上
端
小
屋
束
當
リ
釿
斫
リ
ノ
上
小
屋
束
足
元
平
枘
上

部
同
断
母
屋
桁
天
邊
迄
枘
打
抜
キ
ト
ナ
シ
母
屋
桁
ハ
隅
反
リ
付
上
端
小

返
リ
付
ケ
継
手
敷
面
鎌
継
ト
シ
束
枘
差
堅
メ
野
隅
木
反
リ
付
上
端
両
小

返
リ
付
ケ
隅
拮
木
上
ニ
束
建
テ
ニ
取
付
ケ
上
部
上
層
柱
ニ
大
入
レ
釘
打

チ
野
地
板
在
来
ノ
通
リ
堅
張
リ
釘
打
チ
張
リ
立
テ
出
来
セ
リ

一
、
上
層
小
屋
組
腐
朽
甚
シ
キ
為
メ
野
地
板
ノ
少
部
分
ヲ
除
ク
外
全
部
新

補
材
ヲ
以
テ
構
架
シ
タ
リ

　

尾
棰
枕
及
丸
桁
捶
枕
兼
用
ニ
圓
肘
木
上
ニ
置
渡
シ
丸
桁
拮
木
ハ
丸
桁
各

隅
組
手
ヨ
リ
壹
尺
寸
内
外
ヲ
離
シ
テ
各
内
面
ヘ
杓
木
枘
入
レ
ト
シ
タ
リ

　

丸
桁
真
化
粧
隅
木
上
端
ヘ
拮
木
枕
及
拮
木
尻
枕
ヲ
置
渡
シ
拮
木
枕
拮
木

ヲ
四
方
ニ
構
架
シ
ボ
ー
ル
ト
釣
リ
ト
ナ
シ
拮
木
振
レ
ハ
在
来
通
リ
ト
シ

軒
先
下
端
勾
配
痒
取
リ
枕
ニ
丸
身
仕
合
シ
太
枘
止
メ
茅
負
内
面
ニ
杓
子

枘
入
レ
大
鎹
両
面
打
チ
尻
手
一
本
毎
枕
ヨ
リ
ボ
ー
ル
ト
締
付
隅
拮
木
飛

檐
隅
木
上
端
ヨ
リ
寄
蟻
獨
古
引
鼻
栓
打
尻
手
前
同
様
ボ
ー
ル
ト
締
ト
シ

タ
リ

　

拮
木
上
端
小
屋
束
當
リ
釿
斫
リ
ノ
上
小
屋
束
足
元
寄
蟻
上
部
枘
母
屋
桁

上
端
迄
廻
ハ
シ
割
楔
打
チ
母
屋
桁
上
端
小
返
リ
付
ケ
継
手
敷
面
鎌
継
隅

反
リ
付
野
隅
木
面
テ
ニ
大
入
レ
釘
止
メ
鼻
母
屋
桁
隅
反
リ
付
各
拮
木
面

テ
ヘ
大
入
レ
釘
打
チ
野
隅
木
反
リ
付
上
端
両
小
返
リ
付
隅
拮
木
上
ニ
束

建
テ
ト
為
シ
上
部
露
盤
受
ノ
四
天
束
ニ
蔭
入
枘
差
鼻
栓
打
チ
露
盤
受
四

天
束
ハ
隅
拮
木
尻
水
平
ニ
削
リ
取
リ
平
枘
付
建
テ
枠
隅
合
欠
キ
組
堅
メ

板
受
木
四
方
ニ
釘
止
メ
野
地
板
堅
張
リ
釘
打
張
リ
立
テ
出
来
セ
リ

一
、
上
下
層
軒
廻
リ
、
初
層
軒
先
ハ
最
モ
腐
朽
破
損
甚
シ
ク
四
隅
及
中
央

四
方
共
支
柱
ヲ
以
テ
漸
ク
墜
落
ヲ
防
キ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
新
補
材
モ
従

ツ
テ
比
較
的
夛
量
ヲ
要
シ
タ
リ

一
、
地
捶
ハ
全
部
ニ
對
ス
ル
一
割
五
分
新
補
飛
檐
棰
ハ
五
割
地
棰
化
粧
裏

板
ハ
七
割
飛
檐
棰
化
粧
裏
板
ハ
九
割
木
負
茅
負
裏
甲
瓦
座
ハ
全
部
新
補

シ
タ
リ

一
、
上
層
軒
廻
リ
地
棰
飛
檐
棰
各
壹
割
新
補
地
棰
化
粧
裏
板
六
割
飛
檐
棰

化
粧
裏
板
八
割
木
負
ハ
裏
甲
瓦
座
ハ
全
部
茅
負
ハ
五
割
化
粧
地
隅
木
壹

丁
飛
檐
隅
木
四
丁
共
新
補
シ
タ
リ

一
、
上
下
層
化
粧
隅
木
型
板
ニ
倣
ヒ
木
拵
ヘ
流
シ
勾
配
正
確
ニ
納
メ
地
棰

再
用
ノ
モ
ノ
ハ
矧
木
ヲ
施
シ
新
補
材
ハ
型
板
ニ
倣
ヒ
木
拵
ヘ
捶
割
正
確

ニ
丸
桁
及
棰
受
上
ニ
大
釘
打
チ
棰
間
面
戸
板
新
古
材
取
交
ゼ
嵌
込
ミ
木

負
反
リ
型
板
ニ
倣
ヒ
木
拵
ヘ
足
駄
欠
キ
裏
板
决
リ
ヲ
ナ
シ
継
手
棰
真
ニ

テ
小
蟻
継
地
捶
毎
釘
打
止
メ
隅
木
両
面
曲
手
追
入
レ
忍
ヒ
釘
打
チ
茅
負

反
リ
増
シ
等
型
板
ニ
倣
ヒ
木
拵
ヘ
眉
欠
き
裏
板
刃
決
リ
棰
釘
穴
彫
リ
ナ

シ
継
手
見
付
鵙
継
上
端
箱
鯱
栓
畄
メ
隅
貳
枚
枘
ニ
組
堅
メ
上
端
ヨ
リ
込

栓
打
チ
上
層
茅
負
在
来
ノ
モ
ノ
継
手
破
損
ノ
ヶ
所
ボ
ー
ル
ト
両
捻
ト
ナ

シ
締
付
ケ
内
面
及
決
リ
腐
朽
ノ
ヶ
所
矧
木
ヲ
施
シ
タ
リ

　

飛
檐
棰
反
リ
付
型
板
ニ
倣
ヒ
木
拵
ヘ
再
用
腐
朽
ノ
モ
矧
木
ヲ
施
シ
木
負

足
駄
欠
ニ
仕
込
ミ
大
釘
打
チ
茅
負
上
端
棰
釘
穴
彫
リ
ノ
ケ
所
ヨ
リ
釘
打

止
メ
各
化
粧
裏
板
上
鉋
削
リ
仕
上
ケ
木
負
茅
負
ノ
刃
決
リ
合
シ
棰
ニ
釘

打
張
リ
立
テ
タ
リ

　

裏
甲
反
リ
型
板
ニ
倣
ヒ
木
拵
ヘ
継
手
及
隅
共
目
違
入
茅
負
上
端
ヘ
馴
染

能
ク
大
釘
打
チ
内
面
茅
負
ト
鎹
引
キ
ト
ナ
シ
瓦
座
ハ
反
リ
型
板
ニ
倣
ヒ

木
拵
ヘ
隅
留
メ
大
釘
打
瓦
繰
リ
共
ナ
シ
取
付
タ
リ

一
、
上
層
腰
組
ハ
半
分
新
補
シ
タ
リ
圓
形
作
リ
肘
木
及
巻
斗
作
リ
出
シ
継

手
目
違
ヒ
入
リ
忍
ヒ
釘
打
チ
椽
桁
前
同
様
圓
形
作
リ
継
手
目
違
入
リ
柱

貫
蟻
枘
差
シ
忍
ヒ
釘
打
チ
椽
耳
板
半
分
新
補
圓
形
作
リ
継
手
目
違
入
リ

椽
桁
ニ
釘
打
チ
椽
板
在
来
マ
ヽ
釘
打
張
リ
立
テ
タ
リ

一
、
勾
欄
地
覆
平
桁
斗
束
間
束
ハ
在
来
ノ
マ
ヽ
圓
形
ニ
組
立
テ
架
木
破
損

セ
ル
モ
ノ
取
替
ヘ
在
来
ノ
通
リ
取
付
ケ
タ
リ

一
、
龜
腹
受
束
新
補
上
層
柱
毎
腰
貫
ニ
釘
打
取
付
ケ
根
元
母
屋
桁
ヘ
取
付

ケ
胴
縁
二
タ
通
リ
束
ヲ
欠
キ
込
釘
打
チ
龜
腹
板
番
號
通
リ
釘
打
チ
取
付

タ
リ

一
、
床
大
引
腐
朽
材
新
補
元
ノ
通
リ
配
置
シ
大
釘
打
チ
床
板
小
部
分
新
補

傍
削
直
シ
四
天
柱
丸
身
仕
合
シ
合
釘
入
レ
目
鎹
引
忍
釘
打
ト
シ
テ
上
端

目
違
ナ
リ
張
リ
立
テ
タ
リ

一
、
須
彌
壇
後
面
物
入
敷
鴨
居
共
磨
滅
甚
シ
キ
為
メ
新
補
ナ
シ
一
筋
溝
突

キ
忍
釘
打
チ
板
戸
在
来
ノ
マ
ヽ
片
引
ニ
嵌
込
ミ
樞
落
シ
須
彌
壇
後
背
柱

内
面
ニ
堅
框
在
来
ノ
儘
隠
釘
打
取
付
ケ
羽
目
板
四
方
小
穴
嵌
メ
ト
ナ
シ

須
彌
壇
先
ノ
通
リ
置
据
ヘ
後
面
内
部
ヨ
リ
柱
ニ
忍
釘
打
取
付
タ
リ

一
、
初
層
椽
板
受
木
新
補
側
柱
ニ
欠
キ
込
ミ
大
釘
打
チ
椽
束
貳
丁
椽
葛
壹

丁
新
補
椽
葛
ハ
束
ニ
輪
ナ
キ
込
隅
々
束
ニ
蔭
入
蟻
落
シ
隅
叉
首
四
丁
共

新
補
隅
束
ニ
蟻
落
シ
尻
手
柱
ニ
鯖
ノ
尾
仕
込
楔
打
隅
椽
板
新
補
吸
付
獨

古
引
忍
釘
打
チ
其
他
椽
板
腐
朽
セ
ル
モ
ノ
取
替
ヘ
傍
糸
面
取
リ
太
枘
入

レ
目
鎹
引
キ
忍
釘
打
チ
木
口
通
リ
能
ク
上
端
目
違
ナ
リ
張
リ
立
テ
出
来

セ
リ

一
、
外
部
切
目
長
押
及
腰
長
押
破
損
甚
シ
キ
モ
ノ
新
補
在
来
ノ
寸
法
通
リ

木
拵
ヘ
再
用
破
損
シ
タ
ル
モ
ノ
矧
木
ヲ
施
シ
柱
ニ
襟
輪
隅
留
メ
和
釘
打

チ
内
法
長
押
在
来
ノ
儘
少
部
分
破
損
ヶ
所
矧
木
ヲ
ナ
シ
同
様
取
付
ケ
タ

リ

　

添
長
押
腐
朽
破
損
甚
シ
キ
モ
ノ
新
補
柱
丸
身
仕
合
シ
隅
留
和
釘
打
チ
入

口
蹴
放
四
丁
共
新
補
両
端
柱
ニ
大
入
レ
釘
打
方
立
壹
ヶ
所
新
補
其
他
矧

木
ヲ
施
シ
上
下
枘
付
戸
當
リ
在
来
ノ
儘
方
立
ト
共
ニ
建
堅
メ
内
部
無
目

在
来
ノ
儘
床
板
上
端
ニ
密
着
ヨ
リ
和
釘
打
取
付
タ
リ
幣
軸
壹
ヶ
所
破
損

甚
シ
キ
為
メ
新
補
在
来
寸
法
ニ
倣
ヒ
唐
戸
面
取
リ
上
部
目
違
入
隅
留
足
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元
添
長
押
ニ
大
入
レ
内
部
幣
軸
在
来
ノ
儘
組
堅
メ
タ
リ

一
、
板
唐
戸
三
ヶ
所
破
損
甚
シ
キ
為
メ
在
来
ノ
通
リ
新
補
シ
タ
リ
貳
枚
矧

キ
壹
ヶ
所
ハ
壹
枚
板
ト
ナ
シ
端
喰
入
レ
板
枘
差
シ
楔
締
メ
定
木
縁
吸
付

蟻
獨
古
引
ト
シ
軸
廻
シ
杓
金
物
付
両
開
キ
締
リ
落
シ
樞
金
物
付
ト
シ
タ

リ
一
、
外
部
連
子
窓
破
損
ノ
ヶ
所
修
補
ノ
上
元
ノ
通
リ
嵌
込
裏
面
羽
目
板
ヨ

リ
隠
釘
打
取
付
タ
リ

一
、
内
部
四
天
柱
内
法
無
目
及
長
押
共
在
来
ノ
儘
元
ノ
通
取
付
タ
リ
天
井

ハ
折
上
ノ
小
組
及
天
井
板
破
損
ヶ
所
取
替
ヘ
其
他
在
来
ノ
儘
組
堅
メ
内

部
ヨ
リ
釘
打
止
メ
ト
シ
タ
リ

一
、
外
部
蟇
股
拾
貳
個
ノ
内
六
個
破
損
セ
ル
ヲ
以
テ
完
全
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
手

本
ト
ナ
シ
専
門
彫
刻
家
ニ
ヨ
リ
テ
修
補
為
シ
元
ノ
位
置
ヘ
取
付
ケ
タ
リ

一
、
正
面
蔀
格
子
在
来
ノ
モ
ノ
破
損
甚
シ
キ
ニ
ヨ
リ
寸
法
形
状
元
ノ
通
リ

ニ
新
補
嵌
込
ミ
タ
リ

屋
根
土
居
葺
及
瓦
製
作
葺
方
ノ
部

一
、
上
下
層
屋
根
土
居
葺
ノ
従
来
杉
枌
板
葺
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
カ
修
理
ニ
際

シ
新
杉
枌
材
ノ
極
乾
燥
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
撰
定
シ
長
九
寸
厚
サ
壹
寸
拾
六

枚
割
枌
板
ヲ
以
テ
葺
足
壹
寸
五
分
ニ
貳
足
毎
竹
釘
二
タ
通
リ
六
七
分
明

キ
ニ
打
締
メ
土
留
木
杉
材
巾
一
寸
七
分
厚
六
分
登
一
尺
毎
釘
打
ト
シ
タ

リ
一
、
従
来
使
用
ノ
瓦
ハ
其
文
様
寸
法
一
様
ナ
ラ
サ
ル
ニ
ヨ
リ
一
一
調
査
ノ

上
破
損
再
用
ニ
堪
ヱ
サ
ル
モ
ノ
ハ
最
古
ノ
モ
ノ
ニ
倣
ヒ
テ
補
足
シ
上
層

ニ
ハ
小
型
下
層
ニ
ハ
大
型
ノ
モ
ノ
ヲ
用
ヒ
タ
リ
総
シ
テ
之
等
原
型
ハ
何

レ
モ
専
門
彫
刻
家
ニ
ヨ
リ
作
製
シ
タ
リ

一
、
瓦
製
作
ニ
要
ス
ル
土
質
ハ
善
良
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
撰
定
シ
小
石
及
塵
等
ヲ

除
キ
「
コ
カ
シ
」
土
仕
立
テ
ト
シ
充
分
足
練
リ
ヲ
ナ
シ
型
ニ
依
リ
製
作

ノ
上
乾
燥
ヲ
待
テ
入
窯
ナ
シ
拾
貳
時
間
以
上
焼
立
テ
後
四
五
日
間
ヲ
経

テ
取
出
シ
善
惡
撰
別
ヲ
ナ
シ
完
全
ナ
ル
充
分
焼
上
リ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
使
用

シ
タ
リ

一
、
瓦
葺
ニ
要
ス
ル
込
土
ハ
在
来
ノ
古
土
ヲ
一
定
ノ
場
所
ニ
置
キ
建
物
取

解
終
了
ト
同
時
ニ
新
篩
土
ヲ
加
ヘ
葺
苆
混
入
水
ヲ
以
テ
練
リ
置
キ
常
ニ

水
ヲ
溜
メ
随
時
練
返
シ
瓦
葺
立
テ
ノ
際
追
苆
混
入
石
灰
練
リ
合
セ
使
用

シ
タ
リ

一
、
在
来
古
瓦
ハ
使
用
ノ
際
水
洗
ヒ
ヲ
ナ
シ
撰
別
使
用
シ
タ
リ

一
、
軒
先
唐
草
瓦
ハ
敷
平
入
レ
尻
手
銅
線
繋
キ
平
瓦
貳
枚
半
掛
ケ
登
リ
五

枚
目
毎
尻
手
銅
線
ヲ
以
テ
繋
キ
付
ケ
軒
先
巴
瓦
尻
手
銅
線
繋
キ
瓦
鉄
釘

打
ト
シ
丸
瓦
登
リ
三
本
目
毎
尻
手
銅
線
繋
ト
シ
タ
リ

一
、
隅
鬼
瓦
拾
番
太
銅
線
繋
キ
面
戸
瓦
入
レ
肌
熨
斗
一
返
捨
熨
斗
入
レ
割

熨
斗
貳
返
丸
瓦
伏
セ
隅
反
リ
恰
好
良
ク
積
立
テ
タ
リ

一
、
龜
腹
下
面
戸
瓦
入
レ
熨
斗
ニ
返
積
棟
ノ
露
盤
下
同
様
熨
斗
三
返
積
銅

線
繋
キ
何
レ
モ
込
土
充
分
使
用
葺
上
ケ
跡
掃
除
共
為
シ
タ
リ

龜
腹
漆
喰
塗
工
事
ノ
部

一
、
下
地
塗
漆
喰
ハ
苧
苆
壹
貫
匁
布
海
草
参
百
匁
土
佐
石
灰
壹
俵
（
六
貫

匁
入
）
砂
四
舛
ノ
混
合
ヲ
以
テ
塗
立
テ
麻
苧
髪
子
長
七
八
寸
ヲ
三
寸
乃

至
四
寸
明
キ
千
鳥
ニ
打
立
テ
塗
込
ミ
タ
リ

一
、
村
直
シ
中
塗
喰
ハ
苧
苆
六
百
匁
布
海
草
貳
百
匁
土
佐
石
灰
壹
俵
半
砂

三
舛
錦
灰
参
俵
（
壹
俵
壹
貫
五
百
匁
入
）
檫
梠
参
百
匁
ノ
割
合
ヲ
以
テ

塗
立
テ
タ
リ

一
、
上
塗
ハ
苧
苆
五
百
匁
布
海
草
貳
百
匁
紙
苆
壹
百
五
拾
匁
土
佐
石
灰
壹

俵
錦
灰
貳
俵
ノ
混
合
ヲ
以
テ
斑
ナ
ク
磨
上
ケ
出
来
シ
タ
リ

金
物
ノ
部

一
、
相
輪
腐
朽
破
損
再
用
ニ
堪
サ
ル
モ
ノ
原
形
寸
法
ヲ
嚴
襲
シ
鋳
補
シ
タ

リ
八
葉
請
花
ノ
花
辨
壹
個
破
損
シ
タ
ル
モ
ノ
酸
素
瓦
斯
ヲ
以
テ
密
着
ナ

ラ
シ
メ
何
レ
モ
元
ノ
通
リ
組
立
テ
出
来
セ
リ

一
、
板
唐
戸
落
樞
ハ
在
来
寸
法
形
状
ニ
倣
ヒ
補
足
ナ
シ
古
色
仕
上
ケ
ト
シ

取
付
ケ
タ
リ

一
、
小
屋
組
用
鐡
金
物
ハ
製
作
ノ
際
錆
止
メ
ヲ
施
シ
タ
リ

雜
ノ
部

一
、
新
補
材
ハ
随
所
適
當
ノ
古
色
塗
リ
ヲ
施
シ
タ
リ

一
、
新
補
材
ハ
見
ヘ
隠
レ
ニ
於
テ
昭
和
三
年
新
補
ノ
焼
印
ヲ
捺
シ
タ
リ

一
、
腐
朽
蟲
蝕
ノ
為
メ
取
替
ヘ
タ
ル
古
殘
材
及
古
金
物
及
古
瓦
等
ハ
鎮
守

堂
ノ
之
レ
等
ト
共
ニ
當
寺
ヘ
無
償
交
付
ヲ
受
ケ
タ
リ

一
、
新
殘
材
ノ
木
皮
及
監
督
事
務
所
ノ
備
品
ハ
當
寺
ヘ
買
受
ケ
備
品
中
破

損
使
用
ニ
堪
ヱ
サ
ル
モ
ノ
ハ
廢
棄
處
分
シ
タ
リ

一
、
工
事
竣
成
ト
同
時
ニ
工
場
内
跡
片
付
地
盤
排
水
能
ク
地
均
シ
掃
除
等

為
シ
タ
リ

一
、
以
上
記
シ
タ
ル
仕
様
ニ
ヨ
リ
實
施
ヲ
ナ
シ
完
全
ニ
修
理
ヲ
ナ
シ
タ
リ

一
、
木
工
事
ハ
昭
和
三
年
一
月
十
一
日
着
手
同
年
十
二
月
十
日
竣
工
セ
リ

特
別
保
護
建
造
物
長
保
寺
鎭
守
堂
修
理
工
事
実
施
仕
様
書

一
、
鎭
守
堂		

壱
棟

寸
尺

桁
行
柱
真
々	

四
尺
四
寸
五
分

梁
間
仝	

四
尺

向
拝
柱
真
々	

四
尺

軒
高
礎
石
上
端
ヨ
リ
丸
桁
外
角
迄	

七
尺
五
寸
二
分
五
厘

棟
高
礎
石
上
端
ヨ
リ
棟
瓦
頂
上
迄	

拾
貳
尺
貳
寸
五
厘

構
造
装
飾

一
間
社
流
造
屋
根
桧
皮
葺
棟
瓦
熨
斗
積
軒
二
重
繁
棰
斗
栱
和
様
三
ッ
斗
正

面
及
内
陣
斗
栱
間
蟇
股
後
面
箕
束
妻
虹
梁
大
瓶
束
笈
形
付
総
円
柱
向
拝
方

柱
繁
虹
梁
斗
栱
和
様
平
三
ッ
斗
斗
栱
間
蟇
股
正
面
蔀
戸
三
方
嵌
板
切
目
長

押
内
法
長
押
付
三
方
廻
リ
縁
袖
障
子
勾
欄
付
正
面
木
階
五
級
登
リ
勾
欄
付

内
陣
板
戸
幣
軸
付
妻
飾
破
風
懸
魚
六
葉
付
外
部
総
円
塗
内
部
素
木
造
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実
施
仕
様

一
、
原
設
計
及
変
更
設
計
ノ
方
針
ニ
基
キ
前
記
夛
寶
塔
仝
様
実
施
シ
タ
リ

仮
建
物
ノ
部

一
、
簀
屋
根
ハ
桁
行
拾
六
尺
梁
間
貳
拾
尺
軒
髙
九
尺
二
寸
棟
髙
拾
五
尺
六

寸
切
妻
造
リ
屋
根
亜
鉛
引
波
形
鉄
板
葺
ト
シ
タ
リ

一
、
杦
太
丸
ヲ
用
ヒ
桁
行
柱
真
五
尺
三
寸
三
分
梁
間
四
尺
ニ
根
入
一
尺
五

寸
以
上
垂
直
ニ
掘
建
ト
ナ
シ
布
丸
太
軒
桁
丸
太
貳
タ
通
リ
及
筋
違
各
面

ニ
線
結
ビ
ト
シ
妻
登
ノ
木
取
付
棟
木
両
端
柱
ニ
線
結
ビ
合
掌
貳
タ
通
リ

及
母
屋
丸
太
三
尺
間
ニ
線
結
ビ
扣
柱
側
柱
毎
線
結
ビ
付
ケ
屋
根
亜
鉛
引

波
形
鉄
板
板
葺
押
縁
木
釘
打
ト
シ
タ
リ

一
、
軒
足
代
ハ
根
太
受
丸
太
ヲ
架
渡
シ
根
太
丸
太
貳
尺
間
ニ
配
シ
縄
結
ビ

歩
板
巾
三
尺
通
リ
敷
詰
メ
タ
リ

　

登
リ
桟
橋
巾
三
尺
両
側
ニ
登
リ
木
線
結
ビ
付
ケ
根
太
丸
太
貳
尺
明
キ
ニ

線
結
ビ
歩
板
敷
詰
メ
釘
止
メ
辷
リ
止
メ
一
尺
二
寸
明
キ
釘
打
チ
ト
シ
タ

リ

　

右
仮
建
物
ハ
工
事
中
損
料
請
負
ト
シ
テ
架
設
セ
シ
メ
工
事
竣
成
ト
仝
時

ニ
直
ニ
取
払
ヒ
後
片
付
ト
モ
ナ
シ
タ
リ

基
礎
工
事
ノ
部

一
、
在
来
ノ
古
石
ハ
軟
質
ノ
為
メ
腐
リ
破
レ
損
夛
ク
再
用
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ヲ

以
テ
全
部
掘
起
シ
ヲ
ナ
シ
タ
リ

一
、
在
来
地
盤
均
シ
タ
ル
上
正
確
ナ
ル
水
盛
遺
形
ヲ
取
設
ケ
柱
真
其
他
ノ

要
点
ヲ
示
シ
柱
通
リ
巾
一
尺
深
サ
一
尺
三
寸
ノ
布
堀
ヲ
ナ
シ
地
底
充
分

搗
固
メ
タ
ル
上
礫
石
及
目
潰
砂
利
ヲ
巾
一
尺
厚
サ
五
寸
ニ
搗
固
メ
コ
ン

ク
リ
ー
ト
椻
板
取
設
ケ
セ
メ
ン
ト
一
、
砂
三
、
砂
利
六
ノ
調
合
ヲ
以
テ

巾
八
寸
厚
五
寸
ニ
打
立
テ
乾
燥
ヲ
待
テ
布
石
巾
七
寸
厚
五
寸
ニ
小
叩
仕

上
ゲ
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
ヲ
以
テ
遺
形
水
系
ニ
倣
ヒ
水
平
ニ
据
付
ケ
周

囲
土
埋
戻
シ
小
棒
搗
均
シ
タ
リ

一
、
椽
束
石
下
八
寸
方
深
サ
八
寸
ノ
壷
堀
ヲ
ナ
シ
礫
石
及
目
潰
シ
砂
利
八

寸
方
厚
サ
四
寸
ニ
搗
固
メ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
合
前
仝
様
七
寸
方
厚
サ
四

寸
ニ
打
立
テ
束
石
天
端
四
寸
五
分
方
决
リ
付
小
叩
仕
上
ゲ
セ
メ
ン
ト
モ

ル
タ
ル
ヲ
以
テ
据
付
ケ
タ
リ

一
、
雨
落
葛
石
下
巾
一
尺
深
サ
一
尺
布
堀
リ
ヲ
ナ
シ
地
底
充
分
搗
固
メ
礫

石
及
目
潰
砂
利
巾
一
尺
厚
サ
四
寸
ニ
充
分
搗
固
メ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調
合

前
仝
様
巾
七
寸
厚
サ
四
寸
ニ
打
立
テ
葛
石
巾
五
寸
厚
サ
五
寸
上
鑿
切
仕

上
ゲ
合
端
良
ク
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
ヲ
以
テ
水
平
ニ
据
付
ケ
周
囲
土
埋

戻
シ
小
棒
搗
均
シ
タ
リ

一
、
雨
落
葛
石
内
及
床
下
土
掘
起
シ
地
底
充
分
搗
均
シ
小
砂
利
敷
詰
メ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
調
合
前
仝
様
マ
ノ
ー
ル
混
入
厚
サ
三
寸
ニ
打
立
テ
充
分
叩

キ
締
メ
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
セ
メ
ン
ト
一
、
砂
一
・
五
ノ
調
合
ニ
テ
マ

ノ
ー
ル
混
入
上
塗
リ
厚
サ
五
分
通
リ
丁
寧
ニ
塗
上
ゲ
タ
リ

木
工
事
及
彫
刻
ノ
部

一
、
本
建
物
ハ
雨
洩
レ
為
メ
小
屋
組
軒
廻
リ
ハ
腐
朽
甚
シ
キ
状
態
ナ
リ
シ

モ
化
粧
廻
リ
ハ
比
較
的
旧
材
ヲ
保
存
セ
ラ
レ
タ
リ

一
、
木
材
ハ
凡
テ
夛
寶
塔
ト
仝
用
購
入
仕
様
シ
タ
リ

一
、
軒
廻
リ
化
粧
棰
及
木
負
茅
負
裏
甲
破
風
組
物
ノ
各
部
並
ニ
勾
欄
等
ノ

曲
線
モ
ノ
ハ
凡
テ
型
板
ヲ
作
リ
一
々
形
板
ニ
倣
ヒ
工
作
シ
タ
リ

一
、
土
台
ハ
腐
朽
甚
シ
キ
為
新
補
後
面
隅
ビ
ン
タ
畄
枘
打
抜
キ
楔
打
堅
メ

正
面
及
中
仕
切
土
台
ハ
蔭
入
蟻
落
シ
柱
ノ
平
枘
穴
彫
リ
ノ
上
水
平
ニ
据

付
ケ
ヲ
ナ
シ
タ
リ

一
、
木
柱
根
枘
腐
朽
セ
ル
モ
ノ
ハ
雇
枘
ト
シ
破
損
ノ
ヶ
所
矧
木
ヲ
施
シ
柱

貫
腐
朽
材
取
替
ヘ
柱
ヲ
貫
通
シ
頭
貫
破
損
部
分
ヲ
矧
木
ヲ
施
シ
胴
嵌
板

ハ
後
側
一
部
分
新
補
傍
合
决
リ
合
釘
入
レ
柱
建
舞
ト
仝
時
ニ
組
堅
メ
柱

ヲ
一
本
毎
垂
直
ニ
ナ
シ
仮
筋
違
止
メ
ト
ナ
シ
貫
楔
締
堅
メ
大
斗
肘
木
巻

斗
方
斗
ノ
腐
朽
シ
タ
ル
モ
ノ
新
補
操
形
ノ
曲
線
特
ニ
注
意
ヲ
加
ヘ
工
作

ナ
シ
何
レ
モ
大
枘
止
メ
ニ
四
方
綿
板
在
来
ノ
侭
共
ニ
組
堅
メ
タ
リ

一
、
妻
虹
梁
再
用
内
部
腐
朽
甚
ダ
シ
キ
所
矧
木
ヲ
ナ
シ
丸
桁
腐
朽
甚
シ
キ

モ
絵
様
実
肘
木
作
リ
出
シ
ノ
構
造
ニ
シ
テ
丸
桁
脊
ノ
三
分
一
ハ
完
全
ナ

ル
ヲ
以
テ
腐
朽
ヶ
所
取
斫
リ
新
材
ヲ
以
テ
矧
木
ヲ
施
シ
両
端
反
リ
増
シ

付
ト
ナ
シ
破
風
當
リ
蟻
枘
作
リ
出
シ
上
端
棰
面
戸
小
穴
突
キ
妻
虹
梁
下

木
丸
桁
ハ
上
木
ト
シ
隅
畄
組
合
セ
タ
リ
大
瓶
束
再
用
内
部
矧
木
ヲ
ナ
シ

鱗
板
壱
ヶ
所
新
補
仝
上
組
物
在
来
ノ
侭
組
立
テ
化
粧
棟
木
ハ
丸
桁
仝
様

矧
木
ノ
上
両
端
反
リ
増
シ
元
ノ
通
リ
付
ケ
架
渡
シ
タ
リ

一
、
向
拝
柱
根
金
輪
継
ト
シ
根
枘
造
リ
出
シ
土
台
ニ
垂
直
ニ
建
テ
正
面
頭

貫
鼻
彫
刻
一
方
取
替
ヘ
柱
ニ
輪
ナ
ギ
込
渡
リ
枘
鯱
？
栓
打
堅
メ
組
物
ハ

前
記
本
側
仝
様
補
足
組
堅
メ
ヲ
ナ
シ
繋
虹
梁
再
用
腐
朽
ヶ
所
矧
木
ヲ
施

シ
在
来
ノ
通
リ
構
架
シ
タ
リ

　

向
拝
丸
桁
新
補
反
リ
増
シ
等
本
側
仝
様
下
バ
角
面
取
り
繋
虹
梁
下
木
丸

桁
上
木
ニ
隅
畄
組
堅
メ
タ
リ

一
、
流
レ
破
風
板
新
補
型
板
ニ
倣
ヒ
仕
拵
ヘ
上
鉋
削
リ
仕
上
ト
シ
眉
欠
キ

及
木
負
茅
負
追
入
レ
枘
彫
リ
裏
板
决
リ
共
ナ
シ
拝
ミ
目
違
入
リ
立
木
正

確
ニ
納
メ
ボ
ー
ル
ト
締
付
ケ
各
丸
桁
ニ
蟻
落
シ
掛
ケ
ト
ナ
シ
木
負
茅
負

新
補
反
リ
恰
好
型
板
ニ
倣
ヒ
木
拵
ヘ
木
負
ハ
棰
割
正
確
ニ
墨
ヲ
ナ
シ
足

駄
欠
キ
及
决
リ
ナ
シ
茅
負
ハ
眉
欠
キ
及
刃
决
リ
ナ
シ
上
鉋
仕
上
削
ノ
上

両
端
流
シ
破
風
ニ
追
入
レ
忍
ビ
釘
打
チ
地
棰
受
木
在
来
ノ
モ
ノ
ヲ
繕
ヒ

両
端
大
瓶
束
内
部
ヘ
追
入
レ
釘
打
チ
地
棰
ハ
六
十
四
本
ノ
内
参
拾
参
本

新
補
支
外
棰
参
拾
貳
本
ノ
内
壱
本
新
補
裏
側
飛
檐
棰
参
拾
貳
本
ノ
内
九

本
向
拝
打
越
棰
参
拾
貳
本
ノ
内
拾
七
本
仝
飛
檐
棰
参
拾
貳
本
全
部
新
補

シ
タ
リ

　

再
用
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
少
部
分
腐
朽
セ
ル
モ
ノ
ハ
矧
木
繕
ヒ
ヲ
ナ
シ
タ
リ

新
補
棰
ハ
型
板
ニ
倣
ヒ
木
拵
ヘ
棰
割
正
確
ニ
夫
々
釘
打
取
付
タ
リ

一
、
化
粧
裏
板
ハ
支
外
棰
裏
板
ノ
一
部
分
ヲ
除
ク
外
腐
朽
ノ
為
新
補
上
鉋

削
リ
仕
上
ゲ
木
負
茅
負
破
風
ニ
刃
决
リ
仕
合
シ
刃
重
ネ
横
張
リ
棰
毎
釘

打
張
リ
立
テ
タ
リ

　

丸
桁
ヨ
リ
内
部
内
陣
上
ハ
杉
板
ヲ
以
テ
刃
重
ネ
横
張
リ
ニ
野
天
井
張
リ
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ト
シ
タ
リ

一
、
平
及
妻
登
リ
裏
甲
全
部
新
補
型
板
ニ
倣
ヒ
木
作
リ
隅
捻
シ
付
畄
目
違

入
レ
ト
シ
茅
負
上
バ
ニ
釘
止
メ
鎹
引
取
付
タ
リ

一
、
小
屋
組
材
ハ
悉
ク
腐
朽
再
用
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ヲ
以
テ
全
部
新
補
シ
タ
リ

一
、
各
丸
桁
真
化
粧
裏
板
上
ニ
土
居
桁
置
渡
シ
桔
木
軒
先
下
バ
勾
配
痒
付

ケ
茅
負
杓
子
枘
入
レ
土
居
桁
ニ
丸
身
仕
合
シ
隅
振
レ
ト
ナ
シ
尻
手
棟
木

下
ニ
テ
堅
固
ニ
畄
方
ナ
シ
野
棟
木
ハ
上
端
両
反
リ
付
両
小
反
リ
付
化
粧

棟
木
上
端
ヨ
リ
束
建
テ
組
堅
メ
小
屋
束
足
元
桔
木
ニ
寄
蟻
上
部
手
枘
母

屋
桁
上
端
両
端
反
リ
付
及
小
反
リ
付
束
枘
仕
合
シ
割
楔
打
堅
メ
野
棰
七

寸
内
外
ニ
割
合
セ
母
屋
桁
毎
大
釘
打
野
木
舞
小
間
返
シ
ニ
釘
打
ト
シ
タ

リ

　

箕
ノ
甲
野
地
甲
棰
上
端
丸
身
付
ケ
母
屋
桁
毎
及
中
間
ニ
壱
本
取
付
ケ
野

地
板
巾
八
分
ニ
挽
割
リ
甲
棰
毎
釘
打
チ
出
来
セ
リ

一
、
床
廻
リ
及
内
部
長
押
蹴
放
立
幣
軸
板
唐
戸
廻
リ
ハ
完
全
ニ
付
何
レ
モ

在
来
ノ
通
リ
組
立
テ
出
来
セ
リ

一
、
天
井
板
ハ
腐
朽
甚
シ
キ
ニ
依
リ
新
補
上
鉋
削
仕
上
ゲ
刃
重
張
リ
巾
揃

ヘ
ニ
釘
打
チ
張
立
テ
タ
リ

一
、
腰
羽
目
板
腐
朽
破
損
ノ
モ
ノ
新
補
傍
合
釘
入
レ
堅
張
リ
上
下
貫
ニ
釘

打
チ
ト
シ
タ
リ

一
、
椽
束
壱
丁
新
補
其
他
全
部
根
本
金
輪
継
ト
ナ
シ
貫
全
部
新
補
差
通
シ

楔
打
堅
メ
椽
葛
在
来
ノ
マ
ゝ
輪
ナ
キ
込
袖
柱
ニ
大
入
忍
釘
チ
隅
指
貳
丁

ノ
打
壱
丁
取
替
ヘ
隅
束
ニ
蟻
落
シ
尻
手
柱
ニ
枘
差
シ
釘
打
チ
椽
板
受
腐

朽
取
替
ヘ
柱
ニ
大
釘
打
チ
小
根
太
補
足
椽
葛
ニ
進
入
シ
釘
打
チ
椽
板
全

部
新
補
隅
目
違
入
畄
忍
釘
打
チ
目
鎹
引
張
立
タ
リ

一
、
袖
障
子
笠
木
及
鏡
板
竹
ノ
節
等
在
来
ノ
通
リ
組
立
テ
タ
リ

一
、
外
部
各
長
押
在
来
ノ
侭
和
釘
打
取
付
ケ
添
長
押
壱
丁
補
足
柱
丸
身
仕

合
シ
隅
畄
メ
和
釘
打
チ
取
付
タ
リ

一
、
正
面
入
口
鴨
居
新
補
在
来
ノ
通
リ
木
拵
ヘ
柱
丸
身
仕
合
シ
胴
突
キ
忍

釘
打
チ
欄
間
在
来
ノ
侭
嵌
込
ミ
タ
リ

一
、
登
リ
階
段
簓
桁
新
補
上
部
椽
束
ニ
蟻
落
シ
段
刻
ミ
ナ
シ
根
元
土
台
ニ

枘
入
レ
忍
釘
打
チ
木
階
破
損
甚
シ
キ
モ
ノ
新
補
其
他
矧
木
ヲ
施
シ
最
下

部
ノ
分
ハ
向
拝
柱
ニ
欠
キ
込
ミ
其
他
ハ
簓
桁
ニ
附
蟻
仕
込
ミ
ト
シ
タ
リ

一
、
椽
勾
欄
ハ
在
来
ノ
地
覆
平
桁
ノ
一
部
分
ヲ
小
屋
組
中
ヨ
リ
発
見
シ
タ

ル
ヲ
以
テ
完
全
ナ
ル
部
分
ハ
再
用
シ
夫
々
継
木
ヲ
施
シ
髙
サ
ハ
袖
障
子

柱
痕
跡
ニ
ヨ
リ
其
他
架
木
刎
方
及
登
リ
勾
欄
ハ
仝
時
代
ノ
モ
ノ
ヲ
調
査

研
究
ノ
上
新
補
シ
タ
リ

一
、
正
面
蔀
格
子
破
損
甚
シ
キ
ニ
依
リ
新
補
シ
タ
リ

一
、
蟇
股
ハ
凡
テ
在
来
ノ
侭
取
付
ケ
タ
リ

一
、
懸
魚
及
六
葉
ハ
本
建
築
ト
仝
時
代
ノ
他
ノ
実
例
ヲ
考
証
研
究
ノ
上
現

寸
図
ヲ
作
リ
再
三
訂
正
ノ
上
ソ
ノ
最
モ
調
和
宜
シ
キ
モ
ノ
ニ
従
ヒ
新
規

彫
刻
取
付
タ
リ

一
、
大
瓶
束
両
脇
ノ
笈
形
ハ
壱
個
残
存
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
依
リ
彫
刻
取
付
タ

リ

屋
根
桧
皮
葺
及
瓦
棟
積
ノ
部

一
、
屋
根
葺
用
桧
皮
ハ
高
野
産
上
等
皮
ヲ
用
ヒ
タ
リ

一
、
軒
付
裏
板
ハ
椹
赤
身
柾
乾
燥
材
長
七
寸
厚
正
六
分
隅
増
付
巾
貳
寸
以

上
傍
竹
合
釘
入
レ
裏
甲
外
上
角
ヨ
リ
出
三
寸
ト
シ
破
風
拝
ミ
及
隅
ノ
出

三
寸
二
分
乃
至
三
寸
三
分
ト
シ
隅
ハ
恰
好
能
ク
捻
付
ト
シ
尻
手
鉄
釘
打

チ
木
口
通
リ
能
ク
鉋
削
リ
ヲ
ナ
シ
テ
軒
付
皮
長
七
、
八
寸
一
ト
手
七
八

分
合
端
能
ク
摺
リ
合
シ
竹
釘
長
サ
一
寸
五
分
ヲ
以
テ
貳
タ
通
リ
五
六
分

明
キ
ニ
充
分
打
締
メ
漸
次
積
登
リ
三
手
毎
ニ
押
縁
打
立
テ
隅
々
及
破
風

上
部
共
増
付
ケ
ト
ナ
シ
軒
付
厚
ノ
中
間
ニ
テ
釣
木
貳
尺
間
ニ
小
屋
内
ヨ

リ
引
付
ケ
釘
打
ト
ナ
シ
軒
口
通
リ
能
ク
切
リ
払
イ
ヲ
ナ
シ
タ
リ

一
、
平
葺
皮
ハ
長
貳
尺
五
寸
ヲ
二
ツ
切
ト
シ
口
巾
四
寸
尾
巾
三
寸
ニ
矧
合

セ
葺
足
軒
先
貳
分
一
通
リ
参
分
貳
タ
通
リ
四
通
リ
目
ヨ
リ
四
分
足
毎
ニ

竹
釘
長
サ
一
寸
二
分
ヲ
以
テ
五
六
分
明
キ
貳
タ
通
リ
充
分
打
締
メ
押
縁

登
リ
一
尺
毎
ニ
釘
打
ト
シ
箕
甲
道
具
皮
ハ
撥
形
ニ
仕
拵
ヘ
前
仝
様
込
皮

入
レ
葺
上
ゲ
タ
リ

一
、
品
軒
ハ
軒
付
仝
様
ニ
積
立
テ
上
目
皮
貳
枚
重
ネ
両
端
押
縁
打
チ
拾
七

番
銅
線
千
鳥
掛
ト
シ
タ
リ

一
、
棟
鬼
瓦
ハ
夛
寶
塔
ノ
古
鬼
瓦
ヲ
参
考
ト
シ
テ
製
作
シ
タ
リ

一
、
製
作
ハ
凡
テ
夛
寶
塔
仝
様
ニ
ナ
シ
タ
リ

一
、
鬼
瓦
両
端
ニ
築
立
テ
拾
番
銅
線
引
ト
ナ
シ
肌
熨
斗
貳
匛
割
熨
斗
三
返

ト
シ
両
反
リ
付
二
分
透
シ
石
灰
ニ
一
、
砂
〇
・
四
ニ
交
ゼ
合
シ
込
土
ト

シ
テ
使
用
ナ
シ
鳥
衾
及
衾
瓦
伏
セ
銅
線
繋
ギ
積
立
テ
タ
リ

雑
ノ
部

一
、
登
リ
勾
欄
親
柱
ノ
疑
宝
珠
ハ
鉄
製
ト
ナ
シ
本
建
築
ト
仝
時
代
ノ
他
ノ

実
例
ヲ
調
査
実
測
ノ
上
現
寸
図
ヲ
作
リ
古
色
仕
上
ゲ
ニ
調
整
シ
タ
リ

一
、
新
補
材
ハ
随
所
適
当
ノ
古
色
塗
ヲ
施
シ
タ
リ

一
、
新
補
材
ハ
見
エ
隠
ニ
於
テ
昭
和
三
年
修
補
ノ
焼
印
ヲ
捺
シ
タ
リ

一
、
工
事
竣
成
ト
仝
時
ニ
周
囲
地
均
シ
排
水
溝
ヲ
堀
リ
掃
除
ト
モ
ナ
シ
タ

リ
一
、
以
上
記
シ
タ
ル
使
用
ニ
ヨ
リ
実
施
ヲ
ナ
シ
完
全
ニ
修
理
ヲ
ナ
シ
タ
リ

一
、
本
工
事
ハ
昭
和
三
年
四
月
壱
日
着
手
仝
年
十
二
月
十
日
竣
工
セ
リ

長
保
寺
鎭
守
堂
木
柵
建
設
実
施
仕
様
書

一
、
木
柵	

壱
ヶ
所

延
長
八
拾
四
尺	

髙
サ
三
尺
五
寸

一
、
木
柵
位
置
水
盛
遺
形
取
設
ケ
根
石
ヲ
集
メ
適
當
ニ
堀
リ
石
据
付
ヲ
ナ

シ
周
囲
土
搗
固
メ
均
シ
タ
リ

一
、
用
材
ハ
桧
乾
燥
材
小
節
モ
ノ
ヲ
用
イ
タ
リ

一
、
土
台
ハ
三
寸
五
分
角
上
鉋
仕
上
ゲ
隅
留
合
欠
キ
継
手
伏
鎌
継
柱
根
枘

穴
堀
リ
水
平
ニ
据
付
ケ
タ
リ

一
、
柱
ハ
三
寸
角
仕
上
ゲ
根
平
枘
付
三
本
置
キ
土
台
横
面
ヨ
リ
込
栓
打
チ

上
部
頭
巾
切
削
リ
貫
穴
三
通
リ
彫
リ
貫
キ
ハ
巾
三
寸
厚
八
分
仕
上
ゲ
継
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手
柱
真
ニ
テ
畧
鎌
継
隅
打
抜
キ
柱
ト
仝
時
ニ
建
通
シ
込
栓
打
チ
正
面
中

央
両
開
キ
ト
シ
タ
リ

一
、
扣
柱
三
寸
角
仕
上
ゲ
上
部
駒
頭
貫
締
メ
根
ハ
埋
込
ミ
ト
シ
タ
リ

一
、
木
柵
ノ
内
部
ハ
砂
ヲ
敷
均
シ
タ
リ

一
、
本
工
事
ハ
昭
和
三
年
十
一
月
一
日
着
手
仝
年
仝
月
二
十
五
日
竣
工
セ

リ修
理
工
費
及
附
帯
工
事
費
増
減
比
較

費
目

予
算
額

支
出
額

差
引

備
考

超
過

残

木
材
費

三
、
六
八
一

四
六
〇

二
、
八
二
二

四
八
〇

八
五
八

九
八
〇

木
材
ヲ
安
價
ニ
購
入
シ
得

タ
ル
ニ
ヨ
ル

金
物
費

五
六
〇

〇
〇
〇

三
八
五

〇
六
〇

一
七
四

九
四
〇

相
輪
修
補
安
價
ナ
リ
シ
ニ

ヨ
ル

塗
工
費

四
一

四
四
〇

四
五

三
九
〇

三

九
五
〇

亀
腹
漆
喰
塗
最
上
ニ
ナ
シ

タ
ル
ニ
ヨ
ル

葺
工
費

三
五
六

〇
〇
〇

五
七
九

四
四
〇

二
二
三

四
四
〇

瓦
補
足
多
量
ニ
要
シ
タ
ル

ニ
ヨ
ル

雑
費

五
六

六
〇
〇

二
七
八

二
二
〇

二
二
一

六
二
〇

基
礎
工
事
ヲ
施
工
シ
タ
ル

ニ
ヨ
ル

損
料
費

一
、
七
九
二

五
〇
〇

一
、
五
三
五

六
〇
〇

二
五
六

九
〇
〇

指
名
競
争
入
札
ノ
結
果
安

價
ニ
請
負
シ
者
ア
リ
シ
ニ

ヨ
ル

工
料
費

七
、
九
四
六

〇
〇
〇

三
、
一
七
六

九
九
〇

四
、
七
六
九

〇
一
〇

全
体
ニ
亘
見
込
ダ
ケ
要
セ

ザ
リ
シ
ニ
ヨ
ル

鎮
守
堂

費

六
一
六

〇
〇
〇

一
、
二
三
八

三
七
〇

六
二
二

三
七
〇

設
計
変
更
ノ
結
果
ハ
基
礎

工
事
ヲ
施
シ
タ
ル
ト
損
料

増
加
ニ
ヨ
ル

附
帯
工

事
費

四
一
四

八
一
〇

四
一
四

八
一
〇

監
督
費

三
、
九
七
二

〇
〇
〇

七
、
〇
八
三

〇
九
〇

三
、
一
一
一

〇
九
〇

旅
費
及
冩
真
費
竣
工
慰
労

金
慰
労
手
当
決
算
書
謄
冩

料
ノ
増
加
ニ
ヨ
ル

計

一
九
、
〇
二
二

〇
〇
〇

一
七
、
五
五
九

四
五
〇

四
、
五
九
七

二
八
〇

六
、
〇
五
九

八
三
〇

差
引
残
金
四
阡
貳
百
七
拾

六
圓
貳
拾
八
銭

金
八
阡
八
百
弐
拾
参
圓
拾
八
銭
也	

夛
寶
塔
総
工
費

	

内

金
貳
阡
八
百
貳
拾
貳
圓
四
拾
八
銭
也	

木
材
費

	

内
譯

名
称

品
目

長

寸
法

員
数

單
價

小
計

初
層
円
柱

桧
九
尺
五
寸

七
寸
五
ト
八
角

壱
丁

二
七

〇
〇
〇

〃
根
継

仝
五
尺
三
寸

仝

参
丁

一
五

〇
六
〇

四
五

一
八
〇

〃
仝

仝
四
尺
五
寸

仝

参
丁

一
二

七
九
〇

三
八

三
七
〇

〃
仝

仝
一
尺
一
寸

仝

四
丁

三

一
二
〇

一
二

四
八
〇

〃
四
天
柱
根
継

仝
仝

八
寸
五
ト
八
角

壱
丁

四

〇
二
〇

四

〇
二
〇

〃
椽
束

欅
一
尺
八
寸

四
寸
五
ト
角

貳
丁

三

〇
〇
〇

六

〇
〇
〇

〃
隅
叉
首

仝
五
尺
五
寸

四
寸
五
ト

三
寸
五
ト

四
丁

六

二
九
〇

二
五

一
六
〇

〃
椽
葛

仝
六
尺

四
寸
五
ト
三
寸

壱
丁

六

七
五
〇

六

七
五
〇

〃
椽
板

仝
三
尺
五
寸

巾
一
尺
二
寸
五
ト　

厚
一
寸
七

ト

拾
四
丁

六

七
七
〇

九
四

七
八
〇

〃
椽
隅
板

仝
一
尺
三
寸

仝

四
丁

二

八
七
〇

一
一

四
八
〇

〃
板
掛

桧
十
六
尺
五
寸

巾
五
寸　

厚
十
二
寸
二
ト

四
丁

九

一
八
〇

三
六

七
二
〇

〃
切
目
長
押

仝
仝

セ
四
寸
二
ト
上
四
寸
下
一
寸

貳
丁

八

七
四
〇

一
七

四
八
〇

〃
添
長
押

仝
仝

巾
五
寸
三
ト　

厚
二
寸

参
丁

八

八
五
〇

二
六

五
五
〇

〃
腰
長
押

仝
五
尺
五
寸

四
寸
角

貳
丁

四

四
五
〇

八

九
〇
〇

〃
幣
軸

仝
六
尺
三
寸

巾
四
寸
五
ト　

厚
四
寸

参
丁

五

七
一
〇

一
七

一
三
〇

〃
蹴
放

仝
五
尺
五
寸

巾
三
寸
六
ト　

厚
十
一
寸
三
ト

四
丁

一

三
〇
〇

五

二
〇
〇

〃
立
方
板

仝
仝

巾
七
寸
二
ト　

厚
一
寸
三
ト

貳
丁

二

六
〇
〇

五

二
〇
〇

〃
板
唐
戸

仝
仝

巾
二
尺
一
寸　

厚
一
寸
四
ト

貳
丁

八

一
一
〇

一
六

二
二
〇

〃
仝

仝
仝

巾
一
尺
一
寸　

ァ
一
寸
四
ト

八
丁

四

二
八
〇

三
四

二
四
〇

〃
定
木

仝
仝

巾
三
寸　

ァ
一
寸
二
ト

参
丁

一

〇
〇
〇

三

〇
〇
〇

〃
端
喰

仝
仝

巾
二
寸　

ァ
一
寸
四
ト

拾
貳
丁

三
〇
〇

三

六
〇
〇

〃
連
子
窓
框

仝
三
尺
七
寸

巾
二
寸　

ァ
一
寸
五
ト

参
丁

五
六
〇

一

六
八
〇

〃
仝

仝
一
尺
五
寸

仝

五
丁

二
三
〇

一

一
五
〇

〃
連
子
格
板

仝
二
尺
一
寸

巾
一
尺
六
ト

貳
丁

六
四
〇

一

二
八
〇

〃
腰
嵌
板

仝
四
尺
二
寸

巾
一
尺
六
寸　

ァ
七
下

拾
丁

二

二
八
〇

二
二

八
〇
〇

〃
大
斗

楠
九
寸

巾
八
寸
五
ト　

ァ
五
寸
五
ト

貳
丁

二

一
二
〇

四

二
四
〇

〃
隅
肘
木

仝
三
尺
七
寸

セ
七
寸
五
ト　

ァ
九
寸
七
ト

壱
丁

一
三

五
九
〇

〃
巻
斗
方
斗

仝
四
尺
五
寸

切
遣

巾
六
寸　

ァ
四
寸

壱
丁

五

四
六
〇

〃
四
天
柱
押
ヘ
木

桧
八
尺
五
寸

巾
六
寸
二
ト　

セ
六
寸
八
ト

貳
丁

一
八

一
〇
〇

三
六

二
〇
〇

〃
仝

仝
仝

巾
五
寸
六
ト　

セ
四
寸
五
ト

貳
丁

一
〇

八
一
〇

二
一

六
二
〇

〃
四
天
柱
上
大
斗

楠
一
尺

巾
九
寸　

セ
五
寸

貳
丁

二

三
〇
〇

四

六
〇
〇

〃
〃
枠
肘
木

仝
二
尺
三
寸

巾
三
寸
八
ト　

セ
四
寸
五
ト

壱
丁

一

九
〇
〇

〃
巻
斗
方
斗

仝
三
尺
一
寸

切
遣

巾
六
寸　

セ
四
寸
五
ト

壱
丁

四

二
三
〇

〃
繋
肘
木

桧
六
尺
四
寸

巾
六
寸　

ァ
四
寸

八
丁

七

八
九
〇

六
三

一
二
〇

〃
腰
貫

仝
五
尺
五
寸

巾
四
寸　

ァ
一
寸
五
ト

壱
丁

一

六
七
〇

〃
支
輪

仝
三
尺
五
寸

切
遣

巾
五
寸
三
ト　

ァ
一
寸
六
ト

参
丁

一

五
〇
〇

四

五
〇
〇

〃
支
輪
板

仝
六
尺
二
寸

巾
一
尺　

ァ
一
寸
八
ト

拾
貳
丁

五

六
四
〇

六
七

六
八
〇

〃
飛
檐
隅
木

仝
六
尺
五
寸

巾
七
寸
五
ト　

ァ
四
寸

貳
丁

九

八
五
〇

一
九

七
〇
〇

〃
仝
隅
蓋

仝
三
尺
二
寸

切
遣
ヒ

巾
五
寸
二
ト　

ァ
一
寸
七
ト

壱
丁

一

四
二
〇

〃
地
棰

仝
九
尺
五
寸

セ
二
寸
六
ト　

ァ
一
寸
七
ト

貳
拾
五
丁

二

一
二
〇

五
三

〇
〇
〇

〃
仝

仝
七
寸
五
尺

仝

参
丁

一

六
二
〇

四

八
六
〇

〃
仝

仝
六
尺

仝

五
丁

一

三
四
〇

六

七
〇
〇

〃
飛
檐
棰

仝
五
尺
六
寸

セ
四
寸　

ァ
一
寸
七
ト

百
拾
四
丁

一

九
二
〇

二
一
八

八
八
〇

〃
仝

仝
四
尺

仝

五
丁

一

三
八
〇

六

九
〇
〇

〃
仝

仝
二
尺
五
寸

仝

貳
丁

八
六
〇

一

七
二
〇

〃
仝

仝
二
尺

仝

五
丁

六
九
〇

三

四
五
〇

〃
地
棰
裏
板

仝
三
尺

巾
四
寸
八
ト　

ァ
四
ト

百
六
拾
七
丁

二
三
〇

三
八

四
一
〇

〃
飛
檐
裏
板

仝
二
尺

巾
三
寸
八
ト　

ァ
四
ト

貳
百
五
拾
丁

一
五
五

三
八

七
五
〇

〃
木
負

仝
十
三
尺

巾
四
寸　

ァ
二
寸
八
ト

八
丁

七

三
〇
〇

五
八

四
〇
〇

〃
茅
負

仝
十
八
尺
五
寸

巾
三
寸
五
ト　

ァ
三
寸
五
ト

壱
丁

一
一

四
五
〇

〃
仝

仝
十
七
尺

仝

参
丁

一
〇

五
五
〇

三
一

六
五
〇

〃
仝

仝
十
二
尺

仝

貳
丁

七

四
四
〇

一
四

八
八
〇

〃
仝

仝
十
一
尺

仝

貳
丁

六

八
〇
〇

一
三

六
〇
〇

〃
裏
甲

仝
十
八
尺
五
寸

巾
八
寸　

ァ
二
寸

壱
丁

一
四

九
五
〇

〃
仝

仝
十
七
尺
五
寸

仝

壱
丁

一
四

一
五
〇

〃
仝

仝
十
七
尺

仝

壱
丁

一
三

七
四
〇

〃
仝

仝
十
六
尺
五
寸

仝

壱
丁

一
三

三
五
〇

〃
仝

仝
十
二
尺

仝

貳
丁

九

六
八
〇

一
九

三
六
〇

〃
仝

仝
十
一
尺

仝

壱
丁

八

九
〇
〇

〃
裏
甲

仝
十
尺

仝

壱
丁

八

〇
八
〇

〃
瓦
座

仝
十
三
尺

二
寸
角
斜
曳

八
丁

一

三
一
〇

一
〇

四
八
〇

〃
柱
足
堅
貫

仝
十
六
尺
五
寸

セ
四
寸　

ァ
三
寸
二
ト

四
丁

一
〇

六
六
〇

四
二

六
四
〇

〃
面
戸
板

仝
六
尺

巾
二
寸
五
ト　

ァ
七
ト

四
丁

五
四
〇

二

一
六
〇

〃
天
井
板

仝
五
尺
五
寸

切
遣

巾
八
寸　

ァ
正
二
ト

貳
拾
丁

四
四
〇

八

八
〇
〇

〃
地
棰
受

杉
十
四
尺

四
寸
押
角

六
丁

二

〇
〇
〇

一
二

〇
〇
〇

〃
桔
木
枕

仝
仝

巾
六
寸　

ァ
五
寸

貳
丁

四

〇
五
〇

八

一
〇
〇

〃
仝

仝
十
尺

仝

貳
丁

三

〇
四
〇

六

〇
八
〇

〃
野
隅
木

仝
十
四
尺

セ
四
寸
一
寸
五
ト　

反
り
付

四
丁

一

七
五
〇

七

〇
〇
〇

〃
鼻
母
屋

仝
仝

セ
四
寸　

ァ
三
寸
五
ト　

反
り

付

八
丁

一

七
五
〇

一
四

〇
〇
〇

〃
母
屋
桁

仝
仝

四
寸
押
角

拾
六
丁

二

〇
〇
〇

三
二

〇
〇
〇

〃
野
地
板

仝
仝

巾
五
寸
以
上　

ァ
正
九
ト

拾
五
坪

四

二
五
〇

六
三

七
五
〇

〃
土
居
葺
押

仝
仝

巾
一
寸
七
ト　

ァ
正
六
ト

五
拾
五
丁

一
五
〇

八

二
五
〇

〃
隅
桔
木

桧
仝

饐
え
口
寸

四
丁

五

五
〇
〇

二
二

〇
〇
〇

〃
平
桔
木

仝
十
三
尺

仝

五
丁

五

五
〇
〇

二
七

五
〇
〇

〃
仝

仝
十
尺
五
寸

仝

参
丁

四

五
〇
〇

一
三

五
〇
〇

重
層
腰
組
肘
木

楠
五
尺
七
寸

巾
一
尺
三
寸
五
ト

参
丁

一
〇

一
〇
〇

三
〇

三
〇
〇

〃
椽
桁

仝
仝

巾
一
尺
五
寸
五
ト

参
丁

一
五

八
五
〇

四
七

五
五
〇

〃
縁
耳
枝

仝
仝

巾
一
尺　

ァ
二
寸
七
ト

四
丁

七

七
八
〇

三
一

一
二
〇

〃
勾
欄
架
木

桧
五
尺
二
寸

巾
一
尺
二
寸　

ァ
一
寸
三
ト

参
丁

四

一
〇
〇

一
二

三
〇
〇

〃
椽
腰
組
受
束

杉
十
四
尺

三
寸
五
ト
角

参
丁

一

五
五
〇

四

六
五
〇

〃
覆
鉢
受
木

楠
三
尺
七
寸

四
寸
三
ト
三
寸
八
ト

拾
貳
丁

二

五
七
〇

三
〇

八
四
〇

〃
柱
受
盤

桧
八
尺
七
寸

七
寸
三
ト
角

四
丁

二
三

四
〇
〇

九
三

六
〇
〇

〃
柱
根
搦
木

楠
五
尺

巾
五
寸
五
ト　

ァ
四
寸

四
丁

六

五
七
〇

二
六

二
八
〇

〃
柱
腰
貫

桧
九
尺

巾
六
寸　

ァ
四
寸

四
丁

一
〇

九
二
〇

四
三

六
八
〇

〃
仝

仝
四
尺
二
寸

仝

四
丁

五

〇
五
〇

二
〇

二
〇
〇

〃
中
心
柱
継
木

仝
二
十
尺

元
口
八
寸
五
ト
末
口
四
寸

壱
丁

三
八

四
一
〇

〃
一
通
持
出
肘
木

楠
四
尺
五
寸

セ
三
寸　

ァ
二
寸
六
ト

参
丁

一

七
七
〇

五

三
一
〇

〃
二
通
仝

仝
五
尺
五
寸

仝

壱
丁

二

一
七
〇

〃
三
通
平
持
出
肘
木

桧
十
尺
五
寸

仝
曲
付

壱
丁

四

一
五
〇

〃
三
通
配
付
持
出
肘

木

楠
六
尺
三
寸

仝

六
丁

二

四
八
〇

一
四

八
八
〇

〃
四
通
平
持
出
肘
木

桧
十
尺
二
寸

仝
曲
付

壱
丁

四

〇
二
〇
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〃
四
通
配
付
仝

楠
五
尺
八
寸

仝

五
丁

二

二
七
〇

一
一

三
五
〇

〃
四
通
隅
秤
肘
木

桧
三
尺
四
寸

仝

壱
丁

一

三
四
〇

〃
五
通
配
付
持
出
肘

木

楠
五
尺
八
寸

仝

五
丁

二

二
七
〇

一
一

三
五
〇

〃
仝
天
井
受
肘
木

仝
三
尺
五
寸

仝

壱
丁

一

三
六
〇

一

三
六
〇

〃
仝
天
井
受
肘
木

桧
十
尺
三
寸

仝

壱
丁

四

〇
四
〇

〃
〃
平
持
出
肘
木

仝
九
尺
二
寸

仝

参
丁

三

五
九
〇

一
〇

七
七
〇

〃
〃
隅
秤
肘
木

楠
三
尺
八
寸

仝

壱
丁

一

六
五
〇

〃
〃
平
秤
肘
木

仝
一
尺
五
寸

仝

壱
丁

五
九
〇

〃
円
肘
木

楠
三
尺
六
寸

巾
七
寸　

ァ
三
寸
三
ト

貳
丁

四

二
〇
〇

八

四
〇
〇

〃
隅
持
肘
木

仝
六
尺
五
寸

セ
六
寸
五
ト　

ァ
四
寸
八
ト

参
丁

一
〇

二
五
〇

三
〇

七
五
〇

〃
大
斗

仝
八
寸

巾
六
寸　

ァ
四
寸
二
ト

九
丁

一

〇
〇
〇

九

〇
〇
〇

〃
鬼
斗

仝
五
寸
六
ト

巾
五
寸
五
ト　

ァ
四
寸

貳
丁

六
〇
〇

一

二
〇
〇

〃
巻
斗

仝
十
二
尺

切
遣
ヒ

巾
四
寸
二
ト　

ァ
三
寸
五
ト

貳
丁

八

八
九
〇

一
七

七
八
〇

〃
平
尾
棰

仝
七
尺

セ
五
寸　

ァ
三
寸
五
ト

参
丁

五

〇
〇
〇

一
五

〇
〇
〇

〃
配
付
尾
棰

仝
五
尺
五
寸

仝

五
丁

四

八
六
〇

二
四

三
〇
〇

〃
支
輪

桧
二
尺
八
寸

切
遣
ヒ

巾
四
寸　

ァ
一
寸
五
ト

拾
貳
丁

八
五
〇

一
〇

二
〇
〇

〃
仝
裏
板

仝
三
尺
八
寸

巾
九
寸　

ァ
一
寸
七
ト

五
丁

二

九
三
〇

一
四

六
五
〇

〃
軒
天
井
板

仝
六
尺
五
寸

切
遣
ヒ

巾
八
寸　

ァ
三
ト

八
枚

七
八
〇

六

二
四
〇

〃
地
隅
木

楠
十
二
尺

巾
七
寸　

ァ
三
寸
六
ト

壱
丁

一
五

一
六
〇

〃
飛
檐
隅
木

桧
六
尺
五
寸

巾
六
寸
五
ト　

ァ
三
寸
六
ト

四
丁

七

五
八
〇

三
〇

三
二
〇

〃
地
棰

仝
四
尺
五
寸

セ
三
寸
三
ト　

ァ
一
寸
七
ト

五
丁

一

二
六
〇

六

三
〇
〇

〃
仝

仝
三
尺

仝

五
丁

八
五
〇

四

二
五
〇

〃
飛
檐
棰

桧
五
尺

セ
三
寸
五
ト　

ァ
一
寸
七
ト

貳
拾
丁

一

五
〇
〇

三
〇

〇
〇
〇

〃
地
棰
裏
板

仝
二
尺
七
寸

巾
四
寸
五
ト　

ァ
四
ト

八
拾
四
丁

二
四
〇

二
〇

一
六
〇

〃
飛
檐
裏
板

仝
一
尺
八
寸

巾　

ァ
仝

百
四
拾
貳
丁

一
六
〇

二
二

七
二
〇

〃
面
戸
板

仝
十
尺

三
寸
八
分
一
寸

四
丁

一

九
二
〇

七

六
八
〇

〃
木
負

仝
八
尺
五
寸

セ
四
寸　

ァ
二
寸
七
ト

八
丁

四

六
〇
〇

三
六

八
〇
〇

〃
茅
負

仝
十
一
尺

セ
三
寸
二
ト　

ァ
三
寸
四
ト

四
丁

六

〇
六
〇

二
四

二
四
〇

〃
裏
甲

仝
十
一
尺

巾
八
寸
五
ト　

ァ
二
寸

八
丁

九

四
五
〇

七
五

六
〇
〇

〃
瓦
座

仝
十
二
尺

二
寸
斜
曳

八
丁

一

二
一
〇

九

六
八
〇

〃
丸
桁
桔
木

杉
十
五
尺

末
口
五
寸

四
丁

二

七
五
〇

一
一

〇
〇
〇

〃
仝
桔
木

仝
八
尺

仝

四
丁

一

七
八
〇

七

一
二
〇

〃
仝
尻
押
へ

仝
四
尺
三
寸

四
寸
五
ト
四
寸

貳
丁

七
五
〇

一

五
〇
〇

〃
桔
木
枕

仝
十
四
尺

五
寸
五
ト
角

四
丁

四

〇
〇
〇

一
六

〇
〇
〇

〃
隅
桔
木

桧
十
四
尺

末
口
六
寸

四
丁

五

五
〇
〇

二
二

〇
〇
〇

〃
平
桔
木

仝
十
三
尺

仝

四
丁

五

五
〇
〇

二
二

〇
〇
〇

〃
仝

仝
十
一
尺
五
寸

仝

八
丁

四

九
五
〇

三
九

六
〇
〇

〃
仝

仝
九
尺
五
寸

仝

四
丁

三

九
九
五

一
五

九
八
〇

〃
枕
桔
木

仝
十
三
尺

末
口
五
寸

貳
丁

三

七
五
〇

七

五
〇
〇

〃
鼻
母
屋

杉
十
尺

セ
四
寸　

ァ
三
寸
五
ト

八
丁

一

三
二
〇

一
〇

五
六
〇

〃
母
屋
桁
及
束

仝
十
四
尺

四
寸
押
角

拾
丁

二

〇
〇
〇

二
〇

〇
〇
〇

〃
小
屋
束

仝
四
尺
三
寸

四
寸
五
ト
四
寸

六
丁

七
五
〇

四

五
〇
〇

〃
野
地
板

仝
十
四
尺

巾
五
寸
以
上　

ァ
正
九
ト

貳
拾
坪

四

二
五
〇

八
五

〇
〇
〇

〃
土
居
葺
押

仝
十
四
尺

巾
一
寸
七
ト　

ァ
正
六
ト

七
拾
五
丁

一
五
〇

一
一

二
五
〇

〃
桔
木
尻
枕

楠
六
尺

五
寸
角

四
丁

七

五
八
〇

三
〇

三
二
〇

〃
尾
棰
尻
受

仝
五
尺

四
寸
角

四
丁

四

〇
五
〇

一
六

二
〇
〇

〃
須
弥
壇
裏
敷
居

桧
五
寸
五
尺

巾
四
寸　

ァ
二
寸

壱
丁

二

二
二
〇

〃
鴨
居

仝
仝

巾
四
寸　

ァ
二
寸
六
ト

壱
丁

二

九
〇
〇

〃
格
子
堅
子
及
框

仝
六
尺

九
分
角

拾
五
丁

二
四
〇

三

六
〇
〇

〃
仝

仝
五
尺
二
寸

九
ト
角

拾
六
丁

二
一
〇

三

三
六
〇

〃
裏
板

仝
五
尺
二
寸

巾
二
尺
一
寸　

ァ
正
三
ト

壱
枚

一

六
四
〇

型
板

仝
十
三
尺

巾
一
尺
二
寸　

ァ
五
ト

五
枚

七
九
〇

三

九
五
〇

地
棰
受
木

楠
五
尺

四
寸
角

四
丁

四

〇
五
〇

一
六

二
〇
〇

計

二
、
八
三
三

四
八
〇

金
参
百
八
拾
五
円
〇
六
銭
也	

金
物
費

	

内
譯	

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

露
盤

鋳
鉄　

巾
二
尺
七
寸
五
分　

高
八
寸
五
分　

厚
三
分　

新
調

壱
個

四
五

〇
〇
〇

四
五

〇
〇
〇

覆
鉢

仝　

圣
二
尺
七
寸
五
分　

高
一
寸
一
寸　

厚
五
分　

仝　

壱
個

三
〇

〇
〇
〇

三
〇

〇
〇
〇

受
花

仝　

圣
一
尺
五
寸
五
分　

高
一
尺
七
寸
五
分　

厚
二
分　

修

繕

壱
個

四

〇
〇
〇

四

〇
〇
〇

九
輪
筒

仝　

下
外
圣
九
寸
九
分　

高
一
尺
九
寸　

上
外
圣
八
寸
七
分　

厚
二
分　

新
調

壱
個

一
七

〇
〇
〇

一
七

〇
〇
〇

々

仝　

下
外
圣
八
寸
七
分　

高
一
尺
一
寸
六
分　

上
外
圣
八
寸

三
分　

厚
二
分　

仝　

壱
個

一
二

六
〇
〇

一
二

六
〇
〇

々

　々

下
外
圣
八
寸
三
分　

高
一
尺
一
寸
九
分　

上
外
圣
七
寸

九
分　

厚
二
分　

仝　

壱
個

一
一

五
〇
〇

一
一

五
〇
〇

々

　々

下
外
圣
七
寸
九
分　

高
一
尺
一
寸
九
分　

上
外
圣
七
寸

三
分　

厚
二
分　

仝　

壱
個

一
〇

五
〇
〇

一
〇

五
〇
〇

々

　々

下
外
圣
七
寸
三
分　

高
一
寸
九
分　

上
外
圣
六
寸
九
分　

厚
二
分　

仝　

壱
個

九

六
〇
〇

九

六
〇
〇

々

　々

下
外
圣
六
寸
四
分　

高
九
寸
四
分　

上
外
圣
六
寸
四
分　

厚
二
分　

仝　

壱
個

八

八
〇
〇

八

八
〇
〇

々

　々

下
外
圣
六
寸
四
分
五
〃　

高
九
寸
五
分　

上
外
圣
六
寸　

厚
二
分　

仝　

壱
個

八

一
〇
〇

八

一
〇
〇

々

　々

下
外
圣
六
寸　

高
七
寸
七
分　

上
外
圣
五
寸
一
分　

厚

二
分　

仝　

壱
個

七

五
〇
〇

七

五
〇
〇

々

　々

下
外
圣
五
寸
一
分　

高
七
寸
七
分　

上
外
圣
五
寸
一
分　

厚
二
分　

仝　

壱
個

七

〇
〇
〇

七

〇
〇
〇

々

　々

下
外
圣
五
寸
一
分　

高
九
寸
三
分　

上
外
圣
五
寸　

厚

二
分　

二
重
九
輪
及
環
付	
仝　

壱
個

一
〇

〇
〇
〇

一
〇

〇
〇
〇

々

　々

下
外
圣
五
寸　

高
七
寸
二
分　

上
外
圣
四
寸
六
分　

厚

二
分　

水
煙
受
付　

仝　

壱
個

七

五
〇
〇

七

五
〇
〇

九
輪

仝　

圣
一
尺
六
寸
七
分　

高
三
寸
三
分　

厚
三
分　

　々

壱
個

一
三

五
〇
〇

一
三

五
〇
〇

上
部
花
弁
受
鉢

　々

圣
七
寸
二
分　

高
二
寸
六
分　

厚
三
分

貳
個

二

五
〇
〇

五

〇
〇
〇

水
煙
止
輪

鉄
外
圣
三
寸
二
分　

巾
二
分
五
〃　

厚
二
分
五
〃　

々

壱
個

一

四
〇
〇

一

四
〇
〇

鎖
止
座

　々

長
四
寸
五
分　

半
円
圣
三
寸
八
分　

厚
一
分　

々

壱
個

一

〇
〇
〇

一

〇
〇
〇

落
シ
樞

　々

長
九
寸　

巾
一
寸
四
分　

在
来
通
り　

古
色
仕
上

貳
個

三

五
〇
〇

七

〇
〇
〇

仝
座
金

　々

長
一
寸
五
分　

巾
一
寸　

圣
八
厘　

鋲
付　

仝　

四
個

一
〇
〇

四
〇
〇

鍵

　々

長
廻
一
尺
三
寸　

二
分
五
〃
角

壱
個

四
五
〇

四
五
〇

仝　

座
金

　々

二
寸
角　

厚
八
厘　

鋲
付　

古
色
仕
上

貳
個

一
五
〇

三
〇
〇

藁
座
金
物　

座
金

仝　

在
来
金
物
ノ
底
金
ヲ
付
着
ス

四
個

三
〇
〇

一

二
〇
〇

仝　

鋲

　々

長
一
寸
五
分　

頭
圣
二
分
八
厘　

古
色
仕
上

四
拾
個

〇
一
五

六
〇
〇

下
軸
釣
金
物

　々

外
圣
一
寸
五
分　

厚
六
厘　

釣
輪
圣
五
寸
五
分　

柱
四

分　

厚
一
分　

鋲
付

八
個

五
〇
〇

四

〇
〇
〇

上
藁
座
金
物

　々

外
圣
一
寸
五
分　

高
二
寸
八
分　

厚
五
厘

六
個

六
〇
〇

三

六
〇
〇

　々

々

　々

外
圣
一
寸
五
分　

厚
一
分　

仝　

貳
個

五
〇
〇

一

〇
〇
〇

上
軸
釣
金
物

　々

外
圣
一
寸
一
分　

厚
五
厘　

釣
輪
八
寸　

羽
分
五
厘　

厚
一
分

六
個

五
〇
〇

三

〇
〇
〇

碁
石
金

　々

圣
一
寸　

厚
一
分
五
厘

八
個

二
〇
〇

一

六
〇
〇

初
層　

土
居
隅
締
〆

ボ
ー
ル
ド

　々

径
長
一
尺
八
寸　

働
キ
一
尺
三
寸　

圣
五
分　

両
捻
シ

四
丁

三
三
〇

一

三
二
〇

仝　

桔
木
尻
枕
〆

　々

径
長
一
尺
五
寸　

働
キ
一
尺　

　々

々

四
丁

二
九
〇

一

一
六
〇

仝　

桔
木
尻
締
ボ
ー

ル
ド

　々

径
長
一
尺
二
寸　

働
キ
一
尺　

　々

々

貳
拾
参
丁

二
六
〇

五

九
八
〇

仝　

頭
貫　

隅　

金

物

　々

長
八
寸　

巾
二
寸　

厚
二
分

四
丁

三
〇
〇

一

二
〇
〇

仝　

仝
用　

逆
目
釘
　々

長
二
寸　

圣
二
分

壱
拾
六
丁

〇
二
五

四
〇
〇

中
心
柱
縄
手　

金
物
　々

内
圣
八
寸
五
分　

巾
二
寸　

厚
二
分

参
丁

一

〇
五
〇

三

一
五
〇

仝
用　

逆
目
釘

　々

長
二
寸　

圣
二
分

壱
拾
貳
丁

〇
二
五

三
〇
〇

仝
用　

添
金
物

　々

長
三
尺
五
寸　

巾
一
寸
五
分　

厚
二
分

四
丁

一

〇
五
〇

四

二
〇
〇

仝
用　

逆
目
釘

　々

長
一
寸
五
分　

圣
二
分

壱
拾
六
丁

〇
二
五

四
〇
〇

上
層
桔
木
尻　

締
ボ

ー
ル
ド

　々

径
長
一
尺
二
寸　

働
キ
一
尺　

圣
五
分　

両
捻

壱
拾
五
丁

二
六
〇

三

九
〇
〇

々

　々

径
長
一
尺
五
寸　

働
キ
一
尺　

　々

々

四
丁

二
九
〇

一

一
六
〇

々

　々

径
長
一
尺
一
寸　

働
キ
八
寸　

　々

々

壱
丁

二
三
〇

二
三
〇

仝　

隅
木
尻　

締
ボ

ー
ル
ド

　々

径
長
一
尺
七
寸　

働
キ
一
尺
三
寸　

　々

々

四
丁

三
二
〇

一

二
八
〇

仝　

台
輪
締　

ボ
ー

ル
ド

　々

径
長
一
尺　

働
キ
七
寸　

圣
四
分　

両
捻

四
丁

一
三
〇

五
二
〇

仝　

隅
柱
根
締　

羽

子
板
ボ
ー
ル
ド

　々

径
長
一
尺
二
寸
五
分　

働
キ
一
尺　

巾
一
寸
五
分　

圣

二
分　

ボ
ー
ル
ド
圣
四
分

八
丁

五
〇
〇

四

〇
〇
〇

　々

仝　

締　

ボ
ー

ル
ド

　々

径
長
八
寸　

働
キ　

六
寸　

圣
四
分

四
丁

一
二
〇

四
八
〇

仝　

長
押
継
手　

締

ボ
ー
ル
ド

　々

径
長
一
尺
九
寸　

働
キ
一
尺
五
寸　

　々

両
捻

四
丁

二
二
〇

八
八
〇

仝　

腰
貫　

締
ボ
ー

ル
ド

　々

径
長
一
尺
二
寸　

働
キ
九
寸　

圣
五
分　

両
捻

四
丁

二
四
〇

九
六
〇

仝　

丸
桁　

締
ボ
ー

ル
ド

　々

径
長
一
尺
九
寸　

働
キ
一
尺
五
寸　

圣
四
分　

両
捻

八
丁

二
二
〇

一

七
六
〇

仝　

茅
負
継
手　

締

ボ
ー
ル
ド

　々

径
長
一
尺
一
寸　

働
キ　

八
寸　

圣
五
分　

仝

壱
丁

二
三
〇

二
三
〇

　々

尾
棰
尻　

締
ボ

ー
ル
ド

　々

径
長
一
尺　

働
キ　

七
寸　

圣
四
分　

両
捻

貳
丁

一
三
〇

二
六
〇

　々

々

　々

径
長
一
尺
一
寸　

働
キ
八
寸　

圣
五
分　

仝

貳
丁

二
三
〇

四
六
〇

仝　

茅
負
継
手　

〆

ボ
ー
ル
ド

　々

仝　

寸　

仝　

仝

壱
丁

二
三
〇

二
三
〇

仝　

配
付
尾
棰　

締

ボ
ー
ル
ド

　々

径
長
一
尺
三
寸　

働
キ
一
尺　

　々

々

四
丁

二
六
〇

一

〇
四
〇

仝　

土
居
桔
釣　

ボ

ー
ル
ド

　々

径
長
二
尺
二
寸　

働
キ
一
尺
五
寸　

　々

々

貳
丁

三
九
〇

七
八
〇

　々

々

　々

径
長
一
尺
五
寸　

働
キ
一
尺　

　々

々

貳
丁

二
九
〇

五
八
〇

　々

々

　々

径
長
一
尺
九
寸　

働
キ
一
尺
三
寸　

　々

々

貳
丁

三
五
〇

七
〇
〇

仝　

桔
木
尻
枕　

〆

ボ
ー
ル
ド

　々

仝　

寸　

　々

々

四
丁

三
五
〇

一

四
〇
〇

仝　

中
心
柱
受　

締

ボ
ー
ル
ド

　々

径
長
一
尺
五
寸　

働
キ
一
尺
二
寸　

　々

々

貳
丁

二
九
〇

五
八
〇

目
鎹

　々

　

長
三
寸　

厚
一
分
二
厘

四
百
丁

〇
四
〇

一
六

〇
〇
〇
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合
釘

　々

長
二
寸
一
分
角

貳
百
本

〇
〇
五

一

〇
〇
〇

長
押
用
和
釘

　々

長
四
寸
七
分　

巾
三
分　

厚
二
分
五
厘

八
拾
四
本

〇
四
〇

三

三
六
〇

鎹

　々

長
五
寸
五
分　

巾
五
分　

厚
三
分

壱
百
五
拾

本

〇
八
五

一
二

七
五
〇

鎹

　々

長
三
寸
五
分　

巾
三
分　

厚
二
分

五
拾
本

〇
四
〇

二

〇
〇
〇

鎹

　々

長
四
寸　

三
分
角

貳
拾
本

〇
三
五

七
〇
〇

鎹

　々

長
六
寸　

巾
三
分　

厚
二
分

五
拾
本

〇
四
〇

二

〇
〇
〇

上
下
層　

瓦
止
釘

　々

長
八
寸　

圣
二
分
丸

貳
百
八
拾

本

〇
二
〇

五

六
〇
〇

銅
板

銅　

長
一
尺
二
寸　

巾
一
尺

壱
枚

三
五
〇

三
五
〇

銅
線

瓦
繋
用　

拾
番
線

参
百
匁

四
〇
〇

一

二
〇
〇

仝

　々

拾
八
番
線

四
貫
七
百

四
拾
匁

四

〇
〇
〇

一
八

九
六
〇

洋
釘

曲
尺　

長
六
分

五
百
匁

百
匁
ニ
付

一
〇
〇

五
〇
〇

々

〃　

一
寸

八
百
匁

一
〆
ニ
付

七
〇
〇

五
六
〇

々

〃　

一
寸
六
分

参
貫

六
四
〇

一

九
二
〇

々

〃　

二
寸

五
貫

六
七
四

三

三
七
〇

々

〃　

二
寸
五
分

六
貫

六
四
〇

三

八
四
〇

々

〃　

三
寸

八
貫
四
百

匁

六
四
七

強

五

四
四
〇

々

〃　

三
寸
五
分

五
貫

六
〇
〇

三

〇
〇
〇

々

〃　

四
寸

六
貫
五
百

匁

六
二
三

強

四

〇
五
〇

修
補
コ
手　

畧
誌
銅

板

長
二
尺　

巾
四
寸
五
分　

文
字
百　

切
一
分
鏨
彫
金
渡
金

壱
個

二
六

〇
〇
〇

二
六

〇
〇
〇

金
四
拾
五
円
参
拾
九
銭
也	

塗
工
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

亀
腹　

漆
喰
塗

白
壁　

下
塗
ヨ
リ
中
塗
上
塗
迄　

仕
上　

三
回
塗　

材
料
手

間
共

貳
坪

一
六

〇
〇
〇

三
二

〇
〇
〇

胡
粉

化
粧
裏
板
塗　

壱
袋
四
百
匁
入

弐
拾
五
坪

二
〇
〇

五

〇
〇
〇

三
千
本　

膠

右
混
用

壱
貫
五
百

匁

二

二
三
三

　

三
強

三

三
五
〇

刷
毛

古
色
塗
用

五
本

二
六
〇

一

三
〇
〇

漆

古
材
修
繕　

矧
付
用

壱
百
匁

二

〇
〇
〇

二

〇
〇
〇

運
賃

右
ノ
粉
粉
他
三
点　

和
歌
山
市
駅
ヨ
リ
長
保
寺
迄
ノ
運
賃

壱
式

一

〇
〇
〇

一

〇
〇
〇

小
バ
ケ
ツ

古
色
塗
用
具

参
個

一
八
〇

五
四
〇

空
缶

仝

弐
個

一
〇
〇

二
〇
〇

金
五
百
七
拾
九
円
四
拾
四
銭
也	

葺
工
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

初
層　

唐
草
瓦
上
層　

長
一
尺　

巾
八
寸　

厚
六
分

六
十
四
枚

一
七
〇

一
〇

八
八
〇

　々

隅　

仝

　々

　々

々

四
枚

一
七
〇

六
八
〇

　々

巴
瓦

　々

長
九
寸
二
分　

圣
四
寸
七
分　

厚
七
分

五
拾
個

四
〇
〇

二
〇

〇
〇
〇

仝　

丸
瓦

　々

長
九
寸　

圣
四
寸
七
分　

厚
七
分

三
百
六
十
個

一
三
〇

四
六

八
〇
〇

　々

平
瓦

　々

長
八
寸
五
分　

巾
八
寸　

厚
六
分　

谷
深

千
二
百
五
十
個

〇
九
一

一
一
三

七
五
〇

　々

敷
平
瓦

　々

長
六
寸　
　

巾
八
寸　

　々

々

六
十
八
枚

〇
六
〇

四

〇
八
〇

　々

平
瓦

　々

長
八
寸
五
分　

巾
八
寸　

　々

谷
浅

六
百
五
十
個

〇
九
一

五
九

一
五
〇

　々

敷
平
瓦

　々

長
六
寸　

巾
八
寸　

仝

八
十
個

〇
六
〇

四

八
〇
〇

　々

面
戸
瓦

　々

長
九
寸
五
分　

高
二
寸
五
分　

仝

百
四
個

〇
八
五

八

八
四
〇

仝　

仝

　々

長
七
寸
五
分　

高
二
寸
五
分　

仝

四
十
個

〇
八
五

三

四
〇
〇

仝　

熨
斗
瓦

　々

長
八
寸　

巾
五
寸　

々

九
十
個

〇
八
〇

七

二
〇
〇

上
層　

唐
草
瓦
　々

長
九
寸　

巾
六
寸
五
分　

仝

四
十
個

一
七
〇

六

八
〇
〇

仝　

隅
瓦

　々

仝　

仝

八
個

一
七
〇

一

三
六
〇

　々

巴
瓦

　々

長
九
寸　

圣
四
寸　

々

百
二
十
個

二
二
五

二
七

〇
〇
〇

　々

隅
巴
瓦

　々

長
一
尺
一
寸
二
分　

圣
四
寸　

仝

四
個

六
〇
〇

二

四
〇
〇

　々

丸
瓦

　々

長
八
寸
五
分　

圣
四
寸　

仝

七
百
四
十
個

〇
八
五

六
二

九
〇
〇

　々

平
瓦

　々

長
九
寸　

巾
六
寸
五
分　

厚
六
分

六
百
個

〇
九
〇

五
四

〇
〇
〇

　々

敷
平
瓦

　々

長
六
寸　

巾
六
寸
五
分　

々

百
個

〇
六
〇

六

〇
〇
〇

　々

隅
敷
平
瓦
　々

　々

々

八
個

〇
六
〇

四
八
〇

　々

熨
斗
瓦

　々

長
八
寸
五
分　

巾
七
寸
五
分　

々

六
十
個

〇
七
五

四

五
〇
〇

　々

鬼
瓦

　々

高
一
尺　

巾
一
尺
一
寸　

厚
一
寸　

鬼
面

一
個

五

〇
〇
〇

五

〇
〇
〇

　々

鳥
衾

　々

長
一
尺
五
寸　

巴
圣
四
寸　

厚
六
分

四
個

一

五
〇
〇

六

〇
〇
〇

　々

面
戸
瓦

　々

長
八
寸　

高
二
寸
五
分　

厚
六
分

百
十
二
個

〇
八
五

九

五
二
〇

　々

々

　々

長
五
寸
五
分　

高
二
寸
五
分　

仝

十
六
個

〇
八
五

一

三
六
〇

石
灰

屋
根
上
混
合
用　

一
俵
六
〆
五
百
匁
入

三
十
俵

五
五
〇

一
六

五
〇
〇

上
下
層
土
居
葺
杉
枌
板
長
九
寸　

厚
一
寸
ヲ
十
六
枚
割　

葺
足
一

寸
五
分　

竹
釘
材　

材
料
手
間
共

三
十
四
坪
三
合

二

八
〇
〇

九
六

〇
四
〇

金
貳
百
七
拾
八
円
貳
拾
貳
銭
也	

雑
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

礎
石
下
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
尺
五
寸
方　

厚
一
尺　

六
ヶ
所　

一
三
六　

配
合

三
十
七
切

五
分

四
五
〇

一
六

八
七
〇

百
代
切
捨

椽
束
石
下
礎
石

一
尺
五
寸
方　

深
七
寸　

十
五
ヶ
所

二
十
三
切

六
分
三
厘

一
〇
〇

二

三
六
〇

〃

仝　

コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
尺
三
寸
方　

深
六
寸　

十
五
ヶ
所

十
五
切
一

分
五
厘

四
五
〇

六

八
一
〇

〃

雨
落
葛
石
下
礎
石

巾
一
尺　

深
五
寸　

延
長
十
六
間
五
分

五
十
九
切

四
分

一
〇
〇

五

九
四
〇

仝　

コ
ン
ク
リ
ー
ト

巾
八
寸　

深
六
寸　

仝

四
十
七
切

五
分
二
厘

四
五
〇

二
一

三
八
〇

百
代
切
捨

床
下
及
軒
下
コ
ン
ク
リ

ー
ト
下
敷
砂
利

十
六
坪
五
合　

厚
二
厘　

撒
布　

圣
二
分
以

上
一
寸
二
分
以
下

仝　

三
合

三
勺

三
七
〇

一
一

八
四
〇

仝　

コ
ン
ク
リ
ー
ト

十
六
坪
五
合　

厚
四
寸　

マ
ノ
ー
ル
混
合

仝　

一
坪

一
合
〇
六

方

一
〇
〇

〇
〇
〇

一
一
〇

六
〇
〇

仝　

上
塗
モ
ル
タ
ル

上
塗
厚
五
分　

一
、
二
取
合　

マ
ノ
ー
ル
混

合

面
坪　

十

六
坪
五
合

八
〇
〇

一
三

二
〇
〇

石
階
段
下
コ
ン
ク
リ
ー

ト

延
長
二
間　

巾
一
尺
二
寸　

厚
六
寸

仝　

四
勺

一

〇
〇
〇

四

〇
〇
〇

仝　

礎
石

巾
一
寸
五
寸　

深
六
寸

十
切
八
分

一
〇
〇

一

〇
八
〇

セ
メ
ン
ト

石
据
用　

四
寸
五
分
入
六
樽

貳
樽

五

五
〇
〇

一
一

〇
〇
〇

洗
砂

仝

仝　

貳
合

三

六
〇
〇

七

二
〇
〇

雨
落
葛
石

小
豆
島
産　

荒
石　

巾
六
寸
五
分　

高
五
寸

五
分

延
長
十
六

尺
五
分

三

〇
〇
〇

四
九

五
〇
〇

椽
束
石

花
崗
岩　

高
七
寸　

一
尺
方

拾
五
個

當
寺
ノ
不

用
石
材
ヲ

用
フ

莚

コ
ン
ク
リ
ー
ト
養
生
用

三
十
枚

一
五
〇

四

五
〇
〇

藁

屋
根
土
混
合
用

四
十
束

一
六
〇

六

四
〇
〇

亀
用
タ
ワ
シ

屋
根
瓦
洗
用

二
十
三
個

〇
七
〇

一

六
一
〇

草
箒

右
材
掃
除
用

六
本

二
四
〇

一

四
四
〇

藁
縄

右
材
及
右
材
等
保
存
ニ
付
シ
バ
リ
用

八
貫
三
百

匁

三
〇
〇

二

四
九
〇

金
壱
千
五
百
参
拾
五
円
六
拾
銭
也	

損
料
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

葺
屋
根
足
代　

桟
橋
共
方
六
間
半　

軒
高
三
十
尺
葭
簾
囲
ヒ　

足
代

桟
橋
上
下
二
重　

材
料
損
料
架
構
手
間
共

四
十
弐
坪
弐

合
五
勺

二
〇

〇
〇
〇

八
四
五

〇
〇
〇

工
作
小
屋

桁
行
八
間　

梁
間
三
尺　

軒
高
八
尺　

仝

弐
拾
四
坪

八

〇
〇
〇

一
九
二

〇
〇
〇

材
料
置
場

桁
行
五
間　

梁
間
二
間　

仝　

棚
二
重
ニ
架

設
リ　

仝

拾
坪

一
〇

〇
〇
〇

一
〇
〇

〇
〇
〇

職
工
人
夫
休
憩
所

方
一
間
半　

軒
高
七
尺　

荒
壁
塗　

仝

弐
坪
弐
合
五

匁

一
〇

〇
〇
〇

二
二

五
〇
〇

仝　

便
所

寺
院
ノ
既
設
便
所
ヲ
借
入
レ
小
便
壷
一
個
口

圣
二
尺　

陶
器
製
ニ
代
替
ヲ
ナ
シ
タ
リ

壱
個

五

〇
〇
〇

五

〇
〇
〇

矢
来
及
門

矢
来
高
六
尺　

門
一
間
半
二
ヶ
所　

事
務
所

入
口
門
四
尺
一
ヶ
所　

便
所
出
口
三
尺
一
ヶ

所　

材
料
損
料
架
構
手
間
共

延
長
七
拾
間

二

〇
〇
〇

一
四
〇

〇
〇
〇

予
備
杉
丸
太

長
二
間
末
口
二
寸
以
上　

三
十
本　

長
三
間　

仝　

三
十
本　

工
事
中
損
料

六
拾
本

五
〇
〇

三
〇

〇
〇
〇

仝　

藁
縄

臨
時
仮
置
場
締
用

弐
拾
貫

三
〇
〇

六

〇
〇
〇

諸
道
具
損
料

別
紙
明
細
書
ノ
通
リ

壱
式

一
五

一
〇
〇

監
督
詰
所

桁
行
五
間　

梁
間
二
間
半　

寺
院
既
設
建
物　

使
用
料

拾
弐
坪
五
合

一
四

四
〇
〇

一
八
〇

〇
〇
〇

金
参
千
壱
百
七
拾
六
円
九
拾
九
銭
也	

工
料
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

木
工

多
宝
塔
修
復
ニ
係
ル
木
工
手
間
一
式

二
百
十
八
人

三

〇
〇
〇

六
五
四

〇
〇
〇

々

々

百
三
十
五
人

二

九
〇
〇

三
九
一

五
〇
〇

々

々

九
人

二

八
〇
〇

二
五

二
〇
〇

々

々

百
三
十
九
人

二

七
〇
〇

三
七
五

三
〇
〇

々

々

七
十
九
人
五
分

二

四
〇
〇

一
九
〇

八
〇
〇

々

々

九
拾
三
人

二

二
〇
〇

二
〇
四

六
〇
〇

々

々

弐
百
五
十
五
人

五
〇
〇

一
二
七

五
〇
〇

石
工

多
宝
塔
雨
落
葛
石
造
リ
ヨ
リ
据
付
手
間　

延
長
十
六
間
五
分

延
長
十
六
尺
五
分

二

〇
〇
〇

三
三

〇
〇
〇

々

椽
束
石
造
ヨ
リ
据
付
手
間

拾
五
個

一

五
〇
〇

二
二

五
〇
〇

104



々

在
来
石
階
段
据
直
し
手
間

壱
ヶ
所

三

五
〇
〇

三

五
〇
〇

瓦
葺
工

屋
根
瓦
葺
手
間

六
拾
壱
人

四

〇
〇
〇

二
四
四

〇
〇
〇

人
夫

多
宝
塔
修
理
ニ
係
ル
人
夫
手
間

拾
八
人

二

二
〇
〇

三
九

六
〇
〇

々

々

拾
八
人

二

一
〇
〇

三
七

八
〇
〇

々

々

百
七
拾
四
人

二

〇
〇
〇

三
四
八

〇
〇
〇

々

々

八
拾
人

一

九
五
〇

一
五
六

〇
〇
〇

々

々

八
拾
四
人
七
分
五
厘

一

九
〇
〇

一
六
一

〇
二
〇

百
代
切
捨

々

々

九
人

一

八
五
〇

一
六

六
五
〇

々

々

拾
七
人
七
分
五
厘

一

七
〇
〇

三
〇

一
七
〇

百
代
切
捨

彫
刻
工

蟇
股
修
補
手
間

六
個

一
二

〇
〇
〇

七
二

〇
〇
〇

々

初
層
巴
瓦
型

壱
個

一
〇

〇
〇
〇

一
〇

〇
〇
〇

々

　々

唐
草
瓦
型

壱
個

七

五
〇
〇

七

五
〇
〇

々

上
層
巴
瓦
型

壱
個

一
〇

〇
〇
〇

一
〇

〇
〇
〇

々

　々

唐
草
瓦
型

壱
個

七

五
〇
〇

七

五
〇
〇

運
送
料

蟇
股
修
補
ノ
為
メ
長
保
寺
ヨ
リ
東
京
迄
ノ
送
料

五

四
〇
〇

々

瓦
型
彫
刻
ノ
為
メ
右
瓦
ヲ
長
保
寺
ヨ
リ
東
京
迄
送
料

三

四
五
〇

道
具
損
料
明
細
書

一
金
拾
五
円
拾
銭
也

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

ブ
ロ
ッ
ク

相
輪
卸
及
揚
方
用

参
日
間

七
〇
〇

二

一
〇
〇

　々

芋
綱

々

参
日
間

一

〇
〇
〇

三

〇
〇
〇

ス
コ
ッ
プ　

鶴
嘴　

唐
鍬　

如
蓮
工
事
中
随
時
使
用

延
日
数
四
十
日
分

一
五
〇

六

〇
〇
〇

モ
ッ
コ　

土
籠　

手
箕

々

延
日
数
四
十
日
分

一
〇
〇

四

〇
〇
〇

金
壹
千
貳
百
参
拾
八
円
参
拾
七
銭
也	

鎮
守
堂
総
工
費

	

内

金
参
百
円
五
拾
五
銭
也	

木
材
費

	

内
譯

名
称

品
目

長

寸
法

員
数

單
價

小
計

土
台

檜

九
尺

セ
四
寸
五
分　

巾
五
寸

貳
丁

一
〇

二
三
〇

二
〇

四
六
〇

仝

々

五
尺
五
寸

セ
四
寸
五
分　

巾
五
寸

壱
丁

六

二
二
〇

仝

々

六
尺
三
寸

セ
四
寸　

巾
四
寸
七
分

壱
丁

五

九
八
〇

向
拝
柱
根
継

々

一
尺
六
寸

四
寸
角

貳
丁

一

三
〇
〇

二

六
〇
〇

椽
束

々

一
尺
八
寸

三
寸
二
分
角

壱
丁

九
一
〇

椽
束
根
継

々

一
尺
五
寸

三
寸
角

六
丁

六
八
〇

四

〇
八
〇

仝　

貫

々

六
尺

巾
二
寸
八
分　

ァ
八
分

参
丁

六
八
〇

二

〇
四
〇

丸
根
貫

々

六
尺

巾
二
寸
五
分　

ァ
一
寸
三
分

貳
丁

九
八
〇

一

九
六
〇

仝

々

五
尺

々

貳
丁

八
〇
〇

一

六
〇
〇

椽
葛

々

三
尺

巾
三
寸　

ァ
一
寸
六
分

壱
丁

七
三
〇

七
三
〇

椽
隅
叉
首

々

二
尺
五
寸

巾
七
尺
八
分　

ァ
二
寸

壱
丁

七
〇
〇

七
〇
〇

椽
小
根
太

々

一
尺
五
寸

巾
二
寸　

ァ
一
寸
五
分

拾
丁

二
一
〇

二

一
〇
〇

板
受
木

々

四
尺

巾
二
寸
八
分　

ァ
一
寸
七
分

壱
丁

九
八
〇

椽
板

々

八
尺

巾
一
尺
六
寸　

ァ
正
七
分

壱
丁

四

五
五
〇

仝

々

六
尺

々

貳
丁

三

四
〇
〇

六

八
〇
〇

木
階

楠

六
尺

巾
四
寸　

ァ
二
寸
八
分

貳
丁

三

三
八
〇

六

七
六
〇

簓
桁

々

二
尺
五
寸

巾
四
寸　

ァ
二
寸
六
分

貳
丁

一

六
四
〇

三

二
八
〇

木
階
上
部
蹴
込

桧

六
尺
二
寸

巾
三
寸　

ァ
一
寸
七
分

壱
丁

一

六
〇
〇

腰
羽
目
板

々

二
尺
二
寸

巾
二
尺　

ァ
四
分

貳
丁

九
〇
〇

一

八
〇
〇

仝

々

二
尺
二
寸

巾
一
尺
二
寸　

ァ
四
分

貳
丁

五
三
〇

一

〇
六
〇

仝

々

一
尺
四
寸

巾
一
尺
五
分　

ァ
四
分

壱
丁

四
〇
〇

胴
羽
目
板

々

四
尺
二
寸

巾
一
尺
三
寸　

ァ
四
分

壱
丁

一

一
〇
〇

向
拝
梁　

虹
梁
継
木

々

一
尺

セ
三
寸
五
分　

巾
三
寸

貳
丁

五
〇
〇

一

〇
〇
〇

向
拝　

丸
桁

々

九
尺
五
寸

セ
五
寸　

下
二
寸
五
分

壱
丁

七

一
七
〇

仝　

大
斗

々

五
寸

巾
五
寸　

ァ
三
寸

壱
丁

三
八
〇

仝　

巻
斗

々

一
尺
六
寸

四
ッ
切

巾
二
寸
八
分　

ァ
二
寸
二
分

壱
丁

四
九
〇

仝　

方
斗

々

七
寸　

二

ッ
切

巾
三
寸
五
分　

ァ
二
寸
二
分

壱
丁

二
八
〇

仝　

実
肘
木

々

二
尺
七
寸

巾
一
寸
五
分　

ァ
一
寸
一
分

壱
丁

二
四
〇

仝　

虹
梁
梁　

彫
刻

々

一
寸
四
分

巾
四
寸　

ァ
二
寸

壱
丁

五
六
〇

大
斗

々

五
寸

巾
五
寸　

ァ
三
寸
一
分

五
丁

三
九
〇

一

九
五
〇

巻
斗

々

一
尺
六
寸

四
ッ
切

巾
三
寸　

ァ
二
寸
五
分

壱
丁

六
〇
〇

方
斗

々

一
尺
二
寸

巾
四
寸　

ァ
一
寸
五
分

壱
丁

六
〇
〇

丸
桁

々

九
尺
五
寸

巾
五
寸
六
分　

ァ
二
寸
八
分

貳
丁

六

〇
一
〇

一
二

〇
二
〇

棟
桁
継
木

々

四
尺

セ
六
寸
五
分　

下
二
寸
八
分

壱
丁

三

六
八
〇

支
外
棰

々

三
尺
五
寸

セ
一
尺
四
分　

下
一
寸
一
分
五

リ

壱
丁

二
九
〇

支
外
面
戸

々

二
尺
五
寸

巾
四
寸　

ァ
八
分

四
丁

四
〇
〇

一

六
〇
〇

支
外
裏
板

々

二
尺
五
寸

巾
八
寸　

ァ
三
分

八
丁

三
一
〇

二

四
八
〇

地
棰

々

三
尺
七
寸

巾
一
尺
四
寸　

ァ
一
寸
一
分
五

リ

十
二
丁

三
〇
〇

三

六
〇
〇

仝

々

一
尺
七
寸

々

二
十
一
丁

一
四
〇

二

九
四
〇

打
越
棰

々

四
尺

々

十
七
丁

三
三
〇

五

六
一
〇

裏
側　

飛
檐
棰

々

二
尺

々

九
丁

一
六
〇

一

四
四
〇

向
拝　

仝

々

々

々

三
十
二
丁

一
六
〇

五

一
二
〇

地
棰　

裏
板

々

九
尺
五
寸

巾
七
寸
五
分　

ァ
三
分

四
枚

一

〇
六
〇

四

二
四
〇

打
越
棰　

仝

々

々

々

五
枚

一

〇
六
〇

五

三
〇
〇

裏
側
飛
檐　

裏
板

々

々

巾
九
寸　

ァ
三
分

壱
枚

一

三
〇
〇

向
拝
飛
檐　

仝

々

々

巾
八
寸
五
分　

ァ
三
分

壱
枚

一

二
二
〇

破
風

々

九
尺
五
寸

腰
巾
四
寸
五
分　

ァ
一
寸
四
分

貳
丁

一
三

三
三
〇

二
六

六
六
〇

々

々

六
尺

々

貳
丁

六

二
六
〇

一
二

五
二
〇

　々

ヒ　

裏
甲

々

九
尺
五
寸

巾
四
寸　

ァ
一
寸
一
分

貳
丁

二

一
一
〇

四

二
二
〇

　々

ヒ　

々

々

六
尺

々

貳
丁

一

三
三
〇

二

六
六
〇

茅
負

々

九
尺
五
寸

セ
三
寸
五
分　

下
二
寸

貳
丁

三

一
六
〇

六

三
二
〇

木
負

々

々

セ
三
寸　

下
一
寸
七
分

貳
丁

二

四
四
〇

四

八
八
〇

々

々

々

セ
三
寸　

下
地
二
寸

壱
丁

二

八
八
〇

裏
甲

々

十
尺

巾
四
寸　

ァ
一
寸
六
分

貳
丁

二

二
二
〇

四

四
四
〇

鴨
居

々

四
尺

巾
二
寸
八
分　

ァ
二
寸
七
分

壱
丁

三

四
四
〇

椽
長
押

々

五
尺

巾
二
寸
五
分　

ァ
一
寸
七
分

壱
丁

一

〇
六
〇

勾
欄　

地
覆

々

三
尺
五
寸

巾
二
寸
一
分　

ァ
一
寸
六
分

壱
丁

九
〇
〇

々

々

二
尺
七
寸

々

貳
丁

四
六
〇

九
二
〇

　々

平
桁

々

三
尺
五
寸

巾
一
寸
九
分　

ァ
一
寸

参
丁

三
一
〇

九
三
〇

　々

架
木

々

六
尺
二
寸

一
寸
丸

貳
丁

三
一
〇

六
二
〇

　々

々

々

三
尺
二
寸

々

貳
丁

一
六
〇

三
二
〇

　々

平
束
及
間
束

々

十
一
尺
切

□
追

一
寸
七
分　

一
寸
六
分

壱
丁

一

五
一
〇

登
リ
高
欄
地
覆

々

三
尺

巾
三
寸
五
分　

ァ
二
寸
一
分

貳
丁

一

一
一
〇

二

二
二
〇

　々

平
桁

々

三
尺

巾
三
寸
五
分　

ァ
一
寸

貳
丁

五
一
〇

一

〇
二
〇

　々

架
木

々

三
尺

々

貳
丁

五
一
〇

一

〇
二
〇

宝
珠
柱

々

二
尺

二
寸
八
分
八
角

弐
丁

七
三
〇

一

四
六
〇

天
井
板

々

四
尺

巾
八
寸　

ァ
三
分

六
枚

四
八
〇

二

八
八
〇

懸
魚

々

一
尺
六
寸

巾
九
寸　

ァ
一
寸
四
分

弐
丁

一

〇
一
〇

二

〇
二
〇

々

々

一
尺
三
寸

巾
八
寸　

ァ
一
寸
四
分

四
丁

七
三
〇

二

九
二
〇

々

々

一
尺
八
寸

巾
六
寸　

ァ
一
寸
四

弐
丁

七
六
〇

一

五
二
〇

蔀
戸　

框

々

五
尺

巾
八
分　

ァ
八
分
五
リ

四
丁

一
七
〇

六
八
〇

　々

竪
横
子

々

五
尺

巾
四
分
五
厘　

ァ
八
分

拾
五
丁

一
〇
〇

一

五
〇
〇

形
板

々

十
尺

巾
二
尺　

ァ
五
分

弐
枚

五

〇
五
〇

一
〇

一
〇
〇

々

々

十
尺

巾
一
尺　

ァ
五
分

参
枚

二

五
二
〇

七

五
六
〇

土
居
桁

杉

九
尺
五
寸

四
寸　

三
寸
五
分

弐
丁

一

三
七
〇

二

七
四
〇

々

々

九
尺
五
寸

三
寸
五
分
押
角

壱
丁

一

二
〇
〇

一

二
〇
〇

野
棟
木

々

九
尺
五
寸

四
寸　

三
寸
五
分

弐
丁

一

三
八
〇

二

七
六
〇

桔
木

檜

九
尺
五
寸

末
口
四
寸

参
丁

一

八
五
〇

五

五
五
〇

々

々

六
尺

々

参
丁

一

一
二
〇

三

三
六
〇

母
屋
桁
及
束

々

九
尺
五
寸

二
寸
五
分
押
角

拾
参
丁

六
二
〇

八

〇
六
〇

野
棰

々

九
尺
五
寸

二
寸　

一
寸
二
分

十
五
丁

三
七
〇

五

五
五
〇

々

々

六
尺

々

十
五
丁

二
二
〇

三

三
〇
〇

野
木
舞

々

九
尺
五
寸

二
寸　

四
分

四
拾
五
丁

一
一
〇

四

九
五
〇

野
地
板

々

六
尺
三
寸

四
寸　

四
分

壱
坪

二

三
〇
〇

二

三
〇
〇

々

々

六
尺
三
寸

八
寸　

六
分

四
枚

三
〇
〇

一

二
〇
〇

野
天
井
板

々

六
尺
三
寸

巾
八
寸　

ァ
六
分

十
枚

三
〇
〇

三

〇
〇
〇

桧
皮
押
縁

々

十
三
尺

一
寸
五
分　

二
分

参
拾
丁

〇
六
〇

一

八
〇
〇

正
方
圖
引
付
用
板

々

十
四
尺

巾
八
寸　

ァ
正
六
分

九
枚

四
二
〇

三

七
八
〇

金
貳
百
参
拾
円
参
拾
参
銭
也	

葺
工
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

屋
根
桧
皮
葺　

平
葺
高
野
産　

長
二
尺
五
寸　

二
ッ
切　

四
分

足
竹
釘　

打
葺
ノ
用
及
隅
共　

材
料
手
間

共

四
坪
七
合
一
勺

二
三

〇
〇
〇

一
〇
八

三
三
〇

　々

軒
付

　々

長
八
寸　

仝

四
坪
三
合
三
勺

二
〇

五
〇
〇

八
八

七
六
〇

百
代
切
捨

　々

品
軒
付

　々

長
四
寸　

仝

六
合
二
勺

一
六

〇
〇
〇

九

九
二
〇

棟　

鬼
瓦

水
磨　

高
一
尺　

巾
一
尺
一
寸

弐
個

五

〇
〇
〇

一
〇

〇
〇
〇
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鳥
衾

　々

長
一
尺　

巾
五
寸　

巴
圣
三
寸
八
分

弐
個

一

五
〇
〇

三

〇
〇
〇

肌
熨
斗

　々

長
八
寸　

巾
五
寸　

厚
四
分

四
拾
八
枚

〇
八
〇

三

八
四
〇

割
熨
斗

　々

　々

々

参
拾
六
枚

〇
八
〇

二

八
八
〇

衾
瓦

　々

　々

々

拾
弐
枚

三
〇
〇

三

六
〇
〇

金
七
拾
八
円
四
拾
九
銭
也	

雑
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

洋
釘

曲
尺　

長
一
寸

弐
百
匁

〇
七
〇

一
四
〇

々

〃　

一
寸
五
分

五
百
匁

〇
六
四

三
二
〇

々

〃　

二
寸

参
貫

六
七
四

二

〇
二
〇

壱
代
切
捨

々

〃　

二
寸
五
分

五
百
匁

〇
六
二

三
一
〇

々

〃　

三
寸

壱
貫

六
四
〇

六
四
〇

疑
宝
珠

鉄
製　

高
三
寸
二
分　

圣
二
寸
五
分　

古

色
代
ヒ

弐
個

六

〇
〇
〇

一
二

〇
〇
〇

破
風
拝
ミ
締
用
ボ
ー

ル
ド

　々

長
七
寸　

圣
三
分　

雨
捻

貳
本

〇
七
五

一
五
〇

目
鎹

　々

長
二
寸　

巾
四
分　

厚
一
分

四
十
五
丁

〇
三
〇

一

三
五
〇

鎹

　々

長
三
寸　

二
分
角

二
十
丁

〇
二
〇

四
〇
〇

長
押
釘

　々

長
二
寸　

仝

三
十
丁

〇
三
〇

九
〇
〇

仝　

金
物

　々

巾
九
分　

ァ
一
分　

長
一
寸
二
分

弐
丁

〇
五
〇

一
〇
〇

鍵

々

壱
丁

二
〇
〇

二
〇
〇

砥
ノ
粉

左
官
塗
材
料

壱
貫
匁

六
〇
〇

六
〇
〇

光
明
丹

々

壱
袋

五
〇
〇

五
〇
〇

刷
毛

々

参
本

一
二
〇

三
六
〇

筆

々

六
本

一
五
〇

九
〇
〇

雨
落
葛
石
下　

礎
石
巾
一
尺　

厚
四
寸　

延
長
七
間

十
六
切
八
分

一
〇
〇

一

六
八
〇

　々

下

コ
ン
ク
リ
ー
ト

巾
七
寸　

厚
四
寸　

仝

十
一
切
七
分
六
リ

四
五
〇

五

二
九
〇

壱
代
切
捨

柱
通
リ　

礎
石

巾
一
尺　

厚
五
寸　

延
長
四
間
半

十
三
切
五
分

一
〇
〇

一

三
五
〇

仝　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
巾
八
寸　

厚
五
寸　

々

十
切
八
分

四
五
〇

四

八
六
〇

椽
足
石
下　

礎
石

八
寸
方　

厚
四
寸　

六
ヶ
所

一
切
五
分
三
リ

一
〇
〇

一
五
〇

壱
代
切
捨

仝　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
七
寸
方　

厚
四
寸　

々

一
切
一
分
七
リ

四
五
〇

五
二
〇

〃

床
下
及
軒
下　

コ
ン

ク
リ
ー
ト

厚
三
寸
五
分　

向
拝
二
坪　

上
塗
モ
ル
タ

ル
塗

壱
坪
一
合
一
勺

一
〇

三
七
〇

一
一

四
〇
〇

〃

セ
メ
ン
ト

石
据
付
用

半
樽

一
樽
五

五
〇
〇

二

七
五
〇

砂

仝

壱　

壱
合

三

六
〇
〇

三

六
〇
〇

修
復
工
事　

□
誌
銅

板

長
二
尺　

羽
寸
五
分　

厚
一
分　

文
字
鏨

彫　

金
渡
金

壱
個

二
六

〇
〇
〇

二
六

〇
〇
〇

柱
通　

延
石

花
崗
岩　

巾
七
寸　

厚
五
寸

延
長
四
間
半

寺
院
不
用
の
石
材
ヲ
用
フ

椽
束
石

仝　

五
寸
方　

厚
五
寸

六
個

雨
落
葛
石

仝　

巾
五
寸　

厚
五
寸

延
長
七
間

金
七
拾
円
也	

損
料
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

貸
屋
根
足
代
桟
橋
共
桁
行
一
六
尺　

梁
間
弐
十
尺　

軒
高
九
尺
二
寸　

棟
高
十
五
尺
六
寸　

材
料
損
料　

架
構
手
間
共

八
坪
七
合
五
勺

八

〇
〇
〇

七
〇

〇
〇
〇

金
五
百
五
拾
九
円
也	

工
料
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

木
工

鎮
守
堂
修
理
ニ
係
ル
木
工
手
間

三
十
人

三

〇
〇
〇

九
〇

〇
〇
〇

々

々

四
十
五
人

二

九
〇
〇

一
三
〇

五
〇
〇

々

々

二
十
八
人

二

七
〇
〇

七
五

六
〇
〇

々

々

二
十
七
人

二

二
〇
〇

五
九

四
〇
〇

々

々

二
十
五
人

五
〇
〇

一
二

五
〇
〇

瓦
葺
工

　々

棟
瓦
積
手
間

二
人

四

〇
〇
〇

八

〇
〇
〇

人
夫

　々

修
復
ニ
係
ル
人
夫
手
間

二
十
八
人
五
分

二

〇
〇
〇

五
七

〇
〇
〇

々

々

十
人

一

九
〇
〇

一
九

〇
〇
〇

石
工

　々

石
工
手
間

十
三
人

三

五
〇
〇

四
五

五
〇
〇

々

々

五
人

三

〇
〇
〇

一
五

〇
〇
〇

彫
刻
工

　々

懸
魚
六
葉
彫
刻
手
間

六
個

六

〇
〇
〇

三
六

〇
〇
〇

々

　々

蟇
股
彫
刻
手
間

三
個

三

五
〇
〇

一
〇

五
〇
〇

金
七
千
八
拾
参
圓
九
銭
也	

監
督
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

工
事
監
督　

手
當

昭
和
二
年
十
二
月
ヨ
リ
仝
三
年
十
二
月

迄
拾
三
ヶ
月
分　

但
シ
一
ヶ
月
弐
拾
円

拾
三
ヶ
月

二
〇

〇
〇
〇

二
六
〇

〇
〇
〇

現
場
主
任　

手
當

昭
和
三
年
一
月
十
二
日
ヨ
リ
三
十
一
日

迄
日
割
八
十
三
円
八
十
七
銭
仝
年
二
月

ヨ
リ
仝
年
十
二
月
迄
十
一
ヶ
月
間
一
ヶ

月
百
三
十
円
ノ
割

拾
一
ヶ
月
弐
拾
日
間

一
三
〇

〇
〇
〇

一
五
一
三

八
七
〇

仝　

助
手　

手
當

昭
和
三
年
一
月
十
二
日
ヨ
リ
三
十
一
日

迄
日
割
五
十
一
円
六
十
一
銭
仝
年
二
月

ヨ
リ
仝
年
十
二
月
迄
十
一
ヶ
月
間
一
ヶ

月
八
十
円
ノ
割

拾
一
ヶ
月
弐
拾
日
間

八
〇

〇
〇
〇

九
三
一

六
一
〇

旅
費

別
紙
明
細
書
ノ
通
リ

壱
式

一
一
一
五

七
三
〇

事
務
所
雑
費

仝

壱
式

一
三
六

六
一
〇

製
圖
用
費

仝

壱
式

九
四

九
四
〇

通
信
費

仝

壱
式

一
八

三
三
〇

冩
真
費

仝

壱
式

二
三
二

〇
〇
〇

竣
工
慰
労
金

仝

壱
式

一
二
〇
〇

〇
〇
〇

慰
労
手
當

壱
式

一
五
三
〇

〇
〇
〇

謄
冩
料

決
算
書
謄
冩
料

壱
式

五
〇

〇
〇
〇

金
千
百
拾
五
円
七
拾
参
銭
也	

旅
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

安
間
工
事
監
督

出
張
旅
費

昭
和
三
年
十
二
月
十
五
日
工
事
監
督
ノ
為
東
京
市
ヨ
リ
和

歌
山
市
経
由
浜
中
村
ヘ
往
復
旅
費
日
当
四
日
十
二
円
宿
泊

三
泊
十
六
円
鉄
道
賃
八
一
五
哩
三
十
三
円
七
十
二
銭

壱
回

六
一

七
二
〇

仝

昭
和
三
年
一
月
二
十
一
日
工
事
監
督
ノ
為
東
京
市
ヨ
リ
和

歌
山
市
経
由
浜
中
村
ヘ
出
張
往
復
旅
費
鉄
道
賃
八
一
五
哩

三
十
三
円
七
十
二
銭
日
当
六
日
十
七
円
宿
泊
五
泊
二
十
五

銭

壱
回

七
六

二
二
〇

仝

仝
年
二
月
十
四
日
工
事
監
督
ノ
為
東
京
市
ヨ
リ
和
歌
山
市

経
由
浜
中
村
ヘ
往
復
旅
費
鉄
道
賃
八
百
十
五
哩
三
十
三
円

七
十
二
銭
日
当
五
日
十
五
円
宿
泊
四
泊
二
十
円

壱
回

六
八

七
二
〇

仝

仝
年
三
月
十
一
日
右
ニ
仝
ジ

壱
回

六
八

七
二
〇

仝

仝
年
四
月
分
ヨ
リ
仝
年
十
二
月
分
迄
右
ニ
仝
ジ　

鉄
道
賃

七
三
三
五
哩
三
百
三
円
四
十
八
銭
日
当
四
十
五
日
百
三
十

五
円
宿
泊
三
十
六
泊
百
八
十
九
円

九
回

六
九

七
二
〇

六
二
七

四
八
〇

大
畑
委
員
出
張

旅
費

昭
和
三
年
十
二
月
十
六
日
事
務
打
合
ノ
為
和
歌
山
市
ヨ
リ

浜
中
村
ヘ
往
復
旅
費
鉄
道
賃
二
八
哩
六
十
一
円
五
十
二
銭

日
当
一
日
八
十
五
銭

壱
回

二

三
七
〇

二

三
七
〇

仝

昭
和
三
年
五
月
十
九
日
四
月
三
十
日
十
二
月
十
二
日
右
仝

件
鉄
道
賃
八
五
八
哩
四
円
五
十
六
銭
日
当
仝
三
日
二
円
二

十
五
銭

壱
回

七

一
一
〇

松
本
現
場
主
任

赴
任
旅
費

昭
和
三
年
一
月
十
日
京
都
市
ヨ
リ
浜
中
村
ヘ
赴
任
旅
費
鉄

道
賃
一
五
八.

八
哩
六
円
六
十
二
銭
日
当
一
日
二
円
五
十

銭
赴
任
手
當
三
十
五
円

壱
式

四
四

一
二
〇

竹
内
現
場
助
手

赴
任
旅
費

仝
二
年
十
二
月
二
十
六
日
東
京
市
ヨ
リ
浜
中
村
ヘ
赴
任
旅

費
鉄
道
賃
三
九
六
哩
十
五
円
八
銭
日
当
二
日
五
円
赴
任
手

當
三
十
五
円
宿
泊
一
泊
四
円

壱
式

五
九

〇
八
〇

松
本
現
場
主
任

出
張
旅
費

昭
和
三
年
二
月
九
日
事
務
打
合
せ
ノ
為
浜
中
村
ヨ
リ
和
歌

山
市
ヘ
往
復
旅
費
鉄
道
賃
二
八.

六
哩
一
円
五
十
二
銭
日

当
一
円
二
十
五
銭

壱
回

二

七
七
〇

仝

仝
年
二
月
廿
一
日
三
月
廿
一
日
五
月
二
十
九
日
伊
都
郡
九

度
山
町
ヘ
木
材
購
入
ノ
為
出
張
鉄
道
費
二
五
一.

八
哩
十

三
円
四
銭
日
当
三
日
五
円
十
銭
車
馬
賃
一
里
四
五
銭

参
回

一
回　

五

二
回　

六

八
七
〇

三
六
〇

一
八

五
九
〇

仝

仝
年
三
月
廿
四
日
五
月
廿
二
日
八
月
廿
五
日
九
月
廿
五
日

十
月
二
十
五
日
十
一
月
二
十
六
日
十
二
月
十
四
日
鉄
道
賃

二
〇
〇.

二
哩
十
円
六
十
四
銭
日
当
七
日
七
円

七
回

二

五
二
〇

一
七

六
四
〇

竹
内
現
場
助
手　

仝

仝
年
二
月
二
十
一
日
三
月
廿
八
日
四
月
二
十
六
日
六
月
二

十
五
日
七
月
二
十
五
日
十
二
月
十
四
日
鉄
道
賃
一
七
一

.

六
哩
九
円
十
二
銭
日
当
六
日
五
円
八
十
五
銭

六
回

一
回　

二

五
回　

二

三
七
〇

五
二
〇

一
四

九
七
〇

道
尾
委
員　

仝
仝
年
三
月
廿
四
日
會
計
事
務
打
合
和
歌
山
市
ヨ
リ
浜
中
村

ヘ
往
復
旅
費
鉄
道
賃
二
八.

六
哩
一
円
五
十
二
銭
日
当
一

日
八
十
五
銭

壱
回

二

三
七
〇

松
本
現
場
主
任

出
張
旅
費

昭
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
事
務
視
察
ノ
為
浜
中
村
ヨ
リ

那
賀
郡
ヘ
出
張
往
復
旅
費
鉄
道
賃
五
五.

二
哩
二
円
九
十

六
銭
車
馬
賃
一
里
四
十
五
銭
日
当
二
日
三
円
七
十
銭
宿
泊

一
泊
三
円

壱
回

一
〇

一
一
〇

竹
内
現
場
助
手　

仝

右
ニ
仝
ジ

壱
回

一
〇

一
一
〇

仝

昭
和
三
年
八
月
二
十
六
日
簑
島
浄
妙
寺
へ
出
張
鉄
道
賃
七

哩
四
十
銭
日
当
三
日
五
円
十
銭
宿
泊
二
泊
五
円
四
十
銭

壱
回

一
〇

九
〇
〇

松
本
現
場
主
任

出
張
旅
費

昭
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
事
務
打
合
浜
中
村
ヨ
リ
和
歌

山
市
ヘ
往
復
旅
費
鉄
道
賃
二
八.

六
哩
一
円
五
十
二
銭
日

当
一
日
一
円

壱
回

二

五
二
〇

福
元
委
員
総
長

出
張
旅
費

昭
和
三
年
十
二
月
十
二
日
工
事
竣
成
ニ
付
打
合
ノ
為
和
歌

山
市
ヨ
リ
浜
中
村
ヘ
往
復
旅
費
鉄
道
賃
二
八.

六
哩
一
円

五
十
二
銭
日
当
一
日
三
円

壱
回

四

五
二
〇

寺
本
委
員
出
張

旅
費

仝
年
十
一
月
三
十
日
工
事
視
察
打
合
ノ
為
和
歌
山
市
ヨ
リ

浜
中
村
ヘ
往
復
旅
費
鉄
道
賃
二
八.

六
哩
一
円
五
十
二
銭

日
当
一
日
九
十
銭

壱
回

二

四
二
〇

岩
瀬
庶
務
委
員

長
出
張
旅
費

仝
日
仝
要
件
ニ
テ
仝
地
ヘ
出
張
往
復
旅
費
鉄
道
費
二
八

.

六
哩
一
円
五
十
二
銭
日
当
一
日
一
円
七
十
五
銭

壱
回

三

二
七
〇

106



金
百
参
拾
六
圓
六
拾
壱
銭
也	

事
務
所
雑
費

	

内
訳

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

時
計

八
日
巻　

尾
長

壱
個

一

五
〇
〇

茶
盆

丸
形
圣
八
十
五
分

壱
個

〇
六
〇

書
架
綴
器

金
物
製

壱
個

三
〇
〇

ス
ト
ー
ブ

鋳
鉄

壱
個

三

〇
〇
〇

仝　

火
箸

仝

壱
個

一
五
〇

仝　

火
掻
き

仝

壱
個

一
六
〇

仝　

十
能

仝

壱
個

二
七
〇

椅
子

四
脚

一

六
〇
〇

六

四
〇
〇

ス
パ
ナ

四
分

壱
個

四
二
〇

仝

五
分

壱
個

四
八
〇

仝

六
分

壱
個

六
〇
〇

タ
ガ
ネ

長
六
寸

壱
個

四
二
〇

運
賃

時
計
外
十
二
点
青
森
県
弘
前
市
最
勝
院
ヨ
リ
長
保
寺
迄
ノ

送
料

一
式

四

五
〇
〇

焼
印

昭
和
三
年
修
補

壱
個

二

五
〇
〇

バ
ケ
ツ

亜
鉛
引
鉄
板
製

弐
個

四
〇
〇

八
〇
〇

杓

仝　

木
柄
付

壱
個

一
〇
〇

五
徳

鋳
鉄

壱
個

三
三
〇

茶
呑
茶
碗

陶
器

五
個

〇
三
〇

一
五
〇

茶
瓶

大

壱
個

七
〇
〇

土
瓶

小

壱
個

二
五
〇

蝋
燭

夜
警
用

弐
斤

三
五
〇

七
〇
〇

木
炭

樫
一
俵
三
メ
入

拾
八
俵

一

一
五
〇

二
〇

七
〇
〇

木
炭

樫
一
俵
三
メ
入

拾
俵

一

一
〇
〇

一
一

〇
〇
〇

木
印

長
保
寺
特
別
保
護
建
造
物
修
理
工
事
委
員
総
長
印　

二
拾

字

壱
個

二

〇
〇
〇

仝

仝　

委
員
部
印　

十
九
字

壱
個

一

九
〇
〇

仝

仝　

會
計
委
員
長　

十
九
字

壱
個

一

九
〇
〇

仝

「
長
第　

号
」

「
受
付　

昭
和　

年　

月　

日　

長
第　

号
」
十
三
字

弐
個

五
八
五

一

一
七
〇

仝

「
委
員
総
長
」「
會
計
委
員
長
」「
庶
務
委
員
長
」「
工
事
監

督
」「
委
員
」「
工
事
主
任
」

六
個

一
〇
〇

二

四
〇
〇

支
出
簿

長
保
寺
特
別
保
護
建
造
物
修
理
工
事
費
支
出
簿

壱
冊

四

〇
〇
〇

美
濃
封
紙

五
百
枚

百
枚
ニ
付

九
〇
〇

四

五
〇
〇

支
払
會
計
専
用

桟

五
百
枚

百
枚
ニ
付

五
六
〇

二

八
〇
〇

旅
費
請
求
用
紙

五
百
枚

〃

七
〇
〇

三

五
〇
〇

人
夫
出
役
用
紙

弐
百
枚

〃
二

二
五
〇

四

五
〇
〇

稟
議
用
紙

参
百
枚

〃
一

〇
〇
〇

三

〇
〇
〇

両
面
封
紙

千
枚

〃

四
〇
〇

四

〇
〇
〇

二
重
状
袋

和
歌
山
県
在
内
長
保
寺
特
別
保
護
建
造
物
修
理
工
事
委
員

部
ト
印
刷

参
百
枚

〃
一

〇
〇
〇

三

〇
〇
〇

複
冩
紙

百
五
十

枚

〇
三
〇

四

五
〇
〇

骨
筆

弐
本

二
〇
〇

四
〇
〇

荢
紐

壱
玉

五
〇
〇

五
〇
〇

ア
テ
ナ
イ
ン
キ

弐
個

一

一
〇
〇

二

二
〇
〇

西
ノ
内
紙

白
紙

参
拾
枚

〇
三
五

一

〇
五
〇

美
濃
封
紙

日
本
紙
ノ
モ
ノ

千
枚

百
枚
ニ
付一

〇
〇
〇

一
〇

〇
〇
〇

状
袋

ハ
ト
ロ
ン　

和
歌
山
県
海
草
郡
浜
中
村
長
保
寺
内
長
保
寺

特
別
保
護
建
造
物
修
理
工
事
事
務
所
ト
印
刷

参
百
枚

〃

九
〇
〇

二

七
〇
〇

複
冩
用
美
濃
封

紙

五
百
枚

〃
一

二
〇
〇

六

〇
〇
〇

晒
木
綿

壱
反

七
五
〇

七
五
〇

出
勤
簿
用
紙

五
枚

〇
五
〇

二
五
〇

工
事
報
告
用
紙

百
枚

〇
二
〇

二

〇
〇
〇

工
事
工
程
報
告

用
紙

三
十
枚

〇
二
〇

六
〇
〇

ホ
ッ
チ
キ
ス
綴

金

二
個

二
五
〇

五
〇
〇

朱
肉

壱
斤

八

〇
〇
〇

毛
筆

拾
本

三

〇
〇
〇

金
九
拾
四
圓
九
拾
四
銭
也	

製
圖
用
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

折
尺

長
三
尺

壱
丁

二
〇
〇

縮
尺

五
十
分
一　

二
丁　

四
十
分
一　

二
丁

四
丁

三
〇
〇

一

二
〇
〇

曲
尺

革
製
一
尺

壱
丁

一
二
〇

巻
尺

長
十
一
間

壱
個

九
〇
〇

硯
石

長
四
寸
五
分　

巾
二
寸

弐
個

〇
六
〇

一
二
〇

烏
口

長
四
寸

壱
丁

二
四
〇

文
鎮

丸
形
圣
二
寸
四
分　

一
個
二
百
五
十
匁
付

八
個

一
二
〇

九
六
〇

Ｔ
定
木

長
三
尺
七
寸
五
分

弐
丁

一
二
〇

二
四
〇

三
角
定
木

四
寸

壱
組

〇
六
〇

〇
六
〇

青
冩
真
焼
付
用

硝
子

長
三
尺　

巾
二
尺　

厚
二
分　

木
枠
付

壱
個

一

〇
八
〇

仝　

水
洗
盤

亜
鉛
引
鉄
板
製　

長
四
尺
五
寸　

巾
二
尺
五
寸　

深

四
寸
五
分

壱
個

一

一
二
〇

製
圖
板

長
四
尺　

巾
二
尺
六
寸
五
分

弐
枚

二

〇
〇
〇

四

〇
〇
〇

運
賃

前
記
ノ
折
尺
外
十
一
点　

青
森
県
弘
前
市
最
勝
院
ヨ

リ
長
保
寺
迄
ノ
送
料

壱
式

六

〇
〇
〇

三
角
定
木

一
尺
五
寸

壱
組

三

五
〇
〇

仝

八
寸

壱
組

八
〇
〇

仝

四
寸

壱
組

五
〇
〇

烏
口

大

壱
本

二

五
〇
〇

羽
箒

大

弐
本

八
五
〇

一

七
〇
〇

画
用
紙

ケ
ン
ト

四
拾
枚

五
五
〇

二
二

〇
〇
〇

仝

ユ
ニ
オ
ン

弐
拾
枚

四
五
〇

九

〇
〇
〇

模
造
紙

拾
枚

一
五
〇

一

五
〇
〇

ト
レ
シ
ン
グ
ペ

ー
パ
ー

長
九
十
尺　

巾
二
尺
六
寸　

五
十
枚
継

八
本

二

三
〇
〇

一
八

四
〇
〇

繪
具

ク
リ
ム
ソ
ン
レ
ー
キ

壱
個

一

二
〇
〇

鉛
筆

H	

HB

弐
打

二

〇
〇
〇

四

〇
〇
〇

丸
ペ
ン

軸
付

参
本

一
五
〇

四
五
〇

紅
花
墨

弐
個

二

六
〇
〇

五

二
〇
〇

画
鋲

百
個
入

一
箱

五
五
〇

五
五
〇

消
し
ゴ
ム

ボ
ク
ル
印

四
個

三
五
〇

一

四
〇
〇

青
冩
真
感
光
紙
長
三
十
呎　

巾
三
十
吋

四
本

一

五
〇
〇

六

〇
〇
〇

金
拾
八
圓
参
拾
参
銭
也	

通
信
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

郵
便
切
手

通
信
用

参
百
八
拾

枚

〇
三
〇

一
一

四
〇
〇

仝　

葉
書

仝

百
弐
拾
枚

〇
一
五

一

八
〇
〇

電
話
料

通
話
料
ノ
内
普
通
三
〇
通
話
急
報
ニ
通
話

参
拾
弐
通

話

普
通

急
報

一
〇
〇

二
〇
〇

三

四
〇
〇

為
替
料

前
渡
し
金
三
十
円
ヲ
長
保
寺
現
場
主
任
松
本
軒
吉
宛

送
金
弐
拾
円
壱
通
拾
参
銭
十
円
五
十
七
銭
郵
便
ト
両

替
料

二
通

一
通

一
通

一
三
〇

〇
七
〇

二
〇
〇

書
留
為
替
料

松
本
現
場
主
任
ヘ
前
渡
金
送
金
一
回
錦
田
分
助
一
回

磯
村
才
治
郎
一
回
善
紹
世
一
回
川
勝
磯
吉
一
回
杏
上

丑
三
助
一
回
ノ
物
品
購
入
代
金
送
付

六
通

一
三
〇

七
八
〇

運
賃

文
部
省
宛
竣
工
圖

一
回

七
五
〇

七
五
〇

金
貳
百
参
拾
貳
圓
也	

冩
真
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

多
宝
塔
正
側
面

修
理
前
及
修
理
后　

四
ッ
切　

印
画
台
紙
付
三
枚　

原
板
共

貳
組

八

〇
〇
〇

一
六

〇
〇
〇

仝
側
面

仝　

仝　

仝

貳
組

八

〇
〇
〇

一
六

〇
〇
〇

仝
上
下
層
細
部

仝　

仝　

仝

四
組

八

〇
〇
〇

三
二

〇
〇
〇

仝
内
部

仝　

仝　

仝

貳
組

八

〇
〇
〇

一
六

〇
〇
〇

仝
初
層
蟇
股

カ
ヒ
ネ　

印
画
台
紙
付
三
枚　

原
板
共

参
組

四

〇
〇
〇

一
二

〇
〇
〇

仝
組
物

仝　

仝

四
組

四

〇
〇
〇

一
六

〇
〇
〇

仝
古
瓦

仝　

仝

参
組

四

〇
〇
〇

一
二

〇
〇
〇

仝
須
弥
壇

仝　

仝　

正
面
及
側
面

貳
組

四

〇
〇
〇

八

〇
〇
〇

仝
同
彫
刻

仝　

仝

貳
組

四

〇
〇
〇

八

〇
〇
〇

鎮
守
堂
正
面

修
理
前
及
修
理
后　

四
ッ
切　

印
画
台
紙
付
三
枚　

原
板
共

貳
組

八

〇
〇
〇

一
六

〇
〇
〇

仝
正
側
面

仝　

仝　

仝

貳
組

八

〇
〇
〇

一
六

〇
〇
〇

仝
側
面

修
理
后　

仝

壱
組

八

〇
〇
〇

八

〇
〇
〇

仝
細
部

修
理
前
及
修
理
后　

仝

参
組

八

〇
〇
〇

二
四

〇
〇
〇

仝
勾
欄
地
覆
平
桁
修
理
前　

仝

壱
組

八

〇
〇
〇

八

〇
〇
〇

仝
本
側
組
物

カ
ヒ
ネ
印
画
台
紙
付
三
枚　

原
板
共

貳
組

四

〇
〇
〇

八

〇
〇
〇

仝
向
拝
組
物

仝　

仝

貳
組

四

〇
〇
〇

八

〇
〇
〇

仝
蟇
股

仝　

仝

貳
組

四

〇
〇
〇

八

〇
〇
〇

金
貳
千
七
百
参
拾
圓
也
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内

金
壱
千
貳
百
圓
也	

竣
工
慰
労
金

職
名

摘
要

金
額

工
事
監
督

竣
工
慰
労
金

五
〇
〇

〇
〇
〇

工
事
主
任

〃

四
五
〇

〇
〇
〇

仝　

助
手

〃

二
五
〇

〇
〇
〇

金
壱
千
五
百
参
拾
圓
也	

慰
労
手
當

職
名

摘
要

金
額

委
員
総
長

慰
労
ノ
為

二
七
〇

〇
〇
〇

庶
務
委
員
長

〃

二
四
〇

〇
〇
〇

會
計
委
員
長

〃

二
四
〇

〇
〇
〇

庶
務
委
員

〃

二
〇
〇

〇
〇
〇

仝

〃

一
〇
〇

〇
〇
〇

仝

〃

一
八
〇

〇
〇
〇

仝

〃

一
〇
〇

〇
〇
〇

會
計
委
員

〃

一
六
〇

〇
〇
〇

仝

〃

四
〇

〇
〇
〇

新
残
材
及
事
務
所
備
品
賣
却
精
算
書

一
金
拾
八
圓
九
拾
五
銭
也	

総
收
入
額

	

内

金
五
圓
也	

新
残
材
売
却
髙

	

内
訳

名
称

摘
要

員
数
單
價

小
計

檜
尾
及
楠
新
残
材

長
二
間
巾
一
間
高
三
尺
ニ
整
積　

木
皮

五
石

一

〇
〇
〇

五

〇
〇
〇

金
拾
参
圓
九
拾
五
銭
也	

事
務
所
備
品
賣
却
高

	

内
訳

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

折
尺

長
三
尺

壱
個

一
〇
〇

一
〇
〇

縮
尺

五
十
分
一　

弐
丁　

四
十
分
一　

弐
丁

四
個

一
五
〇

六
〇
〇

曲
杓

革
製
一
尺

壱
個

〇
六
〇

〇
六
〇

巻
尺

長
十
一
間

壱
個

四
五
〇

四
五
〇

烏
口

長
四
寸

壱
本

一
〇
〇

一
〇
〇

Ｔ
定
木

長
三
尺
七
寸
五
分

弐
個

〇
六
〇

一
二
〇

三
角
定
木

四
寸

壱
組

〇
三
〇

〇
三
〇

青
冩
真
焼
付
用
硝
子
長
三
尺　

巾
二
尺　

厚
二
分　

木
枠
付

壱
個

五
〇
〇

五
〇
〇

製
圖
板

長
四
尺　

巾
二
尺
六
寸
五
分

弐
枚

五
〇
〇

一
〇
〇
〇

三
角
定
木

長
一
尺
五
寸

壱
組

一
二
〇
〇

一
二
〇
〇

仝

長
八
寸

壱
組

二
〇
〇

二
〇
〇

仝

長
四
寸

壱
組

二
〇
〇

二
〇
〇

烏
口

長
四
寸
五
分

壱
本

一
〇
〇
〇

羽
箒

大

弐
本

〇
五
〇

一
〇
〇

硯
石

長
四
寸
五
分　

巾
二
寸

弐
個

〇
三
〇

〇
六
〇

文
鎮

丸
形　

圣
二
寸
四
分　

壱
個　

三
百
五
十
匁
付

八
個

一
〇
〇

八
〇
〇

時
計

八
日
巻　

尾
長

壱
個

一
〇
〇
〇

一
〇
〇
〇

ス
ト
ー
ブ

鋳
鉄

壱
個

一
五
〇
〇

一
五
〇
〇

仝
用
火
箸

鉄

壱
個

一
〇
〇

一
〇
〇

仝
用
火
掻

仝

壱
個

一
〇
〇

一
〇
〇

仝
用
十
能

仝

壱
個

一
五
〇

一
五
〇

椅
子

四
脚

八
〇
〇

三
二
〇
〇

ス
パ
ナ

四
分

壱
個

二
〇
〇

二
〇
〇

仝

五
分

壱
個

二
〇
〇

二
〇
〇

仝

六
分

壱
個

二
〇
〇

二
〇
〇

タ
ガ
ネ

長
六
寸

壱
個

二
〇
〇

二
〇
〇

青
冩
真
用
水
洗
盤

亜
鉛
引
鉄
板
製　

長
三
尺
五
寸　

巾
二
尺
五
寸　

深

四
寸
五
分

壱
個

二
〇
〇

二
〇
〇

バ
ケ
ツ

弐
個

一
〇
〇

二
〇
〇

杓

壱
個

〇
三
〇

〇
三
〇

五
徳

壱
個

一
五
〇

一
五
〇

廃
棄
備
品
明
細
書

一
金
拾
四
圓
七
銭
也

	

内
訳

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

焼
印

昭
和
三
年
新
調

壱
個

二

五
〇
〇

二

五
〇
〇

茶
盆

丸
形
八
寸
五
分

壱
個

〇
六
〇

〇
六
〇

書
類
綴
器

金
物
製

壱
個

三
〇
〇

三
〇
〇

茶
器
茶
碗

陶
器

五
個

〇
三
〇

一
五
〇

茶
瓶

大

壱
個

七
〇
〇

七
〇
〇

土
瓶

小

壱
個

二
五
〇

二
五
〇

小
バ
ケ
ツ

古
色
塗
用
器

参
個

一
八
〇

五
四
〇

空
罐

仝

弐
個

一
〇
〇

二
〇
〇

木
印

委
員
総
長　

庶
務
委
員
長　

工
事
監
督　

會
計
委
員
長　

委
員　

工
事
主
任

六
個

一
字
ニ
付

一
〇
〇

二

四
〇
〇

仝

長
保
寺
特
別
保
護
建
造
物
修
理
工
事
會
計
委
員
長

長
保
寺
特
別
保
護
建
造
物
修
理
工
事
委
員
部
ノ
印

長
保
寺
特
別
保
護
建
造
物
修
理
工
事
委
員
総
長
ノ
印

長
修
第　

號

受　

昭
和　

年　

月　

日

長
第　

号

六
個

〃

一
一
六
強

六

九
七
〇

古
残
物
処
分
明
細
書
（
寺
院
ヘ
無
償
支
付
）

一
金
参
拾
八
圓
九
拾
銭
也

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

古
残
材

長
二
間　

巾
四
尺
整
積	

巾
四
間

弐
拾
五
石

五
〇
〇

一
二

五
〇
〇

古
露
盤

破
損
シ
タ
ル
モ
ノ

壱
個

二

〇
〇
〇

二

〇
〇
〇

〃
九
輪
筒

仝

九
個

〃
九
輪

仝

壱
個

一

〇
〇
〇

一

〇
〇
〇

古
平
瓦

七
百
弐
拾

枚

〇
一
〇

七

二
〇
〇

〃
丸
瓦

九
百
個

〇
一
〇

九

〇
〇
〇

〃
唐
草

百
個

〇
二
〇

二

〇
〇
〇

〃
巴
瓦

百
八
拾
個

〇
二
〇

三

六
〇
〇

割
熨
斗

百
六
拾
枚

〇
一
〇

一

六
〇
〇

附
帯
工
事
精
算
書

一
金
四
百
拾
四
圓
八
十
銭
也	

総
工
費

	

内

金
貳
百
八
拾
六
圓
八
拾
壱
銭	

木
材
費

	

内
訳

名
称

品
目

長

寸
法

員
数

單
價

小
計

土
台

檜

拾
三
尺

三
寸
五
分
角

五
丁

七

二
二
〇

三
六

一
〇
〇

仝

仝

拾
弐
尺

仝

参
丁

七

二
二
〇

二
一

六
六
〇

柱

仝

四
尺

三
寸
角

八
拾
壱
丁

一

七
〇
〇

一
三
七

七
〇
〇

仝

仝

四
尺

三
寸　

一
寸
七
分

六
丁

一

〇
六
〇

六

三
六
〇

仝　

貫

仝

拾
三
尺

巾
三
寸　

厚
七
分

拾
八
丁

一

六
〇
〇

二
八

八
〇
〇

仝　

仝

仝

九
尺

仝　

寸

六
丁

一

二
〇
〇

七

二
〇
〇

控　

柱

仝

五
尺

三
寸
角

弐
拾
参
丁

二

一
三
〇

四
八

九
九
〇

金
拾
八
圓
也	

雑
費

	

内
譯

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

砂

木
柵
内
部
敷
用

壱
五
合

三

六
〇
〇

一
八

〇
〇
〇

金
百
拾
圓
也	

工
料
費

	

内
譯
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名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

木
工

木
柵
建
設
ニ
係
ル
木
工
手
間

拾
九
人

三

〇
〇
〇

五
七

〇
〇
〇

仝

仝

拾
弐
人

二

七
〇
〇

三
二

四
〇
〇

仝

仝

拾
人

五
〇
〇

五

〇
〇
〇

人
夫

木
柵
建
設
ニ
係
ル
人
夫
手
間

四
人

二

〇
〇
〇

八

〇
〇
〇

仝

仝

四
人

一

九
〇
〇

七

六
〇
〇

金
百
拾
圓
也	

工
料
費

	

内
訳

名
称

摘
要

員
数

單
價

小
計

木
工

木
柵
建
設
ニ
係
ル
木
工
手
間

拾
九
人

三

〇
〇
〇

五
七

〇
〇
〇

仝

仝

拾
弐
人

二

七
〇
〇

三
二

四
〇
〇

仝

仝

拾
人

五
〇
〇

五

〇
〇
〇

人
夫

木
柵
建
設
ニ
係
ル
人
夫
手
間

四
人

二

〇
〇
〇

八

〇
〇
〇

仝

仝

四
人

一

九
〇
〇

七

六
〇
〇

工
事
資
金
銀
行
預
金
利
息

昭
和
二
年
十
一
月
十
日
迄
ノ
利
息

	

金
参
拾
貳
圓
六
拾
七
銭
也

昭
和
三
年
十
一
月
十
日
迄
ノ
利
息

	

金
貳
百
五
拾
七
圓
拾
貳
銭
也

昭
和
三
年
十
一
月
十
日
迄
ノ
利
息

	

金
壱
百
九
拾
七
圓
六
拾
七
銭
也

昭
和
四
年
三
月
十
二
日
迄
ノ
利
息

	

金
四
拾
四
圓
六
拾
参
銭
也

計
金
五
百
参
拾
貳
圓
九
銭
也

特
別
保
護
建
造
物
多
寶
塔
及
鎮
守
堂
修
理
並
鎮
守
堂
木
柵
建
設
竣
工
御
届

	

和
歌
山
縣
海
草
郡
濱
中
村　

天
台
宗　

長
保
寺

當
寺
特
別
保
護
建
造
物
多
寶
塔
及
鎮
守
堂
修
理
工
事
並
鎮
守
堂
木
柵
建
設

之
義
昭
和
参
年
十
二
月
十
一
日
全
部
竣
工
致
豫
テ
工
事
依
托
仕
置
候
和
歌

山
縣
知
事
野
手
耐
殿
ヨ
リ
引
渡
相
成
候
付
別
紙
精
算
書
相
添
此
段
以
連
署

及
御
届
也

昭
和
四
年
五
月
十
四
日　
　
　

右
長
保
寺
住
職

	
	

瑞
樹
定
海

長
保
寺
末
寺
総
代　

福
蔵
院
住
職	

野
口
貫
孝

仝　
　
　
　
　
　
　

神
光
寺
住
職	

一
柳
恵
章

右
寺
檀
徒
候
補　
　

徳
川
頼
貞
代	

加
藤　

文
部
大
臣　
　

勝
田
主
計
殿

一
、
中
心
柱
ノ
発
見
シ
タ
ル
墨
書
左
ノ
通
リ

長
保
寺
御
塔
修
営
□
𦾔
□
□
□
□
勧
進
諸
人
固
下
檀

遷
□
所
奉
修
造
之
也　

是
倫
聖
朝
安
穏
國
土
奉
平

御
本
家
領
家
當
寺
別
當
并
預
所
六
□
供
僧
諸
僧

等将
又
勧
進
弘
法
経
僧
衆
施
主
結
縁
助
成
之
族
先
師

弘
眞
祐
深
□
□
一
□
□
父
母
六
親
人
民
等

一
切
如
来
心
神
秘
密
前
身
□

	
執
事
盛
櫓

	

補
瓦
葺
□
扌

	

勧
進
盛
人
□
□
正
平
十
二
年
丁
酉
十
月
三
日

	

寺
□
…
…
□
□
敬
白

ヒ
勹
□
□　

日
諸
檀
施
主
六
□
供
僧
衆
徍
等

勧
進
聖
人
礻
氵
門
徒
阿
闍
梨
□
□

	

大
工　

藤
原
有
浜　

□
□
□
□
□

	

鍛
冶　

沙
弥
□
圓

	

藤
原
光
眞

	

勧
進
増

	

□
祐
□
□
□
□

	

大
工
…
…
…
…

	

□
四
枡
左
衛
門
□　
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大門　瓦

101　大門　軒平瓦₁

102　大門　軒平瓦₂



大門　瓦

103　大門　軒平瓦₁・₂の詳細



大門　瓦

104　大門　軒平瓦₃

105　大門　軒平瓦₄



大門　瓦

106　大門　軒平瓦₅

107　大門　軒平瓦₆



大門　瓦

108　大門　軒平瓦₆'

109　大門　軒平瓦₇



大門　瓦

110　大門　軒平瓦₈

111　大門　軒平瓦詳細

軒
平
瓦
₃

軒
平
瓦
₄

軒
平
瓦
₅

軒
平
瓦
₆'

軒
平
瓦
₈

軒
平
瓦
₇



大門　瓦

113　大門　軒平瓦10

112　大門　軒平瓦₉



大門　瓦

114　大門　軒平瓦11

115　大門　軒平瓦12



大門　瓦

117　大門　軒平瓦14

116　大門　軒平瓦13



大門　瓦

118　大門　軒平瓦15

119　大門　軒平瓦16



大門　瓦

121　大門　軒平瓦18

120　大門　軒平瓦17



大門　瓦

122　大門　軒平瓦19　明治44年

123　大門　軒平瓦19（螻羽用）



大門　北東

大門　東妻 大門　北東 大門　東妻 大門　北東

大門　瓦

124　大門　軒平瓦19（隅用）　南東

125　大門　軒平瓦20



大門　瓦

126　大門　軒丸瓦₁



大門　瓦

127　大門　軒丸瓦₂

128　大門　軒丸瓦₃

129　大門　軒丸瓦₄



大門　瓦

130　大門　軒丸瓦₅

131　大門　軒丸瓦₆

132　大門　軒丸瓦₇



大門　瓦

134　大門　軒丸瓦₉

135　大門　軒丸瓦10

133　大門　軒丸瓦₈



大門　瓦

138　大門　軒丸瓦13

137　大門　軒丸瓦12

136　大門　軒丸瓦11



大門　瓦

139　大門　軒丸瓦14

140　大門　軒丸瓦15　　明治44年

141　大門　軒丸瓦16



大門　瓦

142　大門　軒丸瓦17

143　大門　軒丸瓦18

144　大門　軒丸瓦19



大門　瓦

146　大門　軒丸瓦21

147　軒丸瓦18刻印

145　大門　軒丸瓦20

148　軒丸瓦19刻印149　軒丸瓦20刻印

150　軒丸瓦20刻印

151　軒丸瓦21刻印



大門　瓦

152　大門　隅軒丸瓦13'　南東　近世　上中央は軒丸瓦13（左）との比較

153　大門　隅軒丸瓦15'　南西　明治44年

154　大門　隅軒丸瓦18'　北東　昭和36年



大門　瓦

155　大門　平瓦₁156　大門　平瓦₁'157　大門　平瓦₂

158　大門　平瓦₂'159　大門　平瓦₃160　大門　平瓦₄

※写真左脇の棒線は各瓦に対して₅寸



大門　瓦

161　大門　平瓦₄'162　大門　平瓦₅163　大門　平瓦₆

164　大門　平瓦₆'165　大門　平瓦₇166　大門　平瓦₇'



大門　瓦

167　大門　平瓦₈168　大門　平瓦₉169　大門　平瓦10

170　大門　平瓦11171　大門　平瓦12172　大門　平瓦13



大門　瓦

173　大門　平瓦14174　大門　平瓦15175　大門　平瓦15'

176　大門　平瓦16177　大門　平瓦17178　大門　平瓦17'



大門　瓦

179　大門　平瓦18180　大門　平瓦18篦書き181　大門　平瓦18'

182　大門　平瓦19183　大門　平瓦19'184　大門　平瓦20



大門　瓦

185　大門　平瓦20'186　大門　平瓦21187　大門　平瓦22

188　大門　平瓦22分割線入り₁189　大門　平瓦22分割線入り₂190　大門　平瓦22分割線入り₃



大門　瓦

191　大門　平瓦22分割線入り₄192　大門　平瓦22分割線なし193　大門　平瓦22旧軒平分割線入り

194　大門　平瓦18の箆書き部分

195　大門　平瓦19'凹面の布目痕跡

196　大門　平瓦22分割線入り₂の調整状況　凹面には布目痕跡も残る



大門　瓦

197　大門　平瓦23198　大門　平瓦23'199　大門　平瓦24

200　大門　平瓦24'121　大門　平瓦25202　大門　平瓦25'



大門　瓦

203　大門　平瓦26204　大門　平瓦26分割線入り205　大門　平瓦27

206　大門　平瓦27'207　大門　平瓦28208　大門　平瓦28'



大門　瓦

209　大門　平瓦29210　大門　平瓦30211　大門　平瓦31

212　大門　平瓦41213　大門　平瓦42214　大門　平瓦43



大門　瓦

215　大門　平瓦44216　大門　平瓦44'217　大門　平瓦45

218　大門　平瓦46219　大門　平瓦47220　大門　平瓦48



大門　瓦

221　大門　平瓦49222　大門　平瓦50223　大門　平瓦51　明治44年

224　大門　平瓦52　明治44年225　大門　平瓦53226　大門　平瓦54



大門　瓦

227　大門　丸瓦₁228　大門　丸瓦₂

229　大門　丸瓦₂'230　大門　丸瓦₃

231　大門　丸瓦₄232　大門　丸瓦₄'



大門　瓦

233　大門　丸瓦₅234　大門　丸瓦₆

235　大門　丸瓦₇236　大門　丸瓦₇'

237　大門　丸瓦₈238　大門　丸瓦₈'



大門　瓦

239　大門　丸瓦₉240　大門　丸瓦11

241　大門　丸瓦12242　大門　丸瓦13

243　大門　丸瓦13'244　大門　丸瓦14



大門　瓦

245　大門　丸瓦14'246　大門　丸瓦15

247　大門　丸瓦16248　大門　丸瓦16'

249　大門　丸瓦17250　大門　丸瓦18



大門　瓦

251　大門　丸瓦19252　大門　丸瓦20

253　大門　丸瓦21254　大門　丸瓦22

255　大門　丸瓦23256　大門　丸瓦24



大門　瓦

257　大門　丸瓦25258　大門　丸瓦26

259　大門　丸瓦27260　大門　丸瓦28

261　大門　丸瓦29262　大門　丸瓦30



大門　瓦

263　大門　丸瓦31264　大門　丸瓦32

265　大門　丸瓦33266　大門　丸瓦34

267　大門　丸瓦35268　大門　丸瓦36



大門　瓦

269　大門　丸瓦37270　大門　丸瓦38

271　大門　丸瓦39272　大門　丸瓦41

273　大門　丸瓦42274　大門　丸瓦43



大門　瓦

275　大門　丸瓦44276　大門　丸瓦45

277　大門　丸瓦46278　大門　丸瓦47

279　大門　丸瓦48280　大門　丸瓦49



大門　瓦

281　大門　丸瓦50282　大門　丸瓦51

283　大門　丸瓦52284　大門　丸瓦53

285　大門　丸瓦54286　大門　丸瓦55



大門　瓦

287　大門　丸瓦60288　大門　丸瓦61　明治44年

289　大門　丸瓦63290　大門　丸瓦63'

291　大門　丸瓦63＂

292　平瓦41の刻印293　丸瓦21の刻印

294　平瓦42の刻印295　丸瓦63＂ の刻印



大門　瓦

296　大門　大棟衾瓦　昭和₃年頃

297　大門　降棟・隅棟衾瓦　南東　昭和₃年頃

298　大門　降棟衾瓦　南西　明治44年

299　大門　隅棟衾瓦　北東　明治44年



大門　瓦

300　大門　大棟鳥衾瓦 東側　昭和₃年頃

301　大門　降棟鳥衾瓦　北西　明治44年

302　大門　隅棟鳥衾瓦　南東　昭和₃年頃

303　大門　隅棟鳥衾瓦　北東　昭和36年



大門　瓦

305　大門　鳥衾瓦刻印

304　 大門　降棟鳥衾瓦　北東　断片
昭和36年

306　大門　大棟での施工状況

307　大門　熨斗瓦　近世　平瓦半截

308　大門　熨斗瓦　明治44年　長₈寸₅分

309　大門　熨斗瓦　中世　左₂枚は平瓦半截、右₂枚は割熨斗

※写真左端の木片は長₅寸



大門　瓦

311　大門　熨斗瓦　中世₁　平瓦半截

312　 大門　熨斗瓦　中世₂　平瓦半
截、長₁尺

313　 大門　熨斗瓦　中世₃　割熨斗、
長₁尺

314　大門　熨斗瓦　中世₄　割熨斗

310　大門　熨斗瓦　昭和₃年頃　多宝塔下層補足平瓦半截

315　大門　面戸瓦

316　大門
大棟鬼瓦の
刻印、箆書
き

317　大門　鬼瓦　大棟東側



大門　瓦

318　大門　鬼瓦　北西降棟

319　大門　鬼瓦　北西隅棟

320　大門　鬼瓦　南西隅棟

321　大門　鬼瓦　北東隅棟



多宝塔　瓦

322　多宝塔　軒平瓦₁

323　多宝塔　軒平瓦₂



多宝塔　瓦

324　多宝塔　軒平瓦₃

325　多宝塔　軒平瓦₄



多宝塔　瓦

326　軒平瓦₁瓦当詳細327　軒平瓦₂瓦当詳細328　軒平瓦₃瓦当詳細329　軒平瓦₄瓦当詳細

330　多宝塔　軒平瓦₅331　多宝塔　軒平瓦₆



多宝塔　瓦

332　多宝塔　軒平瓦₇

333　多宝塔　軒平瓦₈



多宝塔　瓦

334　多宝塔　軒平瓦₉

335　多宝塔　軒平瓦11



多宝塔　瓦

336　多宝塔　軒平瓦11'

337　多宝塔　軒平瓦11、11' 詳細　上段：下が11、上が11'　中段・下段：右が11、左が11'



多宝塔　瓦

339　多宝塔　軒平瓦13

338　多宝塔　軒平瓦12



多宝塔　瓦

340　多宝塔　軒平瓦14

341　多宝塔　軒平瓦15



多宝塔　瓦

343　多宝塔　軒平瓦16

342　多宝塔　軒平瓦13、15詳細　左下は軒平瓦15凹面の布目痕跡



多宝塔　瓦

344　多宝塔　軒平瓦17

345　多宝塔　軒平瓦18



多宝塔　瓦

346　多宝塔　軒平瓦19　昭和₃年

347　多宝塔　軒平瓦12詳細348　多宝塔　軒平瓦16詳細349　多宝塔　軒平瓦18詳細

350　多宝塔　軒平瓦14詳細351　多宝塔　軒平瓦17詳細

352　多宝塔　軒平瓦19詳細



多宝塔　瓦

353　多宝塔　軒丸瓦₁

354　多宝塔　軒丸瓦₂

355　多宝塔　軒丸瓦₃



多宝塔　瓦

356　多宝塔　軒丸瓦₄

357　多宝塔　軒丸瓦₅

358　多宝塔　軒丸瓦₆



多宝塔　瓦

359　多宝塔　軒丸瓦₇

360　多宝塔　軒丸瓦₈

361　多宝塔　軒丸瓦₉



多宝塔　瓦

362　多宝塔　軒丸瓦10

363　多宝塔　軒丸瓦11

364　多宝塔　軒丸瓦12



多宝塔　瓦

365　多宝塔　軒丸瓦13

366　多宝塔　軒丸瓦14

367　多宝塔　軒丸瓦15



多宝塔　瓦

368　多宝塔　軒丸瓦16

369　多宝塔　軒丸瓦17

370　多宝塔　軒丸瓦18



多宝塔　瓦

371　多宝塔　軒丸瓦19

372　多宝塔　軒丸瓦20

373　多宝塔　軒丸瓦21



多宝塔　瓦

374　多宝塔　軒丸瓦22

375　多宝塔　軒丸瓦23　昭和₃年

376　多宝塔　軒丸瓦24



多宝塔　瓦

377　多宝塔　軒丸瓦31-₁

378　多宝塔　軒丸瓦31-₂

379　多宝塔　軒丸瓦32



多宝塔　瓦

380　多宝塔　軒丸瓦33　昭和₃年

381　多宝塔　軒丸瓦34

382　多宝塔　軒丸瓦35



多宝塔　瓦

383　多宝塔　隅軒丸瓦₁

384　多宝塔　隅軒丸瓦25

385　多宝塔　隅軒丸瓦26



多宝塔　瓦

386　多宝塔　軒丸瓦31、32の瓦当面比較　左が31、右が32

387　多宝塔　軒丸瓦31、32の凹面比較　いずれも右が31、左が32

388　多宝塔　隅軒丸瓦25、26の瓦当面比較　左が25、右が26

389　薬王寺観音堂の西面に₃本残る当初比定軒丸瓦390　薬王寺観音堂の当初比定軒丸瓦
　株式会社瓦宇工業所保管



多宝塔　瓦

392　多宝塔　平瓦₂　昭和₃年393　多宝塔　平瓦₅ 391　多宝塔　平瓦₁

394　多宝塔　平瓦11-₁395　多宝塔　平瓦11-₂396　多宝塔　平瓦12-₁

※写真左脇の棒線は各瓦に対して₅寸



多宝塔　瓦

399　多宝塔　平瓦14

398　多宝塔　平瓦13

401　多宝塔　平瓦15'

397　多宝塔　平瓦12-₂

400　多宝塔　平瓦15



多宝塔　瓦

402　多宝塔　平瓦16

405　多宝塔　平瓦18

404　多宝塔　平瓦17-₂

407　多宝塔　平瓦20　昭和₃年

403　多宝塔　平瓦17-₁

406　多宝塔　平瓦19



多宝塔　瓦

408　多宝塔　平瓦17頭部の刻印

409　多宝塔　割熨斗に転用されていた近世期の刻印入り平瓦　丸瓦25と対応

410　多宝塔　丸瓦₁411　多宝塔　丸瓦₂

412　多宝塔　丸瓦₃413　多宝塔　丸瓦₄



多宝塔　瓦

414　多宝塔　丸瓦₄'415　多宝塔　丸瓦₅-₁

416　多宝塔　丸瓦₅-₂417　多宝塔　丸瓦₅'

418　多宝塔　丸瓦₃419　多宝塔　丸瓦₅-₁420　多宝塔　丸瓦₅-₂



多宝塔　瓦

421　多宝塔　丸瓦₆422　多宝塔　丸瓦₇

423　多宝塔　丸瓦₈424　多宝塔　丸瓦₉

425　多宝塔　丸瓦₉'426　多宝塔　丸瓦10



多宝塔　瓦

427　多宝塔　丸瓦11428　多宝塔　丸瓦12

431　多宝塔　丸瓦15432　多宝塔　丸瓦16

429　多宝塔　丸瓦13430　多宝塔　丸瓦14



多宝塔　瓦

433　多宝塔　丸瓦17434　多宝塔　丸瓦18

437　多宝塔　丸瓦20438　多宝塔　丸瓦21

435　多宝塔　丸瓦19436　多宝塔　丸瓦19'



多宝塔　瓦

439　多宝塔　丸瓦22440　多宝塔　丸瓦22'

441　多宝塔　丸瓦23442　多宝塔　丸瓦24

443　多宝塔　丸瓦25444　多宝塔　丸瓦26



多宝塔　瓦

445　多宝塔　丸瓦27446　多宝塔　丸瓦28

449　多宝塔　丸瓦31450　多宝塔　丸瓦32

447　多宝塔　丸瓦29448　多宝塔　丸瓦30



多宝塔　瓦

451　多宝塔　丸瓦33452　多宝塔　丸瓦34

453　多宝塔　丸瓦35（47と同種）454　多宝塔　丸瓦36　昭和₃年

455　多宝塔　丸瓦37（49と同種）　昭和₃年456　多宝塔　丸瓦38



多宝塔　瓦

457　多宝塔　丸瓦38＂458　多宝塔　丸瓦39（51と同種）

461　多宝塔　丸瓦42462　多宝塔　丸瓦42'

459　多宝塔　丸瓦41460　多宝塔　丸瓦41'



多宝塔　瓦

463　多宝塔　丸瓦43464　多宝塔　丸瓦44

465　多宝塔　丸瓦45466　多宝塔　丸瓦46

467　多宝塔　丸瓦48　昭和₃年468　多宝塔　丸瓦50



多宝塔　瓦

469　丸瓦₈の凹面比較

470　丸瓦10の凹面比較471　丸瓦17の内叩き状況

472　丸瓦11の凹面比較473　丸瓦14の玉縁篦痕跡

475　丸瓦27-₁476　丸瓦27-₂477　丸瓦29478　丸瓦37479　丸瓦38 474　丸瓦25



多宝塔　瓦

480　多宝塔　丸瓦41481　多宝塔　丸瓦41詳細

482　多宝塔　丸瓦41詳細

483　多宝塔　丸瓦41'484　多宝塔　丸瓦42

485　多宝塔　丸瓦42'486　多宝塔　丸瓦43

487　多宝塔　丸瓦44488　多宝塔　丸瓦45 489　多宝塔　丸瓦45詳細



多宝塔　瓦

490　多宝塔　鳥衾瓦　下層南東

491　多宝塔　鳥衾瓦　下層南西

492　多宝塔　鳥衾瓦　下層北西

493　多宝塔　鳥衾瓦　下層北東

494　多宝塔　鳥衾瓦と丸瓦の対応
下層南西・北東と丸瓦31

495　 多宝塔　鳥衾瓦
下層北西　玉縁篦痕跡

496　多宝塔　鳥衾瓦と丸瓦の対応
下層北西と丸瓦22



多宝塔　瓦

497　多宝塔　鳥衾瓦　上層北西　南東・北東も同じ

498　多宝塔　鳥衾瓦　上層南西　胴部線穴は中古

499　多宝塔　上層隅面戸瓦

500　多宝塔　際面戸瓦　上層補足丸瓦割り出し

501　多宝塔　下層隅面戸瓦　上層補足丸瓦割り出し

502　多宝塔　捨熨斗瓦₂種503　多宝塔　捨熨斗瓦の施工状況504　多宝塔　際熨斗瓦

505　多宝塔　鬼瓦　下層南西



多宝塔　瓦

506　多宝塔　鬼瓦　下層北西

507　多宝塔　鬼瓦　下層北東

508　多宝塔　鬼瓦　上層北西

509　多宝塔　鬼瓦　上層北東

510　多宝塔　鬼瓦　上層南東　昭和₃年



多宝塔　瓦

512　多宝塔　鬼瓦　上層南西　

511　多宝塔　鬼瓦　下層南東　安永₉年



多宝塔　瓦

513　鎮守堂　鬼瓦　東

514　鎮守堂　鬼瓦　西

515　鎮守堂　鳥衾瓦　東

516　鎮守堂　衾瓦　昭和₃年

517　鎮守堂　衾瓦　昭和54年　凹面箆書き
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国宝長保寺大門ほか₂棟保存修理記録

₁　建造物の名称	 長保寺大門、多宝塔、鎮守堂

₂　分　　　　類	 国宝（大門、多宝塔）、重要文化財（鎮守堂）

₃　指定年月日	 大門−明治33年（1900）、多宝塔−明治37年（1904）、鎮守堂−大正₃年（1914）

₄　所　在　地	 和歌山県海南市下津町上685（大門）、上690（多宝塔、鎮守堂）

₅　所　有　者	 宗教法人	　長保寺

₆　建 築 種 別	 大門−門、多宝塔−多宝塔、鎮守堂−鎮守社・本殿

₇　建 設 年 代	 大　門：嘉慶₂年（1388）

	 多宝塔：正平12年（1357）

	 鎮守堂：鎌倉時代後期

₈　構 造 形 式	 大　門：木造、三間一戸楼門、入母屋造、瓦葺

	 多宝塔：木造、多宝塔、瓦葺

	 鎮守堂：木造、一間社流造、檜皮葺

₉　規　　　　模	 大　門：間口7.4m、奥行4.3m、平面積52.5㎡

	 多宝塔：間口4.6m、奥行4.6m、平面積21.5㎡

	 鎮守堂：間口2.2m、奥行2.4m、平面積 3.3㎡

10　創立と沿革	 	　長保寺は海南市の下津港から、₂㎞ほど東方の山間に入ったところにある、天台宗の

寺院である。一条天皇の勅願で長保₂年（1000）に造営され、寛文₆年（1666）に紀州

徳川家の菩提所となり、歴代藩主が葬られることとなった。

	 	　創建当初は、伽藍は現在地の西方にあったとされるが、中世に移転し、現存の本堂が

延慶₄年（1311）に建てられた。その後続いて、多宝塔が正平12年（1357）、大門が嘉

慶₂年（1388）に建立され、伽藍が整った。いずれも明治時代後期に特別保護建造物に

指定された。

11　事 業 概 要

　　　修 理 方 針	 大門−半解体修理、多宝塔−屋根葺替・部分修理、鎮守堂−屋根葺替修理

　　　事 業 期 間	 平成23年₁月₁日〜平成24年12月31日

　　　総 事 業 費	 150,000,000円

　　　工事関係者	 事　業　者：宗教法人	　長保寺

	 設計監理者：公益財団法人	和歌山県文化財センター

	 施　工　者：株式会社　金剛組

12　工 事 概 要	 	　大門は瓦葺屋根全面を葺き替え、腐朽した野地板や裏甲を補修した。軒先は高さ修正

を行った。また軒の垂下防止のため、丸桁桔に鉄骨で補強を施したほか、新たに補強材

として二の母屋桔木を取り付けた。壁は漆喰と胡粉を塗り直し、土間は叩きを修理した。

	 	　多宝塔は瓦葺屋根全面を葺き替え、腐朽した野地板や裏甲を補修した。相輪はいった

ん解体し、破損・欠失部分を新たに鋳直した。また亀腹漆喰塗りは全面を塗り替えた。

	 　鎮守堂は桧皮葺屋根全面を葺き替えた。また腐朽した野木舞や裏甲を取り替えた。



11．Outline	of	restoration
　　　Type	of	repair	 Main	Gate	 major	repair	involving	partial	dismantlement
	 	 Two-storied	Treasure	Pagoda	 reroofing	and	partial	repairs
	 	 Chinju-dō	Hall	 reroofing
　　　Restoration	period	 January	1,	2011	to	December	31,	2012
　　　Total	cost	 150,000,000	yen
　　　Parties	involved	 operating	body	 Chōhō-ji	Temple,	a	religious	corporation
	 	 restoration	design	 	Center	 for	Cultural	Properties	 in	Wakayama	

Prefecture	(foundation)
　　　construction	 Kongo	Gumi	Co.,	Ltd.

12．Outline	of	restoration	 	The	 entire	 roof	 of	 the	Main	Gate	was	 reroofed	while	 repairing	damaged	
sheathing	boards	and	eave	end	members.	Sagging	of	the	eaves	was	altered	and	
additional	 supporting	members	as	well	 as	 steel	beams	were	 introduced	 for	
reinforcement	of	these	eaves.	The	plaster	and	white	wash	finishes	on	the	walls	
were	redone	and	damaged	areas	of	the	earthen	floor	were	repaired.

	 	 	With	 the	Treasure	Pagoda,	 the	entire	roof	was	reroofed,	 replacing	only	 the	
damaged	tiles,	and	deteriorated	sheathing	boards	and	eave	end	members	were	
repaired.	The	pagoda	finial	was	disassembled	to	replace	damaged	parts	with	
newly	cast	elements.	Plaster	finish	of	the	bun-shaped	mound	around	the	foot	of	
the	second	story	was	entirely	redone.

	 	 	The	 cypress	 roof	 of	 the	Chinju-dō	Hall	was	 reroofed	 entirely.	Damaged	
sheathing	boards	and	eave	end	members	were	repaired.



Documentation on the Restoration Work at Chōhō-ji Main Gate and Two Structures, 
National Treasures and Important Cultural Property designated by the National Government

	 1．Name	of	building	 	Chōhō-ji	Temple	Main	Gate	 (daimon),	Two-storied	Treasure	Pagoda	 (tahōtō),	
Chinju-dō	Hall

	 2．Classification	 	National	Treasure	(Main	Gate,	Two-storied	Treasure	Pagoda),	
	 	 Important	Cultural	Property	(Chinju-dō	Hall)

	 3．Date	of	designation	 Main	Gate	 1900	(33rd	year	of	Meiji)
	 	 Two-storied	Treasure	Pagoda	 1904	(37th	year	of	Meiji)
	 	 Chinju-dō	Hall	 1914	(3rd	year	of	Taishō)

	 4．Location	 685	Shimotsu-cho	Kami,	Kainan-shi	Wakayama	Prefecture	(Main	Gate)
	 	 	690	 Shimotsu-cho	Kami,	Kainan-shi	Wakayama	Prefecture	 (Two-storied	

Treasure	Pagoda	and	Chinju-dō	Hall)

	 5．Owner	 Chōhō-ji	Temple,	a	religious	corporation

	 6．Building	type	 Main	Gate	 gate
	 	 Two-storied	Treasure	Pagoda	 pagoda
	 	 Chinju-dō	Hall	 temple	guardian	god	shrine

	 7．Construction	date	 Main	Gate	 1388	(2nd	year	of	Kakei)
	 	 Two-storied	Treasure	Pagoda	 1357	(12th	year	of	Shōhei)
	 	 Chinju-dō	Hall	 late	Kamakura	period

	 8．Material	and	structure	 Main	Gate	 	wood	 frame,	 three-bay	 two-storied	gate	with	
entrance	 through	central	bay,	hip-and-gable	
roof,	roofed	with	clay	tiles

	 	 Two-storied	Treasure	Pagoda	 	wood	 frame,	 two-storied	 treasure	 pagoda,	
roofed	with	clay	tiles

	 	 Chinju-dō	Hall	 	wood	 frame,	 one-bay	 shrine	with	 extended	
front	 roof	 and	 stepped	 canopy,	 roofed	with	
Japanese	cypress	bark

	 9．Dimensions	 Main	Gate	 width	7.4m,	depth	4.3m,	floor	area	52.5㎡
	 	 Two-storied	Treasure	Pagoda	 width	4.6m,	depth	4.6m,	floor	area	21.5㎡
	 	 Chinju-dō	Hall	 width	2.2m,	depth	2.4m,	floor	area	3.3㎡

10．Historical	background	 	Chōhō-ji	Temple	of	 the	Tendai	 sect	 is	 located	 in	 the	mountains	about	 two	
kilometers	inland	from	Shimotsu	Port	in	Kainan	City.	It	was	established	in	1000	
(Second	year	of	Chōho)	under	the	order	of	Emperor	Ichijō.	Since	1666	(6th	year	
of	Kanbun),	 as	 the	 family	 temple	 of	 the	Kishū	Tokugawa	Family	 reigning	
Wakayama,	successive	lords	of	the	domain	have	been	laid	to	rest	here.

	 	 	It	is	believed	that	the	temple	grounds	originally	further	to	the	west	was	moved	
to	the	present	 location	at	some	time	during	the	14th	century.	The	Main	Hall	
was	constructed	 in	1311,	 the	Treasure	Pagoda	 in	1357,	 followed	by	the	Main	
Gate	 in	 1388	 to	 complete	 the	 temple	 complex.	All	 three	 buildings	were	
designated	as	Buildings	under	Special	Protection	by	the	national	government	in	
the	late	Meiji	era.
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